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Ⅴ　二軒在家原田遺跡・二軒在家原田Ⅱ遺跡

１　遺跡の概要

　二軒在家原田遺跡・原田Ⅱ遺跡は、工区および調査年度が異なるため別名称を付したが、両遺跡の主

体をなす縄文時代前期から後期にかけての集落址は一連のものであり、集落の東半が原田遺跡、西半が

原田Ⅱ遺跡に相当する。遺跡地の南には高田川の支流である小河川、熊野沢川が東流している。両遺跡

の標高は凡そ 301～ 306ｍである。

二軒在家原田遺跡

　縄文時代前期住居址 65棟、中期住居址 71棟、後期住居址３棟、土坑 228基、後期（終末期）古墳

３基などが検出された。縄文時代前期の住居址は有尾・黒浜式期から諸磯式期に属し、主体は諸磯ｂ式

期である。中期は加曽利Ｅ式期の遺構が主体を占め、当該期の住居址群は環状を呈す。また、検出数は

少ないが五領ヶ台式期の遺構も確認された。後期は称名寺式期から堀之内式期の住居址が主体をなす。

３基の古墳はいずれも小円墳で主体部は削平されていた。いずれも７世紀半ば以降の築造と考えられる。

二軒在家原田Ⅱ遺跡

　基本的に遺構の性格は原田遺跡と同じであるが、新たに縄文時代後期の弧状列石が約 60mにわたり

検出されたほか、遺跡地西側で配石墓群が見つかった。配石墓は推定頭位を北に向ける一群と、東に向

ける一群に分かれる。また、調査区西端で古墳時代前期の住居址が確認された。

　検出された主な遺構は、弧状列石のほかに縄文時代前期住居址 71棟、中期住居址 31棟、後期住居

址 11棟のほか時期不明の住居址１棟、土坑 325基、後期配石墓 26基、古墳時代前期住居址８棟、後

期（終末期）古墳１基などである。

　両遺跡を合わせた縄文時代の住居址数は前期が 136棟、中期 102 棟、後期 11棟などとなり、特に

中期後葉加曽利Ｅ式期の住居址群については南北約 130ｍ×東西約 100ｍの大規模な環状集落を構成

する。遺構の立地を時期別にみると、前期のものは遺跡地において台地南北端近くを中心に、およそ東

西方向に横並びになるように展開している。特に、平面長方形の大形住居址は北側に集中する。中期の

環状集落は台地の中央部分に占地し、その内側には土坑群が展開する。後期の住居址は遺跡地西側（＝

原田Ⅱ遺跡）の、比較的標高が低い南斜面にみられる。

（１）縄文時代の遺構
１．住居址

検出状況

　平面プランは遺跡地北と南側に位置するものは比較的遺存がよく、逆に台地中央付近にあるものは悪

かった。遺構はほぼすべてローム層上面で確認している。全体的に南北端で帯状に広がる前期住居は掘

り込みが深く、中央付近で環状に展開する中期住居はやや浅い印象を受けるが、後世の耕作土およびこ

れに関連する流土が人為的に切り盛りされた可能性も多分に考慮する必要があろう。

規模・住居構造

前期

　有尾・黒浜式期と考えられる住居址は隅丸長方形を呈するものが多く、また長軸と短軸の比率が大き
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いものが多く属する。主柱は長軸に並行し、４・６・８本が主で住居の壁から離れて設けられる。重複（拡

張や建て替え、あるいは縮小）を伴う住居が多く、長方形の住居の場合、基本的に元の住居を一回り大

きく（小さく）するタイプと、２辺を延長（縮小）し細長くなるタイプに大別される。なお、原田Ｃ区

Ｊ－ 15号住は主軸を 90度違えている可能性がある。

　原田A区Ｊ－ 14・Ｃ区Ｊ－３ａ・Ｊ－９号住、同原田ⅡＡ区Ｊ－ 69・Ｊ－ 93号住では壁際に補助

柱穴とみられる小ピットがめぐる。原田ⅡＪ－ 80号住では柱材とみられる炭化物が確認された。本住

居は床および壁面の大半が被熱し、炭化材の一部は壁際で立位の状態で検出されている。炉は地床炉を

基本とするが、原田ⅡＡ区Ｊ－ 12号住では枕石を伴う。

　諸磯式期と考えられる住居は有尾・黒浜式期に比べて長方形のものが減り、楕円形状のものが増加す

る。諸磯ｂ、次いで同ｃ式が大半でａ式期の可能性があるものは僅かである。また、原田Ｃ区Ｊ－ 21

号住（15.6 × 15.6 ｍ・諸磯ｂ）、原田ⅡＦ区Ｊ－ 37号住（12.7 × 12.1 ｍ・諸磯ｃ）のような大形住

居が出現する。主柱は楕円形または小型隅丸（長）方形のものは４あるいは６本のものが多く、大型住

居は８本以上設けられるとみられる。有尾・黒浜式期よりも壁際に近い所に配置される傾向がある。重

複を伴う住居も増加するが、原田Ａ区Ｊ－ 35ａ・Ｂ区Ｊ－３・Ｊ－ 13・Ｃ区Ｊ－３ｄ号住のように

重複（拡張・建て替え）に伴う複数の柱穴を近似した位置に設けた結果、大形土坑状を呈す例も見られ

る。炉は地床炉を基本とするものが多いが、原田Ｂ区Ｊ－ 15号住は枕石を伴う。

中期

　本遺跡群の主体となる時期である。中期後葉加曾利ＥⅠ～ＥⅢ式が多く、ＥⅣ式期以降はやや減少す

る。全体的に掘り込みが浅く、壁周溝および柱穴しか確認できなかった住居址も多い。住居形態はほと

んどが円形または楕円形を呈すが、ＥⅢ～Ⅳ式期には原田Ａ区Ｊ－ 31ｂ・Ｊ－ 64号住のように円形

住居の一部に小型の張り出し部を設け、床の一部に扁平な石を敷いた柄鏡型敷石住居も出現する。

　主柱は６～８本のものが多く、壁際に近い場所で住居の形に沿うように円形に配置される。炉は住居

の中央付近に石囲炉を設ける例が多い。正方形に近い炉が大半だが、原田Ａ区Ｊ－ 22ａ・Ｊ－ 22ｃ

号住のように長方形となるものもある。炉の内部に土器を埋設する炉体土器の出土例も増加する。

後期

　称名寺式期の遺物は調査区の広範囲で認められるが、住居址を確認できたのは原田Ａ区Ｊ－ 55号住

のみである。いわゆる柄鏡型敷石住居で遺存度は悪かったが、住居北側に小礫を多角形状に並べて「壁」

を形成している。堀之内期は１・２式ともに柄鏡型敷石住居が多いが、楕円形で壁際に多数の柱穴を配

すもの（原田ⅡＨ区Ｊ－ 53ａ・Ｊ－ 53ｂ・Ｊ－ 101・Ｊ－ 102号住）も存在する。中期の住居に比

べ、やや低所に立地する傾向がある。加曽利Ｂ式期と考えられるのはわずかに原田ⅡＨ区Ｊ－ 101号

住のみであったが、堀之内式期とした住居址の幾つかはこの時期まで下る可能性もある。

２．土坑・埋設土器

　土坑は原田遺跡で 228 基、原田Ⅱ遺跡で 325 基の計 553 基あまりを確認した。大部分は遺物を内

包するが、遺物を伴わないものや形状が不安定で倒木痕の可能性があるものも含む。なお、より小規模

な土坑（＝ピット）や、原田遺跡では遺存度のよい土器を含む埋設土器（遺構）26基も本来は土坑と

して報告すべきものであったが、整理作業の都合上別々に報告している。

　土坑の帰属時期は、前期有尾・黒浜式期から後期堀之内ないし加曾利Ｂ１式までの遺物が確認されて
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いる。特に加曾利Ｅ式期の土坑については、環状を形成する同時期の住居址群の内側に密集する。原田

Ａ区Ｄ－ 156号土坑では加曾利ＥⅠと曽利式期の深鉢・浅鉢が倒立した状態で、それぞれ入れ子状に

重ねられていた。

３．配石墓

　原田Ⅱ遺跡Ａ区で４基、Ｈ区で 22基確認された。なお、現状で配石を伴わないものについても「配

石墓」として記してある。いずれも長方形を呈し、堀之内～加曾利Ｂ１式期に帰属すると考えられる。

立地および主軸（頭位）方向、規格などの共通性から３つのグループに大別される。まずＡ区の４基は

それぞれ隣接し、主軸は北を起点にして、西に 40 ～ 60度傾く（１号配石墓群）。次にＨ区南東の、西

端をＤ－104号土坑とし東端を４号配石墓とする一群はおおむね東に20～40度傾く（２号配石墓群）。

最後はグループ２の北西に位置し、Ｄ－341号土坑を西端、Ｄ－336号土坑を東端とする一群である（３

号配石墓群）。１・４・６・７号配石墓とＤ－ 99号土坑は墓壙際に拳～人頭大の石を並べる。

　本遺跡配石墓の埋葬頭位は北向きと考えられ、３号配石墓では頭位の推定位置に浅鉢が伏せられた、

いわゆる「鉢被り」が確認された。Ｄ－ 91号土坑でも深鉢の大形破片が出土しており、同様の行為が

行われていたと考えられる。４号配石墓では推定頸部の位置から垂飾が出土している。

４．竪穴状遺構

　原田Ａ区で３基確認された。いずれも覆土の特徴および出土遺物から縄文時代の遺構と判断したが、

詳細は不明である。Ｔ－２竪穴状遺構は床面の一部に焼土を有す。

５．溝

　原田Ａ区Ｍ－１溝（１Ｓ－ 39グリッド）、原田ⅡＡ区Ｍ－１溝（Ｃ－９グリッド）、同Ｍ－２溝（Ｈ

－10グリッド）の３本が確認された。いずれも覆土の特徴や出土遺物から縄文時代の遺構と判断した。　

　原田ⅡＭ－１溝は径 13ｍ程度の楕円形で、内側は周辺に比べ住居址の密度が薄いが土坑が多く分布

し何らかの区画溝である可能性も考えたが、詳細は不明である。同Ｍ－２溝は直線状を呈し、一部で硬

化面が確認された。前期有尾・黒浜～諸磯式期の遺物があるが、周辺住居からの混入とも考えられる。

６．列石

　原田ⅡＡ区北側において約 60ｍに渡り弧状に確認された。使用された石材は拳大～人頭大以上のも

のまで多岐にわたる。図化した石だけで約 620個を数え、その 97％は安山岩が占める。そのほかは緑

色岩類、砂岩、その他頁岩や凝灰岩などがそれぞれ１％程度である。安山岩の多くは角が丸みを帯びて

おり、近隣の碓氷川あるいは高田川から採取したと推測される。最も重いものは 200ｋｇ近くと推定

される。帰属時期は、周辺の遺物から後期堀之内～加曾利Ｂ１式期と考えられる。

　次に、列石にはいくつかの「ユニット」が認められる。扁平な石を直線または弧状に配置したもの、

人頭大の礫を楕円形に並べたものなどである。なお石材は計測後に除去し、その下部を精査したが土坑

などは確認できなかった。また、敷石住居と接続し、一部が延長する例などもみられなかった。列石北

東端のユニットにおいては、立石と思われる大型棒状礫と丸石がセットで置かれていたものが３カ所で

確認された。
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（２）古墳時代の遺構
１．住居址

　原田Ⅱ遺跡Ｈ区において、住居の可能性のあるものも含め８棟検出した。いずれも前期に属すと考え

られ、同時期の集落は本遺跡群中の東方に位置する、人見西原遺跡で確認されている。全体的に掘り込

みは浅いが、平面プランは正方形または若干東西に長い長方形を呈すものが多い。柱穴は４あるいは６

基と考えられる。壁周溝は斜面上位にあたる住居北側において確認されたものが多いが、本来は全周し

ていたものと思われる。炉は住居中央付近に設けられる。

２．古墳

　原田遺跡Ｃ区で３基、原田Ⅱ遺跡Ａ区で１基の計４基を確認した。いずれも墳丘は破壊されており、

周堀とわずかな石室内床面のみの調査となった。原田Ｋ－３号墳と原田ⅡＫ－１号墳は当初、墳丘状の

高まりが確認でき、石室に用いられた大小の石材が集中しているように見えたが、実際はほとんどが削

平されており、耕作の支障となった石を一カ所に集めていたものと判断された。

　古墳はすべて円墳で、墳丘規模は直径 10ｍ前後と推定される。主体部は横穴式石室で、石材には碓

氷川・高田川由来の川原石を採用する。加工された形跡は見られない。原田Ｋ－１号墳では推定石室の

前面（前庭部？）から８世紀代の須恵器が、幾つかまとまった状態で出土した。これらは墓前に置かれ

たものと考えられ、複数回の追葬あるいは追善供養行為があったことが分かる。いずれも築造年代は７

世紀半ば～後半の、いわゆる終末期古墳と思われる。

（３）遺物の概要
１．縄文土器

　二軒在家原田・原田Ⅱ遺跡からは住居址などの遺構に伴う形で、主として前期有尾・黒浜式、諸磯ａ

～ｃ式、中期五領ヶ台式、加曾利ＥⅠ～ＥⅤ式、後期称名寺式、堀之内１・２式、加曾利Ｂ１式に加え、

それらと併行関係にある、長野県を中心とした異系統土器が出土している。出土遺物の数は完形品から

小片まで数万点にのぼる。なお、石器についての詳細はⅧ－１（２）を参照されたい。

早期

　遺構は未確認だが、原田ⅡＡ区Ｊ－ 82号住（有尾・黒浜式期）から、中位に楕円文を施文しその上

下に鋸歯文を配す早期前葉押型文系と考えられる深鉢破片（11）が１点出土している。

前期

　前期前葉と考えられる遺構は未確認だが、原田ⅡＡ区Ｊ－ 32号住（有尾・黒浜式期）で組紐を施文

する関山Ⅱ式の深鉢と考えられる破片（６）が出土している。前期中葉は有尾・黒浜式期の遺物が多数

確認されている。ほぼすべてが深鉢であり、注口が付くものもある。後続する前期後葉は諸磯式、十三

菩提式期が確認されている。諸磯ａ式の遺物が主体を占める遺構はわずかに原田ⅡＡ区Ｊ－ 90ｂ号住

のみである。続く諸磯ｂ式は当該期で最も遺構・遺物量が多い時期である。諸磯ｃ式は、ｂ式期に比べ

るとやや点数は少ないが、原田ⅡＢ区Ｊ－３号住（５）の深鉢のように口径80cmをこえる大型品がある。

　諸磯ｂ～ｃ式と併行関係にある異系統土器としては、北白川下層式（原田Ｂ区Ｄ－ 35号土坑２、原

田ⅡＡ区Ｊ－ 55号住 28・29、Ｊ－ 68ｂ号住４、Ｊ－ 90号住 36）や、浮島・興津式系（原田Ａ区

Ｊ－ 28号住８、Ｊ－ 40ｂ号住 10、Ｊ－ 55号住８、Ｊ－ 66号住 13、Ｄ－ 25号土坑２、Ｄ－ 98
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号土坑２、原田ⅡＡ区Ｊ－ 27号住 22・23、Ｊ－ 54号住 15～ 18、Ｊ－ 58号住 45・48、同Ｆ区Ｊ

－ 37号住７・12）などがある。そのほか、器壁に山形・波状の粘土紐を貼り付け、東北地方大木式の

影響が想定される土器（原田Ｃ区Ｊ－７号住 25、原田ⅡＢ区Ｊ－３号住 35～ 37、同Ｆ区Ｊ－ 37号

住８～ 10）も散見される。前期末の十三菩提式は原田Ａ区Ｊ－ 11・Ｊ－ 27・Ｊ－ 54・Ｊ－ 58・Ｊ

－ 64ａ、同Ｂ区Ｊ－３、同Ｆ区Ｊ－ 37号住などで確認された。諸磯ｃ式との共伴例が多いようである。

中期

　中期初頭五領ヶ台式期の住居址は確認されておらず、諸磯式や加曽利Ｅ式期の遺構に破片が混入する

程度である。一方、土坑からの出土例は比較的多い。原田Ａ区Ｄ－ 37号土坑は複数の土坑が重なった

複合土坑と考えられるが、それぞれの土坑から遺存度の高い深鉢が１点ずつ、計４個体分が出土してい

る。中期中葉の遺物は極めて少ないが原田ⅡＡ区Ｊ－ 13号住で深鉢の橋状把手（13）が、また同Ｄ－

292土坑で勝坂式と思われる深鉢の波状口縁把手（21・22）が出土している。

　中期後葉は前述のとおり本遺跡群の中核をなす時期である。加曽利ＥⅠ～ＥⅤ式期まで幅広く多様な

遺物が出土しているが、ＥⅠ～ＥⅢ式併行に帰属すると考えられるものが圧倒的に多く、ＥⅣ式になる

とその数は減少する。併行関係にある異系統土器としては曽利式や唐草文系、郷土式、連弧文系、大木式、

栃倉式などが、本遺跡の土器に与える影響の多少はあれ、多くの遺構で加曽利Ｅ式と共伴する事例がみ

られる。原田ⅡＡ区Ｊ－ 100号住（加曽利ＥⅠ～Ⅱ）では曽利Ⅱ～Ⅲ式および栃倉式が共伴し、また

吊手土器も有すなど、出土遺物の比率をみても特に外来色が強い遺構である。原田Ａ区Ｊ－ 20・22・

25・67・77・79号住なども、出土遺物における曽利式、郷土式系土器の比率が高い。

　中期末と考えられる遺構は明確でないが、土坑からＥⅤ式の可能性があるもの（原田ⅡＡ区Ｄ－ 63

号土坑１、Ｄ－ 111号土坑１）が出土している。

後期

　後期初頭称名寺式の遺物は前述のとおり広範囲で確認されているが、当該期の遺構は明確でない。後

期前葉堀之内式期の遺構は原田・原田Ⅱ遺跡ともに柄鏡形敷石住居を中心に確認されているほか、原田

Ⅱ遺跡で検出された配石墓群も大半は当該期の所産と考えられる。後期中葉加曽利Ｂ式期の遺物は、先

行する堀之内式期の遺構において出土するものが多い。Ｂ１式が多く、Ｂ２式はわずかである。

２．古墳時代・古代の遺物

　原田Ⅱ遺跡の西端に位置するＨ区で確認された住居址は、すべて前期に属すると考えられる。本遺跡

の東方にある人見西原および西横野東部地区遺跡群で確認されている集落とおよそ同時期である。Ｈ－

２号住 10～ 13・Ｈ－４号住６のように外面口縁部に粘土紐接合痕を残すものや、櫛描文を施すもの

など弥生土器からの影響・系譜が認められるものも散見される。土製紡錘車は５点出土しているが、う

ち４点はＨ－４号住に集中する。上・下面の直径が異なり断面台形を呈すものと、直径が同じで断面方

形の２タイプがある。

　原田・原田Ⅱ遺跡で４基確認された終末期古墳の周堀・石室前面（前庭部）から出土した須恵器はい

ずれも７～８世紀の特徴を備える。原田Ｃ区Ｋ－１号墳５・６は口径がほぼ一致することから短頸壺の

セットとなる可能性がある。なお、同古墳の推定石室内から一部木質が残った方頭大刀の柄頭金具とみ

られる金銅製品が見つかった。また、同Ｋ－３号墳では刀子１点を確認しているが、いずれも遺存度が

低く図化には至らなかった。
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第241図　原田・原田Ⅱ遺跡　時期別遺構位置図①（住居址）

（４）遺構・遺物の実測図

　ⅰ．二軒在家原田遺跡
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第242図　原田・原田Ⅱ遺跡　時期別遺構位置図②（土坑・配石墓など）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－２・14住 1 黒褐色土層10YR3/1 ◎ △ ※ ※ ※

2 暗褐色土層10YR3/3 ◎ △ △ ※ △

3 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ △ △ ○ ○

4 黒褐色土層10YR3/2 ○ △ ※ ※ △ △

5 にぶい黄褐色土層10YR5/4 5＞9 ○ △ △ ○ △

6 暗褐色土層10YR3/4 6＜8 ○ △ ※ ※ △

7 にぶい黄褐色土層10YR5/3 ○ △ △ ※ △

8 暗褐色土層10YR3/4 8＞6 ○ △ △ ※ △

9 にぶい黄褐色土層10YR5/4 9＜5 ○ ○ △ △ △ ○ ○

10 灰黄褐色土層10YR4/2 ○ △ △ △ △

11 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ △ △ ○ ○

12 にぶい黄褐色土層10YR5/3 ○ △ ○ ○ ○

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物

Ｊ－12住 1 暗褐色土層10YR3/3 1＞4 ◎ ○ ○ △ △

2 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ○ △ ※ △

3 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ○ ※ ※ ※

4 暗褐色土層10YR3/3 4＜1 ◎ ○ ※ ※ △

5 暗褐色土層10YR3/4 ◎ ○ △ ○ ○

6 灰黄色土層10YR4/2 ◎ ◎ △ △ △ ○

7 にぶい黄褐色土層10YR5/3 ○ ◎ ○ ○ ○

8 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ○ △ ○ ○

9 にぶい黄褐色土層10YR5/4 9＜11 ○ ◎ ○ ○ ○

10 黄褐色土層10YR5/6 10＜12 ○ ◎ ○ ○ ○

11 にぶい黄褐色土層10YR5/4 11＞9 ○ ◎ ○ ○ △

12 黄褐色土層10YR5/6 12＞10 ○ ◎ ○ ○ △

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－15住 1 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ◎ ※ × ×

2 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ ※ × ※ D-25の覆土

3 褐灰色土層10YR4/1 ○ ◎ ※ ※ △

4 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ○ ※ × ×

5 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ ※ ※ ※

6 褐灰色土層10YR4/1 ◎ ◎ ※ ※ ○

7 暗褐色土層10YR3/3 ◎ ○ △ △ ○

8 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ○ ※ △ △

混入物 遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－16住 1 黒褐色土層10YR3/1 1＜2 ○ ○ × × ×

2 黒褐色土層10YR3/1 2＞1 ◎ ○ ※ × ※

3 褐灰色土層10YR4/1 ◎ ○ ※ × △

4 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ◎ × × ※

5 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ ※ ※ ※

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－１住 1 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ × × ×

2 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ◎ ※ × ×

3 灰黄褐色土層10YR4/2 ◎ ◎ △ × ×

4 にぶい黄褐色土層10YR5/3 ◎ ◎ × ○ × ローム

J-１住D-1 土層注記なし

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

J-15住内石囲炉 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ※ × ×

同堀り方 土層注記なし

混入物

D-25の覆土

D-25の覆土

D-25の覆土

０ ４ｍ

第247図　原田Ａ区Ｊ－１号・２号・12号・14号・15号・16号住居址実測図（１）
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ﾄﾚﾝﾁ

ﾄﾚﾝﾁ

Ｊ－３b号住

Ｊ－３c号住

3a住炉

3b住炉

3c住炉

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

SS 1

2

304.40m
Ｇ Ｈ

1

2 2

304.40m
Ｉ Ｊ

1

304.50m

S

Ｋ Ｌ

S

1
2

3

304.60m
Ｍ Ｎ

1

2

3

4

304.60m
Ｅ Ｆ

RB

J-3a号住炉
J-3b号住炉 J-3c号住炉

 

J-3号住D-1

J-13号住D-1
J-13号住炉

Ｃ
Ｄ

3
0
4
.
8
0
m

J
-
3
c
号
住
炉

Ａ Ｂ
304.80m

J-3a号住炉J-3b号住炉

J-3c号住炉

S
S S

S
S

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

J-3a住炉 土層注記なし

J-3b住炉 土層注記なし

J-3c住炉 1 黒褐色土層10YR3/1 ○ ○ ※ × × △

2 灰黄褐色土層10YR4//2 ◎ ◎ ※ ※ ※

J-3住D-1 1 黒褐色土層10YR ◎ ◎ △ △ ×

2 灰黄褐色土層10YR ◎ ◎ △ ○ ×

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

炉 1 黒褐色土層10YR3/1 ○ ○ △ ※ ※ △

D-1 土層注記なし

混入物

焼土

０ ４ｍ

第249図　原田Ａ区Ｊ－３号・13号住居址実測図（１）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｈ

S

D-1

D-2

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｆ
Ｅ

S

D-1

Ｃ
Ｄ

1
2

2

3
0
4
.
8
0
m

Ａ Ｂ
1

2

304.80m

2

P

2

Ｅ Ｆ

1

2
3

304.50m

Ｇ Ｈ

1

2

304.50m

1

2

304.90m

2

Ａ Ｂ

1
2

3
0
4
.
9
0
m

Ｃ
Ｄ

3

304.90m
Ｅ Ｆ

1
2

3

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－４住 1 灰黄褐色土層10YR4/2 1＜2 ◎ ◎ ※ × ×

2 灰黄褐色土層10YR4/2 2＞1 ◎ ◎ △ △ ×

D-1 1 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ◎ × × ×

2 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ ※ × ×

3 灰黄褐色土層10YR4/2 ◎ ◎ ※ ※ ×

D-2 1 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ◎ × × ×

2 灰黄褐色土層10YR4/2 ◎ ◎ ※ × ×

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－５住 1 黒褐色土層10YR2/2 ◎ ◎ × × ×

2 黒褐色土層10YR3/1 2＜3 ◎ ◎ ※ × ×

3 黒褐色土層10YR3/1 3＞2 ◎ ◎ ※ ※ ×

D-1 1 暗褐色土層10YR3/4 ○ ○ △ ※ △

2 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ○ ○ △ ○

3 にぶい黄褐色土層10YR5/4 ○ ○ ○ ○ △

混入物

土器分布
１層

1
2

3
4

土器分布
１層

1 2

3 4

Ｊ－３号住

　D－１

3a住・3b住炉（D-2）

　D－４
　P－１

　P－２

３区周溝

４区周溝

一括

Ｊ－13号住

　D－１
　D－２   
　D－３   

炉

炉下

D－４

P－１

P－２
P－３
P－４
P－５

P－６
P－７

２区周溝

Ｊ－３a号住

Ｊ－13号住

Ｊ－３b号住

Ｊ－３c号住
1 2

3
4

5
6

7
8

1

2
3

4
5

6

7 8

D－１

D－２

一括

土器分布
１層

D－１

一括

０ ４ｍ
０ ４ｍ

０ ４ｍ
０ ４ｍ

０ ４ｍ

第251図　原田Ａ区Ｊ－４号住居址実測図

第252図　原田Ａ区Ｊ－５号住居址実測図

第250図　原田Ａ区Ｊ－３号・13号住居址実測図（２）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

D-1

D-16

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

D-1

D-2

土坑

1

2

3
0
4
.
7
0
m

P

Ｃ
Ｄ

1

2

304.70m

P

Ａ Ｂ

305.00m

1
2

Ａ Ｂ

3
0
5
.
0
0
m

1
2

土
坑

Ｃ
Ｄ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－６住 1 黒褐色土層10YR3/1 1＜2 ◎ ◎ × × ×

2 黒褐色土層10YR3/1 2＞1 ◎ ◎ ※ × ×

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－10住 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ △ △ △ ※

2 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ○ ○ △ △

混入物

土器分布
１層

土器分布
２層

1

2

3

5

6
7

9

10

11

13
14 15

土器分布
１層

1 2

3 4

９区周溝

３区サブトレ

７区サブトレ

11区サブトレ

15区サブトレ

北トレンチ

東トレンチ

一括

D－１

D－２

一括

３区サブトレ

０ ４ｍ
０ ４ｍ

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第253図　原田Ａ区Ｊ－６号住居址実測図

第254図　原田Ａ区Ｊ－10号住居址実測図
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｊ－８号住

Ｊ－９号住

D-17

D-18

D-19

D-20

炉

D-1 D-2

P-1
P-2

P-3

P-4

3
0
4
.
8
0
m

1

2

P
S

P
Ａ

Ｂ
304.80m

Ｃ Ｄ

S

3
0
4
.
9
0
m

1 2
3

S

Ｇ
Ｈ

S

4
5 炉

304.90m

1
2

3

S
P

Ｅ Ｆ

炉

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－８住 1 暗褐色土層10YR2/2 ◎ ○ ※ × ×

2 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ○ △ ※ ※

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－９住 1 黒色土層10YR2/1 ◎ ◎ × × ×

2 黒褐色土層10YR3/1 2＜3 ◎ ◎ ※ × ×

3 黒褐色土層10YR3/1 3＞2 ◎ ◎ △ ※ ×

炉 4 暗褐色土層10YR3/4 ○ ○ △ △ △

5 にぶい黄褐色土層10YR5/4 ○ ○ △ △ ○

混入物

Ｊ－８号住

Ｊ－９号住

D-17

D-18

D-19

D-20

1
2

3
4

1 2

3
4

土器分布
１層

Ｊ－８号住
　D－１
　D－２
　P－１
　P－３

３区サブトレ

一括

Ｊ－９号住

　P－４

３区サブトレ

一括

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第255図　原田Ａ区Ｊ－８号・９号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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D-4

Ｊ－19号住

Ｊ－20号住

D-28

D-38

D-39

S

D-1

D-2
D-3

D-26

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

1

23 P

304.70m
Ａ Ｂ

1 2

S

3

3
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4
.
7
0
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Ｃ
Ｄ

S
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S
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Ｅ Ｆ

S

S
S

P

S

1
2

3

3
0
4
.
8
0
m

Ｇ
Ｈ

1
2

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－19住 1 黒褐色土層10YR2/2 1＜2 ◎ ○ ※ × ×

2 黒褐色土層10YR2/2 2＞1 ◎ ◎ ※ ※ ※

3 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ◎ ◎ △ △ ※

Ｊ－20住 土層注記なし

混入物

Ｊ－19号住

Ｊ－20号住

1 2 3 45 6 7 8
9

10 11 1213
14

15 16

1 2

3
45 6

7
89 10

11 1213
14 15

16

Ｊ－19号住
　D－１

　D－２

　D－３

　D－４

Ｊ－20号住
一括

土器分布
１層

土器分布
２層

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第256図　原田Ａ区Ｊ－19号・Ｊ－20号住居址実測図
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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Ｆ
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S

S

S

S

S

S

S

S
S

S

S

S

S

S

S

S
S

Ｊ－21号住

Ｊ－23号住

トレンチ
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S

1

22
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3
0
5
.
0
0
m

1
2

1

2

1

2
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4
5

Ⅴ

Ｅ
Ｆ

Ｊ
－
2
3
号
住

Ｊ
－
2
1
号
住

P
1

2

305.00m
Ｃ Ｄ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－21住 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ × × ※

2 黒褐色土層10YR2/3 ◎ ○ ○ × ※ 焼土・炭化物含む

3 暗褐色土層10YR3/3 ◎ ○ △ × ×

4 暗褐色土層10YR3/3 ◎ ◎ ○ × ※

5 褐色土層10YR4/6 ◎ ◎ ◎ × ※ 焼土含む　別遺構か

Ｊ－23住 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ × × ※

2 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ △ × ※

混入物 備考

Ｊ－21号住

Ｊ－23号住

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13
14 15

16

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

土器分布
２層

土器分布
１層

３区サブトレ

７区サブトレ

15区サブトレ

一括

Ｊ－21号住

３区延長サブトレ

10区一括

一括

Ｊ－23号住

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第257図　原田Ａ区Ｊ－21号・23号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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P
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P
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1
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－25住 土層注記なし

炉 1 黒褐色土層10YR3/2 ○ ◎ ○ × △

D-1 1 灰黄褐色土層10YR5/2 ◎ ◎ △ × ※

混入物

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13
14 15

16

土器分布
１層

土器分布
２層

炉

　D－１

　P－１
　P－２   

一括

焼土

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第258図　原田Ａ区Ｊ－25号住居址実測図



Ｊ－22b号住

Ｊ－27a号住
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P-2

P-3
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5
6

S S

土坑１

S

4

土坑２
S

P P
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1

1
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5
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1

2

Ａ Ｂ

Ｊ－22a号住 Ｊ－22b号住

S

P

S SP1

2

3

304.10m
Ｉ Ｊ

1

2
3

3

304.40m
Ｍ Ｎ

1

2
3

P
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Ｏ Ｐ

1

304.40m
Ｙ Ｚ

S

D-30

304.90m
Ｑ Ｒ

Ｊ－22b号住 Ｊ－27a号住

304.40m

S
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2

Ｗ Ｘ

304.40m

S
S1

2

S

Ｕ Ｖ

3

土坑?
P

304.90m
Ｓ Ｔ

Ｊ－27a号住 Ｊ－27b号住

5
P

J-22a号住炉

J-22c号住D-1

J-22c号住炉

Ｊ－27b号住
J-27a号住炉

J-27b号住炉

J-27b号住D-1

Ｊ－22c号住

Ｊ－22c号住Ｊ－22b号住

P

P

P

P
P

S

ｶｸﾗﾝ

304.80m
Ｃ Ｄ

Ｊ－22b号住 Ｊ－22a号住

3

1
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S
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ｶｸﾗﾝ

4

3

1

2

6
7

5

6

7

5

1

2

3

4

1

2
3

6
78 9

5

6 6
7

7
8
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

    ＲＰ ＲＢ ＹＰ 焼土

Ｊ－22a住 1 黒褐色土層10YR2/3 ◎ △ ※ × ※

2 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ◎ ○ △ ※ △

3 褐色土層10YR4/4 ○ ◎ ○ ※ ※

4 黄褐色土層10YR5/6 ○ ◎ ◎ ※ ※

Ｊ－22b住 5 黒褐色土層10YR2/3 ◎ △ ※ × △

6 暗褐色土層10YR3/3 ◎ ○ △ ※ △

7 褐色土層10YR4/4 ◎ ◎ ◎ ※ △

8 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ◎ ○ ※ ※ 炉

Ｊ－22c住 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ × ※

2 黒褐色土層10YR2/3 ◎ ○ △ ※ ※

3 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ◎ ◎ ○ △ △

4 褐色土層10YR4/6 ◎ ◎ ◎ △ △

Ｊ－22a住炉 1 灰黄褐色土層10YR4/2 ○ ◎ × × ※

2 にぶい黄褐色土層10YR5/4 ○ ◎ △ ※ ※

3 褐色土層7.5YR4/6 ○ ◎ △ ※ △ 焼土あり

Ｊ－22c住炉 1 暗褐色土層10YR3/3 ◎ ○ ○ △ △ ※

2 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ◎ ◎ △ △ △

Ｊ－22c住D-1 1 黒褐色土層10YR3/2 ○ ○ ※ × ※

2 灰黄褐色土層10YR4/2 ◎ ○ △ ※ ※

3 褐灰色土層10YR4/1 ◎ ◎ △ ※ △

土坑１ 1 黒褐色土層10YR2/3 ◎ △ ※ × △ 土器多量

土坑２ 1 黒褐色土層10YR2/2 △ △ × × ※

備考混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

    ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－27a住 1 黒褐色土層10YR2/2 ◎ △ △ ※ ※

2 暗褐色土層10YR3/3 ◎ △ △ ※ ○

3 暗褐色土層10YR3/3 ◎ ○ ○ △ △

4 褐色土層10YR4/4 ○ ○ ◎ △ ※

Ｊ－27b住 5 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ × ※

6 黒褐色土層10YR2/3 ◎ ○ △ △ △

7 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ※

8 暗褐色土層10YR3/3 ○ ◎ ○ ※ △

9 暗褐色土層10YR3/3 ◎ ○ ○ △ △

Ｊ－27a住炉 1 暗褐色土層10YR3/4 ◎ ○ ○ ※ ○ △

2 褐色土層10YR4/6 ○ ◎ ◎ ※ △ ※ ◎

3 暗褐色土層10YR3/3 ◎ ○ ○ △ △ ※

Ｊ－27b住炉 1 暗褐色土層10YR3/3 ◎ ○ △ ※ △ ※

2 暗褐色土層10YR3/3 ○ ◎ ○ ※ ※ △

Ｊ－27b住D-1 1 暗褐色土層10YR3/3 ◎ ◎ ○ △ △

混入物

土器分布
１層

土器分布
２層

土器分布
３層

Ｊ－22b号住
　P－１

Ｊ－22a号住

　P－２

炉

　D－１

　P－１
　P－２   

　P－３   
　P－４   

　P－５
　P－６   

Ｊ－22c号住
炉

　D－１
　P－１
　P－３   

Ｊ－22号住
５区周溝・土坑

２区周溝

５区周溝

９区周溝

３区サブトレ

11区サブトレ

７区サブトレ

15区サブトレ

サブトレ一括

15区南一括

16区南一括

12区カクラン

16区カクラン

一括

Ｊ－22b号住

Ｊ－27a号住

Ｊ－22a号住

Ｊ－22c号住

Ｊ－27b号住

2 3 4

6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21 22 23 24

1 2 3
4

5 6 7 8

9 10 11 12
13 14

15 16

1

5

Ｊ－27号住

５区周溝

３区サブトレ

７区サブトレ

18区一括

３区一括

４区一括

４区炉

14区炉

　D－１

　P－１

　P－５   

　P－６   

８区一括

14区一括

一括

焼土

０ ４ｍ

０ ４ｍ

第259図　原田Ａ区Ｊ－22号・27号住居址実測図
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

D-1

1

2

3

P

S

4

304.80m
Ａ Ｂ

P

1 2
3

4

3
0
4
.
8
0
m

Ｃ
Ｄ

1
2

P

304.30m
Ｅ Ｆ

2

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－26住 土層注記なし

D-1 1 灰黄褐色土層10YR4/2 ○ ◎ ○ ※ ○

2 灰黄褐色土層10YR5/2 ○ ◎ △ △ ○

混入物

土器分布
１層

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15
16

土器分布
２層

土器分布
３層

３区サブトレ

７区サブトレ

11区サブトレ

15区サブトレ

一括

D－１

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第260図　原田Ａ区Ｊ－26号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 290 －

D-1

D-2

P-1

P-2

D-179

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ

Ｃ
Ｄ

3
0
5
.
0
0
m

Ａ Ｂ
305.00m

1 2 3
4

5 6 7 8

9 10 11 12
13

14 15 16

土器分布
１層

土器分布
２層

土器分布
３層

３区サブトレ

５区サブトレ

10区サブトレ

14区サブトレ

一括

D－１

U－１

P－１

P－２

２区サブトレ

サブトレ一括

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第261図　原田Ａ区Ｊ－28号住居址実測図



倒木痕

D-1

D-2

Ｊ－33a号住

Ｊ－33b号住

Ｊ－33c号住

Ｊ－29号住

S

P-1

P-2

P-3

P-4

P-5

P-6

P-1

ｶｸﾗﾝ
ｶｸﾗﾝ

ﾄﾚﾝﾁ

ﾄﾚﾝﾁ
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

炉

P-2
3
0
4
.
9
0
m

ｶ
ｸ
ﾗ
ﾝ

S
P

1
2

3
4

5
1

Ａ
Ｂ

304.60m

S

1

2

3

Ｅ Ｆ
304.50m

1
P

Ｇ Ｈ

Ｉ
Ｊ

3
0
5
.
2
0
m

P
1

304.20m
Ｋ Ｌ

1

Ｃ
305.20m

Ｄ

Ｊ－29号住 Ｊ－33c号住

Ｊ
－
3
3
b
号
住

Ｊ
－
3
3
a
号
住

Ｊ
－
3
3
c
号
住

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

    ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－33a住炉 1 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ○ ○ △ △ ※ ※

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ ＢＰ

Ｊ－29住 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ × ※

2 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ○ ○ △ ※

3 褐色土層10YR4/6 ○ ◎ ◎ △ ※

4 土層注記なし

5 土層注記なし

D-1 1 暗褐色土層10YR3/4 1＜2 ○ △ ○ △ ※ △

2 暗褐色土層10YR3/4 2＞1 ○ ○ ○ △ × ◎

3 褐色土層10YR4/4 ○ ○ △ ※ × ○

D-2 1 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ○ ○ △ × △

混入物

土器分布
１層

Ｊ－29号住

1
2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15
16

土器分布
２層

一括

D－１

D－２

サブトレ

12区一括

Ｊ－29号住

一括

P－１

P－２

４区サブトレ

Ｊ－33a号住
炉

P－４

P－５

一括

P－１

Ｊ－33b号住

一括

Ｊ－33c号住

土器分布
１層

土器分布
２層

土器分布
３層

Ｊ－33a号住

1 2

3 4

焼土

０ ４ｍ

０ ４ｍ

第262図　原田Ａ区Ｊ－29号・33号住居址実測図



ベルト

トレンチ

炉

P-1

P-2

P-3

P-4

P-1

P-2

P-3

P-4

D-1

P-5

P-2

P-1

P-1

P-2

P-3

P-4

P-6

P-5

S

S

S

S

S

SS

S

Ｊ－30a号住

Ｊ－30c号住

Ｊ－30d号住

Ｊ－30e号住
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

炉
P

P
S

U-22

Ａ Ｂ
304.90m

Ｊ－30e号住

炉堀方

Ｊ－30d号住 Ｊ－30a号住

Ｃ
3
0
4
.
9
0
m

Ｄ

S

Ｊ
－
3
0
d
号
住

Ｊ
－
3
0
c
号
住

炉
堀
方

土器分布
１層

Ｊ－30a住

Ｊ－30c住

Ｊ－30d住

Ｊ－30e住

1 2

3 4

5

6

7
8

9

土器分布
２層

土器分布
３層

Ｊ－30a号住
　P－２

№１ １層

№１ 下層

№２

№２ ２層

№２ 下層

№３ ２層

№３北 ２層

№３西 ２層

№４ ２層

№５ １層

№６ １層

№６ 下層
№７

№７ 下層

№８

№８ １層

№11 ２層

一括

Ｊ－30d号住

　P－２

　P－３

　P－４

　P－５

外側壁周溝

一括

　D－１

南一括

Ｊ－30e号住

　P－２

　P－３

　P－４

　P－１

炉

石集中区１層

石集中区

一括

５区一括

Ｊ－30号住

土器集中地点

サブトレ

拡張部

一括

Ｊ－30c号住

　P－１

　P－２

　P－３

　P－４

　P－５

　P－６

炉

内側壁周溝

一括

30c号住と30e号住重複部 

30d号住と30e号住重複部
※Ｊ－30b号住は欠番

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第263図　原田Ａ区Ｊ－30号住居址実測図



D-188

P-1

P-2

U-2

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ｅ
Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

U-1

Ｊ－31a住

Ｊ－31b住

Ｊ－31b住敷石状態

P

1

2

Pit

305.00m

ｶｸﾗﾝ
Ａ Ｂ

1

2

3

4

Ｇ Ｈ
S

1

2

3

304.50m
P

ｶ
ｸ
ﾗ
ﾝ

S

土
坑

S

3
0
5
.
0
0
m

Ｃ
Ｄ

1

2

1
1

2
P
i
t

3

4

ｶ
ｸ
ﾗ
ﾝ

（柄鏡形敷石住居）

J-31b号住炉

Ｅ Ｆ

12
1

P

J-31b号住U-1

304.50m

}
}

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ ＢＰ 炭化物 焼土

Ｊ－31住 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ △ × ※ ×

2 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ ○ ※ △ ×

3 暗褐色土層10YR3/4 ○ △ ○ ※ △ ×

4 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ○ ◎ △ △ △

Ｊ－31b住炉 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ※ ※ ※ △ ※

2 灰黄褐色土層10YR4/2 ○ ○ △ ※ ※ ※ ※

3 にぶい黄褐色土層10YR5/4 ○ ○ ○ ○ △ ※ △

Ｊ－31b住U-1 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ※ ※ ※ ※

2 暗褐色土層10YR3/4 ○ ○ △ ※ △

a住覆土

混入物

b住覆土

Ｊ－31a住

Ｊ－31b住

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

Ｊ－31a号住

一括

Ｊ－31b号住
炉

U－１

U－２

炉堀方

一括

11区・15区サブトレ

サブトレ

南東一括

Ｊ－31号住

土器分布
１層

土器分布
２層

土器分布
３層

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第264図　原田Ａ区Ｊ －31号住居址実測図
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

ﾍﾞﾙﾄ

ﾄﾚﾝﾁ

S2

土器1

S1

S

S

S

D-187
D-190

P-1

P-1

P-2

P-3

P-4
P-5

P-6

P-7

P-8

Ｊ－32a号住

Ｊ－32b号住

Ｂ

Ａ

S

S

P-2

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

炉

Ａ Ｂ
305.00m

1

305.00m
Ｃ Ｄ

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
6
0
m

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

炉 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ ※ ◎ ※ ※

混入物

Ｊ－32a号住

Ｊ－32b号住

1
2 3 4

5 6 7
8

9 10 11 12
13

14

15

16

a住炉

b住炉

Ｊ－32a号住
　P－１

　P－２   

　P－４   

　P－５   

　P－６
　P－７   
　P－８   

Ｊ－32b号住

　P－１

炉

炉東側一括

一括

土器分布
１層

土器分布
２層

土器分布
１層

1 2

3 4

サブトレ

Ｊ－32号住
土器１

外側壁周溝

３区サブトレ

７区サブトレ

11区サブトレ

15区サブトレ

一括

焼土

焼土

０ ４ｍ
０ ４ｍ

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第265図　原田Ａ区Ｊ－32号住居址実測図

第266図　原田Ａ区Ｊ－34号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 298 －

D-50

D-60

S

S

D-1

D-2
D-3

P-1

P-2

P-3
P-4

D-4

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｊ－35a号住

Ｊ－35b号住

1

2
3

4 5
6

7

303.80m
Ｉ Ｊ

1
2

3

ｶｸﾗﾝ

304.50m
Ａ Ｂ

Ｄ－60

1

2

3

S

304.50m
Ｃ Ｄ

Pit

1

2 33

304.00m
Ｋ Ｌ

Ｅ
304.50m

Ｆ

Ｇ
3
0
4
.
5
0
m

Ｈ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－35a住 1 黒褐色土層10YR2/3 1＜2 ◎ △ ※ × △

2 黒褐色土層10YR2/3 2＞1 ○ ○ △ ※ ○

3 暗褐色土層10YR3/3 ○ ◎ ○ △ ○

D-1 1 黒褐色土層10YR2/3 1＜4 ○ △ △ △ ○

2 にぶい黄褐色土層10YR4/3 △ ○ ○ △ △

3 褐色土層10YR4/6 3＜7＜6 △ ◎ ◎ △ ※

4 黒褐色土層10YR2/3 4＞1 △ ○ ○ △ △ ピット

5 暗褐色土層10YR3/3 △ ◎ ◎ ※ ×

6 褐色土層10YR4/6 6＞7＞3 △ ◎ ◎ △ ※

7 褐色土層10YR4/6 7＜6＞3 △ ○ ◎ × × ピット

D-2 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ △ △ △ ○

2 暗褐色土層10YR3/4 △ ○ ○ △ △

3 褐色土層10YR4/4 △ ◎ ◎ ○ ※

混入物

1 2 3 4
5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

17 18 19 20

21 22
23 24

25 26 27 28

29
30 31 32

Ｊ－35a号住

Ｊ－35b号住

土器分布
１層

土器分布
２層

D－１

D－２

D－３

D－４

P－４

３区・７区サブトレ

13区・14区サブトレ

11区・15区サブトレ

15区・16区サブトレ

19区・23区サブトレ

27区・31区サブトレ

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第267図　原田Ａ区Ｊ－35号住居址実測図



Ｊ－37号住

Ｊ－44号住

Ｊ－48号住

Ｊ－51号住

D-63

D-70

D-1

S

S

S

粘土

D-1P-1

P-3

P-4

P-5

P-6

P-7

D-1

P-1

P-2

P-3

P-4
P-5

P-6P-7

P-8

P-9

P-10

S S

P-1

P-3

P-4

P-5

P-2

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｈ

Ｉ
Ｊ

Ｋ
Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｇ

炉

U-10

P

1

2P

304.50m
Ａ Ｂ

S S1

304.10m
Ｉ Ｊ

P

1 2

3
0
4
.
5
0
m

3

Ｇ
Ｈ

304.00m

S
1

2

Ｍ Ｎ
304.40m

1

Ｋ Ｌ

2

S

5

6

7

P

304.50m

1

2

Ｃ Ｄ

1 2
3

4
7

7

 
5

6

3
0
4
.
5
0
m

Ｅ
Ｆ

Ｊ－44号住 Ｊ－37号住

Ｊ－48号住
Ｊ－51号住

Ｊ
－
3
7
号
住

Ｊ
－
4
8
号
住

Ｊ
－
5
1
号
住

Ｊ
－
4
4
号
住

J-37号住炉
J-44号住D-1 J-51号住D-1

}
}

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－37住 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ※ △

2 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ △ ◎

3 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ○

J-48・51住 1 黒褐色土層10YR2/2 1＜2 ○ △ ※ ※ △

2 黒褐色土層10YR2/2 2＞1 ◎ △ ※ △ ○

3 黒褐色土層10YR2/2 ◎ △ ※ △ ○

4 黒褐色土層10YR2/3 4＜5 ○ ○ △ △ ○ △

5 黒褐色土層10YR2/3 5＞4 ○ △ △ ※ △

6 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ○

7 暗褐色土層10YR3/2 △ △ △ △ ◎

Ｊ－37住炉 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ ◎ ○ ○ △ ※ ※

Ｊ－44住D-1 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ △ △ ○ ※

2 暗褐色土層10YR3/3 △ ◎ ○ △ ◎

Ｊ－51住D-1 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ △ △ △

2 褐色土層10YR4/4 △ ◎ ◎ ◎ △

48住覆土

51住覆土

混入物

37住
 1 37住

 2

37住
 3

37住
 4

37住
 8

37住 
 7

37住
 6

37住
 5

37住
 9

37住
 10

37住
 11

37住
 12

37住
 13

37住
 14

37住
 15

37住
 16

44住
 1

44住
 2

44住
 3

44住
 4

51住
 1

51住
 2

51住
 3

51住
 4

51住
 8

51住 
 7

51住
 6

51住
 5

48住
 1

48住
 2

48住
 3

48住
 4

48住
 8

48住 
 7

48住
 6

48住
 5

Ｊ－37号住

Ｊ－44号住

Ｊ－48号住

Ｊ－51号住

Ｊ－44号住

　P－１

　P－２

　P－３

　P－４

　P－５

　P－６

　D－１

　P－７

　P－８

　P－10

南東

西側一括

床直

Ｊ－37号住
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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第270図　原田Ａ区Ｊ－39号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 302 －

D-1

D-2

D-3

D-4
Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ
Ｌ

304.40m

1S

Ｅ Ｆ

304.40m

1

2

Ｇ Ｈ

304.40m

1

2

2

Ｉ Ｊ

304.40m

1

2

S

3

Ｋ Ｌ

Ａ Ｂ
304.50m

S

Ｃ
Ｄ

3
0
4
.
5
0
m

S

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物

炉 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ※ ○ △

D-1 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ◎

2 褐色土層10YR4/6 △ ◎ ◎ ○ ○

D-3 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ △ △ ○

2 褐色土層10YR4/6 △ ◎ ◎ △ ◎

D-4 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ △ △ △

2 黒褐色土層10YR2/3 2＜3 ○ ○ ○ △ ○

3 黒褐色土層10YR2/3 3＞2 △ ○ ○ △ △

混入物

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

土器分布
１層

炉

D－２

D－４

一括

０ ４ｍ
０ ４ｍ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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4

Ｇ Ｈ

Ａ Ｂ
303.50m

Ｃ
Ｄ

3
0
3
.
5
0
m

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物

炉１ 1 黒褐色土層10YR2/1 ○ ○ ※ × △

D-2 1 黒褐色土層10YR2/3 1＜2 ○ △ ※ △ ○ ※

2 黒褐色土層10YR2/3 2＞1 ○ △ ※ △ ○

3 黒褐色土層10YR2/2 △ △ △ ※ ○

4 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ ◎ △

混入物

※

1 2 3
4

5
6 7

8

9
10

11 12

13 14
15

16

土器分布
１層

炉３

D－１

D－２

P－１

P－２

P－３

P－７

P－８

P－９

P－10

南北サブトレ

一括

焼土

０ ４ｍ

０ ４ｍ

第285図　原田Ａ区Ｊ－58号住居址実測図



－ 313 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

D-158

P-26

P-27

P-28

P-29

P-30

P-31

P-32
P-33

P-34

P-35

P-36

D-155

U-14

U-16

D-163

D-164

D-173

D-174

D-177

D-181

U-18

D-175

P-3

P-6

P-1

P-2

P-1
P-2

P-4

P-5

Ｊ－63号住

Ｊ－59号住

Ｊ－40b号住

Ａ

Ｂ

D-166

D-1P-1

P-2

Ａ

Ｂ

Ａ
Ｂ

3
0
3
.
8
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
7
0
m

S
S

P－１

P－２

P－３

P－４

P－５

一括

炉

D－１

P－１

炉東脇

一括

焼土

０ ４ｍ

０ ４ｍ

第286図　原田Ａ区Ｊ－63号住居址実測図

第287図　原田Ａ区Ｊ－66号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 314 －

S

PS

P-1

Ｊ－64号住敷石状態

Ｊ－65号住

Ｊ－71号住

P-1

P-2

P-3

P-4

P-5

P-6

U-1

U-2

Ｊ－64号住堀り方

Ｊ－59号住

Ｊ－40a号住

Ｊ－59号住

Ｊ－40a号住

U-20

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

U-２

Ｃ
Ｄ

3
0
4
.
4
0
m

P
S

S

S
S

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
4
0
m

Ｊ－64号住
炉

P－１

P－２

P－３

P－４

P－６

U－１

U－２

U－２下（張り出し部）

P－５

敷石下（主体部一括）

一括

Ｊ－65号住
P－１

Ｊ－71号住重複部

一括

Ｊ－71号住
炉

炉の南西

一括

０ ４ｍ

第288図　原田Ａ区Ｊ－64号・65号・71号住居址実測図



－ 315 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

P-1

P-2

P-3

P-4

P-5

P-6

P-7

Ａ

Ｂ

P-1

P-2

U-1

U-2

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

304.50m

12
3

2

3

Ａ Ｂ

304.50m

1

P

1

Ｃ Ｄ
304.50m

1

P

Ｅ Ｆ

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
7
0
m

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－67住  1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ △ ◎

2 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ○

3 褐色土層10YR4/4 ○ ◎ ◎ ※ ○

混入物

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

U-１ 1 褐色土層10YR4/6 △ ◎ ◎ × ※

U-２ 1 褐色土層10YR4/6 △ ◎ ◎ × ※

混入物

1 2

3
4

1 2

3 4

土器分布
１層

炉

P－３

P－１

P－２

P－４

P－５

中央ベルト床直

P－７

土器分布
１層

炉

U－１

U－２

P－１

P－２

一括

焼土

焼土

０ ４ｍ

０ ４ｍ

０ ４ｍ

０ ４ｍ

第289図　原田Ａ区Ｊ－67号住居址実測図

第290図　原田Ａ区Ｊ－69号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 316 －

Ｊ－72号住

U-17

Ｊ－68a号住敷石状態

S D-1P-3

P-2

P-1

D-185

Ｊ－68a号住堀方

Ａ

Ｂ

Ｊ－68a号住

Ｊ－68号住

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
7
0
mD－１

主体部

入り口付近

一括

焼土

０ ４ｍ

第291図　原田Ａ区Ｊ－68号住居址実測図

Ｊ－68b号住

Ｊ－68b号住



－ 317 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 318 －

Ｊ－73号住

Ｊ－74号住

D-176

D-180

U-19
S

S

D-1

D-2

P-1

P-2

P-1

P-2

P-4

P-5

P-6

P-7

P-8

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

P-3

304.50m

P

1

2
2

S
P

Ｃ Ｄ

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
6
0
m

S
S

Ｊ
－

7
3
号

住
Ｊ

－
7
4
号

住

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－74住炉 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ ※ ○ ※

2 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ○ △ △

混入物

Ｊ－73号住
炉

炉周辺

一括

P－１
P－２
P－４

P－５
P－６
P－７
P－８

Ｊ－74号住
炉

一括

P－１

P－２
P－３

P－３上面

D－１

D－２

南東一括

焼土

０ ４ｍ

第293図　原田Ａ区Ｊ－73号・74号住居址実測図



－ 319 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ

Ｂ

P-1

P-2

P-3

P-4P-5

P-6

P-7 P-8

P-8

P-9

P-10

D-189

炉1

炉2

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ
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3
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.
7
0
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304.60m

S

S1

2 345

Ｃ Ｄ

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
6
0
m

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－79住炉 1 暗褐色土層10YR3/4 ○ ○ ○ △ △ △ △

2 褐色土層10YR4/4 2＜4 ○ ○ ○ △ △ ※ ※

3 褐色土層10YR4/6 △ ◎ ◎ △ ※ ※ ※

4 褐色土層10YR4/4 4＞2 △ ◎ ◎ △ ○ ※ △

5 暗褐色土層10YR3/4 △ ○ ○ △ △ ※ △ 炉１

混入物

炉２｝

炉

P－１

P－１上面

P－２

P－３

P－４

P－５

一括

炉１

炉２

P－１

P－３

P－４

P－５

P－６

P－７

P－８

P－９

P－10

一括

P-1

P-2

P-3

P-4

P-5

焼土

焼土

０ ４ｍ

０ ４ｍ

第294図　原田Ａ区Ｊ－77号住居址実測図

第295図　原田Ａ区Ｊ－79号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 320 －

Ｊ－80号住

Ｊ－81号住

81住外P-1
P-1

P-2

P-3

P-4
P-5

P-6

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

3
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5
.
3
0
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ｶ
ｸ
ﾗ
ﾝ
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3
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4
P

S

S
Ⅰ

Ⅲ

Ａ
Ｂ

P

Ⅲ
Ⅲ

Ｃ
Ｄ

3
0
4
.
9
0
m

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物

Ｊ－80住  1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ ※ ※ ○ ※

2 暗褐色土層10YR3/3 ○ △ △ △ ○ ※

3 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ △

4 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ○ ◎ ※ ※

5 暗褐色土層10YR3/4 ○ ○ ○ ○ ※

混入物

Ｊ－80号住
P－１

P－２

P－３

P－４

P－５

P－６

住居内北

中層

下層

一括

Ｊ－81号住

P－１

一括

Ｊ－81号住外

０ ４ｍ

第296図　原田Ａ区Ｊ－80号・Ｊ－81号住居址実測図



－ 321 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

D-186

D-54
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Ａ Ｂ
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P－１
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P－３

P－４

P－５

P－６

P－７

P－８

P－９

一括

０ ４ｍ

第297図　原田Ａ区Ｊ－82号住居址実測図

住居名 位置 平面形態
規模（ｍ）

主軸方向
施設 遺物量

時期 備考
長軸 短軸 深さ 主柱穴

炉址
土器 石器

位置 構造

原田Ｊ－１住 V － 40 楕円形？ 〈3.4〉〈3.1〉 0.5 ― － － － ○ ◎ 加曽利 E

Ｊ－２住 W － 39 隅丸方形 9.0 7.4 1.0 N-14-E ４本
方形配列 － － △ ◎ 有尾・黒浜 壁周溝は全周する。中央北の

石囲炉は別遺構と考えられる。

Ｊ－３ａ住 １Ａ－ 38 円形 （5.3）（5.1） 0.2 － ６本？
円形配列 中央 石囲炉？ ◎ （◎） 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。

Ｊ－３ｂ住 １Ａ－ 38 円形 （5.1）（5.0） 0.2 － ４本
方形配列 中央 石囲炉？ ◎ （◎） 加曽利Ｅ

Ｊ－３ｃ住 Ｙ－ 37 楕円形 （6.4）（5.8） 0.2 － ６本
方形配列 中央 石囲炉 ◎ （◎） 加曽利Ｅ

Ｊ－４住 １Ａ－ 39 不整形 4.9 3.4 0.1 N-23-E － － － ○ ○ 諸磯ｂ 形態が判然とせず、竪穴状遺
構の可能性がある。

Ｊ－５住 １Ｃ－ 40 不整形 3.8 2.7 0.2 － － － － ○ ○ 加曽利Ｅ 形態が判然とせず、竪穴状遺
構の可能性がある。

Ｊ－６住 １Ｂ－ 44 隅丸長方形 〈7.7〉 6.8 0.5 N-27-E － － － ◎ ◎ 前期中葉

壁周溝は全周するものと思わ
れる。西側壁周溝が二重に巡
り、柱穴とみられる小ピット
が一部、隣接して設けられて
いることから拡張住居の可能
性がある。

Ｊ－８住 １Ｄ－ 41 楕円形 6.5 （4.8） 0.2 － ７本？
円形配列 － － ◎ ◎ 加曽利Ｅ

Ｊ－９住 １Ｄ－ 41 隅丸方形 3.6 3.3 0.5 N-12-E ４本
方形配列 中央 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。

縄文時代遺構観察表

Ａ区住居址

第 73 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代住居址　遺構観察表（１）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 322 －

住居名 位置 平面形態
規模（ｍ）

主軸方向
施設 遺物量

時期 備考
長軸 短軸 深さ 主柱穴

炉址
土器 石器

位置 構造

Ｊ－ 10 住 １Ｄ－ 43 隅丸方形？ （3.0）（2.7） 0.2 － － － － ○ △ 加曽利Ｅ 形態が判然とせず、竪穴状遺
構の可能性がある。

Ｊ－ 12 住 W － 40 隅丸方形 〈4.4〉〈3.6〉 1.2 N-12-E － － － △ ◎ 諸磯ｂ 壁周溝は全周するものと思わ
れる。J-2 住を掘り込む。

Ｊ－ 13 住 １Ｂ－ 37 円形 5.5 5.4 0.1 － ６本
円形配列 中央 石囲炉 ○ ◎ 加曽利Ｅ 南側に壁周溝が残る。

Ｊ－ 14 住 X － 41 隅丸方形 6.7 （5.4） 1.0 N-2-W ６本
方形配列 － － ○ ◎ 有尾 壁周溝は確認されなかった。

壁際に小ピットが全周する。

Ｊ－ 15 住 X － 38 隅丸方形？ 〈4.2〉〈3.2〉 0.9 N-14-E － － － △ ◎ 有尾
壁周溝は確認されなかった。
東端の石囲炉は別遺構と考え
られる。

Ｊ－ 16 住 V － 38 隅丸方形？ （4.6）〈2.6〉 0.9 N-12-E － － － ○ ◎ 諸磯ｂ 壁周溝は全周するものと思わ
れる。

Ｊ－ 19 住 １Ｃ－ 36 不整形 3.9 3.2 0.5 － － － － ◎ ◎ 加曽利Ｅ 形態が判然とせず、竪穴状遺
構の可能性がある。

Ｊ－ 20 住 １Ｄ－ 36 楕円形 6.2 （4.7） 0.4 N-17-E － － － ◎ ◎ 加曽利Ｅ 形態が判然とせず、竪穴状遺
構の可能性がある。

Ｊ－ 21 住 １Ｆ－ 34 楕円形 〈6.0〉 5.6 0.5 － － － － ◎ ◎ 加曽利Ｅ 柱穴は確認されなかった。板
石が散在する。

Ｊ－ 22 ａ住 １Ｅ－ 35 円形 （5.7）（5.4） 0.6 N-13-E ５本
円形配列 中央 石囲炉 ◎ ○ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。炉は長方

形を呈す。

Ｊ－ 22 ｂ住 １Ｆ－ 36 楕円形 （5.5）（4.7） 0.4 － ５本
円形配列 中央北 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ

Ｊ－ 22 ｃ住 １Ｇ－ 35 隅丸方形？ （8.7） 5.4 0.5 N-16-E ４本以上
方形配列 中央南 石囲炉 ◎ ○ 加曽利Ｅ 東側に壁周溝が残る。炉は長

方形を呈す。

Ｊ－ 23 住 １Ｈ－ 34 楕円形 （6.5）（6.0） 0.3 － － － － ◎ ◎ 加曽利Ｅ 柱穴は確認されなかった。板
石が散在する。

Ｊ－ 25 住 １Ｆ－ 40 円形 5.1 5.0 0.4 N-14-E ５本
円形配列 中央北 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ

Ｊ－ 26 住 １Ｆ－ 42 楕円形 6.2 5.8 0.5 － ４本？
方形配列 － － ◎ ◎ 加曽利Ｅ

Ｊ－ 27 ａ住 １Ｆ－ 37 円形 （6.1）（5.8） 0.7 N-4-W ５本
円形配列 中央北 石囲炉 ◎ （◎） 加曽利Ｅ 壁周溝は二重にめぐる。拡張

住居の可能性がある。

Ｊ－ 27 ｂ住 １Ｅ－ 37 楕円形 （6.4）（6.2） 0.5 N-32-E ４本？
方形配列 中央北 石囲炉 ◎ （◎） 加曽利Ｅ 西側に壁周溝が残る。

Ｊ－ 28 住 １Ｉ－ 33 楕円形 6.4 （6.0） 0.8 N-26-E ４本
方形配列 － － ◎ ◎ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。

Ｊ－ 29 住 １Ｊ－ 34 円形 7.1 （6.9） 0.4 － ７本？
円形配列 － － ◎ ◎ 加曽利Ｅ

Ｊ－ 30 ａ住 １Ｊ－ 39 楕円形 （5.5）（4.7） 0.8 － ５本
円形配列 － － ◎ ◎ 加曽利Ｅ

Ｊ－ 30 ｃ住 １Ｈ－ 39 楕円形 （5.2）（5.0） 0.4 － ６本
円形配列 中央 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ

壁周溝が二重にめぐる。拡張
住居の可能性あり。炉体土器
あり。

Ｊ－ 30 ｄ住 １Ｊ－ 38 楕円形 （6.6）（5.6） 0.6 － ６本
方形配列 中央 石囲炉 ◎ △ 中期後葉 壁周溝が二重にめぐる。拡張

住居の可能性あり。

Ｊ－ 30 ｅ住 １Ｈ－ 37 楕円形？ （5.9）（5.0） 0.5 － ４本
方形配列 中央 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ

炉体土器あり。東側に一部被
熱した石材が散乱。周辺住居
の炉から抜かれたものか。

Ｊ－ 31 ａ住 １Ｋ－ 39 円形 （7.6）（7.3） 0.6 － ６本
円形配列 － － ◎ △ 加曽利ＥⅠ 壁周溝が二重にめぐる。拡張

住居の可能性あり。

Ｊ－ 31 ｂ住 １Ｋ－ 39 柄鏡形 8.6 6.9 0.5 N-50-W ８本？
円形配列 中央東 石囲炉 ◎ ※ 加曽利ＥⅢ

柄鏡形敷石住居。張出部長 1.7
ｍ、同幅 1.4 ｍ。張出部端と
炉南側に埋設土器あり。炉体
土器あり。

Ｊ－ 32 ａ住 １Ｌ－ 37 楕円形 7.5 （7.0） 0.6 N-2-E ５本以上
円形配列 中央 石囲炉？ ◎ ※ 加曽利Ｅ 周溝が二重にめぐる。拡張住

居の可能性あり。
Ｊ－ 32 ｂ住 １Ｍ－ 37 楕円形？ （6.0）（5.8） 0.5 N-3-E ６本？ 中央 石囲炉 ◎ ※ 加曽利Ｅ

Ｊ－ 33 ａ住 １Ｌ－ 35 楕円形？ （5.8）（4.9） 0.3 － ４本
方形配列 中央東 石囲炉 ◎ △ 加曽利Ｅ

Ｊ－ 33 ｂ住 １Ｍ－ 35 楕円形 （6.2）（4.8） 0.3 － － － － ○ ※ 加曽利Ｅ 形態が判然とせず、竪穴状遺
構の可能性がある。

Ｊ－ 33 ｃ住 １Ｋ－ 36 楕円形 （6.6）（5.8） 0.2 － － － － ○ ※ 加曽利Ｅ 西側に壁周溝が残る。

Ｊ－ 34 住 １Ｗ－ 39 隅丸方形？ 4.3 3.0 0.1 N-38-E ８本
方形配列 中央南 石囲炉？ ○ △ 加曽利Ｅ

Ｊ－ 35 ａ住 １Ｗ－ 37 隅丸方形 （7.0） 6.5 0.6 N-4-E ６本？
方形配列 － － ◎ （◎） 諸磯ｂ

柱穴とみられる小ピットが近
接して複数設けられ、１つの
大形土坑状を呈す。複数回の
建て替えが行われたか。

Ｊ－ 35 ｂ住 １Ｖ－ 37 隅丸方形 （6.0）（4.9） 0.5 N-14-W ６本？
方形配列 － － ◎ （◎） 諸磯ｂ 北東側に壁周溝が残る。

Ｊ－ 37 住 １Ｕ－ 35 円形 6.1 （6.1） 0.5 N-59-W ４本
方形配列 中央 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ 石囲炉はやや大きめ。小ぶり

の石材を多用する。

Ｊ－ 38 住 １Ｔ－ 36 円形 3.0 （2.8） 0.1 N-23-E ４本
方形配列 中央 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。小形住居。

Ｊ－ 39 住 １Ｔ－ 34 隅丸方形 4.3 4.0 0.3 N-42-E ４本
方形配列 中央 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。

第 74 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代住居址　遺構観察表（２）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

住居名 位置 平面形態

規模（ｍ）

主軸方向

施設 遺物量

時期 備考
長軸 短軸 深さ 主柱穴

炉址
土器 石器

位置 構造

Ｊ－ 40 ａ住 １Ｕ－ 31 隅丸長方形 （14.7）（7.4） 0.2 N-22-W ６本以上
方形配列 － － △ △ 有尾・黒浜

壁周溝は全周する。本住居周
辺は重複あるいは拡張などを
伴う住居が多く、各遺構の推
定範囲は判然としない。

Ｊ－ 40 ｂ住 １Ｓ－ 30 隅丸長方形 （21.8） 9.5 0.5 N-22-W 本数不明
方形配列 － － ◎ ◎ 有尾・黒浜 最も外側の壁周溝による計測

値。

Ｊ－ 41 住 １Ｗ－ 32 楕円形 5.1 4.2 0.2 N-26-W ４本
方形配列 － － ○ ◎ 諸磯ｂ 壁周溝は全周する。

Ｊ－ 42 住 １Ｓ－ 28 楕円形 6.5 6.3 0.2 N-15-E ８本？
円形配列 中央 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ

柱穴とみられる小ピットが隣
接して設けられており、建て
替えが行われたと考えられる。

Ｊ－ 43 住 １Ｔ－ 30 隅丸長方形 （7.9）（7.0） 0.6 N-25-W ６本？
方形配列 － － ◎ ◎ 有尾・黒浜 石棒出土

Ｊ－ 44 住 １Ｕ－ 34 楕円形 （6.1）（5.8） 0.1 － ６本
円形配列 － － ◎ ◎ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周するものと思わ

れる。

Ｊ－ 45 住 １Ｕ－ 27 楕円形 （6.3）〈5.7〉 0.1 N-8-E ６本？
円形配列 中央 石囲炉 ○ ○ 加曽利Ｅ

壁周溝が一部、二重にめぐる
ことから拡張住居の可能性が
ある。

Ｊ－ 46 住 １Ｖ－ 29 楕円形 （6.0） 5.7 0.1 N-26-E ６本
円形配列 中央 石囲炉 ○ ※ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周するものと思わ

れる。

Ｊ－ 47 ａ住 １Ｍ－ 39 隅丸方形 7.2 7.0 0.6 N-2-E ６本
円形配列 中央 石囲炉 ◎ （◎） 加曽利Ｅ 壁周溝が二重にめぐることか

ら拡張住居の可能性がある。

Ｊ－ 47 ｂ住 １Ｍ－ 39 隅丸方形 4.6 3.9 0.6 N-27-W ４本
方形配列 － － ◎ （◎） 加曽利Ｅ

Ｊ－ 48 住 １Ｗ－ 34 隅丸方形 5.3 5.1 0.5 N-1-E ４本
方形配列 － － ◎ ◎ 諸磯ｂ

壁周溝は全周する。住居北西
に方形の窪みがあり、粘土塊
が残存する。

Ｊ－ 49 住 １Ｕ－ 30 円形 （5.3）（5.3） 0.1 N-74-E ４本？
方形配列 中央 石囲炉？ ○ △ 加曽利Ｅ 西側に壁周溝が残る。炉体土

器を有す。

Ｊ－ 50 住 １Ｙ－ 30 隅丸方形 5.0 4.9 0.1 N-9-E ４本
方形配列 中央北 地床炉 △ △ 諸磯 壁周溝が複数巡ることから、

拡張住居の可能性がある。

Ｊ－ 51 住 １Ｖ－ 34 隅丸長方形 5.8 4.4 0.4 N-28-E ４本？
方形配列 － － ○ ◎ 諸磯ｂ

壁周溝は全周する。南側で重
複するＪ－ 48 住内に走行方向
の似た溝があることから、拡
張住居の可能性がある。

Ｊ－ 52 住 １Ｖ－ 32 楕円形 4.4 （4.1） 0.1 － ４本
方形配列 中央 石囲炉 ○ ※ 加曽利Ｅ 西側に壁周溝が残る。

Ｊ－ 53 住 ２Ｂ－ 33 楕円形 6.6 （6.1） 0.1 N-7-W ６本
円形配列 中央 石囲炉 ○ ※ 加曽利Ｅ

壁周溝が二重にめぐり、柱穴
とみられる小ピットが近接し
て設けられていることから、
拡張または建て替えが行われ
たと考えられる。

Ｊ－ 54 住 ２Ｃ－ 38 柄鏡形 （6.1）（4.4） 0.1 N-55-E 本数不明
円形配列 － － ○ ◎ 堀之内

柄鏡形敷石住居。敷石は張出
部と、そこから住居中央へ延
びる部分に設けられる。張出
部長は 2.4 ｍ、同幅 2.0 ｍ。中
央部に埋設土器。

Ｊ－ 55 住 １Ｙ－ 25 柄鏡形 （6.2）（4.5） 0.1 N-28-E ６本？
円形配列 中央 石囲炉 ◎ ◎ 称名寺

柄鏡形敷石住居。張出部との
連結部分に対ピットを設け、
炉との間に埋設土器を有す。
住居北側、小礫を多角形状に
並べ、内外を区別する。

Ｊ－ 56 ａ住 １Ｘ－ 36 隅丸方形 （5.8） 5.4 0.5 N-25-E ４本
方形配列 中央 地床炉 ◎ 前期中葉 壁周溝が二重にめぐることか

ら拡張住居の可能性がある。

Ｊ－ 56 ｂ住 １Ｙ－ 38 隅丸方形 （6.3）（4.7） 0.7 N-60-W ４本
方形配列 中央 地床炉 ◎ ※ 諸磯ｂ 壁周溝が二重にめぐることか

ら拡張住居の可能性がある。

Ｊ－ 57 住 １Ｘ－ 26 隅丸方形？ （6.4）（6.0） 0.1 N-17-W ６本？
方形配列 中央 石囲炉 ○ △ 加曽利Ｅ 西側に壁周溝が残る。

Ｊ－ 58 ａ住 ２Ｂ－ 29 隅丸方形 （5.2）（4.2） 0.1 N-27-E ４本
方形配列 中央北 地床炉 ○ （◎） 諸磯 壁周溝は全周するものと思わ

れる。

Ｊ－ 58 ｂ住 ２Ａ－ 29 隅丸方形 （5.7）（4.0） 0.2 N-48-W ４本？
方形配列 中央東 地床炉 ◎ （◎） 諸磯

Ｊ－ 58 ａ・ｂ住内では地床炉
が計３基確認されており、拡
張あるいはもう 1 軒の重複の
可能性がある。

Ｊ－ 59 住 １Ｓ－ 31 楕円形 （6.2）（5.8） 0.2 N-73-E ６本？
円形配列 中央 石囲炉 ◎ △ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。

Ｊ－ 61住 １Ｘ－ 27 楕円形？ （5.2）（5.1） 0.1 － － 中央 地床炉 ※ ※ 諸磯ｂ～ｃ 東側に壁周溝が残る。

Ｊ－ 62 住 １Ｙ－ 27 楕円形 （7.8）（6.1） 0.1 N-15-W － 中央北 石囲炉？ ※ ※ 加曽利Ｅ 北半に壁周溝が残る。

Ｊ－ 63 住 １Ｑ－ 31 楕円形 （7.2）（5.9） 0.1 － ６本？
方形配列 － － ○ △ 加曽利Ｅ 北半に壁周溝が残る。

Ｊ－ 64 住 １Ｓ－ 32 柄鏡形 （5.1）（4.1） 0.1 N-1-W ６本以上
円形配列 － － ◎ ◎ 加曽利ＥⅣ

柄鏡形敷石住居。張出部長と
幅は各 1.0 ｍ。張出部端と、住
居との連結部に埋設土器。住
居北側、板石を立てて多角形
状に並べ内外を区別する。さ
らにその下部に壁周溝を設け
る。
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 324 －

住居名 位置 平面形態
規模（ｍ）

主軸方向
施設 遺物量

時期 備考
長軸 短軸 深さ 主柱穴

炉址
土器 石器

位置 構造

Ｊ－ 65 住 １Ｓ－ 33 楕円形 （5.0）（4.2） 0.1 N-11-E ４本
方形配列 中央南 石囲炉 ◎ ○ 加曽利Ｅ 石囲炉の北側に埋設土器。

Ｊ－ 66 住 １Ｎ－ 35 不整形 5.2 4.8 0.2 － ６本
方形配列 中央 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ 石囲炉は長方形を呈す。

Ｊ－ 67 住 １Ｏ－ 35 楕円形 5.4 5.0 0.3 N-19-E ５本
円形配列 中央西 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ

住居中央の床面に焼土が確認
できるのに対し、石囲炉の石
材はあまり被熱していない。

Ｊ－ 68 ａ住 １Ｐ－ 34 柄鏡形 （7.6）（5.0） 0.1 N-16-W － 中央？ 石囲炉？ ◎ 称名寺 柄鏡形敷石住居。住居と張出
部の連結部分に埋設土器。

Ｊ－ 68 ｂ住 １Ｐ－ 34 楕円形？ （6.2）（6.0） 0.1 － ７本？
円形配列 － － ○ ※ 加曽利ＥⅢ

住居形態は判然としない。出
土遺物から 68 ａ住とは別遺構
があると想定した。

Ｊ－ 69 住 １Ｎ－ 37 楕円形 3.7 3.5 0.2 － － 中央？ 石囲炉？ ◎ ○ 加曽利Ｅ

柱穴が判然としないため、竪
穴状遺構あるいは複数の土坑
が近接していた可能性がある。
北側に埋設土器２基。中央の
土坑底には小礫が詰められ、
上部は土器片で覆われていた。

Ｊ－ 71 住 １Ｒ－ 33 不整形 5.6 （4.2） 0.1 － － 中央 石囲炉 ○ △ 加曽利Ｅ 石囲炉内に小礫が詰められて
いた。

Ｊ－ 72 住 １Ｑ－ 34 楕円形 5.3 4.5 0.3 N-16-E ８本
円形配列 中央 石囲炉 ◎ ○ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。

Ｊ－ 73 住 １Ｑ－ 37 楕円形？ （5.9）（5.6） 0.1 N-4-E ４本
方形配列 中央 石囲炉 ○ ○ 加曽利Ｅ

Ｊ－ 74 住 １Ｏ－ 37 隅丸方形 6.4 6.3 0.2 N-13-E ６本
方形配列 中央北 石囲炉 ◎ △ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。

Ｊ－ 76 住 １Ｒ－ 35 楕円形 5.5 5.1 0.4 N-14-W ６本
円形配列 中央北 石囲炉 ◎ ○ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。

Ｊ－ 77 住 １Ｑ－ 38 楕円形 6.8 5.8 0.2 － － 中央北 石囲炉？ ◎ △ 加曽利Ｅ

Ｊ－ 78 住 １Ｒ－ 36 隅丸方形 6.2 5.7 0.5 N-5-E ６本？
円形配列 中央北 石囲炉 ◎ ○ 加曽利Ｅ

壁周溝は全周する。柱穴とみ
られる小ピットが近接して設
けられていることから、拡張
または建て替えが行われたと
考えられる。

Ｊ－ 79 住 １Ｏ－ 39 隅丸方形 6.4 6.3 0.2 N-45-E ４本？
方形配列 中央 石囲炉 ◎ ◎ 加曽利Ｅ

壁周溝と炉が複数確認できる
ことから拡張あるいは重複の
可能性がある。遺物量多い。

Ｊ－ 80 住 １Ｑ－ 41 楕円形？ （6.5）（3.3） 0.4 － － － － ◎ ○ 諸磯ｂ

Ｊ－ 81 住 １Ｒ－ 40 楕円形？ （4.2）（4.1） 0.2 － － － － △ ※ 加曽利Ｅ 形態は判然としない。竪穴状
遺構の可能性がある。

Ｊ－ 82 住 １Ｓ－ 38 楕円形？ （7.0）（6.2） 0.1 － ７本？
円形配列 － － ○ △ 加曽利Ｅ

形態は判然としないが、ピッ
トなどの配置から住居と想定
した。

第 76 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代住居址　遺構観察表（４）

凡例

主軸　住居址の壁（壁周溝）または主柱穴と思われるピット、石囲炉などの長軸方向を基準とした。「°」記号は省略。

遺物　土器　※：1 ～ 100g、△：101 ～ 1,000g、○：1001 ～ 10,000g、◎：10,001g 以上

　　　石器・石製品　※：１～ 10 点、△：11 ～ 20 点、○：21 ～ 30 点、◎：31 点以上　（）内は枝番住居においてどちらの帰属か不明なものを示す

※　Ｊ－７、11、17、18、24、30 ｂ、36、60、70、75 号住居址は欠番。
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Ｄ－４
Ｄ－６

Ｄ－７

Ｄ－８ Ｄ－９ Ｄ－10 Ｄ－11

Ｄ－12 Ｄ－13 Ｄ－14

Ｄ－15

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－２ 1 黒褐色土層10YR3/2 ○ △ ※ ※ ※

2 暗褐色土層10YR3/4 ◎ △ ○ ○ ※

Ｄ－３ 1 黒褐色土層10YR3/2 ○ △ ※ ※ ※

2 暗褐色土層10YR3/4 ◎ △ ○ ○ ※

Ｄ－５ 1 黒褐色土層10YR3/2 ○ △ ※ ※ ※

2 暗褐色土層10YR3/4 ◎ △ ○ ○ ※

Ｄ－７ 1 黒褐色土層10YR3/2 ○ △ ※ ※ ※

2 暗褐色土層10YR3/4 ◎ △ ○ ○ ※

Ｄ－９ 1 黒褐色土層10YR3/2 ○ △ ※ ※ ※

Ｄ－10 1 黒褐色土層10YR3/2 ○ △ ※ ※ ※

2 暗褐色土層10YR3/4 ◎ △ ○ ○ ※

Ｄ－11 1 黒褐色土層10YR3/2 ○ △ ※ ※ ※

混入物

０ ２ｍ

第298図　原田Ａ区土坑実測図（１）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 326 －

Ｊ－９号住
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Ｄ－17 Ｄ－16 Ｄ－19

Ｄ－18

Ｄ－20 Ｄ－23

Ｄ－22

Ｄ－24

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－16 1 黒褐色土層10YR2/2 ◎ ○ ※ × ×

2 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ○ ※ × ×

3 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ○ △ ※ ×

Ｄ－17 1 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ◎ × × ×

2 灰黄褐色土層10YR4/2 ◎ ◎ ※ × ×

3 灰黄褐色土層10YR5/2 ◎ ◎ ○ × ※

Ｄ－18 1 褐灰色土層10YR4/1 ◎ ◎ ※ × ×

2 褐灰色土層10YR4/1 ◎ ○ ※ ※ ※

3 灰黄褐色土層10YR4/2 ◎ ◎ △ ※ △

Ｄ－19 1 褐灰色土層10YR4/1 ◎ ◎ ※ × ×

2 褐灰色土層10YR4/1 ◎ ○ ※ ※ ※

3 灰黄褐色土層10YR4/2 ◎ ◎ △ ※ △

Ｄ－20 1 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ◎ ※ × ×

2 褐灰色土層10YR4/1 ◎ ◎ △ ※ ※

3 灰黄褐色土層10YR4/2 ◎ ◎ ○ ※ ○

Ｄ－22 1 暗褐色土層10YR3/4 ○ △ ※ ※ △

2 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ △ △ △ ○

混入物

０ ２ｍ

第299図　原田Ａ区土坑実測図（２）



－ 327 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

32号土坑
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－26 1 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ◎ ※ ※ ×

2 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ ※ × ×

Ｄ－28 1 黒褐色土層10YR3/1 ○ ◎ × × ※

2 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ ※ × △

Ｄ－29 1 褐色土層10YR4/6 ◎ ◎ ◎ × ×

Ｄ－30 1 黒褐色土層10YR2/2 ◎ ○ ※ ※ ※

2 褐色土層10YR4/4 ◎ ○ ○ ※ ※

3 褐色土層10YR4/6 ○ ◎ ◎ × ※

Ｄ－31 1 暗褐色土層10YR3/4 ◎ ○ △ × ※

2 褐色土層10YR4/4 ◎ ○ ○ ※ ※

Ｄ－32 1 暗褐色土層10YR3/4 ◎ △ △ × ※

2 褐色土層10YR4/4 ○ ○ ○ × ※

Ｄ－33 1 褐色土層10YR4/4 ○ ○ △ ※ ※

2 褐色土層10YR4/6 ○ ○ ○ × ※

Ｄ－35 1 黒褐色土層10YR2/3 ◎ △ ※ × ※

2 暗褐色土層10YR3/4 ○ ○ ○ ※ △

3 黒褐色土層10YR2/3 ◎ △ ※ × ※

4 褐色土層10YR4/4 ○ ◎ ○ ※ △

Ｄ－36 土層注記なし

混入物

０ ２ｍ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 328 －
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Ａ
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40号土坑
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－38 1 灰黄褐色土層10YR4/2 ○ ◎ ○ × ×

2 灰黄褐色土層10YR5/2 ◎ ◎ ○ × ×

3 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ △ ※ ×

4 にぶい黄褐色土層10YR5/3 ◎ ◎ △ △ ※

5 褐灰色土層10YR4/1 ◎ ◎ ※ ※ ※

6 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ △ △ ※

Ｄ－41 1 黒褐色土層10YR2/3 ◎ △ ※ △ △

2 暗褐色土層10YR3/2 ○ ○ ○ ○ △

Ｄ－42 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ ○ △ ○

2 褐色土層10YR4/6 ○ ◎ ◎ ○ △

Ｄ－43 1 黒褐色土層10YR3/2 ○ △ △ ※ △

2 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ◎

3 褐色土層10YR4/4 △ ○ ○ △ ◎

4 褐色土層10YR4/6 △ ◎ ◎ △ ※

Ｄ－44 1 黒褐色土層10YR2/3 ◎ ○ △ △ △

2 暗褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ ○ △ △

混入物

０ ２ｍ
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－ 329 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－45 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ ○ △ △

2 褐色土層10YR4/6 ○ ◎ ◎ △ ※

Ｄ－46 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ ○ ※ ○

2 褐色土層10YR4/6 ○ ◎ ◎ ※ △

Ｄ－47 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ ○ ※ △

2 褐色土層10YR4/6 ○ ◎ ◎ ○ ◎

Ｄ－51 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ △ ○

2 黒褐色土層10YR4/6 △ ◎ ○ △ ◎

Ｄ－52 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ ※ △

2 褐色土層10YR4/6 ○ ◎ ◎ △ ○

Ｄ－53 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ △ ※ ×

2 褐色土層7.5YR4/4 ○ △ ※ × ※

3 暗褐色土層10YR3/4 ○ ○ ○ ※ ※

Ｄ－54 土層注記なし

Ｄ－55 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ △ ※ △

2 褐色土層10YR4/6 ○ ◎ ○ △ ○

混入物 備考

０ ２ｍ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 330 －
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ ＢＰ

Ｄ－56 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ △ ※ △

2 暗褐色土層10YR3/3 ○ ◎ ○ △ △

3 にぶい黄褐色土層10YR4/3 ○ ◎ ◎ △ ○

Ｄ－57 1 黒褐色土層10YR2/2 ◎ ○ ※ × ×

2 暗褐色土層10YR3/4 2＜3 ○ ○ ※ ※ ※

3 暗褐色土層10YR3/4 3＞2 ◎ ○ ※ △ △

Ｄ－60 1 黒褐色土層10YR2/3 1＜2 ○ ○ △ △ △ △

2 黒褐色土層10YR2/3 2＞1 ○ ○ ○ △ ◎ △

3 褐色土層10YR4/4 3＜4 △ ○ ○ △ ※ △

4 褐色土層10YR4/4 4＞3 △ ○ ○ △ △ △

5 黄褐色土層10YR5/6 5＜6 △ ◎ ◎ △ △ △

6 黄褐色土層10YR5/6 6＞5 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

7 黒褐色土層10YR2/2 △ △ △ △ ○ ※

8 黒褐色土層10YR2/3 △ △ △ △ ◎ ×

Ｄ－61 1 暗褐色土層10YR3/4 ○ ○ ○ △ △

2 褐色土層10YR4/6 ○ ◎ ◎ △ ○

Ｄ－62 1 黒褐色土層10YR2/2 ◎ △ ※ △ △

2 黒褐色土層10YR2/3 ◎ △ ※ ○ △

Ｄ－65 1 黒褐色土層10YR2/3 △ △ △ ※ △

混入物

０ ２ｍ
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－ 331 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

    ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｄ－66 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ※ ※ ※

2 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ △ △ ※

Ｄ－67 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ※ △

2 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ ※ ※ ※

3 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ △ △ ◎

Ｄ－68 1 黒褐色土層10YR2/2 1＜2 ○ △ ※ × ※ J-50住壁周溝

2 黒褐色土層10YR2/2 2＞1 ○ △ ※ ※ ○

3 黒褐色土層10YR2/3 ◎ △ △ ○ ◎

Ｄ－70 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ※ ○

2 黒褐色土層10YR2/3 △ ○ △ ※ △

3 明褐灰色土層7.5YR7/1 ○ ◎ × × × 粘土

4 暗褐色土層10YR3/4 △ ○ ○ △ ○

5 褐色土層10YR4/6 △ ○ ◎ △ △

Ｄ－71 土層注記なし

Ｄ－72 1 黒褐色土層10YR2/3 ◎ △ ※ △ △ △

2 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ △ △ ※

3 褐色土層10YR4/4 ○ ○ ○ ○ ◎

Ｄ－75 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ※ △

2 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ △ △ ○

3 黒色土層10YR2/1 △ △ ※ ※ ※

4 黒褐色土層10YR2/2 △ △ △ △ ○

備考

J-53住内ピットか

混入物

}

０ ２ｍ
焼土
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－76 1 黒褐色土層10YR2/3 1＞2 ○ △ △ ○ △

2 黒褐色土層10YR2/3 2＜1 ○ ○ ※ ※ ○

3 暗褐色土層10YR3/4 ○ ○ △ △ ※

Ｄ－77 1 黒色土層10YR2/1 ◎ ○ ※ × ※

2 黒褐色土層10YR3/1 ○ ◎ ※ ※ △

Ｄ－79 1 黒褐色土層10YR2/3 △ △ △ ◎ ◎

2 黒褐色土層10YR2/2 2＜3 △ ○ ※ △ ○

3 黒褐色土層10YR2/2 3＞2 △ ○ ※ △ △

4 褐色土層10YR4/6 △ ◎ ◎ ○ ○

Ｄ－81 1 黒色土層10YR2/1 ◎ ○ × × ×

2 黒褐色土層10YR3/1 ○ ○ ※ ※ ※

Ｄ－86 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ △ ○ ○

2 黒褐色土層10YR2/2 △ ○ △ △ △

混入物

０ ２ｍ
焼土

第305図　原田Ａ区土坑実測図（８）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－89 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ △ ○

2 褐色土層10YR4/6 ○ ○ ○ ◎ △

Ｄ－90 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ △ ○

2 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ △ ◎ ◎

Ｄ－93 1 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ○ △ △ △

2 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ◎ ※ ※ ※

Ｄ－103 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ △ ○

2 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ △ ※ △

3 褐色土層10YR4/4 △ ◎ ○ △ ○

4 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ ※ △

Ｄ－104 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ × ○

2 黒色土層10YR2/1 2＞7 △ △ ※ ※ △

3 黒褐色土層10YR2/3 3＞4 △ ○ ○ △ ※

4 黒褐色土層10YR2/3 4＜3 ○ △ ※ ※ ○

5 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ △ △ ○

6 褐色土層10YR4/4 △ ◎ ◎ ○ ○

7 黒色土層10YR2/1 7＜2 ○ △ ※ ※ △

混入物

J-57住柱穴}

０ ２ｍ

第306図　原田Ａ区土坑実測図（９）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－111 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ △ ○

2 暗褐色土層10YR3/4 ○ ○ ○ △ ◎

3 褐色土層10YR4/4 △ ◎ ◎ △ △

4 褐色土層10YR4/6 △ ○ ○ △ ◎

Ｄ－118 土層注記なし

混入物

０ ２ｍ

第307図　原田Ａ区土坑実測図（10）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ

Ｂ

Ｄ－112

Ａ

Ｂ

Ｄ－113

Ａ

Ｂ

Ｄ－115

Ａ Ｂ

Ｄ－116

Ａ

Ｂ

Ｊ－61号住

Ｄ－119

Ａ

ＢＤ－120

Ａ

Ｂ

Ｄ－122

Ａ

Ｂ

Ｄ－123

Ａ

Ｂ

Ｄ－124

Ａ

Ｂ

Ｄ－125

Ａ

Ｂ
Ｄ－114

3
0
4
.
0
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
0
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
3
.
8
0
m

Ａ
Ｂ

304.00m
Ａ Ｂ

1
2

3

3
0
4
.
0
0
m

4

Ａ
Ｂ

1 2 3

P

3
0
3
.
7
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
3
.
7
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
2
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
3
.
5
0
m

Ａ
Ｂ

303.00m
Ａ Ｂ

1

P

P

3
0
3
.
1
0
m

P

Ａ
Ｂ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－115 1 黒褐色土層10YR2/3 1＜2 ○ △ △ ○ ○

2 黒褐色土層10YR2/3 2＞1 ○ △ △ ※ △

3 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ ○ △

4 黒褐色土層10YR2/2 △ △ ※ ※ ※

Ｄ－119 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ※ ○

2 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ △ ※ △

3 暗褐色土層10YR3/4 △ ◎ ○ ※ ◎

Ｄ－122 土層注記なし

混入物

焼土

０ ２ｍ

第308図　原田Ａ区土坑実測図（11）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｄ－126 土層注記なし

Ｄ－133 1 暗褐色土層10YR3/3 1＞2 ○ ○ ○ ※ ◎

2 暗褐色土層10YR3/3 2＜1 ○ ○ ○ ※ △

Ｄ－135 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ △ ○

2 暗褐色土層10YR3/3 △ ○ ○ △ △

3 にぶい黄褐色土層10YR4/3 △ ◎ ◎ ※ ×

混入物

０ ２ｍ

第309図　原田Ａ区土坑実測図（12）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ ＢＰ

Ｄ－136 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ※ ○ ※

2 黒褐色土層10YR2/3 △ △ △ ※ △ △

3 にぶい黄褐色土層10YR4/3 △ ◎ ◎ ※ ※ ※

混入物

０ ２ｍ

第310図　原田Ａ区土坑実測図（13）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ ＢＰ 炭化物

Ｄ－148 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ △ △

2 暗褐色土層10YR3/3 △ ○ ○ △ △

3 褐色土層10YR4/6 △ ◎ ◎ × ※

4 褐色土層10YR4/4 ○ ○ ◎ ※ ※

Ｄ－150 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ △ △ △ △ △

2 暗褐色土層10YR3/4 △ ○ ○ ○ △ ○ △

3 にぶい黄褐色土層10YR4/3 △ ◎ ◎ △ ※ ※ ※

4 褐色土層10YR4/6 △ ◎ ◎ × ※ ※

Ｄ－151 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ ※ ○

2 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ △ ○ △

3 暗褐色土層10YR3/3 △ ○ ○ ※ △ ※

4 暗褐色土層10YR3/4 △ ○ ○ △ ◎

5 にぶい黄褐色土層10YR4/3 △ ◎ ◎ ○ △ ※

混入物

備考

０ ２ｍ

第311図　原田Ａ区土坑実測図（14）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

    ＲＰ ＲＢ ＹＰ ＢＰ

Ｄ－153 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ × ※ ※

2 黒褐色土層10YR2/2 △ △ △ ※ △ ※

3 暗褐色土層10YR3/3 △ ○ ○ ※ △ ×

4 褐色土層10YR4/4 △ ◎ ◎ △ ○ ○

Ｄ－157 1 黒色土層10YR2/1 ○ ○ ※ △ ※

2 黒褐色土層10YR3/1 ○ ◎ ※ △ △

Ｄ－158 1 暗褐色土層10YR3/3 △ ○ ○ ○ ◎

2 にぶい黄褐色土層10YR4/3 △ ◎ ◎ ○ ○

混入物

２
１

３

２

D-156土器入れ子状態模式図

０ ２ｍ

第312図　原田Ａ区土坑実測図（15）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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第313図　原田Ａ区土坑実測図（16）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ ＢＰ

Ｄ－178 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ ※ ※

2 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ○ ※

3 暗褐色土層10YR3/4 △ ○ ○ △ ◎ ※

4 にぶい黄褐色土層10YR4/3 △ ◎ ◎ ※ △ ※

Ｄ－180 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ △ ○ △

2 暗褐色土層10YR3/4 △ ○ ○ ○ △ ○

3 褐色土層10YR4/6 △ ◎ ◎ ○ △ ※

混入物

０ ２ｍ

第314図　原田Ａ区土坑実測図（17）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｄ－187 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ ※ × △

2 暗褐色土層10YR3/3 △ ○ △ ※ ○

3 明黄褐色土層10YR7/6 ○ ○ ◎ ※ ※

4 明褐色土層7.5YR5/8 ○ ○ ※ ※ ◎

Ｄ－194 1 褐色土層10YR4/4 △ ○ ◎ ※ △ ※ ○

混入物

０ ２ｍ

第315図　原田Ａ区土坑実測図（18）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区土坑

土坑名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｄ－１土坑 １Ｂ－ 43 楕円形
浅い逆台形 0.9 0.9 0.2 諸磯ｂ

Ｄ－２土坑 １Ｃ－ 43 不整形
深い椀形 0.8 0.6 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－３土坑 １Ｃ－ 43 楕円形
浅い逆台形 0.8 0.6 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－４土坑 １Ｃ－ 43 円形
浅い逆台形 1.5 1.5 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－５土坑 １Ｃ－ 43 楕円形
浅い逆台形 0.7 0.6 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－６土坑 １Ｃ－ 43 不整形
浅い椀形 1.5 0.8 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－７土坑 １Ｄ－ 43 楕円形
浅い逆台形 0.6 0.5 0.1 加曽利Ｅ

Ｄ－８土坑 １Ｃ－ 42 楕円形
逆台形 0.7 0.6 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－９土坑 １Ｄ－ 44 円形
浅い椀形 0.7 0.7 0.1 加曽利Ｅ

Ｄ－ 10 土坑 １Ｄ－ 44 楕円形
浅い逆台形 1.1 0.6 0.1 諸磯

Ｄ－ 11 土坑 １Ｅ－ 43 楕円形
浅い逆台形 0.7 0.6 0.1 加曽利Ｅ

Ｄ－ 12 土坑 １Ｃ－ 41 楕円形
浅い逆台形 1.0 0.8 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 13 土坑 １Ａ－ 42 円形
浅い逆台形 0.7 0.7 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 14 土坑 １Ｄ－ 39 円形
逆台形 0.6 0.6 0.3 加曽利Ｅ？

Ｄ－ 15 土坑 １Ｄ－ 39 楕円形
浅い逆台形 0.7 0.5 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 16 土坑
（埋設土器） １Ａ－ 44 楕円形

深い椀形 （0.7）（0.4） 0.6 加曽利Ｅ

Ｄ－ 17 土坑 １Ｃ－ 40 不整形
袋状 0.9 0.8 0.7 不明

Ｄ－ 18 土坑 １Ｄ－ 40 不整形
袋状 1.1 0.8 0.9 五領ヶ台

Ｄ－ 19 土坑 １Ｄ－ 40 不整形
袋状 1.5 1.4 0.6 諸磯ｂ

Ｄ－ 20 土坑 １Ｅ－ 41 楕円形
逆台形 0.9 0.8 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 22 土坑 Ｘ－ 42 楕円形
箱形 1.5 1.2 0.6 不明

Ｄ－ 23 土坑
（倒木痕？） １Ｂ－ 37 不整形

椀形 2.7 1.2 0.7 加曽利Ｅ

Ｄ－ 24 土坑 Ｗ－ 41 楕円形
椀形 1.2 （0.8） 0.4 諸磯ｃ

Ｄ－ 25 土坑 Ｘ－ 39 楕円形
箱形 1.3 1.1 0.7 加曽利Ｅ

Ｄ－ 26 土坑
（埋設土器） １Ｃ－ 36 楕円形

袋状 0.7 0.6 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 28 土坑
（埋設土器） １Ｄ－ 36 楕円形

逆台形 1.4 1.3 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 29 土坑 １Ｇ－ 39 楕円形
浅い椀形 0.9 0.8 0.2 加曽利Ｅ？

Ｄ－ 30 土坑 １Ｆ－ 38 円形
逆台形 1.6 1.5 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 31 土坑 １Ｇ－ 38 楕円形
逆台形 1.4 1.1 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 32 土坑 １Ｆ－ 38 楕円形
浅い椀形 1.3 1.1 0.4 加曽利Ｅ

Ｄ－ 33 土坑 １Ｇ－ 38 楕円形
逆台形 1.9 1.7 0.4 加曽利Ｅ

Ｄ－ 34 土坑 １Ｇ－ 39 不整形
深い逆台形 1.2 1.2 1.0 中期後葉

Ｄ－ 35 土坑
（埋設土器） １Ｆ－ 39 楕円形？

椀形 1.0 0.9 0.4 加曽利Ｅ

Ｄ－ 36 土坑 １Ｅ－ 39 楕円形
浅い逆台形 1.3 1.1 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 37 土坑
（倒木痕？） １Ｇ－ 42 不整形

不整形 2.0 1.9 1.1 不明

Ｄ－ 38 土坑 １Ｄ－ 35 楕円形
不整形 1.9 1.7 1.0 諸磯ｂ

Ｄ－ 39 土坑 １Ｄ－ 36 円形
箱形 1.1 1.1 0.6 諸磯ｂ

Ｄ－ 40 土坑 １Ｌ－ 34 円形
浅い逆台形 1.4 1.3 0.2 加曽利Ｅ

土坑名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｄ－ 41 土坑 １Ｗ－ 40 楕円形
椀形 1.3 0.8 0.4 諸磯

Ｄ－ 42 土坑 １Ｔ－ 40 不整形
逆台形 1.3 0.8 0.4 諸磯ｂ

Ｄ－ 43 土坑 １Ｔ－ 40 不整形
椀形 1.7 1.0 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 44 土坑 １Ｔ－ 39 不整形
袋状 1.3 1.2 0.6 加曽利Ｅ

Ｄ－ 45 土坑 １Ｕ－ 39 不整形
椀形 1.3 0.9 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 46 土坑 １Ｔ－ 38 楕円形
すり鉢形 0.9 0.7 0.5 不明

Ｄ－ 47 土坑 １Ｔ－ 38 楕円形
箱形 1.3 0.9 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 48 土坑 １Ｗ－ 40 円形
逆台形 0.6 0.5 0.4 加曽利Ｅ

Ｄ－ 49 土坑 １Ｓ－ 34 不整形
二段 1.7 1.2 0.8 加曽利Ｅ

Ｄ－ 50 土坑 １Ｕ－ 37 楕円形
樽形 1.4 1.3 1.7 加曽利Ｅ

Ｄ－ 51 土坑 １Ｔ－ 38 不整形
逆台形 1.3 1.2 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 52 土坑 １Ｕ－ 39 楕円形
箱形？ 1.1 0.8 0.6 加曽利Ｅ

Ｄ－ 53 土坑 １Ｕ－ 38 不整形
逆台形 0.8 0.8 0.4 加曽利Ｅ

Ｄ－ 54 土坑 １Ｔ－ 39 楕円形
逆台形 0.9 0.5 0.4 加曽利Ｅ

Ｄ－ 55 土坑 １Ｔ－ 40 楕円形
逆台形 1.1 0.7 0.4 加曽利Ｅ

Ｄ－ 56 土坑 １Ｕ－ 38 不整形
袋状 0.9 0.9 0.6 加曽利Ｅ

Ｄ－ 57 土坑 １Ｗ－ 35 楕円形
逆台形 1.1 1.0 0.5 諸磯ｂ

Ｄ－ 58 土坑 １Ｗ－ 35 楕円形
逆台形 1.3 1.1 0.5 不明

Ｄ－ 59 土坑 １Ｖ－ 36 楕円形
逆台形 1.2 0.8 0.7 不明

Ｄ－ 60 土坑 １Ｖ－ 37 楕円形
深い逆台形 2.0 1.5 1.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 61 土坑 １Ｓ－ 40 楕円形
逆台形 1.2 1.1 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 62 土坑
（埋設土器） ２Ｅ－ 37 楕円形

逆台形 1.2 0.8 0.4 堀之内１

Ｄ－ 63 土坑 １Ｕ－ 34 円形
浅い逆台形 1.6 1.6 0.3 不明

Ｄ－ 65 土坑
（埋設土器） １Ｕ－ 29 不整形

浅い逆台形 1.9 1.1 0.1 加曽利Ｅ

Ｄ－ 66 土坑 １Ｕ－ 29 円形
逆台形 0.9 0.9 0.4 諸磯ｂ

Ｄ－ 67 土坑 １Ｖ－ 32 不整形
箱形 1.1 0.8 0.5 諸磯ｂ

Ｄ－ 68 土坑 ２Ａ－ 31 楕円形
浅い逆台形 1.3 1.1 0.2 有尾・黒浜

Ｄ－ 69 土坑 １Ｙ－ 31 楕円形
浅い逆台形 0.9 0.8 0.2 諸磯ｂ

Ｄ－ 70 土坑 １Ｖ－ 33 楕円形
浅い逆台形 1.5 1.2 0.2 堀之内

Ｄ－ 71 土坑
（埋設土器） １Ｔ－ 30 円形

箱形 0.5 0.5 0.5 五領ヶ台？

Ｄ－ 72 土坑 １Ｙ－ 33 楕円形
浅い逆台形 2.2 1.3 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 74 土坑 ２Ｂ－ 33 円形
袋状 1.2 1.2 0.9 諸磯ｂ

Ｄ－ 75 土坑 ２Ａ－ 33 楕円形
袋状 1.1 0.7 0.8 不明

Ｄ－ 76 土坑 １Ｘ－ 36 不整形
浅い逆台形 1.9 1.1 0.2 有尾・黒浜

Ｄ－ 77 土坑 １Ｘ－ 35 楕円形
浅い逆台形 1.2 1.0 0.6 諸磯

Ｄ－ 78 土坑 １Ｘ－ 34 楕円形
箱形 1.2 1.1 0.6 不明

Ｄ－ 79 土坑 １Ｙ－ 36 楕円形
袋状 1.8 1.7 1.1 諸磯ｂ

Ｄ－ 80 土坑 ２Ａ－ 36 円形
浅い逆台形 1.9 1.9 0.3 諸磯ｂ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 344 －

土坑名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｄ－ 81 土坑 １Ｙ－ 33 円形
浅い逆台形 1.1 1.1 0.2 諸磯ｂ

Ｄ－ 82 土坑 ２Ａ－ 32 楕円形
浅い椀形 1.1 1.0 0.2 有尾・黒浜

Ｄ－ 83 土坑 ２Ａ－ 33 楕円形
浅い椀形 1.2 1.0 0.1 不明

Ｄ－ 84 土坑 ２Ｂ－ 32 楕円形
浅い逆台形 1.0 0.9 0.1 不明

Ｄ－ 85 土坑 ２Ｂ－ 35 円形
浅い逆台形 1.2 1.2 0.2 諸磯

Ｄ－ 86 土坑 ２Ｂ－ 36 不整形
椀形？ 1.1 0.8 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 88 土坑 ２Ｂ－ 31 円形
浅い逆台形 0.7 0.7 0.1 有尾・黒浜

Ｄ－ 89 土坑 １Ｗ－ 30 円形
浅い椀形 0.8 0.8 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 90 土坑 １Ｗ－ 30 円形
袋状 1.5 1.4 0.7 有尾・黒浜

Ｄ－ 91 土坑 ２Ｄ－ 34 円形
浅い逆台形 0.9 0.9 0.1 諸磯

Ｄ－ 92 土坑 ２Ｂ－ 36 不整形
浅い逆台形 1.1 0.6 0.3 不明

Ｄ－ 93 土坑 １Ｘ－ 32 楕円形
逆台形 1.3 0.9 0.3 堀之内１

Ｄ－ 94 土坑 １Ｘ－ 31 楕円形
浅い椀形 1.2 1.0 0.3 不明

Ｄ－ 96 土坑 １Ｘ－ 30 楕円形
逆台形 1.4 1.0 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－ 97 土坑 １Ｙ－ 29 楕円形
袋状 1.0 0.9 0.3 五領ヶ台

Ｄ－ 98 土坑 １Ｙ－ 30 円形
逆台形 1.0 0.9 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－ 99 土坑 ２Ａ－ 30 楕円形
袋状 1.1 1.0 0.7 有尾・黒浜

Ｄ－ 100 土坑 ２Ｂ－ 30 楕円形
逆台形 1.4 1.2 0.3 有尾・黒浜

Ｄ－ 101 土坑
（Ｊ－ 62 住炉） １Ｙ－ 27 楕円形

浅い椀形 1.2 1.0 － 加曽利Ｅ

Ｄ－ 102 土坑
（Ｊ－ 57 住炉） １Ｗ－ 27 楕円形

浅い椀形 1.8 1.0 － 加曽利Ｅ

Ｄ－ 103 土坑
（倒木痕？） １Ｗ－ 27 楕円形

不整形 0.8 0.8 0.7 加曽利Ｅ

Ｄ－ 104 土坑 １Ｗ－ 27 楕円形
逆台形 1.5 1.0 0.5 諸磯ｂ～ｃ

Ｄ－ 105 土坑 １Ｗ－ 26 楕円形
浅い逆台形 0.9 0.8 0.1 不明

Ｄ－ 106 土坑 １Ｗ－ 26 円形
箱形 0.5 0.5 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 107 土坑 １Ｗ－ 27 楕円形
箱形 0.6 0.4 0.7 諸磯ｃ

Ｄ－ 108 土坑 １Ｗ－ 27 楕円形
箱形 0.6 0.4 0.6 加曽利Ｅ

Ｄ－ 109 土坑 ２Ａ－ 35 楕円形
箱形 1.8 1.3 0.8 諸磯

Ｄ－ 110 土坑 ２Ａ－ 34 不整形
不整形 2.0 1.3 0.4 諸磯ｂ

Ｄ－ 111 土坑 ２Ｂ－ 34 楕円形
深い逆台形 2.2 2.0 1.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 112 土坑 ２Ａ－ 36 楕円形
浅い逆台形 1.3 1.2 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－ 113 土坑 ２Ｃ－ 36 楕円形
浅い椀形 1.1 0.8 0.2 諸磯

Ｄ－ 114 土坑 ２Ｃ－ 38 不整形
浅い逆台形 1.8 1.3 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 115 土坑 １Ｘ－ 34 楕円形
浅い逆台形 2.6 1.7 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－ 116 土坑 ２Ｃ－ 38 円形
逆台形 0.7 0.6 0.4 不明

Ｄ－ 117 土坑 ２Ｂ－ 30 楕円形
浅い逆台形 1.8 1.5 0.3 諸磯

Ｄ－ 118 土坑 １Ｗ－ 26 不整形
逆台形？ 2.3 0.9 0.5 諸磯ｂ

Ｄ－ 119 土坑 １Ｗ－ 28 楕円形
箱形 1.5 1.3 0.7 不明

Ｄ－ 120 土坑 １Ｗ－ 27 楕円形
逆台形？ 1.2 0.9 0.3 諸磯

Ｄ－ 121 土坑
（Ｊ－ 61 住炉） １Ｘ－ 27 円形

浅い椀形 0.6 0.6 － 諸磯ｂ～ｃ

土坑名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｄ－ 122 土坑 ２Ａ－ 28 円形
浅い逆台形 1.1 1.1 0.2 称名寺２

Ｄ－ 123 土坑 ２Ｂ－ 28 楕円形
浅い逆台形 1.3 1.2 0.2 称名寺？

Ｄ－ 124 土坑 ２Ｄ－ 35 楕円形
浅い逆台形 1.5 1.3 0.2 諸磯ｂ

Ｄ－ 125 土坑 １Ｑ－ 30 円形
浅い逆台形 1.0 1.0 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 126 土坑 １Ｔ－ 32 楕円形
浅い椀形 1.1 1.0 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－ 127 土坑 １Ｘ－ 27 楕円形
浅い椀形 1.5 1.1 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 128 土坑 １Ｘ－ 27 不整形
浅い椀形？ 1.5 0.8 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 129 土坑 ２Ａ－ 29 不整形
箱形？ 1.1 0.8 0.8 諸磯ｂ

Ｄ－ 130 土坑 ２Ａ－ 27 不整形
不整形 1.7 0.7 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－ 131 土坑 ２Ａ－ 27 不整形
不整形 1.8 0.9 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－ 132 土坑 １Ｏ－ 30 楕円形
逆台形 1.1 0.8 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 133 土坑 １Ｏ－ 30 円形
椀形 0.9 0.9 1.0 五領ヶ台

Ｄ－ 134 土坑 １Ｎ－ 30 楕円形
浅い逆台形 1.1 0.9 0.2 諸磯

Ｄ－ 135 土坑 １Ｌ－ 31 楕円形
袋状 1.4 1.3 0.5 称名寺？

Ｄ－ 136 土坑 １Ｋ－ 32 楕円形
椀形 2.3 1.9 0.7 後期

Ｄ－ 137 土坑 １Ｐ－ 29 楕円形
逆台形？ 1.0 0.8 0.4 不明

Ｄ－ 138 土坑 １Ｎ－ 30 楕円形
逆台形 1.0 0.8 0.3 五領ヶ台

Ｄ－ 139 土坑 １Ｍ－ 30 楕円形
逆台形 1.6 1.2 0.4 堀之内

Ｄ－ 140 土坑 １Ｐ－ 30 楕円形
浅い逆台形 1.7 0.9 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 141 土坑 １Ｏ－ 31 楕円形
浅い逆台形 1.8 1.5 0.3 堀之内１？

Ｄ－ 142 土坑 １Ｐ－ 31 楕円形
逆台形 0.9 0.8 0.3 不明

Ｄ－ 143 土坑 １Ｎ－ 31 楕円形
逆台形 0.8 0.7 0.3 中期後葉

Ｄ－ 144 土坑 １Ｎ－ 31 不整形
浅い逆台形 2.7 1.2 0.2 不明

Ｄ－ 145 土坑 １Ｎ－ 32 楕円形
浅い逆台形 1.1 1.0 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 146 土坑 １Ｒ－ 29 楕円形
逆台形 0.9 0.8 0.4 五領ヶ台

Ｄ－ 147 土坑 １Ｏ－ 31 楕円形
逆台形 1.1 0.7 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 148 土坑 １Ｍ－ 32 楕円形
逆台形？ 3.0 2.5 1.0 不明

Ｄ－ 149 土坑 １Ｎ－ 32 楕円形
箱形 2.4 2.0 0.9 称名寺

Ｄ－ 150 土坑 １Ｎ－ 33 楕円形
袋状？ 1.7 1.6 0.9 称名寺

Ｄ－ 151 土坑 １Ｏ－ 31 楕円形
深い逆台形 1.4 1.3 1.0 堀之内１

Ｄ－ 152 土坑 １Ｏ－ 32 円形
箱形 1.1 1.1 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 153 土坑 １Ｌ－ 33 楕円形
椀形？ 3.7 2.2 0.8 後期？

Ｄ－ 154 土坑 １Ｐ－ 32 楕円形
浅い逆台形 1.7 1.4 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 155 土坑 １Ｑ－ 32 楕円形
浅い逆台形 1.2 0.9 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 156 土坑
（埋設土器） １Ｐ－ 32 不整形

椀形 2.1 2.0 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 157 土坑 ２Ａ－ 37 円形
箱形 1.1 1.1 0.3 前期中葉

Ｄ－ 158 土坑 １Ｑ－ 31 円形
袋状？ 0.9 0.9 0.6 加曽利Ｅ

Ｄ－ 159 土坑 １Ｏ－ 33 円形
逆台形 1.0 1.0 0.4 加曽利Ｅ

Ｄ－ 160 土坑 １Ｐ－ 32 楕円形
椀形？ 0.9 0.7 0.3 加曽利Ｅ
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－ 345 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

土坑名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｄ－ 161 土坑 １Ｑ－ 32 楕円形
浅い逆台形 1.7 1.3 0.2 中期後葉

Ｄ－ 162 土坑 １Ｑ－ 32 楕円形
浅い逆台形 1.5 1.4 0.4 中期後葉

Ｄ－ 163 土坑 １Ｑ－ 32 円形
浅い逆台形 0.6 0.6 0.2 中期？

Ｄ－ 164 土坑 １Ｑ－ 32 楕円形
浅い逆台形 0.9 0.7 0.2 中期

Ｄ－ 165 土坑 １Ｑ－ 35 不整形
浅い逆台形 1.9 0.8 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 166 土坑 １Ｎ－ 35 不整形
逆台形 1.9 1.8 1.1 加曽利ＥⅣ

～称名寺

Ｄ－ 168 土坑 １Ｏ－ 34 楕円形
逆台形 1.4 1.0 0.4 中期

Ｄ－ 169 土坑 １Ｌ－ 32 楕円形
浅い逆台形 （1.0） 0.8 0.2 加曽利Ｅ

Ｄ－ 170 土坑
（Ｔ－１内） １Ｍ－ 33 楕円形

浅い逆台形 （0.9） 0.8 0.2 中期？

Ｄ－ 171 土坑 １Ｑ－ 36 楕円形
逆台形 1.4 1.3 0.5 加曽利Ｅ

Ｄ－ 172 土坑 １Ｐ－ 32 楕円形
逆台形 1.1 0.9 0.4 不明

Ｄ－ 173 土坑 １Ｒ－ 32 楕円形
逆台形？ 1.1 （0.8） － 不明

Ｄ－ 174 土坑 １Ｒ－ 32 楕円形？
逆台形？ （1.2）（0.7） － 加曽利Ｅ

Ｄ－ 175 土坑 １Ｒ－ 32 楕円形
逆台形？ （0.9） 0.7 － 堀之内２

Ｄ－ 176 土坑 １Ｏ－ 38 楕円形
逆台形？ 1.4 1.1 0.7 加曽利Ｅ

Ｄ－ 177 土坑 １Ｒ－ 32 楕円形
すり鉢形 1.2 1.1 1.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 178 土坑 １Ｏ－ 39 円形
箱形 1.6 1.6 1.1 称名寺

第 79 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代土坑　遺構観察表（３）

土坑名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｄ－ 179 土坑 １Ｈ－ 32 不整形
袋状 （1.1） 0.8 0.7 称名寺～

堀之内２

Ｄ－ 180 土坑 １Ｏ－ 37 楕円形
袋状 1.3 1.2 0.8 加曽利Ｅ

Ｄ－ 181 土坑 １Ｒ－ 32 不整形
逆台形 1.7 0.9 0.9 加曽利Ｅ

Ｄ－ 182 土坑 １Ｓ－ 34 楕円形
箱形？ 1.0 0.8 0.6 加曽利Ｅ

Ｄ－ 184 土坑 １Ｓ－ 34 楕円形
箱形 1.2 1.1 0.4 加曽利ＥⅣ

Ｄ－ 185 土坑 １Ｐ－ 34 不整形
不整形 2.4 1.8 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 186 土坑 １Ｓ－ 38 楕円形
逆台形 1.6 1.1 0.5 不明

Ｄ－ 187 土坑 １Ｌ－ 37 楕円形
不整形 0.8 0.7 0.4 加曽利Ｅ

Ｄ－ 188 土坑 １Ｋ－ 39 不整形
逆台形 3.3 1.7 0.7 加曽利Ｅ

Ｄ－ 189 土坑 １Ｏ－ 40 楕円形
箱形 1.6 1.4 1.1 加曽利Ｅ～

称名寺

Ｄ－ 190 土坑 １Ｌ－ 38 楕円形
椀形？ 0.9 （0.7） 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 191 土坑 １Ｑ－ 33 楕円形
椀形？ 1.2 1.0 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 192 土坑 １Ｑ－ 33 楕円形
椀形？ 1.4 1.1 0.4 加曽利Ｅ

Ｄ－ 193 土坑 １Ｔ－ 34 円形
袋状 0.7 0.7 0.6 加曽利ＥⅠ

～Ⅱ
Ｄ－ 194 土坑

（埋設土器） １Ｍ－ 32 楕円形
逆台形 0.8 0.7 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 195 土坑 ２Ｅ－ 37 円形
逆台形 0.8 0.8 0.3 諸磯？

Ｄ－ 196 土坑 ２Ｂ－ 38 楕円形
浅い逆台形 1.2 1.1 0.1 諸磯ｃ

Ａ区埋設土器

遺構名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｕ－１埋設土器 １Ｂ－ 42 円形
浅い逆台形 0.9 0.9 0.2 加曽利ＥⅠ

～Ⅱ

Ｕ－２埋設土器 １Ｓ－ 33 円形
すり鉢形 （0.5）（0.5） 0.3 加曽利Ｅ

Ｕ－３埋設土器 １Ｔ－ 31 楕円形
二段 （0.8） 0.7 0.6 加曽利Ｅ

Ｕ－４埋設土器 １Ｔ－ 31 円形？
箱形 （0.7） 0.6 0.6 加曽利Ｅ

Ｕ－５埋設土器 １Ｔ－ 31 円形？
箱形 （0.8） 0.8 0.6 加曽利Ｅ

Ｕ－６埋設土器 １Ｔ－ 31 楕円形
箱形 1.1 （0.9） 0.6 加曽利Ｅ

Ｕ－７埋設土器 １Ｗ－ 31 楕円形
すり鉢形 0.5 0.4 0.2 加曽利Ｅ

Ｕ－８埋設土器 １Ｒ－ 31 円形？
箱形 （0.6） 0.6 0.5 加曽利ＥⅠ

～Ⅱ

Ｕ－９埋設土器 １Ｔ－ 32 楕円形
逆台形 1.1 （1.0） 0.6 中期後葉

Ｕ－ 10 埋設土器 １Ｖ－ 34 円形
袋状？ （0.6） 0.6 0.4 中期後葉

Ｕ－ 11 埋設土器 １Ｔ－ 31 円形？
椀形 （0.4） 0.4 0.3 加曽利Ｅ

Ｕ－ 12 埋設土器 １Ｘ－ 38 楕円形？
逆台形 0.6 0.5 0.2 加曽利Ｅ

遺構名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｕ－ 13 埋設土器 １Ｒ－ 30 楕円形
椀形 0.7 0.5 0.2 中期後葉

Ｕ－ 14 埋設土器 １Ｑ－ 31 楕円形
椀形 1.0 （0.9） 0.4 中期後葉

Ｕ－ 15 埋設土器 不明 不明 （0.4）（0.4）（0.4） 加曽利Ｅ

Ｕ－ 16 埋設土器 １Ｑ－ 31 楕円形
椀形？ 0.8 0.7 0.4 中期後葉

Ｕ－ 17 埋設土器 １Ｑ－ 33 楕円形？
逆台形 （0.7）（0.7） 0.2 加曽利Ｅ

Ｕ－ 18 埋設土器 １Ｒ－ 31 楕円形
椀形 0.8 0.7 0.4 加曽利Ｅ

Ｕ－ 19 埋設土器 １Ｐ－ 37 円形？
椀形 （0.8）（0.8） 0.3 中期後葉

（逆位）

Ｕ－ 20 埋設土器 １Ｔ－ 33 不整形
箱形 0.7 0.6 0.3 加曽利Ｅ

Ｕ－ 22 埋設土器 １Ｉ－ 38 楕円形
逆台形 0.7 0.6 0.4 加曽利Ｅ

（逆位）

Ｕ－ 23 埋設土器 不明 楕円形？
逆台形 （0.7） 0.6 0.3 中期後葉

Ｕ－ 24 埋設土器 １Ｙ－ 25 不明 － － 0.3 加曽利Ｅ

第 80 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代埋設土器　遺構観察表（１）

※Ｄ－ 21・22・27・64・73・87・95・167・183 号土坑は欠番

※Ｕ－ 22 号埋設土器は遺構平面図のみ
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1

2
遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｕ－２ 1 黒褐色土層10YR2/2 1＜2 ○ △ ※ × ※

2 黒褐色土層10YR2/2 2＞1 ○ △ ※ ※ ※

Ｕ－３ 1 黒褐色土層10YR3/1 ○ △ ※ × ×

2 黒褐色土層10YR2/2 ○ ○ ※ × ×

3 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ ※ ※ ※

Ｕ－４ 土層注記なし

Ｕ－５ 1 黒褐色土層10YR2/2 1＜2 △ △ ※ × ※

2 黒褐色土層10YR2/2 2＞1 ○ △ ※ × △

Ｕ－６ 1 黒褐色土層10YR2/3 △ △ ※ × ※

2 黒褐色土層10YR2/2 △ △ ※ × ※

Ｕ－７ 土層注記なし

Ｕ－８ 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ × ※

Ｕ－９ 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ×

2 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ ※

Ｕ－10 1 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ※ △

Ｕ－11 1 黒褐色土層10YR2/2 1＞2 ○ △ ※ × △

2 黒褐色土層10YR2/2 2＜1 ○ △ × × △

Ｕ－12 1 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ○ ※ ※ ×

Ｕ－13 1 褐灰色土層10YR4/1 ○ ○ △ △ ※

2 灰黄褐色土層10YR5/2 ○ ○ ○ △ ※

Ｕ－14 1 黒褐色土層10YR3/1 ◎ ○ ※ × ※

2 黒褐色土層10YR3/2 ○ ○ △ ※ ※

3 灰黄褐色土層10YR4/2 ○ ◎ ○ △ ※

混入物

０ ２ｍ

第316図　原田Ａ区埋設土器実測図（１）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｕ－15 土層注記なし 位置不明

Ｕ－16 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ○

Ｕ－17 1 黒褐色土層10YR2/3 ○ ○ △ ※ △

Ｕ－18 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ○

Ｕ－19 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ ※ ○

Ｕ－20 1 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ◎

Ｕ－23 1 褐色土層10YR4/4 △ ○ ○ × ※ 位置不明

Ｕ－24 1 黒褐色土層10YR2/2 △ △ × × △

混入物

０ ２ｍ

第317図　原田Ａ区埋設土器実測図（２）
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第322図　原田Ａ区ピット実測図（２）
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Ａ区竪穴状遺構

遺構名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期 備考
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｔ－１竪穴状遺構 １Ｌ－ 33 不整形
浅い逆台形 6.9 2.8 0.4 加曽利Ｅ 中央南にＤ－ 170 土坑がある。

Ｔ－２竪穴状遺構 １Ｏ－ 38 不整形
浅い逆台形 3.4 2.8 0.2 中期後葉 西側に焼土を有する。

Ｔ－３竪穴状遺構 １Ｎ－ 34 不整形
浅い逆台形 〈4.0〉 2.4 0.2 不明

第 81 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代竪穴状遺構　遺構観察表（１）

Ａ区ピット

ピット名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｐ－１ピット １Ｔ－ 39 不整形
箱形 0.8 0.6 0.5 諸磯ｂ？

Ｐ－２ピット １Ｖ－ 39 楕円形
袋状？ 0.7 0.6 0.4 前期中葉

Ｐ－４ピット １Ｔ－ 37 楕円形？
逆台形 0.9 0.7 0.3 不明

Ｐ－５ピット １Ｔ－ 38 円形
袋状 0.2 0.2 0.4 諸磯ｂ

Ｐ－６ピット １Ｔ－ 39 不整形
逆台形 0.4 0.3 0.2 加曽利Ｅ

Ｐ－７ピット １Ｔ－ 39 楕円形
袋状 0.3 0.2 0.4 加曽利Ｅ

Ｐ－８ピット １Ｕ－ 38 楕円形
袋状？ 0.4 0.3 0.4 不明

Ｐ－９ピット １Ｕ－ 38 不整形
逆台形 0.5 0.2 0.3 後期前葉？

Ｐ－ 10 ピット １Ｔ－ 39 不整形
すり鉢形 0.4 0.3 0.3 加曽利Ｅ

Ｐ－ 11 ピット １Ｖ－ 40 楕円形
箱形 0.8 0.4 0.4 加曽利Ｅ

Ｐ－ 12 ピット １Ｔ－ 37 楕円形
袋状 0.9 0.8 0.9 前期中葉

Ｐ－ 13 ピット １Ｔ－ 39 楕円形
逆台形？ 0.3 0.2 0.2 加曽利Ｅ

Ｐ－ 14 ピット １Ｔ－ 40 円形
逆台形 0.4 0.4 0.4 加曽利Ｅ

Ｐ－ 15 ピット １Ｔ－ 40 不整形
袋状？ 0.3 0.3 0.3 加曽利Ｅ

Ｐ－ 20 ピット １Ｖ－ 39 円形
袋状？ 0.4 0.4 05 加曽利Ｅ

Ｐ－ 22 ピット １Ｔ－ 38 楕円形
箱形？ 0.3 0.3 0.3 中期後葉

ピット名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｐ－ 23 ピット １Ｔ－ 38 不整形
浅い逆台形 0.5 0.5 0.1 不明

Ｐ－ 24 ピット １Ｔ－ 38 不整形
浅い逆台形 0.6 0.3 0.2 中期後葉

Ｐ－ 25 ピット １Ｘ－ 26 円形
逆台形 0.5 0.5 0.3 中期後葉

Ｐ－ 26 ピット １Ｑ－ 32 円形
逆台形 0.5 0.5 0.2 中期後葉？

Ｐ－ 27 ピット １Ｑ－ 33 楕円形
逆台形 （0.6） 0.6 0.3 後期？

Ｐ－ 28 ピット １Ｑ－ 33 楕円形
逆台形 （0.8） 0.4 0.3 加曽利Ｅ

Ｐ－ 29 ピット １Ｒ－ 31 楕円形
逆台形 （0.5） 0.4 0.5 不明

Ｐ－ 30 ピット １Ｒ－ 32 楕円形
逆台形 （0.7） 0.7 0.3 加曽利Ｅ

Ｐ－ 31 ピット １Ｑ－ 33 楕円形
逆台形 （0.8） 0.4 0.3 不明

Ｐ－ 32 ピット １Ｒ－ 32 楕円形
逆台形 1.0 0.4 0.5 不明

Ｐ－ 33 ピット １Ｒ－ 31 楕円形
逆台形 （0.6） 0.5 0.4 加曽利Ｅ

Ｐ－ 34 ピット １Ｒ－ 33 楕円形
逆台形 （0.5） 0.4 0.3 堀之内１

Ｐ－ 35 ピット １Ｒ－ 32 不整形
箱形？ 0.5 0.3 0.3 不明

Ｐ－ 36 ピット １Ｒ－ 32 楕円形
逆台形 0.7 0.6 0.4 加曽利Ｅ

Ｐ－ 37 ピット １Ｖ－ 29 楕円形
深い逆台形 0.5 0.4 1.0 不明

第 82 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代ピット　遺構観察表（１）
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０ ４ｍ

第323図　原田Ａ区Ｍ－１号溝実測図



－ 351 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）
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第324図　原田Ｂ区Ｊ－１号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 352 －
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第325図　原田Ｂ区Ｊ－２号住居址実測図

第326図　原田Ｂ区Ｊ－３号住居址実測図



－ 353 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）
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第327図　原田Ｂ区Ｊ－４号・Ｊ－５号住居址実測図

第328図　原田Ｂ区Ｊ－６号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 354 －
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第329図　原田Ｂ区Ｊ－７号住居址実測図



－ 355 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）
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第330図　原田Ｂ区Ｊ－８号・Ｊ－９号・Ｊ－12号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 356 －
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第331図　原田Ｂ区Ｊ－10号・Ｊ－11号住居址実測図



－ 357 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）
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第332図　原田Ｂ区Ｊ－13号住居址実測図

第333図　原田Ｂ区Ｊ－14号・Ｊ－15号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 358 －
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第334図　原田Ｂ区土坑実測図（１）



－ 359 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｊ－１c号住

Ａ

Ｂ

Ｊ－４号住

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ
Ａ

Ｂ

Ｄ－10 Ｄ－11 Ｄ－13

Ｄ－14

Ｄ－15

Ｄ－16

Ｄ－18Ｄ－24

Ｄ－17
Ｄ－20

Ｊ－10号住

Ａ

Ｂ

Ｊ－１c号住

Ｊ－１a号住

Ａ Ｂ

Ａ
303.80m

Ｂ

Ａ
Ｂ

3
0
3
.
3
0
m

Ａ Ｂ
303.50m

Ａ
Ｂ

3
0
3
.
6
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
3
.
9
0
m

Ａ Ｂ
303.20m

Ａ
Ｂ

3
0
3
.
7
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
1
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
0
0
m

０ ２ｍ

第335図　原田Ｂ区土坑実測図（２）



二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 360 －
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第336図　原田Ｂ区土坑実測図（３）



－ 361 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）
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第337図　原田Ｂ区土坑実測図（４）



二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 362 －

住居名 位置 平面形態
規模（ｍ）

主軸方向
施設 遺物量

時期 備考
長軸 短軸 深さ 主柱穴

炉址
土器 石器

位置 構造

Ｊ－１ａ住 Ｙ－ 49 隅丸長方形 10.2 6.0 0.6 N-10-W ６本
方形配列 － － ○ 諸磯ｂ 壁周溝が複数巡る。重複また

は拡張住居か。

Ｊ－１ｂ住 Y － 50 隅丸長方形 9.0 6.0 0.6 N-47-W ６本
方形配列 － － ※ 有尾・黒浜 壁周溝が複数巡る。重複また

は拡張住居か。

Ｊ－２住 X － 50 隅丸方形 5.7 4.7 0.3 N-1-W ４本
方形配列 中央北 地床炉 △ ※ 諸磯ｂ 壁周溝は全周するものと思わ

れる。

Ｊ－３住 T － 49 楕円形 5.4 5.3 0.3 N-3-W ４本
方形配列 中央北 地床炉 ○ ◎ 諸磯ｂ

柱穴とみられるピットはそれ
ぞれ近接して設けられ、１つ
の土坑状を呈す。拡張あるい
は建て替えが行われた可能性
がある。

Ｊ－４住 １A － 51 隅丸方形 4.0 3.6 0.3 N-36-W ４本
方形配列

中央西・
東 地床炉 ◎ ◎ 諸磯ｂ 小形住居。東側に壁周溝が残

る。

Ｊ－５住 １A － 52 隅丸方形 5.3 5.3 0.2 N-7-W ４本
方形配列

中央・
西 地床炉 ○ ※ 有尾・黒浜 壁周溝が複数巡る。重複また

は拡張住居の可能性がある。

Ｊ－６住 １B － 51 隅丸方形 5.3 5.0 0.2 N-32-E ６本？
方形配列

中央・
北 地床炉 ○ △ 有尾・黒浜 壁周溝は全周する。中央北に

炉体土器を有す。

Ｊ－７住 １Ｑ－ 34 楕円形 5.3 4.5 0.3 N-23-E ８本
円形配列 中央 石囲炉 ○ △ 加曽利Ｅ

壁周溝が複数巡る。また住居
北側、ピット列が方形に巡る
ように見える。重複または拡
張住居、あるいは掘立柱建物
が存在するか。

Ｊ－８住 １C － 54 隅丸方形？ （6.6）（4.2） － N-50-W ６本？
方形配列

中央・
西 地床炉 ○ ※ 諸磯ｂ

掘り込みが浅く、ピットのみ
検出された。炉跡が複数確認
されることから、重複または
拡張住居の可能性がある。

Ｊ－９住 １C － 55 楕円形？ （4.8）（4.0） － － ４本？
方形配列 － － △ ※ 諸磯ｂ～ｃ 掘り込みが浅く、ピットのみ

検出された。

J － 10 住 １E － 55 隅丸長方形 11.6 6.1 0.7 N-1-W ６本
方形配列

中央・
北 地床炉 ○ △ 有尾・黒浜 壁周溝は全周し、複数巡るこ

とから拡張住居と考えられる。

J － 11 住 １G － 55 楕円形 6.3 〈5.7〉 0.7 N-38-E ４本
方形配列 － － ○ ※ 諸磯ｂ

Ｊ－ 12 住 １E － 54 隅丸方形？ （5.6）（4.9） － N-33-W ４本？
方形配列 中央北 地床炉 ○ ※ 諸磯ｂ

掘り込みが浅く、ピットのみ
検出された。南西に円および
方形の壁周溝が残り、重複住
居の可能性が考えられる。

Ｊ－ 13 住 １A － 54 楕円形？ （5.2）（4.4） 0.1 － ４本？
方形配列 中央 地床炉 ○ ◎ 諸磯ｂ

柱穴とみられるピットがそれ
ぞれ近接して設けられること
から、拡張あるいは建て替え
が行われた可能性がある。

Ｊ－ 14 住 Y － 54 隅丸方形？ 〈5.2〉（4.4） 0.1 － ４本以上
方形配列 － － ※ ※ 諸磯ｂ？

南東に壁周溝が残る。一部、
二重にめぐることから重複ま
たは拡張住居の可能性がある。

Ｊ－ 15 住 X － 53 楕円形？ （4.8）（4.5） 0.1 － ４本
方形配列 中央 地床炉 諸磯ｂ 北西に壁周溝が残る。地床炉

は枕石を伴う。

第 83 表　二軒在家原田遺跡Ｂ区縄文時代住居址　遺構観察表（１）

Ｂ区住居址

凡例

主軸　住居址の壁（壁周溝）または主柱穴と思われるピット、石囲炉などの長軸方向を基準とした。「°」記号は省略。

遺物　土器　※：1 ～ 100g、△：101 ～ 1,000g、○：1001 ～ 10,000g、◎：10,001g 以上

　　　石器・石製品　※：１～ 10 点、△：11 ～ 20 点、○：21 ～ 30 点、◎：31 点以上



－ 363 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

土坑名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｄ－１土坑 １A － 48 円形
浅い逆台形 1.7 1.7 0.2 諸磯ｂ

Ｄ－２土坑 Y － 48 円形
浅い逆台形 1.4 1.4 0.1 諸磯ｂ？

Ｄ－３土坑 W － 50 楕円形
浅い逆台形 1.1 0.9 0.3 諸磯

Ｄ－４土坑 U － 49 楕円形
浅い逆台形 1.7 1.6 0.4 諸磯ｂ

Ｄ－５土坑 U － 48 楕円形
浅い逆台形 1.8 1.7 0.3 諸磯ｂ～ｃ

Ｄ－６土坑 T － 49 楕円形
浅い逆台形 1.2 1.2 0.1 不明

Ｄ－７土坑 T － 50 楕円形
浅い逆台形 1.5 1.4 0.1 不明

Ｄ－８土坑 T － 50 楕円形
浅い逆台形 1.7 1.6 0.2 諸磯ｂ

Ｄ－９土坑 W － 51 円形
逆台形 0.7 0.7 0.3 不明

Ｄ－ 10 土坑 １A － 50 楕円形
逆台形 1.4 1.4 0.6 不明

Ｄ－ 11 土坑 １F － 56 楕円形？
逆台形 〈1.7〉〈0.7〉 0.4 不明

Ｄ－ 13 土坑 １A － 49 楕円形
浅い逆台形 1.2 1.1 0.2 諸磯ｂ

Ｄ－ 14 土坑 １A － 51 楕円形
袋状 1.2 0.9 0.4 諸磯ｂ

Ｄ－ 15 土坑 Y － 52 楕円形
逆台形 1.9 1.5 0.9 諸磯ｂ

Ｄ－ 16 土坑 T － 49 円形
逆台形 0.7 0.7 0.4 諸磯ｂ

Ｄ－ 17 土坑 １D － 55 楕円形
浅い逆台形 1.4 1.3 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－ 18 土坑 １E － 54 楕円形
浅い逆台形 1.2 0.6 0.2 不明

D － 19 土坑 １D － 54 楕円形
箱形 1.9 1.1 0.8 諸磯ｂ～ｃ

Ｄ－ 20 土坑 １D － 53 楕円形
箱形 1.1 1.0 0.8 有尾・黒浜

第 84 表　二軒在家原田遺跡Ｂ区縄文時代土坑　遺構観察表（１）

土坑名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｄ－ 21 土坑 １D － 54 楕円形
箱形 1.0 0.9 1.2 諸磯ｂ

Ｄ－ 22 土坑 １Ｅ－ 54 楕円形
箱形 1.3 1.1 1.0 不明

Ｄ－ 23 土坑 １Ｃ－ 54 楕円形
浅い逆台形 2.4 2.1 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－ 24 土坑 １Ｃ－ 55 楕円形
浅い逆台形 2.6 2.1 0.1 諸磯ｂ

Ｄ－ 25 土坑 １Ｃ－ 53 楕円形
浅い逆台形 2.2 2.1 0.4 諸磯ｂ

Ｄ－ 26 土坑 １Ｂ－ 55 楕円形
浅い逆台形 1.2 1.1 0.2 諸磯ｂ

Ｄ－ 27 土坑 １Ｄ－ 55 楕円形
浅い逆台形 1.7 1.6 0.1 諸磯ｂ

Ｄ－ 29 土坑 １Ａ－ 55 楕円形
袋状 1.0 0.9 0.8 諸磯ｂ～ｃ

Ｄ－ 30 土坑 Ｓ－ 50 楕円形？
浅い逆台形 〈1.5〉〈0.9〉 0.1 不明

Ｄ－ 31 土坑 Ｕ－ 50 楕円形
逆台形 1.0 0.9 0.5 諸磯ｂ

Ｄ－ 32 土坑 Ｙ－ 53 楕円形
浅い逆台形 2.1 1.9 0.3 後期

Ｄ－ 33 土坑 Ｘ－ 54 不整形
浅い逆台形 〈1.2〉〈1.2〉 0.4 諸磯ｂ～ｃ

Ｄ－ 34 土坑 Ｙ－ 51 円形
浅い逆台形 1.4 1.4 0.1 諸磯ｂ？

Ｄ－ 35 土坑 Ｙ－ 50 円形
浅い逆台形 1.2 1.1 0.4 諸磯ｂ

Ｄ－ 36 土坑 １Ｈ－ 60 円形
浅い逆台形 1.2 1.2 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－ 37 土坑 １Ｉ－ 61 楕円形
浅い逆台形 1.4 1.1 0.1 不明

Ｄ－ 38 土坑 １Ｉ－ 58 楕円形
浅い逆台形 〈0.6〉（0.8） 0.2 諸磯ｂ

Ｄ－ 39 土坑 Ｖ－ 51 楕円形
浅い逆台形 0.9 0.8 0.2 不明

Ｂ区土坑

※Ｄ－ 12 号土坑は位置・規模不明。Ｄ－ 28 号土坑は欠番

※Ｂ区Ｐ－１・４号ピットは位置・規模不明、平面図なし



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－１住 1 黒褐色土層10YR3/1 ○ ◎ × × ×

2 褐灰色土層10YR4/1 ◎ ◎ ※ ※ ※

3 黒褐色土層10YR3/2 ◎ ◎ △ △ ※

混入物

1 2 3 4
5 6 7 8
9 10 11 12

13 14 15 16

土器分布
１層

土器分布
２層

土器分布
３層

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第338図　原田Ｃ区Ｊ－１号住居址実測図
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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3

P

}
}

}
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－３住 1 暗褐色土層 △ × ※ ※ △

2 暗褐色土層 ○ × ※ △ ※

3 暗褐色土層 △ × ※ ※ △

4 暗褐色土層 × × △ ※ ※

5 暗褐色土層 △ × ※ ※ △

6 褐色土層 ○ ○ ○ ○ ※

7 暗褐色土層 × × ※ ※ ※ 焼土あり

8 暗褐色土層 × × △ △ △

9 黒褐色土層 × × △ △ ○

10 褐色土層 △ × ○ ○ ◎

11 明黄褐色土層 × × ○ ◎ ○

12 暗褐色土層 △ × △ ○ ○

13 暗褐色土層 ○ × △ ○ △

14 暗褐色土層 △ × ○ ○ ○

15 褐色土層 ○ ○ ◎ ○ ○

16 暗褐色土層 △ × ○ ○ ◎

炉 1 黒褐色土層 ○ △ △ △ △ 覆土

2 橙色土層 × × △ ※ △ 焼土あり

3 暗褐色土層 × × ○ ○ ○ 被熱層

U-1 土層注記なし

混入物 備考

3d住覆土

3c住覆土

3a住覆土

3b住覆土

1 2 3 4

5 6 7 8

9
10 11 12

13 14 15 16

17

18 19 20Ｊ－３a号住

Ｊ－３c号住

Ｊ－３d号住

Ｊ－３b号住

焼土

０ ４ｍ

第339図　原田Ｃ区Ｊ－３号住居址実測図（１）



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第341図　原田Ｃ区Ｊ－２号住居址実測図

Ｊ－３a号住

Ｊ－３c号住

Ｊ－３d号住

Ｊ－３b号住

土器分布
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土器分布
２層

土器分布
３層

炉堀方

７区炉

炉２

炉

P－１

P－３

P－４

P－５

12区周溝

一括

土器分布
１層

０ ４ｍ

焼土

第340図　原田Ｃ区Ｊ－３号住居址実測図（２）
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－4住 1 黒褐色土層10YR2/2 ◎ ○ ※ △ ○

2 明黄褐色土層10YR7/6 × × ※ ◎ ○

3 黒褐色土層10YR3/1 ○ ○ ※ △

4 黒色土層10YR2/1 ◎ ○ × ※ ※

5 黒色土層10YR2/1 4＜5 ○ ○ ※ ※ ※

6 黒色土層10YR2/1 5＜6 ○ ○ ※ ※ △

7 黒褐色土層10YR3/1 ○ ○ ※ △ ※

混入物 備考

○

1 2 3
4

5 6 7 8

9 10 11 12
13

14 15
16

土器分布
１層

土器分布
２層

炉

P－２

P－３

P－５

一括

焼土

０ ４ｍ
０ ４ｍ

第342図　原田Ｃ区Ｊ－４号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物

Ｊ－５b住 1 明黄褐色土層10YR6/8 ○ ◎ ◎ ○ ×

2 褐色土層10YR4/4 △ ○ ○ ○ ◎

3 黒褐色土層10YR2/3 × △ △ △ ○

4 暗褐色土層10YR3/4 × ○ △ △ ○ ※

5 褐色土層10YR3/4 × ○ ○ △ ◎ ※

混入物

焼土
０ ４ｍ

第343図　原田Ｃ区Ｊ－５号住居址実測図（１）
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第344図　原田Ｃ区Ｊ－５号住居址実測図（２）

第345図　原田Ｃ区Ｊ－11号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 370 －

S1

S2

S3

S4

P-1
P-2

P-3

P-4

P-5

P-6

D-1

炉

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｈ

1

2
3

4

301.40m
Ａ Ｂ 1

2

3

301.00m
Ｇ Ｈ

Ｅ
Ｆ

3
0
1
.
4
0
m

1 2 3
4

5

3
0
1
.
4
0
m

Ｃ
Ｄ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性 備考

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｊ－10住 1 暗褐色土層 ○ × ※ ※ ※

2 暗褐色土層 △ × ※ ※ △

3 暗褐色土層 △ △ △ ※ ※

4 褐色土層 × × △ ※ △

5 黒褐色土層 ○ △ ○ △ ○

D-1 1 緑灰色土層 × ◎ × × × 粘土

2 褐色土層 × ○ △ ※ ×

3 褐色土層 × × △ △ ※

混入物
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4
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8
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11
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13

14
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土器分布
１層

土器分布
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焼土

０ ４ｍ

０ ４ｍ

第346図　原田Ｃ区Ｊ－10号住居址実測図
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15 黒褐色土層10YR3/2 △ △ △ △ ◎ △

16 灰黄褐色土層10YR4/2 △ ○ ○ ○ ○ ※

17 褐色土層10YR4/4 △ ◎ ◎ × △ ※

18 暗褐色土層10YR3/4 △ ◎ ◎ △ ○ △

19 灰黄褐色土層10YR4/2 △ ○ ○ △ △

20 褐色土層10YR4/4 △ ◎ ◎ ○ ※ △

21 黒褐色土層10YR2/2 ○ △ ※ ※ ○ ※

22 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ ※ ○ △

23 暗褐色土層10YR3/3 △ ○ ○ △ ◎ △

24 暗褐色土層10YR3/4 △ ○ ○ △ ◎ △

25 灰黄褐色土層10YR4/2 △ ◎ ◎ △ ※

26 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ ※ △ △ ※

27 黒褐色土層10YR2/3 ○ △ △ ○ ※ ※

層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

混入物遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ 炭化物 焼土

Ｊ－６～９住 1 黒褐色土層10YR2/3 1＜2 ○ △ ※ ※ ◎ ○

2 黒褐色土層10YR2/3 2＞1 ○ △ ※ ※ ○ △

3 黒褐色土層10YR2/2 △ △ ※ △ ○ △ ※

4 黒褐色土層10YR3/2 4＞5 △ △ ※ △ ◎ ○ ○

5 黒褐色土層10YR3/2 5＜4 ○ △ ※ △ ◎ △

6 黒褐色土層10YR2/2 ○ ※ ※ ※ ○ △

7 黒褐色土層10YR2/3 △ ○ △ △ ◎ △ ※

8 暗褐色土層10YR3/3 △ ○ ○ ※ ○ ○

9 暗褐色土層10YR3/4 △ ◎ ◎ △ ○ ◎

10 黒褐色土層10YR2/3 10＜11 ○ △ ※ ※ ○ ※

11 黒褐色土層10YR2/3 11＞10 ○ △ △ △ ◎ ※

12 暗褐色土層10YR3/3 ○ ○ ○ △ ○ ※

13 黒褐色土層10YR2/3 13＜14 ○ △ △ ※ ○ ※

14 黒褐色土層10YR2/3 14＞13 ○ ○ △ ※ ◎

混入物

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

Ｊ－６号住 Ｊ－８号住

Ｊ－９号住
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5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16
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1 2 3 4
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5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

土器分布
２層

土器分布
１層

Ｊ－６号住
４区周溝

サブトレ

Ｊ－７号住
P－１

ベルト一括

一括

Ｊ－８号住
P－１

ベルト一括

サブトレ一括

一括

Ｊ－９号住
ベルト一括

サブトレ一括

焼土

０ ４ｍ

０ ４ｍ

第347図　原田Ｃ区Ｊ－６号・Ｊ－７号・Ｊ－８号・Ｊ－９号住居址実測図
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第348図　原田Ｃ区Ｊ－12号住居址実測図

第349図　原田Ｃ区Ｊ－13号住居址実測図



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第351図　原田Ｃ区Ｊ－15号住居址実測図
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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住居名 位置 平面形態

規模（ｍ）

主軸方向

施設 遺物量

時期 備考
長軸 短軸 深さ 主柱穴

炉址
土器 石器

位置 構造

Ｊ－１住 １Ｖ－ 53 隅丸方形 （5.9） 5.4 0.9 N-2-W ４本
方形配列 － － ○ △ 諸磯ｂ 壁周溝は全周する。

Ｊ－２住 ２Ｈ－ 47 隅丸方形 4.6 4.1 0.2 N-92-W ４本
方形配列 中央西 地床炉 ○ ※ 有尾・黒浜 壁周溝は全周する。

Ｊ－３ａ住 ２Ｄ－ 40 隅丸長方形 5.3 3.7 0.6 N-11-E － 中央北 地床炉 ○ 有尾・黒浜 壁際に柱穴とみられるピット
がほぼ全周する。

Ｊ－３ｂ住 ２Ｃ－ 40 隅丸方形？ 〈2.2〉〈1.5〉 0.8 N-48-W － － － △ 諸磯ｂ
大部分が調査区外のため詳細
不明。３ａ住西壁断面で住居
の存在を確認した。

Ｊ－３ｃ住 ２Ｃ－ 41 円形 （5.8）（5.7） 0.6 N-7-E ６本？ 中央 石囲炉？ ◎ 加曽利Ｅ
壁周溝は全周するものと思わ
れる。柱穴とみられるピット
内に礫が入れられていた。

Ｊ－３ｄ住 ２Ｄ－ 41 隅丸方形 （4.9）（4.5） 0.6 N-23-E ４本
方形配列 － － ○ 諸磯ｂ

柱穴とみられるピットが一部、
近接して設けられることから、
拡張あるいは建て替えが行わ
れた可能性がある。

Ｊ－４住 ２Ｃ－ 42 楕円形 7.6 6.3 0.6 － ４本？
方形配列 ５ヵ所 地床炉 ◎ ◎ 諸磯ｂ 壁周溝は全周する。炉跡はお

よそ各柱穴間に配置される。

Ｊ－５ａ住 ２Ｅ－ 44 隅丸方形 6.6 6.5 1.3 N-15-W ４本
方形配列 ４カ所 地床炉 ◎ ◎ 諸磯ｂ

壁周溝は全周するものと考え
られる。５ｂ住を掘り込んで
つくられる。

Ｊ－５ｂ住 ２Ｅ－ 44 楕円形 8.9 8.9 0.7 － ９本？
円形配列 南西 地床炉 ◎ △ 諸磯ｂ 壁周溝は全周する。柱穴は他

住居と比べて大形。

Ｊ－６住 ２Ｂ－ 43 隅丸長方形 12.4 6.9 0.9 N-68-W ８本？
方形配列 － － ◎ ◎ 有尾・黒浜

壁周溝は全周する。６・７・
８住はそれぞれ住居番号を付
しているが、最小である８住
からの拡張住居とも考えられ
る。また、住居中央東に平面
図には表れないセクションが
確認でき、さらに 1 棟の拡張
または重複が予想される。

Ｊ－７住 ２Ｂ－ 44 隅丸長方形 10.1 5.9 0.8 N-68-W ８本？
方形配列 － － ◎ ◎ 有尾・黒浜 壁周溝は全周する。

Ｊ－８住 ２Ｂ－ 45 隅丸長方形 7.4 4.9 0.8 N-68-W ６本？
方形配列 － － ◎ ◎ 有尾・黒浜 壁周溝は全周する。

Ｊ－９住 ２Ｃ－ 46 隅丸長方形 〈4.4〉 3.8 0.2 N-65-W － － － △ ※ 有尾・黒浜 壁周溝は確認できなかったが、
壁際にピットが巡る。

Ｊ－ 10 住 ２Ｓ－ 43 円形 6.7 6.7 0.5 － ６本
円形配列 北西 地床炉 ○ ◎ 諸磯ｂ～ｃ 南半に壁周溝が残る。

Ｊ－ 11 住 ２Ｐ－ 54 円形 6.4 6.4 0.2 － ６本
円形配列 中央西 石囲炉 ○ ○ 加曽利Ｅ 壁周溝は全周する。

Ｊ－ 12 住 １Ｊ－ 48 不整形 5.9 4.0 0.1 － － － － ○ ※ 加曽利Ｅ
掘り込みが浅く、形状も判然
としないため住居でない可能
性がある。

Ｊ－ 13 住 １Ｊ－ 53 隅丸方形？ 〈4.5〉 5.7 0.4 N-30-E ４本以上
方形配列 － － ○ △ 有尾・黒浜 壁周溝は全周するものと思わ

れる。

Ｊ－ 14 住 ３Ｂ－ 78 楕円形 3.7 3.6 0.1 N-24-W － 中央北 石囲炉 ○ ※ 加曽利Ｅ
他住居址と離れ、単独で確認
されたＣ区最小の住居。明確
な柱穴は確認できなかった。

Ｊ－ 15 住 ２Ｄ－ 45 隅丸長方形 8.0 6.6 0.6 N-6-E
(N-87-W)

６本
方形配列

中央・
東 地床炉 ○ ※ 有尾・黒浜

壁周溝は全周する。東西長軸
の住居の中央付近に周溝が南
北に走り、東半部分に南北長
軸で６本柱穴の住居プランが
見える。時期差はみられない
が、主軸を違えた拡張または
重複住居の可能性がある。

Ｊ－ 16 ａ住 ２Ｅ－ 47 隅丸長方形 （6.4）（4.8） 0.3 N-6-E ６本
方形配列 － － △ 有尾・黒浜 壁周溝は全周する。

Ｊ－ 16 ｂ住 ２Ｄ－ 48 隅丸方形 6.1 （5.8） 0.4 N-18-W － － － △ 諸磯ｂ
壁周溝が複数巡ることから拡
張または重複住居の可能性が
ある。

Ｊ－ 17 住 ２Ｄ－ 49 隅丸長方形 9.9 5.6 0.8 N-55-W ６本？
方形配列 － － ○ ※ 有尾・黒浜

壁周溝は全周し、さらに長軸
中央付近に間仕切り状の周溝
が走る。仕切り溝の北側は柱
穴が確認できるが、南側では
はっきりしない。

Ｊ－ 18 住 ２Ｄ－ 51 楕円形 10.2 10.0 0.7 － ８本？
円形配列

中央北・
東 地床炉 ○ ※ 諸磯ｂ 壁周溝は全周する。

Ｊ－ 19 ａ住 １Ｙ－ 53 隅丸方形 （7.8）（6.8） 0.6 N-30-E ４本
方形配列 － － △ 有尾・黒浜

壁周溝が複数巡ることから拡
張または重複住居の可能性が
ある。

Ｊ－ 19 ｂ住 ２Ａ－ 52 楕円形？ （6.1）（5.4） 0.7 N-34-E ４本
方形配列 － － △ 諸磯ｂ

壁周溝が複数巡ることから拡
張または重複住居の可能性が
ある。

Ｊ－ 20 ａ住 ２Ｂ－ 53 隅丸長方形 7.6 4.6 0.8 N-2-W ６本
方形配列 － － △ （※） 有尾・黒浜 壁周溝は全周する。
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

住居名 位置 平面形態

規模（ｍ）

主軸方向

施設 遺物量

時期 備考
長軸 短軸 深さ 主柱穴

炉址
土器 石器

位置 構造

Ｊ－ 20 ｂ住 ２Ｃ－ 53 隅丸長方形 10.2 5.7 0.8 N-2-W ６本
方形配列 中央 地床炉 △ （※） 有尾・黒浜

ａ住の拡張と考えられる。住
居中央南端、壁周溝の脇に１
対のピットがみられる。出入
り施設か。

Ｊ－ 21 住 ２Ｅ－ 55 円形 15.6 15.6 0.8 － 17 本以上
円形配列 － － ○ ※ 諸磯ｂ

本遺跡内最大の住居址。壁周
溝は二重に巡る。外側の柱穴
の径は大きく、さらに約２ｍ
内側にやや小さい柱穴がいず
れもほぼ等間隔に巡る。住居
規模に対して、遺物量はあま
り多くない。

Ｊ－ 22 住 １Ｎ－ 61 楕円形？ （3.3） 3.0 0.2 － － 中央 地床炉 諸磯？
壁周溝は全周するが、明確な
柱穴は確認できなかった。住
居ではない可能性がある。

Ｊ－ 23 ａ住 １Ｏ－ 61 隅丸方形 7.1 6.9 0.4 N-31-W ６本？
方形配列 － － ○ 有尾・黒浜

壁周溝が複数巡ることから拡
張または重複住居の可能性が
ある。

Ｊ－ 23 ｂ住 １Ｏ－ 61 隅丸方形 5.4 4.7 0.5 N-67-W ４本
方形配列 中央北 地床炉 ○ 諸磯ｂ

壁周溝は全周するものと思わ
れる。ａ住を掘り込んでつく
られる。

Ｊ－ 24 住 １Ｑ－ 60 隅丸長方形 6.9 4.5 0.8 N-37-E ６本
方形配列 中央北 地床炉 ○ ※ 有尾・黒浜 壁周溝は全周する。

第 86 表　二軒在家原田遺跡Ｃ区縄文時代住居址　遺構観察表（２）

Ｄ－１

Ａ Ｂ

Ｄ－２

Ａ

Ｂ Ｄ－３

Ａ
Ｂ

Ｄ－４

Ａ

Ｂ

Ｄ－５

Ａ

Ｂ

Ｄ－６

Ａ

Ｂ

305.00m
Ａ Ｂ

3
0
4
.
0
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
0
0
m

Ａ
Ｂ

3
0
4
.
0
0
m

Ａ
Ｂ

304.00m
Ａ Ｂ

304.50m
Ａ Ｂ

０ ２ｍ
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凡例

主軸　住居址の壁（壁周溝）または主柱穴と思われるピット、石囲炉などの長軸方向を基準とした。「°」記号は省略。
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　　　石器・石製品　※：１～ 10 点、△：11 ～ 20 点、○：21 ～ 30 点、◎：31 点以上　（）内は枝番住居においてどちらの帰属か不明なものを示す
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土坑名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｄ－１土坑 １Ｗ－ 57 楕円形
浅い逆台形 1.5 1.3 0.3 諸磯ｂ

Ｄ－２土坑 ２Ｆ－ 47 楕円形
浅い逆台形 1.0 1.0 0.2 有尾・黒浜

Ｄ－３土坑 ２Ｆ－ 47 楕円形
浅い逆台形 1.2 1.1 0.2 諸磯ｂ？

Ｄ－４土坑 ２Ｅ－ 48 楕円形
浅い逆台形 1.6 1.6 0.4 諸磯ｂ？

Ｄ－５土坑 ２Ｊ－ 47 不整形
浅い逆台形 2.2 1.4 0.3 有尾・黒浜

Ｄ－６土坑 ２Ｂ－ 48 楕円形
浅い逆台形 1.4 1.1 0.1 諸磯ｂ？

Ｄ－７土坑 ２Ａ－ 50 楕円形
浅い逆台形 0.9 （0.8） 0.2 不明

Ｄ－ 10 土坑 ２Ａ－ 42 楕円形
浅い逆台形 1.0 1.0 0.1 加曽利

Ｄ－ 11 土坑 ２Ａ－ 42 不整形
浅い逆台形 2.3 1.8 0.2 加曽利Ｅ

第 87 表　二軒在家原田遺跡Ｃ区縄文時代土坑　遺構観察表（１）

土坑名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｄ－ 12 土坑 ２Ａ－ 43 不整形
浅い逆台形 1.7 1.0 0.3 加曽利Ｅ

Ｄ－ 13 土坑 位置不明 － － － － 諸磯ｃ？

Ｄ－ 16 土坑 ２Ｂ－ 50 楕円形
箱形 （1.0） 0.9 0.8 不明

Ｄ－ 17 土坑 １Ｈ－ 51 円形
逆台形 0.7 0.7 0.3 不明

Ｄ－ 18 土坑 １Ｅ－ 48 円形
箱形 1.3 1.3 0.5 不明

D － 19 土坑 １Ｆ－ 48 楕円形
逆台形 0.7 0.6 0.3 不明

Ｄ－ 20 土坑 １Ｅ－ 48 楕円形
深い逆台形 0.8 0.7 0.7 不明

Ｄ－ 21 土坑 １Ｅ－ 47 楕円形
逆台形 1.5 1.5 0.6 不明

Ｃ区土坑

遺構名 位置
平面形 規模（ｍ）

時期
断面形 長軸 短軸 深さ

Ｕ－２埋設土器 位置不明 円形？
逆台形 （0.4） 0.4 0.2 諸磯ｂ

Ｕ－４埋設土器 ２Ｉ－ 54 円形
椀形 0.8 0.8 0.4 中期後葉

（逆位）

Ｕ－５埋設土器 ２Ｅ－ 49 楕円形
逆台形 0.4 0.3 0.3 前期中葉

Ｃ区埋設土器

第 88 表　二軒在家原田遺跡Ｃ区縄文時代埋設土器　遺構観察表（１）

遺構名 位置 墳形
規模（ｍ）

時期
遺物 備考

直径 墳丘径 周掘幅 土器 その他

Ｋ－１号墳 ２Ｉ－ 61 他 円墳 （15.0） （9.6） 1.5 ～
3.6 古墳後期 ◎ ※ 推定石室内から方頭太刀の柄頭片、石室前面から追葬または追

善供養に伴うと思われる各種須恵器出土。

Ｋ－２号墳 ３Ｃ－ 59 他 円墳 （14.0） （8.0） 3.2 ～
3.9 古墳後期

Ｋ－３号墳 ３Ｃ－ 80 他 円墳 （13.0） （8.5） 3.5 ～
4.0 古墳後期 ※ 推定石室内から刀子片出土。

Ｃ区古墳

第 89 表　二軒在家原田遺跡Ｃ区古墳　遺構観察表（１）

※Ｕ－１号埋設土器は位置・規模不明。Ｕ－３号埋設土器は欠番



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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2
1

1
'

S
S
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3
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0
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Ａ
Ｂ

8
7

6304.00m
Ｇ Ｈ
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9

S

Ｃ Ｄ

9

S

Ｅ Ｆ
304.00m

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

Ｋ－１号墳

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Aｓ-A Aｓ-B

1 灰褐色軽石 × × × × × × ◎

1' 黒色土層 × × × × × × ○

2 暗褐色土層 × × ※ × ※ × ×

3 暗褐色土層 × △ ※ × ※ × ×

4 暗褐色土層 × × ※ × ※ △ ※

5 暗褐色土層 × × × × × △ ×

6 灰褐色軽石 × × × × × × ◎

7 暗褐色土層10YR3/4 × × ※ × ※ × ×

8 暗褐色土層10YR3/4 × △ ※ × ※ × ×

9 暗褐色土層10YR3/4 × × ※ ※ ※ ※ ※

礫を多く含む

Aｓ-B 純層

混入物 備考

Aｓ-B 純層

Aｓ-B 混土

前庭部１

前庭部２

前庭部３

前庭部４

前庭部・土器集中１

前庭部・土器集中２

前庭部・土器集中３

周溝内１

周溝１区

周溝２区

周溝３区

周溝４区

一括

Ｋ－１号墳

集中上面

１区

２区

３区

４区

０ ８ｍ

石室内１

石室内２
（柄）

周溝内１

周溝内２

前庭部
　　　　土器集中３

前庭部１

S

SS

S

S

前庭部
　　　　土器集中２

前庭部
　　　　土器集中１

前庭部２

前庭部３

前庭部４

前庭部５

０ ４ｍ

平面図(1:160)

セクション図

第362図　原田Ｃ区Ｋ－１号墳実測図



－ 387 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

カクラン

試掘トレンチ

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

1

2
3

301.61m
Ａ Ｂ

S

10

ｶｸﾗﾝ

301.51m
Ｇ Ｈｶｸﾗﾝ

301.91m

7

8

9

S

Ｅ Ｆ

4
56

301.91m
Ｃ Ｄ

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ Aｓ-A Aｓ-B 炭化物

Ｋ－２号墳 1 灰褐色軽石 × × × × × × ◎

2 暗褐色土層 × × ※ × ※ × ×

3 暗褐色土層 × △ ※ × ※ × ×

4 灰褐色軽石 × × × × × × ◎

5 黒褐色土層 × ○ ※ × ※ × × △

6 暗褐色土層 × ○ ※ × ※ × × △

7 灰褐色軽石 × × × × × × ◎

8 暗褐色土層 × × ※ × ※ × ×

9 暗褐色土層 × △ ※ × ※ × ×

10 暗褐色土層 × ○ ※ × ※ × × △

Aｓ-B 純層

混入物 備考

Aｓ-B 純層

Aｓ-B 純層

０ ８ｍ

０ ４ｍ

平面図(1:160)

セクション図

第363図　原田Ｃ区Ｋ－２号墳実測図



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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1

遺構名 層番 層名 色調 しまり 粘性

ＲＰ ＲＢ ＹＰ

Ｋ－３号墳
　　墳丘

1 黒色土層10YR2/1 ○ ○ × × ×

2 黒褐色土層10YR3/2 ○ ○ ※ × ×

混入物

Ｋ－３号墳 周掘　1～3層　土層注記なし　

０ ８ｍ

０ ４ｍ

平面図(1:160)

セクション図

第364図　原田Ｃ区Ｋ－３号墳実測図
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原田遺跡Ａ区縄文時代グリッド出土遺物実測図



－ 481 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

57

52

56

41

35

25

36

30

38

47

2119

28

49

39

43

37

17

46

31

45

42

33

48
51

55

18

16

●

15

●

14

●

34

54

32

50

23

27

29

40

44

58

26

20

53

22

24

1：40 10㎝ 第518図　グリッド（２）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 482 －

64

72

70

73

78

84

76

77

62

69

85

61

67

60

82

71

83

79

75

6563

86

81

68

66

80

59

74

87

91

90

88

89

93

1：40 10㎝ 
第519図　グリッド（３）



－ 483 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

98

100

105

107

103

95

99

96

109

97

92

102

94

108

101

104

110

1：40 10㎝ 
第520図　グリッド（４）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 484 －

 

106 112

111

117

126

115

132

121

123

131

119

128

116

114

129

122

125

118

127

124

120

113

133

130

134

135

1：40 10㎝ 
第521図　グリッド（５）



－ 485 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

149

144
142

140

141

147 148

139

138

154

136

137

▽

▽

146

143 145

150

151

155

153

152

159

156

158157

1：40 10㎝ 
第522図　グリッド（６）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 486 －

171

169

174

167

164

161

173

163

172

170

165 166

160

162

９

12 13

６ ８

７

11
10

14

第524図　原田Ａ区一括遺物

４

●

３

●

２

●

１

●
５

168

1：40 10㎝ 

第523図　グリッド（７）

原田遺跡Ａ区縄文時代一括遺物実測図



－ 487 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

12

13

10
14

11

２

●

８

●

７

●

３

●
１

●

４
●

５

●

６

●

15

● ９

３

２

４

５

８

１

７

６

９

６

１
２ ３

７

４ ５

８
９

●

10

●

1：40 10㎝

第525図　Ｊ－１号住居址
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1：40 10㎝ 第573図　Ｊ－８号住居址（１）



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 516 －
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第575図　Ｊ－８号住居址（３）

第576図　Ｊ－９号住居址

第577図　Ｊ－10号住居址（１）



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 518 －
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第579図　Ｊ－11号住居址

第578図　Ｊ－10号住居址（２）

第580図　Ｊ－12号住居址



－ 519 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第581図　Ｊ－13号住居址

第582図　Ｊ－14号住居址

第583図　Ｊ－15号住居址



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第588図　Ｊ－19号住居址

第585図　Ｊ－16b号住居址

第584図　Ｊ－16a号住居址

第586図　Ｊ－17号住居址

第587図　Ｊ－18号住居址
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第592図　Ｊ－24号住居址

第589図　Ｊ－20号住居址

第590図　Ｊ－21号住居址

第591図　Ｊ－23号住居址



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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原田遺跡Ｃ区縄文時代土坑出土遺物実測図
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原田遺跡Ｃ区縄文時代埋設土器実測図
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Ｕ－５号埋設土器
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第594図　Ｕ－１・４・５号埋設土器



－ 523 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第595図　グリッド（１）

原田遺跡Ｃ区縄文時代グリッド出土遺物実測図



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 524 －
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－ 525 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第597図　Ｃ区一括（１）

原田遺跡Ｃ区縄文時代一括遺物実測図



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 526 －

35

22

32

36

23

20

2524

21

19

27

28

33

29
3026

34

31

1：40 10㎝ 
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－ 527 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）
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第600図　Ｋ－１号墳

原田遺跡Ｃ区古墳出土遺物実測図
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1：40 10㎝ 第599図　試掘トレンチ



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 528 －

Ａ区 J － 1 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-1 住 NO1 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部～胴部
破片

口縁部、 ２条の横位沈線で区画し、 区画内に縦位短
沈線を施す。 胴部、 櫛歯状工具による縦位条線施文。

加曽利 E

2

J-1 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ･ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部最上位に丸棒状工具による沈線を伴う横位隆
帯を施す。 隆帯下位 （口縁部文様帯か） に羽状沈線
を施す。

加曽利 E

3

J-1 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ 1 層 深鉢 普通 砂粒 ･ 白色鉱物・
礫混入

胴部破片 丸棒状工具による沈線を伴う横位隆帯により、 口縁部
文様帯と頚部を区画する。 口縁部文様帯、 楕円形に
区画か。 区画内は丸棒状工具による縦位沈線を施す。
頚部無文。

加曽利 E Ⅰ

4
J-1 住 1 区 2 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 細めの半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・

斜位に施す。
諸磯 b

5
J-1 住 1 区 1 層 浅鉢 ? 普通 砂粒混入 体部破片 ? 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する （入

組文状か）。 下位に横位浮線文を施す。
諸磯 b

6
J-1 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部付近と想定される。 円形貼付

文 （イノシシの左目と口の表現か） と浮線文を施す。
諸磯 b

7

J-1 住 1 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 外反する口縁。 半截竹管状工具による横位直線 ・ 波
状平行沈線を施す。 竹管状工具による円形刺突を縦
位に配す。

諸磯 b

8
J-1 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ･ 白色鉱物

混入
胴部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状沈線施文後、 竹

管状工具による円形刺突を縦位に施す。
諸磯 b

9
J-1 住 1 区ﾍﾞﾙﾄ 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による格子目

状沈線を施す。
諸磯 b

Ａ区 J － 2 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-2 住 28 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 口縁部櫛歯状工具による縦位～斜位列点状刺突を施

す。 その下位に同工具による斜位平行沈線施文。
有尾

2
J-2 住 3 区 2 層 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
口縁部破片 波状口縁。 口縁部、 板状工具による縦位短沈線状刺

突を連続させる。 胴部ループ文。
有尾

3

J-2 住 12 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 不良 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
破片

口縁部に小突起を有する。 縄文 （単節 RL か） を施し、
竹管状工具による円形連続刺突により、 横位 ・ 斜位に
区画する。 小突起より隆帯を垂下させ、 半截竹管状工
具による平行沈線を施す。

有尾

4

J-2 住 8 区 2 層 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
植物繊維混入

口縁部～胴部
破片

4 単位波状口縁波頂部。 波頂部に小突起を有する。
口縁部、 波頂部より 3 個の瘤状貼付文を縦位に配し、
半截竹管状工具による 3 条のコンパス文を施す。 胴部
単節 RL 縄文施文。

有尾

5
J-2 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 波状口縁。半截竹管状工具による 4 条のコンパス文を、

口縁に並行するように施す。 胴部、単節 RL 縄文施文。
有尾

6

J-2 住 12 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 礫 ・ 植物
繊維混入

口縁部破片 緩やかな波状口縁か。 無節 l と r による羽状縄文施文
後、口縁部に半截竹管状工具によるコンパス文を施す。
波頂部下位に、 同工具によると考えられる円形沈線文
施文。

有尾

7

J-2 住 12 区ﾍﾞﾙﾄ
3 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
破片

平口縁。 口縁部、 細めの半截竹管状工具による爪形
文 ・ コンパス文 ・ 平行沈線文を横位に施す。 胴部、
単節 RL 縄文施文。 口縁部内側に 1 条の横位沈線を
施す。

有尾

8

J-2 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 波状口縁波頂部。 口縁に並行するように、 半截竹管
状工具押し引きによる間隔の広い爪形文、 同工具に
よるコンパス文を施す。 波頂部下位に瘤状貼付文を縦
位に配す。

有尾

9

J-2 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
破片

平口縁か。 口縁に並行し、 半截竹管状工具押し引き
による横位爪形文を 3 条施す。 半截竹管状工具の方
向を意図的に変えていると推定される部分が認められ、
楕円形の区画となっている。 胴部、無節 l 縄文施文後、
半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・ 斜位
に施し区画している。 一部に同工具による円形と想定
される区画が認められる。

有尾

10

J-2 住 5 区 3 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
植物繊維混入

口縁部～胴部
破片

口縁部に連続する小突起を有する。 口縁部、 半截竹
管状工具押し引きによる横位爪形文を 4 条施す。 押し
引きの間隔は上位から 1 段目と 4 段目が疎らであり、 2
段目と 3 段目が密である。 胴部単節 LR 縄文か。

有尾

11

J-2 住 4 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
破片

緩やかな波状口縁波頂部。 波頂部に小突起を有する。
口縁部、 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文
を 4 条施す。 胴部単節 RL 縄文施文。

有尾

12

J-2 住 19 区 3 層 ・
30 区３層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 波状口縁。 口縁に並行するように、 幅の狭い半截竹
管状工具押し引きによる間隔の広い爪形文を施す。 波
頂部より同工具による平行沈線を垂下させる。 焼成後
の孔が２ヶ所認められ、 補修孔と考えられる。

有尾

第 87 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代住居址出土遺物観察表（1）



－ 529 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

13

J-2 住 4 区 3 層 深鉢 不良 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 緩やかな波状口縁か。 羽状縄文施文後、 口縁に並行
するように、 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を
施す。 口縁部に複数の小突起を有し、 波頂部と推定
される位置に爪形文を垂下させ区画する。

有尾

14
J-2 住 37 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 礫 ・ 植物

繊維混入
口縁部～胴部
破片

口縁部に小突起を有する。 単節 RL と LR の羽状縄文
を施す。

黒浜

15

J-2 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 白
色鉱物 ・ 植物繊
維混入

胴部破片 半截竹管状工具による爪形文 ・ 平行沈線文、 櫛歯状
工具による列点状刺突により、 菱形又は三角形に区画
する。

有尾

16

J-2 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部下位～底
部 1/10

胴部異条斜縄文施文。 最下位に幅広の半截竹管状工
具による連続爪形刺突を 2 段巡らせる。 底部やや上
げ底状を呈する。

前期中葉

17

J-2 住 37 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・
白色鉱物混入

口縁部破片 外反する波状口縁か。 単節 RL 縄文施文後、 半截竹
管状工具押し引きによる爪形文を施し区画する。 ２個１
対の円形刺突を配す。

諸磯 b

18

J-2 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部
破片

外反する口縁。 口縁部、 刻みを施し鋸歯状を呈する。
半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文施文。 同
工具による平行沈線を斜位に施し、 格子目状に区画
する。

諸磯 b

19

J-2 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ･ 白色鉱物
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部付近と想定される。 半截竹管
状工具押し引きによる爪形文で区画する。 波頂部下位
には爪形文による米字状モチーフを配す。

諸磯 b

20
J-2 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 金

雲母混入
口縁部～胴部
下位 1/6

平口縁の深鉢。 単節 RL 縄文を施す。 諸磯 b

21

J-2 住 10 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線で区画し、 沈線に沿う
ように同工具による爪形文を施す。 一部の区画内に縄
文 （不明瞭。 単節 RL 縄文か） 施文。 さらに竹管状
工具による円形刺突を配す。

諸磯 b

22
J-2 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈

線で区画する。 一部に竹管状工具による円形刺突を
配す。

諸磯 b

23

J-2 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する。
一部の区画内に単節 RL 縄文施文。 さらに竹管状工
具による円形刺突を配す。

諸磯 b

24

J-2 住 37 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ･ 白色鉱物
混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位直線状・
波状平行沈線を施す。 さらに、 竹管状工具による円形
刺突を縦位に施す。

諸磯 b

25
J-2 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位 ・ 斜位に浮線文を施し、 一部の浮線文間に竹管

状工具による円形刺突を配す。
諸磯 b

26
J-2 住 19 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 竹管状工具による円形刺突を

伴うボタン状貼付文を 2 個 1 対で配す。
諸磯 c

27
J-2 住 20 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・

白色鉱物混入
胴部破片 横位沈線を施文し、 渦巻き状結節浮線文を施す。 諸磯 c

Ａ区 J － 3 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-3 住 D-4 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 平口縁の深鉢と想定される。 渦巻き状沈線と楕円
形区画が組み合わされ、 口縁部文様帯を構成する。
楕円形区画内に縦位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-3 住 6 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 口縁部に幅の狭い無文帯を有し、 無文帯下位に丸
棒状工具による横位沈線を施す。 横位沈線の下位
には弧状隆帯を貼付し、 半円状の口縁部文様帯を
構成する。文様帯内及び胴部には縦位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3

J-3 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢または
鉢

普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

口縁部内面、 折り返し口縁状に稜を有する。 外面、
丸棒状工具による二重の弧状沈線で半月状に連
続して区画する。 沈線連結部に渦巻き状又は勾玉
状印刻を施す。 区画内縦位基調条線施文。 胴部、
丸棒状工具による沈線で区画 （モチーフ不明） し、
区画内に条線施文。

中期後葉

4

J-3 住 D-4 鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

口縁部～体部
1/10

やや内反する口縁の鉢と想定される。 口縁部に無
文帯を有する。 口縁部下位に丸棒状工具による横
位沈線を施す。 沈線下位に縦位条線施文。

加曽利 E

5
J-3 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 綾杉状条線施文後、 丸棒状工具による蛇行沈線を

垂下させる。
中期後葉

6
J-3 住 D-4 深鉢または

鉢
普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 棒状工具による横位 ・ 逆 U

字状沈線で区画する。
加曽利 E

7

J-3 住 8 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

胴部破片 深鉢の頚部付近が遺存していると想定される。頚部、
隆帯により横位に区画し、 区画内に斜位棒状貼付
文を連続して施す。 胴部、 縦位隆帯により区画し、
区画内に単節 RL 縄文を施す。 一部の隆帯上に円
形貼付文を配す。

加曽利 E 併行
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 530 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

8

J-3 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 深鉢頚部付近と想定される。 半截竹管状工具によ
る平行沈線 （半隆起線状を呈する） を斜位に施文。
さらに逆方向の斜位に棒状貼付文を施し格子目状
モチーフを構成する。

中期後葉
（曽利系）

9
J-3 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混

入
口縁部～胴部破
片

口縁部、 折り返し状を呈する。 胴部、 単節 LR 縄
文施文。 口縁部及び胴部との境界付近に三角印刻
文を施す。

中期初頭

10
J-3 住 8 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位直線状 ・ 綾杉状平行沈

線 （半隆起線状を呈する） を施す。 一部に三角印
刻文を配す。

五領ヶ台

Ａ区 J － 4 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-4 住 15 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位平行
沈線を施す。 さらに、 一部に竹管状工具による円
形刺突を配す。

諸磯 b

2
J-4 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を弧状に施

す。 一部の爪形文間は連続短沈線を施し、 浮線文
状を呈する。

諸磯 b

3 J-4 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

4
J-4 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部把手破片 4 単位波状口縁波頂部把手と想定される。 断面三

角形を呈し、 それぞれの面に綾杉状沈線を施す。
諸磯

5
J-4 住 3 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁。 半截竹管状工具による横位平行沈線を

施し、 直線 ・ 弧状の結節浮線文により区画する。
諸磯 c

6
J-4 住 15 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部最下端、 底部に近い部分。 縦位条線施文後、

丸棒状工具による斜位沈線を施す。
中期後葉

Ａ区 J － 5 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-5 住 7 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部文様帯の一部が遺存する。 隆帯で区画 （楕

円形か） し、 区画内に RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
J-5 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による縦位沈線

で区画する。
加曽利 E

3
J-5 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位破片か。 半截竹管状工具による縦位平行

沈線を施す。 さらに丸棒状工具による沈線で区画
する。

中期後葉

4
J-5 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 撚糸文を施す。 加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

5
J-5 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 石

英 ・ 角閃石混入
口縁部破片 口端部に獣面把手を施す。 獣面把手部以外には

単節 RL 縄文と浮線文施文。
諸磯 b

Ａ区 J － 6 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-6 住東ﾄﾚﾝﾁ 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部～胴部破
片

口縁部に幅の狭い無文帯を設け、 縦位短沈線を施
す。 胴部に単節 RL 縄文施文。

前期中葉

2

J-6 住 2 区ﾍﾞﾙﾄ 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部と想定される。 波頂部より隆
帯を垂下させ区画する。 垂下隆帯から口縁に並行
する 2 条の隆帯を分岐させる。 さらに、 一部の区画
内に半截竹管状工具による平行沈線を施す。

前期中葉

3
J-6 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部～胴部破
片

やや外反する口縁。 口縁部に鍔状を呈する横位隆
帯を施す。 また、 口縁部 ・ 隆帯上 ・ 胴部に異条斜
縄文を施す。

前期中葉

4
J-6 住 10 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部～胴部破
片

やや外反する平口縁。 異条斜縄文を施す。 内面は
丁寧な磨き。

有尾 ・ 黒浜

5
J-6 住 11 区 2 層 深鉢 不良 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 胴部上位破片か。 櫛歯状工具による縦位 ・ 斜位列

点状刺突で区画する。
前期中葉

6
J-6 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 異条斜縄文を施す。 3 と同一個体。 前期中葉

7
J-6 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文横転がし。 前期中葉

8
J-6 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・植物繊維・

ﾁｬｰﾄ混入
胴部～底部破片 胴部最下位から底部にかけて外反し、 底部は上げ

底状を呈する。 胴部にやや不明瞭な斜位沈線を施
す。

前期中葉

9

J-6 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

やや外反する平口縁と想定される。 半截竹管状工
具による横位平行沈線施文後、 細めの竹管状工具
による円形刺突を縦位に施す。

諸磯 a ～ b
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－ 531 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 8 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-8 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部～胴部破
片

沈線を伴う隆帯で口縁部文様帯を区画する。 頚部
は無文か。

加曽利 E Ⅰ

2
J-8 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
口縁部破片 隆帯と隆帯に並行する沈線で口縁部文様帯を構成

する。 渦巻き状モチーフが認められる。
加曽利 E Ⅱ

3

J-8 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
金雲母混入

口縁部～胴部破
片

半截竹管状工具で整形した横位隆帯で区画する。
区画内、 隆帯に並行し連続刺突を施す。 さらに、
沈線による区画、 刺突を施す。

五領ヶ台

4

J-8 住 4 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 やや内反する波状口縁波頂部。 波頂部下位に、
周囲を隆帯状に高めることによる円形孔を施す。 半
截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線状を呈す
る） を横位 ・ 斜位に施す。

五領ヶ台

5
J-8 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線状を呈

する） を横位 ・ 斜位 ・ 逆 U 字状に施す。
中期前半

Ａ区 J － 9 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-9 住Ｎ O ２ 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物 ・ 石英
混入

口縁部～胴部
1/3

内湾する平口縁。 口縁部に波状 ・ 渦巻き状沈線施
文。 胴部、 撚り糸施文後、 横位 ・ 縦位 ・ 渦巻き状
隆帯を施す。

曽利Ⅱ

2

J-9 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

口縁部に幅の狭い無文帯を設ける。 単節 RL 縄文
施文後、 沈線を伴う隆帯で口縁部文様帯と胴部を
区画する。 丸棒状工具による沈線で、 口縁部文様
帯に楕円形区画を構成する。 区画内には斜位沈線
を施す。 胴部、 縄文施文後、 斜位隆帯を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3

J-9 住 1 区ﾍﾞﾙﾄ 鉢または壺 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部～体部破
片

体部上位で顕著に内反する。 口縁部、 丸棒状工具
による沈線で口縁部文様帯を構成する。 一部に渦
巻き状沈線が施される。 文様帯内には単節 RL 縄
文施文。 体部は無文。

加曽利 E Ⅱ

4

J-9 住 7 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部下位の横位沈線と弧状 ・ 渦巻き状隆帯で口
縁部文様帯を構成する。 文様帯内及び胴部、 丸棒
状工具による斜位沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ

5

J-9 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

口縁部下位に横位沈線を施し胴部と区画する。 胴
部、 丸棒状工具による縦位沈線で区画し、 区画内
に蛇行沈線 ・ 蕨手状沈線 （?） を垂下させる。 全
体的に稚拙な印象である。

加曽利 E 併行

6
J-9 住Ｎ O １ 鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口縁部～体部
4/5

遺存部においては無文。 内面は丁寧な磨き。 加曽利 E

7
J-9 住 1 区 NO2 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯又は沈線を伴う隆帯で、 渦巻きを連結するよう

に区画する。 一部の区画内に単節 RL 縄文を施す。
加曽利 E 併行

Ａ区 J － 10 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-10 住 2 区 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

口縁部に丸棒状工具による横位沈線を施す。 胴部、
縄文 （無節 ?） 施文後、 丸棒状工具による逆 U 字
状沈線を施す。

加曽利 E Ⅲ

2
J-10 住 4 区 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 縄文 （単節 RL か） 施文後、 弧状 （又は蛇行か）

隆帯を垂下させる。
加曽利 E

3
J-10 住 D-1 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線で区画する。 一部の区

画内に縄文 （単節 RL か） 施文。
加曽利 E

Ａ区 J － 12 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-12 住 2 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 石英混入 口縁部破片 やや外反する口縁。 櫛歯状工具による横位平行沈

線施文後、 竹管状工具による列点状円形刺突を縦
位に施す。

諸磯 a ～ b

2

J-12 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩 ・ 角
閃石混入

口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 外面摩滅してい
る。 櫛歯状工具による平行沈線で入り組み文状に
区画する。 一部の区画内に竹管状工具による円形
刺突を配す。

諸磯 a ～ b

3
J-12 住 1 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 4 本一単位の櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状
平行沈線を施す。

諸磯 b

4
J-12 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 急角度に内反する口縁。 横位 ・ 斜位の浮線文によ

り区画する。
諸磯 b

5

J-12 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位
平行沈線を施す。 さらに、 沈線上位には竹管状工
具による列点状円形刺突を縦位に施す。

諸磯 a ～ b

6

J-12 住 4 区 1 層
ﾍﾞﾙﾄ

深鉢 良好 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ混入胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位平行
沈線を施す。 さらに、 竹管状工具による列点状円
形刺突を縦位に施す。

諸磯 a ～ b
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 532 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

7

J-12 住 1 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・
白色鉱物混入

胴部破片 遺存部中央付近の半截竹管状工具による横位波状
沈線により、 上下に文様帯が区分されている。 上半
部、 半截竹管状工具による縦位平行沈線 ・ 連続刺
突を施す。 下半部単節 RL 縄文施文。

諸磯 a ？

8

J-12 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
片岩混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行
沈線を入り組み文状に施す。 さらに、 一部の区画
内に竹管状工具による円形刺突を施す。

諸磯 b

9
J-12 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 竹管状工具による列点状円

形刺突を縦位に施す。
諸磯 a ～ b

10

J-12 住 2 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 口縁に小突起を有する。 単節 RL 縄文施文後、 口
縁に並行し半截竹管状工具の回転による二重円状
沈線を連続して施す。

前期中葉

11
J-12 住 2 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 植

物繊維混入
口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 口縁に並行し半截竹管状工

具の回転による二重円状沈線を連続して施す。
前期中葉

12
J-12 住 4 区ﾍﾞﾙﾄ
3 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部～底部 1/10 単節 LR と RL 縄文縦転がし後、 半截竹管状工具
押し引きによる横位爪形文を施す。

前期中葉

13

J-12 住３区ﾍﾞﾙﾄ 3 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物 ・ 植物
繊維混入

胴部～底部 1/8 直前段多条横転がし。 前期中葉

Ａ区 J － 13 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-13 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 中央に沈線を伴う隆帯により口縁部文様帯を構成す
る。 区画連結部には渦巻き状隆帯が施される。 文
様帯内には半截竹管状工具又は棒状工具による縦
位沈線を施す。 頚部は遺存部においては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-13 住 14 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 波状口縁波頂部付近と想定される。 隆帯により口縁
部文様帯を構成する。 一部には渦巻き状沈線が施
される。 文様帯内には半截竹管状工具又は丸棒状
工具による沈線を施す。 頚部無文。

加曽利 E Ⅰ

3
J-13 住 2 区 1 層 ・
10 区 1 層

鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部～体部破
片

口縁部上面に 2 条の並行沈線 ・ 渦巻き状沈線を施
す。

加曽利 E

4

J-13 住炉 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部 1/10 渦巻き状隆帯及びそこから垂下する縦位隆帯によ
り、 4 単位に区画していると考えられる。 区画内に
は縦位沈線施文後、 横位沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ

5

J-13 住 2 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 胴部中位破片か。 縦位隆帯 （2 条一組か。 隆帯間
無文。） により区画する。 区画内、 半截竹管状工具
又は丸棒状工具による縦位沈線施文後、 さらに横
位に施文し区画する。

加曽利 E 併行

6
J-13 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 撚り糸文を施す。 加曽利 E

7
J-13 住 4 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 撚り糸施文後、 2 条一組の縦位隆帯を施す。 隆帯

の一部を渦巻き状とする。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

8

J-13 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部下半が遺存しているものと想定される。 遺存部
上端に横位沈線施文。 RL 縄文施文後、 竹管状工
具による列点状刺突を伴う隆帯で区画する。 区画
内には、 竹管状工具による縦位列点状刺突を施す。

加曽利 E Ⅲ？

9

J-13 住 14 区 1 層 鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

体部破片 鉢の体部屈曲点付近が遺存しているものと想定され
る。 屈曲点上位、 隆帯により区画する。 一部に渦
巻き状モチーフが認められる。 屈曲点下位は無文。

加曽利 E Ⅱ

10

J-13 住 4 区 1 層 +　
J-25 住 8 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 口縁部破片 口縁部上面縄文を連続押圧し、 刻み状を呈する。
外面単節 RL 縄文施文後横位沈線を施し、 三角形
又は半円形の印刻文を配す。

五領ヶ台

Ａ区 J － 14 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-14 住 3 区 2 層 深鉢 不良 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
1/10

やや外反する 4 単位波状口縁と想定される。 口縁
部に並行し櫛歯状工具による列点状刺突を施す。
口縁部下位、 同工具による平行沈線及び列点状刺
突により菱形に区画する。 さらに菱形中央 （波頂部
下位） に縦位列点状刺突を施し菱形を二分する。

有尾

2

J-14 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 波状口縁波頂部。 櫛歯状工具による列点状刺突を
縦位又は口縁に並行するように施し、 菱形 （又は
三角形か） に区画する。 一部の区画内には同工具
による平行沈線を施す。

有尾

3

J-14 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 波状口縁波頂部。 櫛歯状工具による列点状刺突を
縦位・斜位又は口縁に並行するように施し、菱形 （又
は三角形か） に区画する。 波頂部から列点状刺突
を垂下させる。 また一部の区画内には同工具による
平行沈線を施す。 2 と文様構成が類似しており、 同
一個体の可能性あり。

有尾
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－ 533 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

4

J-14 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
植物繊維混入

口縁部破片 波状口縁波頂部。 口縁部棒状工具又は板状工具
による縦位連続短沈線。 口縁部に並行する細めの
半截竹管状工具による爪形文施文。 爪形文の間隔
は意図的に長短の変化をつける。 胴部ループ文。

有尾

5

J-14 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
植物繊維混入

胴部破片 口縁部文様帯から胴部上位付近の破片と想定され
る。 円形又は弧状隆帯から、 櫛歯状工具による列
点状刺突を縦位斜位に施す。 菱形又は三角形のモ
チーフを構成するものと想定される。

有尾

6
J-14 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 櫛歯状工具により、 縦位 ・ 斜位直線状、 渦巻き状

列点状刺突文を施す。
有尾

7
J-14 住 3 区 2 層 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
胴部破片 単節 RL と LR 結束横転がしによる羽状縄文を施す。 前期中葉

8
J-14 住 4 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
植物繊維混入

胴部破片 単節 RL と LR 結束横転がしによる羽状縄文を施す。 前期中葉

9
J-14 住 2 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 石英 ・ 植

物繊維混入
胴部破片 単節 RL と LR 結束横転がしによる羽状縄文を施す。 前期中葉

10
J-14 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層 ・ 3 区ﾍﾞﾙﾄ 2 層

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
植物繊維混入

底部破片 上げ底状を呈する。 遺存部においては無文。 前期中葉

11
J-14 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 上げ底状を呈する。 遺存部においては無文。 前期中葉

Ａ区 J － 15 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-15 住 11 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部付近と想定される。 口縁に
並行し半截竹管状工具による縦位短沈線を連続し
て施す。 その下位に同工具による爪形文 （結節浮
線文状を呈する） 施文。

前期中葉

2

J-15 住 11 区 3 層 深鉢 不良 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 やや外反する 4 単位波状口縁と想定される。 横位・
縦位隆帯により口縁部文様帯を区画する。 縦位隆
帯上が波頂部か。 区画内には櫛歯状工具による縦
位列点状刺突を連続して施す。 胴部、 縄文 （付加
条？摩滅のため不明瞭） 施文。

有尾

3

J-15 住 3 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 直前段多条 LR
縄文施文後、 半截竹管状工具又は棒状工具による
平行沈線 ・ 連続刺突を施す。

黒浜

4

J-15 住 12 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 口縁部文様帯の一部が遺存していると想定される。
半截竹管状工具による平行沈線を施し、 沈線間に
同工具による刺突を連続して施す （結節浮線文状
を呈する。 また一部の沈線には刺突を施さない）。
さらに、 櫛歯状工具による列点状刺突を並行させ、
菱形又は三角形のモチーフを構成すると思われる。

有尾

5

J-15 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 口縁部文様帯から胴部最上位が遺存していると想
定される。 口縁部文様帯、 半截竹管状工具による
平行沈線を施し、 沈線間に同工具による刺突を連
続して施す （結節浮線文状を呈する）。 さらに、 櫛
歯状工具による列点状刺突により、 菱形又は三角
形のモチーフを構成する。 胴部との境界には、 隆
帯と列点状刺突を横位に並行して配し区画する。

有尾

6
J-15 住 15 区 3 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL と LR 横転がしによる羽状縄文を施す。 前期中葉

7
J-15 住 12 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL と LR 横転がしによる羽状縄文を施す。 前期中葉

8
J-15 住 14 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部～底部破片 底部上げ底状を呈する （平坦な底部に高台状に貼
り付け）。 胴部下位、 付加条縄文施文。

前期中葉

9
J-15 住 11 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部～底部破片 若干の上げ底状を呈する。 胴部、 直前段多条 RL
縄文施文。

前期中葉

10

J-15 住 5 区 3 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部付近と想定される。 口縁に
並行し半截竹管状工具による平行沈線を施し、 沈
線間に同工具による刺突を連続して配す。 波頂部
下位、 竹管状工具による円形刺突を縦位に施す。

諸磯 a

Ａ区 J － 16 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-16 住 1 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

鉢 良好 砂粒 ・ 片岩混入 口縁部～体部破
片

やや内反する平口縁と想定される。 半截竹管状工
具押し引きによる爪形文で、 三角形 ・ 木葉状に区
画する。

諸磯 b

2

J-16 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 波状口縁波頂部。 口縁部に並行し半截竹管状工
具押し引きによる爪形文を施す。 爪形文間には同
工具による連続短沈線を施す。

諸磯 b

3

J-16 住 2 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 櫛歯状工具に
よる横位直線状 ・ 波状平行沈線を施し、 竹管状工
具による円形刺突を縦位に配す。

諸磯 b
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 534 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

4

J-16 住 1 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

口縁部破片 波状口縁波頂部下位に、 焼成前に三角形の孔を
穿いていると考えられる。 2 条一組の隆帯で区画し、
隆帯上の一部には縄文押圧か。 口縁部上面にも棒
状に短隆帯を施す。 一部の区画内には渦巻き状隆
帯 ・ 円形刺突文施文。 また違う区画には半截竹管
状工具による平行沈線を格子目状に施し、 沈線交
点に竹管状工具による円形刺突文を配す。

諸磯 b

5

J-16 住 1 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

胴部破片 横位 ・ 斜位隆帯で区画し、 一部に半截竹管状工具
による平行沈線を格子目状に施し、 沈線交点に竹
管状工具による円形刺突を配す。 さらに、 一部に
爪形文が認められるが、 摩滅のため不明瞭である。
4 と同一個体と考えられる。

諸磯 b

6

J-16 住 1 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 やや幅広の半截竹管状工具押し引きによる爪形文
で、 横位直線状 ・ 弧状に区画する。 爪形文間は、
連続短沈線が施され浮線文状を呈する。

諸磯 b

7

J-16 住 1 区 1 層 ・
1 区 3 層

深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きに
よる爪形文を施す。 一部の爪形文間に連続短沈線
を施す。 さらに、 一部の区画内に竹管状工具によ
る円形刺突を配す。

諸磯 b

8

J-16 住 4 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 やや幅広の半截竹管状工具押し引きによる爪形文
で区画する。 一部の爪形文間は、 連続短沈線が施
され浮線文状を呈する。 さらに、 竹管状工具による
円形刺突を配す。

諸磯 b

9
J-16 住 2 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きに

よる爪形文で区画する。
諸磯 b

10
J-16 住 2 区 3 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で木葉状に

区画。 さらに、 竹管状工具による円形刺突を配す。
諸磯 b

11

J-16 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ
3 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 胴部破片 胴部中位付近が遺存していると想定される。 RL 縄
文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位沈線
で区画し、 一部に竹管状工具による円形刺突を配
す。 その下位は同工具による横位平行沈線を連続
して施す。

諸磯 a ～ b

12
J-16 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施

し、 竹管状工具による円形刺突を縦位に配す。
諸磯 b

13

J-16 住 4 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫混
入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位直線
状 ・ 波状平行沈線を施す。 さらに、 一部の区画に
竹管状工具による円形刺突を配す。

諸磯 b

Ａ区 J － 19 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-19 住 13 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

口縁部～胴部破
片

緩やかな波状口縁と想定される。 隆帯により口縁部
文様帯を区画する。 隆帯内側をさらに沈線で楕円
形に区画し、 内部に斜位基調沈線を施す。 胴部、
縦位隆帯で区画し、 区画内に単節 RL 縄文を施す。

加曽利 E

2

J-19 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

隆帯と隆帯に並行する沈線により口縁部文様帯を
区画する。 区画内部に縄文 （単節 RL か） 施文。
胴部、 斜位沈線を施す。

加曽利 E

3
J-19 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 不良 砂粒混入 口縁部破片 中央に沈線を伴う隆帯により口縁部文様帯を区画す
る。 区画内に縦位基調沈線を施す。

加曽利 E

4
J-19 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

口縁部～胴部破
片

隆帯により口縁部文様帯を区画する。 区画内部、
遺存部においては無文。 胴部、 RL 縄文 （直前段
多条か） 施文。

加曽利 E

5

J-19 住 6 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 隆帯により口縁部文様帯を区画する。 隆帯内側をさ
らに沈線で楕円形に区画し、 内部に縦位基調沈線
を施す。 胴部にも縦位基調沈線を施す。

加曽利 E

6

J-19 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 二重構造の中空把手。 外面には隅丸三角形の大
型孔を配す。 孔の周囲及び口端部上面には、 端
部渦巻き状の沈線を施す。

加曽利 E 併行

7
J-19 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口縁部～胴部下
位 1/10

単節 RL 縄文施文。 口縁部、 縄文施文後に撫で調
整。

加曽利 E
併行？

8

J-19 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

 3/4 隆帯により口縁部文様帯を区画し、 区画内には斜
位沈線施文。 胴部、 縦位隆帯で区画し、 区画内に
は鱗状沈線を施す。

郷土

9
J-19 住 7 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 隆帯で区画し、 一部の区画内に弧状沈線を施す。 加曽利 E 併行

10
J-19 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線で区画し、 区画内に綾

杉状沈線を施す。
加曽利 E 併行

11

J-19 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
角閃石 ・ 雲母混
入

胴部破片 胴部中位～下位片。2 条一組の縦位隆帯で区画し、
一部には渦巻き状隆帯を連結する。 区画内には縦
位沈線施文。

加曽利 E 併行

12
J-19 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 丸棒状工具による 2 条の縦位沈線で区画する。 一

部の区画内に横位 ・ 斜位弧状沈線を施す。
加曽利 E 併行
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－ 535 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

13

J-19 住 D-2 土 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 雲
母混入

口縁部～胴部
1/10

器面全体に単節 LR 縄文施文後、 口縁部文様帯を
半截竹管状工具による横位平行沈線で区画し、 区
画内に棒状工具による連続刺突文、 半截竹管状工
具による刺突文を施す。 胴部、 半截竹管状工具に
よる横位平行沈線で上下に区画し、 上位区画内に
は棒状工具による連続刺突文、 半截竹管状工具に
よる刺突文を施す。 下位区画内は半截竹管状工具
による縦位平行沈線で区画し、 区画内に棒状工具
による連続刺突文、 半截竹管状工具による逆 V 字
状の平行沈線を施す。

五領ヶ台

Ａ区 J － 20 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-20 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 礫混入 口縁部破片 口縁部に幅の狭い無文帯を有する。 隆帯を波状に
施し、 無文帯と隆帯の間に半月状区画を連続させ
る。 区画内には縦位沈線を施す。 胴部、 単節 LR
縄文施文後、蛇行隆帯 （一部剥離） を垂下させる。

加曽利 E

2

J-20 住 3 区 2 層 深鉢 不良 砂粒混入 口縁部破片 口縁部に幅の狭い無文帯を有する。 隆帯を波状に
施し、 無文帯と隆帯の間に半月状区画を連続させ
る。 区画内及び胴部には沈線を施す。

加曽利 E

3

J-20 住 9 区ﾍﾞﾙﾄ 2
層

深鉢 不良 砂粒 ・ 白色礫混
入

口縁部破片 隆帯を楕円形、 一部に渦巻き状に施し、 口縁部文
様帯を区画する。 区画内及び胴部に単節 LR 縄文
施文。 全体的に摩滅が著しい。

加曽利 E Ⅱ

4

J-20 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ 2
層 ・ 14 区ﾍﾞﾙﾄ 1 層

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石 ・ 雲母混
入

口縁部～底部
1/3

4 単位小波状口縁と想定される。 断面三角形の高
い隆帯で口縁部文様帯を区画する。 区画内には半
截竹管状工具あるいは棒状工具による縦位～斜位
沈線を施す。 波頂部下位には２条一組の腕骨状隆
帯と梯子状隆帯を連結させ垂下させる。 区画内に
剣先状と蕨手状を組み合わせた隆帯を施す。 隆帯
以外の部分は、 半截竹管状工具あるいは棒状工具
による重弧文状 ・ 弧状沈線を施す。 一部の沈線は
鱗状を呈する。

加曽利Ｅ併行
（中部高地系）

5

J-20 住 11 区ﾍﾞﾙﾄ 2
層

深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角
閃石 ・ 白色鉱物
混入

 1/2 波状及び二重口縁。 口縁部、 丸棒状工具による横
位蕨手状文施文。 無文部は横位撫で。 頚部から胴
部、 単節 RL 縄文縦位 ・ 斜位施文後、 隆帯による
渦巻き連繋文 ・ 懸垂文 ・ 蛇行懸垂文を施す。 さら
に隆帯脇 ・ 隆帯間に丸棒状工具による沈線施文。
底部は撫で。 内面は横位撫で。 外面に煤付着。
胴部に帯状の煤消失部が認められる。

加曽利 E 併行
（大木 8b ？）

6

J-20 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 深鉢胴部上位片と想定される。 頚部付近に横位隆
帯を巡らす。 隆帯上位は無文。 下位は棒状工具に
よる弧状沈線 ・ 斜位沈線 （鱗状 ?） を施す。

加曽利 E 併行
（郷土系？）

7
J-20 住 14 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部破片 隆帯で区画し、 区画内に斜位沈線を施す。 加曽利 E 併行

8
J-20 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母 ・ 褐

色礫混入
胴部破片 ２条一組の縦位隆帯で区画する。 区画内に蛇行隆

帯を垂下させ、 棒状工具による綾杉状沈線を施す。
加曽利Ｅ併行

（曽利系）

9
J-20 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 2 条の並行する弧状又は渦巻き状隆帯により区画す

る。 区画内に沈線を施す。
加曽利 E 併行

（曽利系）

10
J-20 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 並行する縦位隆帯により胴部を区画する。 区画内

に浅めの縦位平行沈線施文後、 蛇行隆帯を垂下さ
せる。

加曽利 E

11
J-20 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部～胴部破
片

口縁部、 2 条の横位並行沈線施文。 胴部、 縦位
沈線を施す。

加曽利 E 併行

12

J-20 住 4 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
金雲母混入

胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線（半隆起線状）
で区画する。遺存部は 3 区画されている。上位区画、
半截竹管状工具による斜位 ・ U 字状等平行沈線施
文。 中位区画、三角印刻文と沈線施文。 下位区画、
無節縄文施文。

五領ヶ台

Ａ区 J － 21 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-21 住 15 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 中央に孔を有する把手状口縁。 丸棒状工具による

直線状 ・ 弧状沈線と刺突を施す。
称名寺Ⅱ

2
J-21 住 15 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する波状口縁。 波頂部付近に 2 個の孔を

配す。 丸棒状工具による沈線を施す。
堀之内 1

3
J-21 住 4 区 1 層 鉢 良好 砂粒混入 口縁部～体部破

片
体部上位で顕著に外屈し、 口縁部で内反する。 口
縁部と体部器形変換点に横位沈線を施す。

堀之内 1

4
J-21 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による沈線で区画し、 区画内に列点状

短沈線を施す。
称名寺

5
J-21 住 15 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具により弧状沈線を施し区画する。 一部

の区画内に同工具による列点状刺突を施す。
称名寺

6
J-21 住 4 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 刺突を伴う縦位隆帯で区画する。 区画内、 さらに縦

位 ・ 斜位沈線で区画。 一部に LR 縄文施文。
堀之内 1
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 536 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

7
J-21 住 4 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 竹管状工具による沈線で区画する。 一部の区画内

に LR 縄文施文。 さらに竹管状工具による円形刺突
を配す。

堀之内 1

8
J-21 住 11 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位 ・ 斜位並行沈線を施す。 一
部に同工具による刺突を配す。

堀之内 1

9
J-21 住 15 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による横位沈線により区画する。 沈線下

位、 弧状 ・ 斜位沈線を施す。
堀之内 1

10
J-21 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 半截竹管状工具による渦巻き状結節浮線文を施

す。
諸磯 c

11

J-21 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

弧状 ・ 横位Ｓ字状隆帯により口縁部文様帯を区画
する。 一部の区画内に縦位沈線を施す。
胴部、 遺存部においては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

12

J-21 住 15 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部破片 口縁最上部において顕著に内屈する。 口縁部、 幅
の狭い無文帯を有する。 無文帯下位に横位沈線を
巡らす。 斜位又は渦巻き状隆帯により口縁部文様
帯を区画する。 区画内 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

13
J-21 住 14 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縄文 （合撚の一種か） 施文。 中期後葉 ?

14

J-21 住 8 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 遺存部上位に縄文 （LR か） 施文。 丸棒状工具に
よる斜位沈線と、 逆方向の斜位棒状貼付文を合わ
せ、 斜格子目状モチーフを構成する。

加曽利 E 併行
（曽利系）

15

J-21 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 遺存部上位に横位沈線を施す。 丸棒状工具による
斜位沈線と、 逆方向の斜位棒状貼付文を合わせ、
斜格子目状モチーフを構成する。

加曽利 E 併行
（曽利系）

16

J-21 住 8 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

胴部破片 深鉢の口縁部 ・ 頚部 ・ 胴部の各文様帯が遺存する
と考えられる。 口縁部文様帯、隆帯と沈線で区画し、
区画内には単節 RL 縄文施文。 頚部、 斜位沈線 ・
棒状貼付文により格子目状ﾓﾁｰﾌとする。 胴部、 縦
位沈線で区画し、 区画内に蛇行隆帯を垂下させる。
さらに区画内に綾杉状沈線施文。

加曽利 E 併行
（曽利系）

17
J-21 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による直線状 ・ 弧状沈線を施し、 蛇行

隆帯を垂下させる。
加曽利 E 併行

（曽利系）

18
J-21 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破

片
横位 ・ 斜位沈線により区画し、 一部の区画内に単
節 LR 縄文を充填。

堀之内 2

19

J-21 住 7 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 深鉢胴部上位の文様帯と想定される。 並行する横
位沈線施文後、 LR 縄文施文。 さらに横位沈線間
に縦位沈線を施す。

加曽利 B1
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Ａ区 J － 22a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-22a 住 8 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

胴部上位から口縁部にかけて内反する平口縁と想
定される。 口縁部文様帯、 隆帯により連続する楕
円形状に区画し、 区画内に縦位沈線を施す。 一部
の楕円形区画連結部に瘤状貼付文を配す。 頚部
は無文。

加曽利 E Ⅰ

2

J-22a 住 10 区 2 層、
J-22b 住 8 区 ・ 10
区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
石英混入

口縁部下位～胴
部 1/10

隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画
内は半截竹管状工具による斜位平行沈線を施す。
胴部、 逆 U 字状沈線で区画し、 区画内には半截
竹管状工具による斜位平行沈線 （綾杉状） 施文。

加曽利 E Ⅲ

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-22b 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 把手状波頂部を有する波状口縁。 隆帯により口縁
部文様帯を区画する。 区画内斜位沈線を施す。 把
手状波頂部は隆帯による渦巻き状モチーフと想定さ
れる。 頚部、 波頂部下位に沈線が認められる以外
無文。

加曽利 E Ⅰ

2

J-22b 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

口縁部破片 緩やかな波状口縁か。 隆帯により楕円形に口縁部
文様帯を区画する。 楕円形区画内にさらに二つの
楕円形区画を組み合わせるものと考えられる。胴部、
単節 LR 縄文施文。

加曽利 E

3

J-22b 住 9 区ﾍﾞﾙﾄ
3 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部～胴部
2/5

連結する半円形隆帯と横位沈線で、 口縁部文様帯
を８単位の半円形に区画する。 区画内、 斜位又は
縦位沈線を施す。 胴部、 半円形区画連結部より２
条一組の縦位平行沈線を垂下させる。 区画内に綾
杉状沈線を施す。 また、 一部の区画において２条
一組の沈線以外にも縦位沈線を施す。 綾杉状沈線
も乱れがちであり、 文様モチーフが曖昧な感がある。

加曽利 E

Ａ区 J － 22b 号住居址



－ 537 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

4

J-22b 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ 1
層

深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色粒 ・
灰色礫混入

口縁部～胴部
1/10

口縁部内側に隆帯状の稜を有する。 口縁部、 隆帯
で半月状に区画し、 区画内に縦位沈線を施す。 胴
部、 隆帯を垂下させ区画する。 区画内に斜位沈線
を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ併行

5

J-22b 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・
褐色礫混入

胴部破片 ２条一組の縦位隆帯 （一部は逆 U 字状） で区画す
る。 区画内、 丸棒状工具による斜位沈線を鱗状又
は綾杉状に施す。さらに、一部を弧状隆帯で区画し、
区画内に弧状沈線を施す。

加曽利Ｅ併行
（郷土系？）

6
J-22b 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 普通 砂粒混入 胴部 1/10 単節 LR 縄文を施す。 中期後半

7

J-22b 住 2 区ﾍﾞﾙﾄ 2
層

深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

胴部破片 深鉢の頚部付近か。 頚部逆方向の斜位沈線と斜位
隆帯を重複させ、 格子目状に区画する。 上下に横
位波状隆帯を貼付する。 胴部半截竹管状工具によ
る綾杉状沈線を施し、 一部に渦巻き状隆帯を配す。

曽利

8

J-22b 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混
入

胴部破片 頚部～胴部下位遺存。 頚部、 連続する弧状隆帯を
横位に施す。 胴部単節 RL 縄文施文後、 直線状 ・
渦巻き状 ・ 逆 J 字状隆帯により区画する。 一部の
区画内には弧状 ・ 蛇行沈線を垂下させる。 また、
一部隆帯施文後、 単節 RL 縄文を充填する。

中期後葉

9

J-22b 住炉 浅鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～体部破
片

体部上位から口縁部にかけて、 顕著に内屈及び外
屈する浅鉢。 口縁部は無文。 頚部付近には横位隆
帯を巡らす。 体部上位、 隆帯と沈線で文様帯を区
画する。 区画内には縦位沈線施文。

加曽利 E Ⅰ

10

J-22b 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

胴部破片 横位隆帯又は半截竹管状工具による横位半隆起線
で区画する。 区画内に上下端が広い刺突を交互に
施す。 遺存最下位の区画には、 半截竹管状工具
による縦位半隆起線を施す。

五領ヶ台

Ａ区 J － 22 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-22 住 2 区 1 層 ･
5 区 3 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/8

４ヶ所に把手を有する。 隆帯と沈線により口縁部文
様帯を区画する。 一部の区画内に縦位沈線施文。
各把手の中間点には渦巻き状モチーフを配す。 胴
部、 撚り糸施文後、 把手の下位に蛇行沈線、 渦巻
き状モチーフの下位に３条一組の縦位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-22 住 6 区 3 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
1/8

隆帯と沈線で口縁部文様帯を長楕円形に区画す
る。 区画は５単位である。 区画内には棒状工具によ
る縦位沈線を施す。 長楕円形区画連結部には逆Ｓ
字状沈線を施す。 胴部は３条一組の縦位並行沈線
で区画する。 沈線が４組しか遺存しないため断言は
できないが、 ６単位に区画している可能性が高い。
つまり、 口縁部文様帯５単位、 胴部６単位の区画で
ある。 胴部の区画内には単節 LR 縄文施文。

加曽利 E Ⅱ

3

J-22 住 10 区 3 層 ・
9 区 2 層 ・ 13 区 3
層

深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部
1/3

隆帯と沈線で口縁部文様帯を長楕円形に区画す
る。 区画は４単位である。 区画内には棒状工具によ
る縦位沈線を施す。 長楕円形区画連結部には逆Ｓ
字状沈線を施す。 胴部、 単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅱ

4

J-22 住 1 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
1/8

口縁部の遺存部が少なく断定できないが、 波状口
縁の可能性がある。 隆帯と沈線により口縁部文様帯
を区画する。 区画内には単節 RL 縄文施文。 文様
帯連結部には渦巻き状沈線を配す。 頚部は無文。
胴部、 ２条の並行する横位 ・ 縦位隆帯で区画する。
区画内には単節 RL 縄文施文。 さらに、 一部の区
画内には蛇行隆帯を垂下させる。

加曽利ＥⅠ

5

J-22 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部～胴部
1/10

口縁部文様帯付近が内反し、 上端が外反する平口
縁。 横位直線状隆帯と、 中央に蕨手状沈線を伴う
隆帯により口縁部文様帯を区画する。 区画内には
単節 RL 縄文施文。頚部、基本的には無文であるが、
一部に不明瞭な縄文が認められる。 頚部下位に丸
棒状工具による２条一組の横位沈線を巡らし、 胴部
文様帯と区画する。 胴部の一部に沈線又は刺突文
が認められるが、 遺存部が少なく詳細は不明。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

6

J-22 住 5 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 隆帯により楕円形に区画し口縁部文様帯を構成す
る。 楕円形区画内には縦位沈線施文。 楕円形区
画結合部に渦巻き状隆帯。 頚部無文。

加曽利 E Ⅰ

7

J-22 住 6 区 3 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

胴部上位から口縁部にかけて内反する平口縁と想
定される。 口縁部文様帯、 隆帯と沈線により区画す
る。 区画連結部には渦巻き状隆帯を施す。 区画内
及び頚部に単節 RL 縄文施文。 頚部下部に丸棒状
工具による横位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ
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－ 538 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

8

J-22 住 ・ 27 住
（ｸﾞﾘｯﾄﾞ　1I-37b）

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 隆帯により半月状に区画し口縁部文様帯を構成す
る。 半月状区画結合部に渦巻き状隆帯。 半月状区
画内及び頚部単節 LR 縄文施文。

加曽利 E Ⅱ

9

J-22 住 1 区 2 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

やや内反する平口縁と想定される。 隆帯により楕円
形に区画し口縁部文様帯を構成する。 楕円形区画
内には縦位沈線施文。 胴部、単節 RL 縄文施文後、
楕円形区画結合部 （渦巻き状隆帯の可能性も考え
られる） 下位に 3 条の縦位並行沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

10

J-22 住 9 区 2 層 ・
5 区 3 層 ・
10 区ﾍﾞﾙﾄ 2 層

深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～底部
2/3

平口縁の小型深鉢。 単節 RL 縄文施文。 一部に不
明瞭な縦位短沈線が認められるが、 規則性がなく
意図的施文ではないと考えられる。 底部やや上げ
底状。

加曽利 E

11

J-22 住 1 区 2 層 深鉢 不良 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

隆帯により半月状に区画し口縁部文様帯を構成す
る。 半月状区画結合部に渦巻き状隆帯と沈線。 頚
部は無文。 半月状区画内 ・ 渦巻き状区画内 ・ 胴
部に単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅰ

12

J-22 住 9 区 2 層 ・
13 区 3 層

深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
赤色鉱物 ・ 砂礫
混入

胴部 1/3 縦位回転押圧による単節 RL 縄文を地紋とする。 頚
部と胴部最下位に横位隆帯、 横位隆帯間に縦位隆
帯を施し 9 単位に区画する。 区画内には綾杉状沈
線施文。 隆帯上にも縄文を施す。 内面は横位撫で。

中期後葉

13

J-22 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線と、 逆方向の
斜位棒状貼付文を合わせ、 格子目状モチーフを構
成。 その下位には同工具による縦位半隆起線施文。
さらに一部に同工具による縦位列点状刺突を施す。

曽利Ⅱ？

14

J-22 住 6 区 3 層 ・
2 区 3 層

浅鉢 良好 砂粒混入 口縁部～体部
1/8

口縁部下位に浅く幅広の横位凹線状沈線を巡ら
す。 沈線部の内側は稜状に張り出す。 全体的に丁
寧な作りである。

加曽利 E

15
J-22 住 6 区 3 層 浅鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
口縁部～体部
1/10

体部上位に浅い横位沈線状窪みを巡らす。 遺存部
においては無文。 内面は丁寧な磨き。

加曽利 E

16

J-22 住 1 区 2 層 ・
5 区 3 層・6 区 3 層、
J22b 住 9 区ﾍﾞﾙﾄ 3
層

浅鉢 普通 砂粒混入 体部～底部破片 遺存部においては無文。 15 と同一個体の可能性あ
り。

加曽利 E

17
J-22 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ 1
層

鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

体部～底部 1/10 遺存部においては無文。 外面丁寧な磨き。 加曽利 E

18

J-22 住 5 区 3 層 ・
22b 住 9 区ﾍﾞﾙﾄ 3 層

浅鉢 良好 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部～体部
1/10

4 単位波状口縁か。 外面、波頂部下位に渦巻き状・
弧状を組み合わせた沈線を施す。 内面、 波頂部下
位に渦巻き状沈線。 両側に長楕円状沈線を施し、
区画内に半截竹管状工具による連続刺突を施す。
内外面ともに赤色塗彩の痕跡が認められる。

加曽利 E

19
J-22 住 5 区 3 層 器台 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・

白色鉱物混入
器受部～脚部
2/5

無文。 残存部において４ヶ所の孔を有する。 加曽利 E

20
J-22 住 5 区 3 層
J-22b 住 9 区西ﾍﾞﾙﾄ
2 層

器台 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

脚部 1/6 無文。 外面丁寧な磨き。 器受部欠損。 ２個１対の
孔を有する （４ヶ所か）。

加曽利 E

21
J-22 住 6 区 3 層 台付土器 良好 砂粒混入 台部破片 逆 「Ｕ」 字状の孔を４ヶ所有すると思われる。 単節

RL 縄文施文。
加曽利 E

Ａ区 J － 23 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-23 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

口縁部～胴部破
片

口縁部上端が著しく内反する。 隆帯により、 口縁
部文様帯を長方形に区画する。 区画内に RL 縄文
と沈線を伴う蕨手状 （又は渦巻き状） 隆帯を施す。
頚部は遺存部において無文。

加曽利 E Ⅱ

2

J-23 住 2 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線で区画する。 一部の区
画内に単節 RL 縄文を施す。 さらに、 丸棒状工具
による蛇行沈線を垂下させる。

加曽利 E

3

J-23 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による２条一組
の縦位沈線で区画する （遺存部上端に横位沈線が
僅かに認められる。逆 U 字状区画の可能性もある）。

加曽利 E

4
J-23 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 遺存部最上位に弧状沈線が僅かに認められる。 単

節 LR 縄文施文後、 丸棒状工具により縦位並行沈
線を施す。

加曽利 E

5
J-23 住 1 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 櫛歯状工具による条線を施す。 加曽利 E

6
J-23 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 横位沈線施文後、 渦巻き状又は弧状結節浮線を施

す。
諸磯 c

7

J-23 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～体部破
片

緩やかな波状口縁と想定される。 半截竹管状工具
又は棒状工具により横位沈線を施す。 竹管状工具・
半截竹管状工具による刺突を沈線に並行して施す。

中期後葉？

8
J-23 住 3 区 2 層 鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
体部破片 半截竹管状工具により、 弧状 ・ 渦巻き状平行沈線

を施す。
堀之内
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－ 539 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

9

J-23 住ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位の器形変換点 （括れ部） 付近。 Y 字状
圧痕隆帯を施す。 Ｙ字の中心部を円形にし、 中心
を刺突する。 器形変換点に沿い、 丸棒状工具によ
る沈線で横位長楕円形に区画する。 区画内は縦位
短沈線を連続して施し、圧痕隆帯状を呈する。胴部、
丸棒状工具による縦位基調沈線を施す。

堀之内 1

10

J-23 住 9 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

口縁部内側に隆帯状の稜を有する。 外面、 刻みを
有する横位隆帯を施し、 ８の字状の貼付文。 胴部、
沈線により区画し、 一部に縄文施文。

堀之内 2

11
J-23 住 14 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 横位沈線と圧痕隆帯で区画し、 ８の字状貼付文を

施す。 隆帯下部には単節 LR 縄文施文。
堀之内 2

12
J-23 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位の横位圧痕隆帯と想定される。 中期末葉～

後期

13
J-23 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 数条の並行する沈線で区画し、 一部に LR 縄文を

充填する。 沈線による区画は三角形と想定される。
堀之内 2

14
J-23 住 8 区 1 層 注口土器 普通 砂粒混入 胴部破片 注口土器胴部上半と思われる。 単節 LR 縄文施文

後、 並行する沈線により三角形基調に区画する。
堀之内 2

15

J-23 住 7 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色粒 ・
ﾁｬｰﾄ混入

口縁部～胴部破
片

波状口縁波頂部把手。 把手上面 S 字状ﾓﾁｰﾌ。 両
側面 ・ 内面に孔を有する。 胴部外面、 横位沈線、
縦位鎖状沈線を施す。 内面、幅広の横位沈線施文。

加曽利 B1

16

J-23 住一括 浅鉢 普通 砂粒混入 口縁部～体部破
片

口縁部上端が内反する浅鉢と想定される。 外面、
口縁部下位に横位沈線が施される。 沈線以外遺存
部においては無文。 内面、 器形変換点付近に刺
突と横位隆帯を施す。 体部には横位沈線を並行し
て施す。 一部の沈線内部に斜位短沈線を連続して
施すが、 施文後撫でているため不明瞭である。

加曽利 B1

Ａ区 J － 25 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-25 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・
雲母 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/10

口縁部上位に断面四角形の波状隆帯を巡らし口縁
部文様帯を区画する。 隆帯上には丸棒状工具によ
る浅い沈線を施す。 口縁部文様帯内には同工具に
よる半刺突状短沈線を施す。 胴部、 撚糸施文後、
丸棒状工具による３条一組の沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ

2

J-25 住 14 区 D-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩 ・ 雲
母混入

口縁部～胴部
1/10

隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画
内には、 丸棒状工具による縦位沈線を施す。 また、
区画連結部には渦巻き状の隆帯 ・ 沈線を配す。 胴
部、 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による蛇行
沈線を垂下させる。

加曽利 E Ⅱ

3

J-25 住 3 区 1 層 ･
3 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/10

ほぼ直立する平口縁。 隆帯と沈線により口縁部文
様帯を楕円形 ・ 蕨手状 ・ 弧状に区画する。 楕円形
区画内部には縦位沈線施文。 胴部、 渦巻き状区
画下位に隆帯を垂下させて区画 （６単位 ?） する。
区画内、 単節 LR 縄文施文後、 弧状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ
（連弧文系？）

4

J-25 住 8 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 丸棒状工具又は半截竹管状工具による弧状沈線
で、 半月状に区画し口縁部文様帯を構成する。 半
月状区画内、 同工具による縦位沈線を施す。 さら
に半月状区画連結部より、 縦位沈線を垂下させ区
画する。 沈線の施文が雑で、 全体的に稚拙。

加曽利 E

5

J-25 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

隆帯により半月状に区画し口縁部文様帯を構成す
る。 半月状区画内、 棒状工具による上方から下方
への刺突状短沈線を施す。 胴部、縦位沈線施文後、
丸棒状工具による横位弧状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ
併行？

6

J-25 住 2 区 1 層 ・
2 区 2 層 ・
2 区ﾍﾞﾙﾄ 2 層

深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
赤色鉱物 ・ 砂礫
混入

口縁部～胴部
2/5

沈線を伴う隆帯により口縁部文様帯を楕円形に区画
する。 区画内には縦位短沈線を施す。 胴部、 地紋
として撚り糸 L 施文後、 縦位 ・ 横位沈線により田の
字状に区画する。

郷土

7

J-25 住 2 区 1 層 ・
一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部上面が内傾した平坦面となる。 半截竹管状
工具による平行沈線を斜位に施文後、 蛇行隆帯を
垂下させる。 蛇行隆帯は６単位と考えられる。 頚部、
丸棒状工具による横位沈線と横位隆帯を施す。

加曽利Ｅ併行
（曽利系）

8

J-25 住 14 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
金雲母混入

口縁部破片 やや内湾する平口縁と想定される。 口縁部、 斜位
沈線を施す。 一部に弧状沈線が施されるが、 ﾓﾁｰ
ﾌは不明。胴部との境界には横位隆帯を3条巡らす。
胴部、 縦位沈線施文後、 楕円渦巻き状を呈する橋
状貼付文、 楕円形貼付文、 縦位直線状 ・ 蛇行貼
付文、 横位弧状沈線等を施す。 16 と同一個体。

加曽利 E 併行
（曽利系）

9

J-25 住 8 区 1 層 深鉢 不良 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 隆帯により半月状に区画し口縁部文様帯を構成す
る。 半月状区画内、 棒状工具による縦位沈線を施
す。 胴部、 縄文 （反撚り RR ？） 施文後、 丸棒状
工具による 3 条一組の縦位沈線で区画し、 区画内
に円形 ・ 弧状沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 540 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

10

J-25 住 15 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 縦位隆帯で区画し、 区画内に丸棒状工具又は半截
竹管状工具による縦位沈線を施す。 さらに同工具
による横位弧状沈線施文。

加曽利 E Ⅱ

11

J-25 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による縦位沈線施文後、 渦巻き状
隆帯を施す。 遺存部右端の隆帯は、 垂下する蛇行
隆帯か。 さらに同工具又は丸棒状工具による横位
弧状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ

12

J-25 住 3 区 1 層 ・
2 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

胴部破片 2 条一組の縦位隆帯で区画し、 区画内に蛇行隆帯
を垂下させる。 さらに半截竹管状工具による縦位沈
線施文後、 一部に横位沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ？

13
J-25 住 11 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 撚り糸施文後、 丸棒状工具による縦位沈線で区画

する。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

14

J-25 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁波頂部付近が遺存する。 波頂部直下に半
截竹管状工具による渦巻き状沈線施文。 さらに口
縁に並行するように丸棒状工具による沈線を施す。
胴部、 渦巻き状沈線下位に 2 条一組の縦位隆帯を
垂下させ区画する。 区画内に半截竹管状工具によ
る平行沈線を綾杉状に施す。 口縁部内面に顕著な
稜 （段差状） を有する。

加曽利 E 併行

15

J-25 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位が遺存すると想定。 半截竹管状工具又は
丸棒状工具による縦位沈線施文後、 胴部器形変換
点に丸棒状工具による 2 条の横位沈線を施す。 中
央に沈線を伴う弧状隆帯を施し、 隆帯先端部より直
線状隆帯を垂下させ胴部を区画する。 さらに、 区
画内に丸棒状工具による横位弧状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ

16

J-25 住 14 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
金雲母混入

胴部破片 口縁部文様帯から胴部中位が遺存する。 口縁部、
斜位沈線を施す。 胴部との境界には横位隆帯を 3
条巡らす。 胴部、 縦位沈線施文後、 楕円渦巻き状
を呈する橋状貼付文・渦巻き状隆帯・蛇行貼付文・
横位弧状沈線等を施す。

加曽利 E 併行

17

J-25 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

胴部 1/8 胴部中位が遺存する。 遺存部の上位で外反すると
想定される。 瘤状貼付文を伴う縦位隆帯により６単
位に区画すると考えられる。 各区画内には渦巻き状
隆帯や、 部分的に縦位隆帯を施す。 さらに半截竹
管状工具による縦位平行沈線を施文後、 丸棒状工
具による 「日」 の字状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ併行

（中部高地系）

18
J-25 住 5 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
底部破片 ３条一組又は２条一組の縦位隆帯により９単位に区

画する。 区画内には単節 RL 縄文施文。
加曽利 E

19
J-25 住 11 区 2 層 鉢 普通 砂粒混入 口縁部～体部

1/10
大型の鉢。 遺存部においては無文。 加曽利 E

20
J-25 住炉 ﾐﾆﾁｭｱ土器 良好 砂粒混入 口縁部～体部

1/5
ﾐﾆﾁｭｱの鉢と考えられる。 弧状沈線を施す。 中期後葉？

21 J-25 住 P-2 ﾐﾆﾁｭｱ土器 良好 砂粒混入 台部 1/5 ﾐﾆﾁｭｱ台付土器の台部か。遺存部においては無文。 中期後葉？

Ａ区 J － 26 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-26 住 9 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

口縁部直下の横位直線状隆帯と、 一部渦巻き状を
呈する隆帯により口縁部文様帯を構成する。 頚部、
遺存部においては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-26 住 11 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 片岩混入 口縁部～胴部破
片

やや内反する平口縁と想定される。 隆帯により楕円
形に区画する。 区画内は単節 RL 縄文施文。 一部
に渦巻き状隆帯を配す。 胴部、 縄文施文後、 丸棒
状工具による縦位沈線 （３条一組 ?） で区画する。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3
J-26 住 11 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～体部破
片

口縁部内面に隆帯状の稜を有する。 撚り糸文施文。 加曽利 E

4

J-26 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・黒色鉱物・
角閃石混入

胴部破片 隆帯により半月形に区画する。 区画内、 縦位基調
沈線を施す。 文様帯連結部に刺突か。 胴部、 撚り
糸 （?、 不明瞭である） 施文後、 半截竹管状工具
による縦位沈線を施す。 さらに、 口縁部文様帯の
連結部より蛇行沈線を垂下させる。

加曽利 E

5

J-26 住 12 区 1 層 深鉢 不良 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物・片岩・
角閃石 ・ 雲母混
入

胴部破片 全体的に摩滅が著しい。 口縁部文様帯の一部から、
胴部上端部が遺存していると想定される。 口縁部、
隆帯により区画し、 区画内に矢羽根状沈線を施す。
胴部、 不明瞭だが蕨手状沈線施文か。

加曽利 E

6
J-26 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 中央に沈線を伴う縦位隆帯で区画する。 区画内、

半截竹管状工具による斜位平行沈線施文後、 弧状
沈線を施す。

加曽利 E 併行

7
J-26 住 11 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線と、 渦巻き状隆帯を施

す。 区画内には同工具による刺突を充填する。
加曽利 E 併行

8

J-26 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 浮線文で横位に区画する。
区画内には同様の浮線文を入組文状等に配置す
る。 波頂部には獣面把手を施す。

諸磯 b

9

J-26 住 13 区 3 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
金雲母混入

口縁部破片 半截竹管状工具による斜位沈線 （半隆起線状） 施
文後、 逆方向斜位に疎らな沈線を施し、 変則的な
格子目状に区画する。 この区画の上下に、 同工具
による横位沈線 （半隆起線状） を施す。

五領ヶ台
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－ 541 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 27a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-27a 住 22 区ﾍﾞﾙﾄ
3 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部下
位 3/4

口縁部の遺存状況は不良であるが、 緩やかな６単
位小波状口縁と想定される。 隆帯と沈線により、 口
縁部文様帯を半円形に区画する。 区画内には単節
RL 縄文施文。 胴部、 単節 RL 縄文施文後、 波頂
部下位 （口縁部文様帯連結部） より２条一組の縦
位隆帯と蛇行隆帯を交互に垂下させ６単位に区画
する。 胴部中位に括れを有する。

加曽利 E Ⅱ

2

J-27a 住 22 区ﾍﾞﾙﾄ
3 層

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
1/3

４単位波状口縁。 隆帯と沈線により口縁部文様帯
を区画する。 各波状間を不整形に２単位に区画し、
内側に棒状工具による斜位沈線を施す。 頚部は無
文。 胴部、 縄文 （単節 RL? 不明瞭） 施文後、 丸
棒状工具による渦巻き状 ・ 弧状 ・ 蛇行沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ

3

J-27a 住 18 区 3 層 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
砂礫混入

口縁部～胴部
1/3

粗大な撚り糸文 L を地文とする。 口縁部に斜位直
線状 ・ 渦巻き状隆帯を施す。 頚部に横位隆帯を巡
らし、 そこから縦位隆帯を垂下させる。

中期後葉

4

J-27a 住 14 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部～胴部破
片

口縁部、 やや厚みを有する。 胴部、 中央に丸棒状
工具による沈線を伴う隆帯を施し、 半截竹管状工具
又は棒状工具による縦位沈線を充填する。

加曽利 E 併行

5

J-27a 住 18 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角
閃石混入

口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 浮線文で横位に区画する。
区画内には同様の浮線文を入組文状等に配置す
る。 波頂部には獣面把手を施す。

諸磯 b

Ａ区 J － 27b 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-27b 住 8 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 4 単位小波状口縁と想定される。 隆帯と沈線で口縁
部文様帯を区画する。 区画内、 丸棒状工具による
縦位沈線を施す。 波頂部下位の文様帯連結部に
は渦巻き状のﾓﾁｰﾌを配す。 胴部、 丸棒状工具に
よる縦位沈線施文後、 波頂部下位より蛇行沈線を
垂下させる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-27b 住 8 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 一部の
沈線の両端は蕨手状を呈する。 区画内、 棒状工具
による縦位沈線を施す。 口縁部文様帯区画は左右
非対称である。 向かって右は楕円形、 左は半月状
を呈する。 口縁部文様帯と胴部を区画する隆帯の
一部には、 横位弧状沈線を施す。 胴部、 棒状工
具による斜位基調沈線を施す。

加曽利Ｅ併行

3

J-27b 住 7 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/10

やや内反する平口縁と想定される。 撚り糸を口縁部
文様帯付近まで横位から斜位に、 胴部を縦位から
斜位に施文。 その後、 隆帯と沈線により口縁部文
様帯を区画する。 区画内、 丸棒状工具による縦位
沈線を施し、 撚り糸と交差させる （一部は撚り糸の
まま）。 また、 隆帯の一部には横位蕨手状沈線を施
す。 胴部、 ２条一組の縦位隆帯と、 １条の蛇行隆
帯を垂下させる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

4

J-27b 住 7 区 2 層 ・
8 区 1 層・8 区一括・
11 区 2 層 ・
12 区 2 層

深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
赤色鉱物 ・ 砂礫
混入

口縁部～胴部
2/3

隆帯と沈線により口縁部文様帯を長楕円形に区画
する。 区画内には縦位沈線を施す。 区画連結部に
は渦巻き文を配し、 渦巻き文下位に 2 条一組の直
線状 ・ 1 条の蛇行隆帯を交互に垂下させる。 隆帯
間に縦位沈線を充填。

中期後葉

5
J-27b 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 連続する半円状に隆帯を貼付し区画。 区画下位に

半截竹管状工具による縦位平行沈線を施す。
中期後葉

6
J-27b 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯で口縁部文様帯を区画し、 一部の区画内には

斜位沈線を施す。 胴部には、 丸棒状工具による沈
線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

7

J-27b 住 4 区 1 層 ・
4 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

口縁部破片 口縁部内面が厚みを有し、 内側に稜が認められる。
縄文 （無節 L か） 施文後、 口縁部直下に２条の横
位並行沈線を施す。 沈線間に棒状工具による刺突
を、 上下に高低差を付け交互に施す。 結果、 沈線
間は波状隆帯状を呈する。 胴部、 半截竹管状工具
又は棒状工具による波状沈線を施す。

加曽利 E 併行

8

J-27b 住 7 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
1/3

4 単位波状口縁である。 口縁部に並行して沈線を
巡らす。 胴部、 撚り糸施文後、 波頂部から蕨手状
隆帯を垂下させる。 波底部からは蛇行隆帯を垂下
させる。

加曽利 E

9

J-27b 住 11 区 2 層・
7 区

深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～底部
1/4

口縁部上面に浅い沈線を巡らす。 口縁部に櫛歯状
工具による横位条線を波状に施す。 胴部、 同工具
による縦位条線を施す。 胴部下位は無文。

加曽利Ｅ

10
J-27b 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 礫 ・ 白色

鉱物混入
口縁部破片 口縁部上面に小突起を貼付する。 櫛歯状工具によ

り口縁部横位、 胴部縦位平行沈線を施す。
中期後葉

11

J-27b 住 3 区 1 層 ・
3 区 2 層・4 区 1 層・
4 区 2 層・7 区 1 層・
7 区 2 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
1/5

内面口端部下位に稜を巡らす。 外面、 口端部下位
に沈線、 頚部に沈線と隆帯、 胴部に沈線と隆帯を
横位に巡らし区画する。 胴部の区画は２ヶ所又は４
ヶ所上方へ弧状に湾曲する部分が認められる （図
の中心部分）。 各区画内には丸棒状工具による斜
位沈線を施す。

加曽利 E 併行

第 100 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代住居址出土遺物観察表（14）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 542 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

12
J-27b 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破

片
内反する波状口縁か。 棒状工具による縦位沈線で
区画。 一部の区画内に同工具による三日月状刺突
を施す。

中期後葉

13

J-27b 住 8 区 2 層 鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

体部破片 鉢の体部上端文様帯部分と想定される。 隆帯で区
画し、 区画内に丸棒状工具による沈線と刺突を施
す。 さらに、 一部に渦巻き状隆帯 ・ 端部の膨らん
だ横位沈線を施す。 口縁部 ・ 体部下半ともに遺存
部においては無文である。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ

14

J-27b 住 3 区 1 層 鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

体部破片 鉢の体部上位文様帯部分と想定される。 隆帯で区
画し、 区画内に半截竹管状工具又は棒状工具によ
る沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ

15

J-27b 住 12 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

胴部破片 LR 縄文施文後、 器形変換点付近に２条の横位並
行沈線を施す。 沈線間に棒状工具による刺突を、
上下に高低差を付け交互に施す。 結果、 沈線間は
波状隆帯状を呈する。 さらに一部に逆 U 字状沈線
を施す。

加曽利 E 併行

16
J-27b 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 弧状又は渦巻き状隆帯で区画し、 区画内に沈線を

充填する。
加曽利 E 併行

17

J-27b 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 曽利系深鉢の頚部付近と想定される。 横位隆帯と
沈線により横長の文様帯を区画する。 区画内、 丸
棒状工具による斜位沈線と、 逆方向の斜位棒状貼
付文を合わせ、 格子目状モチーフを構成する。

加曽利 E Ⅱ併
行

（曽利系）

18
J-27b 住 8 区東 鉢 ? 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による渦巻き状沈線が施される。 外面

は部分的に赤色塗彩の痕跡が認められる。
加曽利 E 併行

19

J-27b 住 4 区 1 層 ・
4 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

胴部破片 胴部上位の器形変換点付近が遺存する。 器形変換
点に横位隆帯を貼付し区画する。 胴部、 蕨手状隆
帯と鱗状を呈する弧状沈線を施す。 さらに上端部蕨
手状の蛇行沈線が垂下する。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ併行

（郷土系？）

20

J-27b 住 8 区 1 層 ・
8 区 2 層 ・ 8 区一括

深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

胴部破片 胴部下位から底部付近が遺存する。 2 条一組の縦
位隆帯で区画し、 区画内には蛇行隆帯を垂下させ
る。 隆帯は 3 条ずつ底部付近で連結する。 隆帯部
以外は縦位沈線施文。 内面に炭化物付着。

加曽利 E

21
J-27b 住 3 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
底部破片 外面の一部に不明瞭な縄文 （単節 LR?） が認めら

れる。
中期後葉

22
J-27b 住 11 区ﾍﾞﾙﾄ
3 層

浅鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

 7/8 体部やや外反する。 外面の一部に沈線状の細い溝
が認められるが、 意図的施文の可能性は低いと考
えられる。

中期後葉

23
J-27b 住 3 区 1 層 土製耳飾 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
ほぼ完形 鼓形を呈する。 両面に刺突文を施す。 中期後葉

Ａ区 J － 28 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-28 住 U-1 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

 3/4 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画
内には単節 RL 縄文施文。 頚部は無文。 胴部には
単節 RL 縄文を施す。

加曽利 E Ⅰ

2
J-28 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

ﾁｬｰﾄ混入
口縁部～胴部破
片

隆帯で口縁部文様帯を区画する。 区画連結部に渦
巻き状沈線を施す。 頚部は無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3

J-28 住 10 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
ﾁｬｰﾄ混入金雲母
混入

口縁部破片 小波状口縁波頂部付近。 隆帯により半月形に区画
し、 区画内に縦位沈線を施す。 頚部は不明瞭だが
縄文施文か。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

4

J-28 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 LR 縄文施文後、 棒状又は板状工具による深めの
横位 ・ 縦位並行沈線で区画する。 一部の区画内に
半截竹管状工具による縦位列点状刺突、 棒状工具
による蛇行沈線を施す。

中期後葉

5
J-28 住 6 区 2 層 鉢 良好 砂粒 ・ 角閃石混

入
口縁部～体部破
片

口縁部外面に隆帯状の稜を有する。 外面丁寧な磨
き。 遺存部においては無文である。

加曽利 E

6
J-28 住 3 区ｻﾌﾞﾄﾚ ﾐﾆﾁｭｱ土器

?
普通 砂粒・白色鉱物・

褐色礫混入
胴部？ 全体形状は不明。 円筒状胴部の一部に鍔状隆帯

を巡らす。
中期後葉？

7
J-28 住 14 区ｻﾌﾞﾄﾚ
ﾝﾁ

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 横位沈線施文後、 細めの半截竹管状工具押し引き
による爪形文を縦位 ・ 横位弧状に施し区画する。

諸磯 b

8
J-28 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具による刺突文を施す。 浮島

9

J-28 住 7 区 3 層 ・
D-2

深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 胴部上位片か。 横位に３段の文様帯を構成する。
上位文様帯、 半截竹管状工具による斜位半隆起
線を施す。 さらに逆方向の斜位沈線を疎らに施す。
中位文様帯、 橋状把手を施す。 区画内は無文。
下位文様帯、 一部に半截竹管状工具による縦位平
行沈線が認められる。

五領ヶ台

10

J-28 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 胴部上位片か。 半截竹管状工具による半隆起線を
縦位 ・ 横位に施し区画する。 区画内に格子目状沈
線、 楕円形又は C 字状半隆起線を施す。

五領ヶ台

11

J-28 住 15 区 2 層 浅鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁浅鉢の波頂部と想定される。 波頂
部下位に円孔文を施す。 外面、 弧状隆帯 ・ 沈線、
円形刺突文を配す。 内面、 円形刺突文を施す。 口
端部上面には円形刺突文 ・ 沈線施文。

称名寺Ⅱ～
堀之内 1
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－ 543 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

12
J-28 住 15 区 2 層 鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁波頂部が遺存する。 内外面とも丸棒状工

具による沈線と刺突が施される。
堀之内 1

13
J-28 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混

入
口縁部破片 波状口縁波頂部。 波頂部上面に隆帯貼付。 沈線

による区画後、 一部の区画内に単節 RL 縄文充填。
堀之内 1

14

J-28 住一括 注口土器 ? 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 金
雲母混入

口縁部～胴部破
片

注口土器と想定される。 遺存部下位で内側に屈曲
か。 単節 LR 縄文施文後、 沈線により半円形に区
画する。 一部の区画内磨り消し。

後期

15

J-28 住 5 区ｻﾌﾞﾄﾚ
1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 期朝顔形深鉢の胴部上半部文様帯と想定される。
棒状工具による横位 ・ 斜位沈線で三角形基調に区
画し、 一部の区画に LR 縄文を充填する。

堀之内 2

16

J-28 住 2 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 胴部上位の破片と想定される。 並行する２条の横位
圧痕隆帯を施す。 隆帯間に補修孔と考えられる孔
（焼成後） を有する。

堀之内 2

17
J-28 住 14 区 1 層 ・
14 区 2 層

深鉢 良好 砂粒混入 胴部～底部 1/10 外面丁寧な磨き。 遺存部においては無文。 後期？

Ａ区 J － 29 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-29 住 12 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 赤褐色礫

混入
胴部破片 LR 縄文施文後、 丸棒状工具による２条一組の縦位

並行沈線で区画する。 沈線間は磨り消し。
加曽利 E

2
J-29 住 10 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混

入
胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線により区画する。 一部に

LR 縄文を施す。
加曽利 E

3
J-29 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線により区画する。 一部に
LR 縄文施文。 一部に U 字状 ・ 逆 U 字状 ・ 直線
状沈線を施す。

加曽利 E Ⅲ

4

J-29 住 12 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

胴部破片 胴部上位の器形が内反から外反に変換する付近と
想定される。 器形変換点付近には横位隆帯を巡ら
し区画する。 横位隆帯下位、 蛇行隆帯を垂下させ、
斜位基調直線状 ・ 弧状沈線を施す。

加曽利 E 併行

5

J-29 住 12 区 2 層 鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

口縁部に隆帯を貼付する。 隆帯上には連続する縦
位短沈線を施す。 隆帯より下位、 縦位 ・ 渦巻き状
沈線により区画する。 縦位沈線により区画された一
部に、 連続する横位短沈線施文。

加曽利 E 併行

6
J-29 住一括 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口縁部破片 4 単位波状口縁か。 波頂部に円形沈線を、 その両

側に弧状沈線を施す。 波頂部より鎖状隆帯を垂下
させる。

堀之内 1

7
J-29 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層 ・ J-29 住 11 区
1 層

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

口縁部破片 胴部全体が緩やかに外反する深鉢の口縁部から胴
部上位。 口縁部内側に細い隆帯状の稜を有する。
外面には口縁に並行して横位圧痕隆帯を施す。

堀之内 2

8

J-29 住 P-1 東 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・
白色鉱物混入

口縁部破片 波状口縁波頂部付近。 波頂部側面、 沈線により区
画し、 区画内に単節 LR 縄文施文。 外面、 沈線に
より区画し、 単節 LR 縄文充填。

後期前葉

9

J-29 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 波状口縁波頂部、 孔を有する把手。 外面、 単節
LR 縄文施文。 沈線により区画する。 内面、 把手上
位に円形刺突を 2 個横位に配す。

後期前葉

10
J-29 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 環状把手。 内外面に棒状工具による刺突を施す。

側面 ・ 上面には沈線及び刺突を施す。
堀之内 1

11
J-29 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 中央に円形の孔を有する把手。 孔下位に沈線によ

る区画。 把手側面 ・ 内面に刺突を施す。
堀之内 1

12
J-29 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 波状口縁波頂部。 円形の孔を有する。 孔の両脇に

円形刺突を施す。
堀之内 1

13

J-29 住 10 区 1 層 深鉢 不良 砂粒混入 胴部破片 胴部上位の器形が内反から外反に変換する付近と
想定される。 器形変換点に細めの横位圧痕隆帯と
沈線を巡らし区画する。 その上下には丸棒状工具
による縦位沈線を並行して施し、 圧痕隆帯との交
点には竹管状工具による円形刺突を配す。 さらに、
不明瞭だが口縁に並行すると想定される沈線が一
部認められる。

堀之内 1

14

J-29 住 5 区 1 層 注口土器 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

注口部破片 注口土器の注口部破片と想定した。 上面には二重
の楕円形沈線と直線状沈線を施す。 下面には 2 個
一対の楕円形貼付文施文。 先端部付近に下面に
穿たれた小さめの別の孔を有す。

堀之内？

Ａ区 J － 30a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-30a 住 NO3 北 2
層 ・ NO1 ・ J-30 住
4 区 2 層 ・ 5 区 3 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部
1/4

沈線と隆帯により口縁部文様帯を区画する。 区画
は８単位と想定され、 楕円形区画と渦巻き状区画を
交互に配す。楕円形区画内には単節 LR 縄文施文。
胴部は渦巻き状区画下位に断面三角形の２条一組
の縦位隆帯を垂下させ８単位に区画する。 区画内
には単節 LR 縄文施文。

加曽利 E Ⅱ

2

J-30a 住 NO2・2 層・
J-31a 住 NO1

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

 3/10 ほぼ直立する平口縁と想定される。 隆帯と沈線によ
り口縁部文様帯を楕円形に区画する。 区画内には
縦位沈線を 2 段に施文。 胴部、 2 条一組の縦位沈
線で区画し、 区画内には綾杉状・縦位沈線を施文。

加曽利 E
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 544 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

3

J-30a 住 NO2 ・ 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部下
位 3/4

波状口縁と想定した。 口縁部に棒状工具による横
位沈線を巡らす。 胴部、 単節 RL 縄文施文後、 2
条一組の縦位沈線で 6 単位に区画する。 一部の沈
線は隣接する沈線と連結し U 字状を呈している。 さ
らに 6 単位の各区画内に蛇行沈線を垂下させる。
ただし 1 区画のみ蛇行沈線が施文されていない。

加曽利 E

4

J-30a 住 NO8 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫 ・ 角閃石
混入

 3/4 口縁部に丸棒状工具による横位沈線を巡らす。 沈
線上位は幅の狭い無文帯。 胴部、 単節 RL 縄文施
文後、 丸棒状工具による 2 条一組の縦位沈線で 4
単位に区画する。

加曽利 E

5
J-30a 住 NO4 ・ 2 層 小型深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部～底部 1/8 無節 L 縄文施文後、 2 条一組の縦位沈線で区画

する。 沈線間は磨り消し。 区画内には蛇行沈線を
垂下させる。

加曽利 E

6
J-30a 住炉 深鉢 普通 砂粒・黒色鉱物・

ﾁｬｰﾄ混入
胴部中位～下位
1/5

胴部に直線状 ・ 蛇行沈線を垂下させ区画する。 区
画内には綾杉状沈線を施す。

曽利Ⅲ

7
J-30a 住 NO3 ・ 2 層 浅鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
口縁部～胴部下
位 1/5

口縁部は無文。 胴部上位、 隆帯により区画し、 区
画内には刺突文を施す。 胴部中位以下には単節
RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅰ

8

J-30a 住 NO2 下 鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部～体部破
片 1/6

体部上位に最大径を有し、口縁部はやや外反する。
最大径付近に２条の横位隆帯を施し、 隆帯上の一
部に橋状把手を貼付する。 橋状把手は２ヶ所に施さ
れると想定される。 横位隆帯上位は、 丁寧な磨きで
無文。 下位は単節 LR 縄文施文。 一部に蕨手状沈
線を伴う隆帯を施す。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ

9

J-30a 住 NO7 下 ﾐﾆﾁｭｱ土器 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

胴部上位～底部
2/5

口端部付近が欠損していると考えられる。 剥落痕及
び調整痕より、 遺存部上位に橋状把手が施されて
いた可能性がある。 内外面の一部に黒色 ・ 赤色物
質が付着している。

中期後葉

10
J-30a 住一括 ﾐﾆﾁｭｱ土器 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
底部破片 遺存部から推定すると、 2 条一組の縦位沈線で区

画し、 区画内に横位沈線を施すと考えられる。
中期後葉

Ａ区 J － 30c 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-30c 住拡張部 ・
30e 上住拡張部

深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫混
入

ほぼ完形 隆帯と沈線で口縁部文様帯を５単位に区画する。
区画内には縦位～斜位沈線を施す。 胴部、 縦位
又は斜位条線施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-30c 住遺物集中区 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 外反する平口縁と想定される。 口縁部無文。 頚部
に棒状工具による円形刺突を伴う横位隆帯を巡ら
す。 隆帯下位は沈線により区画（長方形基調か）し、
区画内に縦位沈線を施す。

中期後葉

3

J-30c 住遺物集中区 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

口縁部～胴部
1/8

隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画
内、 丸棒状工具による縦位沈線を施す。 口縁部文
様帯と胴部を区画する隆帯には、 両端蕨手状の横
位沈線を施す。 胴部、 櫛歯状工具による縦位沈線
を施し、 ２条一組の縦位隆帯により区画する。 区画
内に蛇行隆帯を垂下させる。

加曽利 E Ⅱ

4

J-30 住 1 区 3 層 ・
30c 住遺物集中区

鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部上面が外傾した平坦面となっている。 口縁
部無文。 頚部下位に沈線と棒状工具による刺突を
伴う隆帯で文様帯を区画する。 区画は平行四辺形
である可能性が考えられる。 斜位隆帯状には蕨手
状沈線を施す。 区画内、 丸棒状工具による縦位基
調沈線を施す。 さらに、 区画内の一部に、 沈線と
隆帯による区画があるが、 遺存部が少なく、 モチー
フは不明である。

加曽利ＥⅢ

5

J-30c 住炉 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
2/5

粗大な撚り糸文を地文とする。 隆帯で口縁部文様
帯を区画する。 炉体土器として使用されたため、 被
熱により脆弱である。

加曽利 E Ⅱ

6

J-30c 住拡張部 ・
J-30e 住一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部～胴部破
片

４単位波状口縁と想定される。 口縁部、 隆帯と沈線
で口縁に並行する細長い区画を作り出し、 区画内
に櫛歯状工具による斜位沈線を施す。 胴部、 同工
具による斜位沈線施文後、 丸棒状工具による２条一
組の縦位沈線で区画する。 一部には横位弧状沈線
を施す。

加曽利 E 併行

7
J-30c 住拡張部 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 横位隆帯で区画し、 区画内に斜位棒状貼付文を連

続して施す。
加曽利 E Ⅱ

併行

8
J-30c 住炉下層～
底面

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混
入

口縁部～胴部破
片

頚部上位に無文帯を有する。 頚部下位、 2 条の横
位隆帯により区画し、 区画内に弧状 ・ 渦巻き状隆
帯を施す。

中期後葉

9

J-30c 住一括 ・ 石集
中区 ・ 遺物集中区

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

口縁部～胴部
1/10

胴部上位に括れを有する平口縁深鉢と想定される。
口縁部上端内面に隆帯状の稜を有する。 括れ部
には２条の並行する横位沈線 ・ 鋸歯状沈線を施し、
口縁部文様帯と胴部文様帯とに区分する。 口縁部、
丸棒状工具による渦巻き状又は重弧状沈線を施す。
一部には端部蕨手状の蛇行沈線を垂下させる。 胴
部、 丸棒状工具による沈線で直線状 ・ 弧状 ・ 蕨手
状等様々な形状に区画し、 一部には同工具による
列点状刺突を施す。

加曽利 E 併行
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－ 545 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

10
J-30c 住遺物集中区 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫 ・

雲母混入
口縁部～胴部
1/10

9 と同一個体と考えられる。 加曽利 E 併行

11
J-30c 住拡張部 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部破片 9 と同一個体と考えられる。 加曽利 E 併行

12

J-30c 住遺物集中区 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 ２条一組の縦位隆帯により区画する。 さらに、 区画
内に１条の蛇行隆帯を垂下させる。 隆帯部以外に
は単軸絡条体による撚り糸文を施す （縦位転がし）。
ただし、 遺存部下位は単軸絡条体を回転させず縦
位に引くことにより、 条線状平行沈線としている。

加曽利 E

13

J-30c 住 1 区 2 層 ･
5 区 2 層 ･2 層

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
ﾁｬｰﾄ ・ 角閃石 ・
雲母混入

胴部～底部 1/5 2 条一組の縦位隆帯により区画する。 隆帯は渦巻き
状連結部を有する。 区画は 8 単位と想定され、 幅
の広い区画と狭い区画を交互に配している可能性
がある。 区画内、 縦位沈線施文後、 連弧状沈線を
一部に施す。

加曽利 E Ⅱ

14

J-30c 住拡張部 深鉢 良好 砂粒混入 胴部～底部 1/10 単節 RL 縄文を疎らに施す。 ２条一組の縦位沈線
により４単位に区画する。 縦位沈線を横位又は斜位
弧状沈線により連結する。 遺存部最上位に僅かに
弧状沈線が認められるがモチーフは不明。 全体的
に施文が雑であり、 モチーフが乱れている。

加曽利 E Ⅱ
（連弧文系？）

15
J-30c 住拡張部 ﾐﾆﾁｭｱ土器 普通 砂粒混入 口縁部～底部

1/5
口縁部大きく外反する。 無文。 不明

Ａ区 J － 30d 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-30d 住南一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 角閃石 ・
白色鉱物混入

胴部破片 頚部～胴部上位か。 頚部外面に１条の横位隆帯。
隆帯上半に棒状又は板状工具による連続刺突を施
す。 胴部、 沈線により渦巻き状に区画する。 一部
に斜位隆帯を施す。

中期後葉

2
J-30d 住一括 ﾐﾆﾁｭｱ土器 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部中位～底部 遺存部においては無文。 中期後葉

Ａ区 J － 30e 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-30e 住 P-2 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内に丸棒状工具による縦位弧状沈線を施す。 胴
部、摩滅のため不明瞭だが、縄文 （無節 L か） 施文。

加曽利 E Ⅱ

2

J-30 住 P-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 波状口縁。口縁部に並行し沈線施文。口縁部下位、
半截竹管状工具による縦位基調沈線施文後、 横位
基調沈線を疎らに施す。 胎土に金雲母を多く含む。
内面、 横位隆帯と沈線施文。

中期初頭？

3
J-30e 住一括 吊手土器 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
吊手部下位～底
部破片

二窓式と想定した。 吊手部外側中央に窪みを有す
る。 棒状桁の一部が遺存する。 遺存部においては
無文。

加曽利 E 併行

4

J-30e 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁の波頂部付近。 波頂部は剥落している。
口縁部内面上端に隆帯状の稜を有する。 口縁部上
面、 棒状工具による深めの沈線で区画し、 一部の
区画内に LR 縄文充填。 さらに棒状工具による刺突
文を施す。 外面、 棒状工具による深めの沈線で区
画し、 一部の区画内に LR 縄文充填。

称名寺

5

J-30e 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

口縁部破片 口縁部に並行する２条の刻みを有する隆帯を施す。
隆帯上に円形貼付文を配し、 縦位の細い隆帯で連
結する。 隆帯下位に横位沈線を施す。

堀之内 2

Ａ区 J － 30 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-30 住 4 区 2 層 ・
遺物集中部 ・
J-30a 住 NO1

深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/5

口縁部に幅の狭い無文帯を有する。 単節 LR 縄文
施文後、 沈線と隆帯により口縁部文様帯を区画す
る。 区画は８単位で、 楕円形区画と渦巻き状区画
を交互に配す。 胴部は丸棒状工具による２条一組
の縦位沈線を垂下させて区画する。 沈線間は磨り
消しを施すが、 完全ではなく一部には縄文が残る。
口縁部文様帯の渦巻き状区画と楕円形区画中央の
下位に沈線を垂下させて区画しており、 本来胴部
は 16 単位の区画となるべきであるが、 一部分割が
乱れ最大で 15 単位の区画と想定される。

加曽利 E Ⅱ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 546 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

2

J-30 住 （1I-29a） ・
J-30e 住 NO2・2 層・
J-31a 住 NO8

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/5

やや内反する平口縁と想定される。 隆帯により口縁
部文様帯を区画する。 区画は楕円形基調区画と蕨
手状区画を上下に重ね１単位とする。 交互に両者
の上下を替え、 ４単位又は５単位に区画していると
想定される。 楕円形基調区画内には、 半截竹管状
工具によると想定される刺突文を充填する。 胴部、
口縁部文様帯連結部下位に逆Ｕ字状沈線を配し区
画する。 区画内には綾杉状沈線を施す。 さらに、
Ｃ字状 ・ 「つ」 の字状 ・ 弧状沈線を施すが、 遺存
部が少なく全体のモチーフは不明である。

加曽利 E Ⅱ

3

J-30 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/4

口縁部に厚みを有する幅の狭い無文帯を有する。
隆帯により楕円形に口縁部文様帯を区画する。 区
画内の一部に渦巻き状隆帯を施す。 また、 櫛歯状
工具による平行沈線 （条線状） を不整方向に施す。
胴部も同様に施文し、 丸棒状工具による２条一組の
縦位沈線により４単位に区画する。

加曽利 E 併行

4

J-30 住 2 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線により半月状に口縁部文様帯を区画す
る。 区画内、 櫛歯状工具による平行沈線 （条線状）
を施す。 胴部も同様に施文し、 丸棒状工具による２
条一組の縦位沈線により区画する。

加曽利 E 併行

5

J-30 住 1 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

やや内反する平口縁と想定される。 横位連弧状隆
帯で口縁部文様帯を区画し、 区画内に縦位沈線を
施す。 胴部、 縦位沈線施文後、 ２条の並行する横
位連弧状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ

6

J-30 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部破片 口縁部がやや内反する４単位波状口縁と想定され
る。 単節 RL 縄文施文後、 棒状工具により口縁に
並行する沈線を施す。波頂部下位には蕨手状沈線、
縦位沈線、 弧状沈線を施す。 一部の区画内縄文
磨り消し。

加曽利 E Ⅲ

7

J-30 住 4 区 2 層 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
砂礫混入

 7/10 口縁部に幅の狭い無文帯を巡らす。 胴部上位、 無
節 L 縄文施文後、 縦位に区画する。 胴部中位、
横位隆帯を施す。 横位隆帯の下位には隆帯による
大小の渦巻き文を配す。

中期後葉

8

J-30 住 5 区 2 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 口縁部付近の橋状把手と想定される。 橋状部両側
面は円形を呈す。 把手上面には渦巻き状等沈線を
施す。 把手部以外は縦位基調沈線施文か。

中期後葉

9

J-30 住 4 区 2 層 ・
土器集中部 ・ J-30a
住 NO1

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部～底部 1/4 単節 LR 縄文施文後、 丸棒状工具による２条一組
を基本とする （部分的に３条が認められる） 縦位沈
線により、 11 単位に区画する。 沈線間は部分的に
不完全な磨り消し。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ

10

J-30 住 ・ 土器集中 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部～底部 1/3 縦位条線施文後、 丸棒状工具による２条一組の縦
位沈線により、 胴部を７単位又は８単位に区画する。
区画内には同工具による弧状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ
併行

（連弧文系？）

11
J-30 住 5 区 2 層 ﾐﾆﾁｭｱ土器 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部下位～底部 遺存部においては無文。 内外面の一部に赤色塗彩

が認められる。
中期後葉

Ａ区 J － 31a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-31a 住 3 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部最
下位 2/3

やや内反する口縁。 隆帯と沈線により口縁部文様
帯を４単位に区画する。 区画連結部には渦巻き状
モチーフを配す。 区画内に単節 RL 縄文施文。 頚
部は無文。 胴部、 単節 RL 縄文施文後、 頚部無文
帯下位に丸棒状工具による３条の横位並行沈線を
施す。

加曽利 E Ⅰ

2
J-31a 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内には単節 RL 縄文施文。 胴部にも同縄文施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3

J-31a 住 NO6 ・ 8 ・ 9 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

口縁部上端内面に稜を有する小波状口縁。 口縁部
上面には丸棒状工具による浅い沈線を施す。 外面、
隆帯により口縁部文様帯を区画する。 一部の区画
内に RL 縄文施文。 胴部、 丸棒状工具による逆 U
字状沈線で区画し、 区画内にＲＬ縄文施文。 沈線
間は磨り消し。

加曽利 E Ⅱ

4

J-31a 住 NO1 深鉢 良好 砂粒 ・ 片岩混入 口縁部～胴部
1/5

4 単位小波状口縁と想定される。 隆帯で口縁部文
様帯を区画する。 長楕円形に区画された文様帯内
には単節 RL 縄文施文。 波頂部下位の文様帯連
結部には渦巻き状のﾓﾁｰﾌを配す。 胴部、 単節 RL
縄文施文後、 丸棒状工具による２条一組の縦位沈
線で区画する。 沈線間磨り消し。 ただし、 遺存部
左端の沈線間のみ磨り消していない。 さらに、 区画
内に蛇行沈線を垂下させる。

加曽利ＥⅡ
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－ 547 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

5

J-31a 住 NO95 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

口縁部～胴部破
片

一部に渦巻き状沈線を伴う隆帯により、 口縁部文様
帯と胴部文様帯を区画する。 口縁部は上端に無文
帯を有し、 丸棒状工具による沈線により楕円形に区
画する。 区画内には同工具による縦位沈線施文。
胴部、 同工具による縦位 ・ 斜位沈線施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

6

J-31a 住 1 区 1 層 ・
1 区 2 層 ・
14 区ﾍﾞﾙﾄ 2 層

深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

やや内反する平口縁と想定される。 撚り糸 （?） 施
文後、 丸棒状工具による３条の並行沈線で逆 U 字
状に区画する。 区画内外に、 同工具による横位沈
線を施す。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ

7

J-31a 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 遺存部上位に横位 S 字状沈線を伴う隆帯を施す。
この隆帯が口縁部文様帯と胴部文様帯を区画する
ものと想定される。 口縁部文様帯部分の遺存は僅
かであるが、 区画内には縦位沈線を施す。 胴部に
は縦位条線施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

8
J-31a 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 撚り糸を施す。 加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

9

J-31a 住 NO92 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯により、 隅丸長方形又は楕円形に区画する。
一部の隆帯に並行し、 半截竹管状工具による結節
沈線状爪形文を施す。 さらに、 横位蛇行隆帯、 渦
巻き状隆帯を施す。

中期中葉

Ａ区 J － 31b 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-31b 住炉 NO1 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

胴部上端～胴部
中位 1/2

炉体土器として使用。 被熱のため遺存部上位は脆
弱であり、 施文 ・ 調整が不明瞭である。 ４単位波状
口縁と想定される。 口縁部に並行して２条の沈線を
巡らす。 胴部、 丸棒状工具によるＵ字状 ・ 逆Ｕ字
状沈線により８単位に区画する。 一部の区画内に縄
文 （無節 l? 不明瞭） 施文。 分割・施文が雑であり、
稚拙の感が強い。

加曽利 E Ⅲ

2

J-31b 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

やや内反する平口縁と想定される。 口縁部、 丸棒
状工具による横位沈線を施す。 胴部、 LR 縄文施
文後、逆 U 字状沈線を施す。 沈線区画内磨り消し。

加曽利 E Ⅲ～
Ⅳ

3
J-31b 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 深鉢胴部上半と想定される。 渦巻き状 ・ 弧状隆帯

で区画し、 区画内に単節 RL 縄文を施す。
加曽利ＥⅢ

4
J-31b 住 U-2 深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部～底部 1/8 断面三角形の２条一組の隆帯により８単位に区画す

る。 内側は単節 RL 縄文施文。 隆帯間は磨り消し。
加曽利 E Ⅲ

5

J-31b 住 5 区 2 層 小型鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

 7/10 単節 RL 縄文施文後、 口縁部に 1 条の横位沈線を
巡らす。 沈線上位は磨り消して無文とする。 胴部に
浅く不明瞭な縦位沈線が認められるが、 意図的施
文かどうか不明。

加曽利 E Ⅲ～
Ⅳ？

Ａ区 J － 32a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-32a 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 黒
色鉱物 ・ 白色鉱
物混入

口縁部～胴部
2/3

口端部直下に横位磨きを施した無文帯を巡らす。
口縁部、 隆帯と沈線により楕円形に区画する。 区
画内には櫛歯状工具による平行沈線を施す。 また
一部の区画内には渦巻き状隆帯を施す。 胴部、 櫛
歯状工具による平行沈線施文後、 2 条一組の縦位
沈線で区画する。

加曽利 E Ⅲ
併行

2

J-32a 住 9 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁である。 隆帯と沈線で口縁部
文様帯を区画する。 半月状の区画内には単節 RL
縄文施文。 頚部は無文。 一部隆帯が剥落している
が、 その部分に隆帯貼り付け前に施文された縄文
が遺存している。

加曽利 E Ⅰ

3
J-32a 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区

画内には単節 LR 縄文施文。 頚部、 遺存部におい
ては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

4

J-32a 住 9 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 小型深鉢の胴部中位付近と想定される。 縦位 ・ 斜
位 ・ 渦巻き状等の沈線で区画する。 区画内、 半截
竹管状工具による斜位平行沈線 （部分的には半隆
起線状を呈する） を施す。

加曽利 E 併行
（曽利系？）

5
J-32a 住 9 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破

片
口縁部に沈線と円形刺突を施した 8 の字状隆帯を
貼付する。 口縁部内面、 折り返し口縁状を呈する。

堀之内 1

Ａ区 J － 32b 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-32b 住炉東部一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

胴部破片 胴部上位～中位片と想定される。 丸棒状工具によ
る縦位直線状沈線と、 区画内に 2 条の沈線を伴う
横位 U 字状沈線で区画する。 区画内には同工具
による縦位 ・ 横位 ・ 斜位沈線を施す。

加曽利 E 併行
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 548 －

Ａ区 J － 32 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-32 住 P-6 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

隆帯により口縁部文様帯を区分する。 文様帯内を
蕨手状又は楕円状に区画し、 楕円状区画内には縦
位沈線を施す。 胴部、 2 本 1 組の直線状隆帯また
は蛇行隆帯を垂下させ区画する。 区画内に櫛歯状
工具による平行条線を縦位に施文する。

加曽利 E Ⅱ

2

J-32 住 15 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

口縁部破片 口縁部内面上端が折り返し口縁状に厚みを有する。
外面、 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区
画内には丸棒状工具による斜位沈線が施される。
胴部、 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による縦
位基調沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3

J-32 住 7 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 口縁部、 折り返
し口縁状に厚くし、 その部分を無文とする。 口縁部
下位は縦位隆帯で区画し、 一部の区画内に半截竹
管状工具による縦位 ・ 斜位 ・ 横位平行沈線を施す。

加曽利 E 併行

4

J-32 住 15 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・
白色鉱物混入

口縁部～胴部破
片

口縁部に横位波状隆帯を貼付し、 棒状工具による
刺突を施す。 胴部、 単節 RL 縄文施文後、 斜位並
行沈線を施し、 蛇行隆帯を垂下させる。

中期後葉

5

J-32 住炉東部一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 遺存部中央に丸棒状工具による横位並行沈線を施
し、 文様帯を区画する。 遺存部上位文様帯、 半截
竹管状工具による縦位平行沈線を施す。 中位文様
帯、 丸棒状工具による 2 条の横位並行沈線間に、
同工具による交互円形刺突 （部分的には弧状短沈
線状を呈する） を施す。 ただし、 交互刺突の技術
が稚拙であり、 刺突間の隆起部分は規則性のある
波状を呈していない。 下部文様帯、 半截竹管状工
具による縦位平行沈線施文後、 丸棒状工具による
横位並行波状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ

6

J-32 住 15 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位片と想定される。 遺存部中央の横位隆帯・
沈線により文様帯を区画する。 上位区画、 半截竹
管状工具による斜位沈線施文後、 逆方向の斜位
棒状貼付文を重ねて施し、 格子目状ﾓﾁｰﾌをなす。
ただし、 棒状貼付文は剥落が著しく一部が遺存す
るだけである。 下位区画、 半截竹管状工具による
縦位半隆起線施文後、 同工具による縦位直線状、
斜位弧状爪形文を施す。

加曽利 E 併行
（曽利系）

Ａ区 J － 33a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-33a 住 4 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

口縁部文様帯、 隆帯と沈線により楕円形に区画す
る。 区画内には丸棒状工具による縦位沈線を施す。
楕円形区画連結部には渦巻き状隆帯を施す。胴部、
縦位沈線施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-33a 住 3 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部～胴部
1/10

やや内反する平口縁。 口縁部に横位沈線と隆帯
を並行して巡らす。 この隆帯の下位に、 渦巻き状
沈線を伴う隆帯を配し、 口縁部文様帯を区画する。
区画内、 単節 RL 縄文施文。 頚部は基本的に無文
だが、 一部に単節 RL 縄文が不明瞭に残る。 遺存
部最下位には不明瞭ながら横位沈線が認められる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3

J-33a 住 3 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部～胴部
1/10

隆帯と沈線により口縁部文様帯を半月状に区画す
る。 区画内、 棒状工具による斜位基調沈線を施す。
区画連結部には渦巻き状モチーフ。 また、 一部の
連結部には縦位沈線で区画後、 斜位沈線を施す
把手を配す。 頚部以下単節 RL 縄文を施文するが、
最上位は縄文が不明瞭である。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

4

J-33a 住炉体土器
NO1

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/4

口縁部に幅の狭い無文帯を有する。 無文帯下位に
横位沈線を巡らす。 隆帯と沈線により、 口縁部文
様帯を区画する。 区画は楕円形と円形を交互に配
し５単位と想定されるが、幅のバランスが不良である。
胴部、 単節 LR 縄文施文後、 口縁部文様帯の円形
区画と楕円形区画中央下位に棒状工具による２条
一組の縦位沈線を施す。 沈線間を磨り消すが雑で
ある。 磨り消し縄文導入の初期段階か。 炉体土器
のため、 口縁部が被熱により脆弱である。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

5

J-33a 住炉体土器
NO2

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/4

炉体土器のため、 被熱しており脆弱な部分がある。
遺存する口縁部分より、 口縁の一部は小波状を呈
すと想定される。 隆帯と沈線により口縁部文様帯を
区画。 口縁部文様帯は、 単節 LR 縄文施文の楕円
形区画と、 蕨手状沈線を交互に配す。 胴部、 単節
LR 縄文施文後、 丸棒状工具による２条一組の縦位
沈線により 10 単位に区画。 沈線間は磨り消し。

加曽利 E Ⅱ
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－ 549 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

6

J-33a 住 3 区 3 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
2/3

やや内反する平口縁。 口縁部は無文。 頚部、 横
位隆帯で区画し、 区画内に斜位沈線 ・ 紐状貼付
文を斜格子状に施文。 胴部、 縦位沈線を地文とし、
渦巻き状 ・ 弧状隆帯、 爪形文を施す。

曽利

7

J-33a 住 3 区 3 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
1/10

口縁部は無文。 頚部、 横位隆帯で区画し、 区画内
に斜位沈線・紐状貼付文を斜格子状に施文。 胴部、
縦位沈線を地文とし、 渦巻き状 ・ 弧状隆帯、 爪形
文を施す。 6 と施文方法 ・ ﾓﾁｰﾌ等類似する。

曽利

8
J-33a 住 4 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫 ・

灰色礫混入
胴部破片 丸棒状工具による２条一組の縦位並行沈線で区画

する。 区画内に斜位 ・ 横位 ・ 縦位沈線を施す。
中期後葉

9
J-33a 住 3 区 3 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部～底部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線を施す。 中期後葉

10

J-33a 住 3 区 3 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部～底部 1/10 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による３条一組
の縦位沈線で区画する。 区画内にさらに沈線を施
すが、 遺存部が少なく詳細は不明。 胴部最下位は
丁寧な磨き。 底部網代痕。

加曽利 E

Ａ区 J － 33b 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-33b 住 P-1 深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部～胴部
1/3

口縁部に幅の狭い無文帯を有する。 胴部、 単節
RL 縄文施文後、 丸棒状工具による２条一組の縦位
沈線により８単位に区画する。 沈線間磨り消し。

加曽利 E

2

J-33b 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

胴部 1/5 部分的に摩滅している。 単節 RL 縄文施文後、 丸
棒状工具による３条一組の縦位並行沈線により９単
位に区画する。 沈線間は磨り消し。

加曽利 E Ⅱ？

Ａ区 J － 33 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-33 住ﾍﾞﾙﾄ一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部上
位片

口縁部直下に幅の狭い無文帯を有する。 口縁部文
様帯、 隆帯で楕円形に区画し、 区画内に RL 縄文
を施す。 楕円形区画連結部には渦巻き状沈線を施
す。 胴部、 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による２条
一組の縦位並行沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-33 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

口縁部直下に幅の狭い無文帯を有する。 口縁部文
様帯、 隆帯で区画し、 区画内に RL 縄文を施す。
胴部、 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による縦位並
行沈線 （２条一組か） を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3
J-33 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による深めの沈線で区画。 一部区画内

に RL 縄文、 棒状工具による列点状刺突を施す。
称名寺

4
J-33 住ﾍﾞﾙﾄ一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位破片か。 連続刺突を伴う横位隆帯と 8 の

字状貼付文を施す。
堀之内 2

5
J-33 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 口縁部付近で顕著に内反する器形か。 ８の字状貼

付文と沈線を施す。 摩滅のため沈線は不明瞭。
堀之内 2

Ａ区 J － 34 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-34 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部破片 横位蕨手状沈線を伴う隆帯により口縁部文様帯を
区画する。 区画内には丸棒状工具による縦位沈線
を施す。 胴部の遺存部は僅かであるが、 縦位隆帯・
沈線で区画し、 一部に蛇行隆帯を垂下させると考え
られる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-34 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、丸棒状工具による縦位沈線（2
条一組か） で区画する。 さらに、 同工具による蛇行
沈線を垂下させる。

加曽利 E

3
J-34 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線により区画する。 一部の

区画内に同工具による斜位沈線を施す。
加曽利 E 併行

4
J-34 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部 1/10 ２条一組の縦位隆帯で４単位に区画する。 各区画

内に蛇行隆帯を垂下させる。 隆帯部分以外は単節
RL 縄文施文。

加曽利 E

Ａ区 J － 35 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-35 住 30 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 礫岩 ・ 白
色鉱物混入

口縁部破片 平口縁か。 口縁部外反し横位隆帯状を呈する。 ４
本１単位櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行
沈線を施す。 竹管状工具による円形刺突を縦位に
配し、 一部に棒状工具による刺突を施す。

諸磯 b

2

J-35 住 15 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 口縁部上端外
面は、 稜状に厚みを有する。 半截竹管状工具によ
る横位直線状 ・ 波状平行沈線を交互に施文後、 竹
管状工具による円形刺突を縦位列点状に配す。

諸磯 a ～ b
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 550 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

3

J-35 住 D-1 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁。 波頂部に半円形の窪みを有し、 双頭状
を呈する。 単節 RL 縄文施文後、 波頂部より縦位
に竹管状工具による円形刺突を配す。

諸磯 a ？

4
J-35 住 13 区 2 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線施文後、 竹管

状工具による円形刺突を縦位列点状に配す。
諸磯 a ～ b

5
J-35 住 28 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層 ・ 12 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 半截竹管状工具による平行沈線で木葉状に区画す
る。 一部に同工具押し引きによる爪形文を施す。

諸磯 a ～ b

6

J-35 住 10 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

外反する口縁。 口縁部半截竹管状工具押し引きに
よる横位並行爪形文施文。 一部の爪形文間は刻み
を施し、 浮線文状を呈する。 その下位に半截竹管
状工具による格子目文を施し、 竹管状工具による円
形刺突を配す。 胴部単節 RL 縄文施文。

諸磯 b

7

J-35 住 18 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 胴部中位の括れ部分付近と想定される。 半截竹管
状工具による斜位平行沈線による格子目文が施さ
れる。 格子目文下位には、 同工具押し引きによる
横位爪形文が並行して施される。

諸磯 b

8
J-35 住 13 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位沈線により、 三

角形に区画する。 区画内に竹管状工具による円形
刺突を施す。

諸磯 b

9

J-35 住 26 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる縦位 ・ 横位 ・ 斜位
爪形文を施す。 さらに一部の爪形文間に短沈線を
連続して施す。 遺存部最下位には竹管状工具によ
る円形刺突が部分的に認められる。

諸磯 b

10

J-35 住 27 区ﾍﾞﾙﾄ 2 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 波状口縁か。 半截竹管状工具押し引きによる並行
爪形文を施す。 爪形文間には同工具による斜位沈
線を施している。 その下位には大きめの竹管状工
具による円形刺突、 弧状 （あるいは木葉状か） の
爪形文を配する。

諸磯 b

11

J-35 住 14 区 2 層 ・
19 区ﾍﾞﾙﾄ 2 層 ・
19 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きに
よる横位 ・ 縦位 ・ 斜位爪形文で区画する。 一部の
爪形文間に短沈線を連続して施す。 さらに竹管状
工具による円形刺突を配す。

諸磯 b

12

J-35 住 19 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる縦位 ・ 横位 ・ 斜位
弧状 ・ 渦巻き状爪形文を施す。 一部の爪形文間に
短沈線を連続して施す。 さらに竹管状工具による円
形刺突を配す。

諸磯 b

13

J-35 住 19 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きに
よる横位 ・ 斜位 ・ 渦巻き状爪形文を施す。 さらに一
部の爪形文間に短沈線を連続して施す。

諸磯 b

14

J-35 住 10 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 胴部中位の破片と想定される。 半截竹管状工具押
し引きによる横位 ・ 斜位 ・ 渦巻き状爪形文を施す。
一部の爪形文間に短沈線を連続して施す。 さらに
竹管状工具による大きめの円形刺突を配す。

諸磯 b

15
J-35 住 18 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒混入 胴部下位～底部
破片 ?

胴部、 単節 LR 縄文施文。 最下位に浮線文による
区画。

諸磯 b

16
J-35 住 13 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縄文 （無節 l か） 施文後、 浮線文を施す。 浮線文

の剥落が著しい。
諸磯 b

17

J-35 住 23 区 1 層 ・
17 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 半截竹管状工
具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 さら
に一部に同工具による縦位平行沈線を施す。

諸磯 a ～ b

18

J-35 住 3 区 ・ 7 区
ｻﾌﾞﾄﾚ一括

深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 ・ 複節縄文
（RLR か） 施文後、 竹管状工具による円形刺突を
縦位列点状に配す。

諸磯 a ～ b

19
J-35 住 26 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

ﾐﾆﾁｭｱ土器 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

 5/8 坏状を呈する。 外面の一部に縄文施文か （非常に
不明瞭）。

諸磯 b ？

20
J-35 住 13 区 1 層 ﾐﾆﾁｭｱ土器 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部～底部 1/4 遺存部においては無文。 諸磯 b ？

21
J-35 住 15 区 2 層 ﾐﾆﾁｭｱ土器 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部～底部 1/2 外面、 縦位撫で。 遺存部においては無文。 諸磯 b ？

22
J-35 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による横位沈線施文後、 横位 ・ 渦

巻き状結節浮線文を施す。
諸磯 c

Ａ区 J － 37 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-37 住 11 区 1 層
NO2 ・ 7 区 2 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部～胴部破
片

やや内反する平口縁と想定される。 口縁部内面上
端に稜状の厚みを有する。 隆帯と沈線により口縁部
文様帯を区画する。 区画内には単節 RL 縄文施文。
区画連結部には渦巻き状隆帯を配す。 胴部、 単節
RL 縄文施文。

加曽利ＥⅡ

2

J-37 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

口縁部やや内反する器形か。口縁部折り返し。胴部、
横位隆帯による区画。 横位隆帯上位に、 丸棒状工
具による連続刺突文。 下位は縦位隆帯によりさらに
区画し、 区画内に直線状 ・ 弧状沈線を施す。

中期後葉？
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－ 551 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 38 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

3

J-37 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫 ・
角閃石混入

口縁部破片 波状口縁と想定される。 半截竹管状工具による列
点状短沈線を伴う隆帯で口縁部文様帯を区画する。
区画内は丸棒状工具による弧状沈線を施す。 さら
に波頂部下位の隆帯上には弧状 ・ 蕨手状沈線を施
す。 胴部、 遺存部においては無文。

加曽利 E 併行

4

J-37 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ混入口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線により半月状に口縁部文様帯を区画す
る。 区画内、 丸棒状工具による縦位沈線を施す。
胴部、 同工具による綾杉状沈線を施す。

加曽利Ｅ併行
（曽利系）

5

J-37 住 6 区 2 層 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
赤色鉱物 ・ 砂礫
混入

口縁部～胴部
1/8

やや内反する平口縁。 口縁部は無文。 頚部、 波
状隆帯で区画し、 区画内に斜格子状隆帯を施す。
胴部、隆帯で区画し、区画内には綾杉状沈線施文。

中期後葉

6
J-37 住 5 区 2 層 ・
6 区ﾍﾞﾙﾄ 1 層

深鉢 ? 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 胴部上位に横
位隆帯を巡らす。

加曽利 E 併行

7
J-37 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
口縁部破片 3 点で口縁部付近に接続する把手と想定される。 渦

巻き状 ・ 蕨手状 ・ 直線状 ・ 弧状等沈線を施す。
中期後葉

8

J-37 住 10 区 2 層 ・
11 区 1 層 NO2

深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

胴部破片 胴部上位が外反する。 隆帯と沈線により口縁部文
様帯を区画する。 区画内、 丸棒状工具による斜位
沈線を施す。 頚部は無文。 胴部、 ２条の並行する
横位隆帯で区画する。 区画内、 丸棒状工具による
斜位沈線を施す。 この区画の右端部を渦巻き状に
し、 その部分から２条一組の縦位隆帯を垂下させ区
画する。 区画内には単節 RL 縄文施文。

加曽利ＥⅠ

9
J-37 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による 2 条一組

の縦位沈線で区画する。 一部の区画内に横位 U
字状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ

10
J-37 住 7 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・

白色鉱物混入
胴部破片 逆方向の斜位沈線と斜位隆帯を重複させ、 格子目

状に区画する。 上下に横位隆帯を貼付する。
曽利

11 J-37 住 U-1 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部 1/4 単節 RL 縄文横転がし。 加曽利 E

12
J-37 住 D-1 ・ 14 区
ﾍﾞﾙﾄ 1 層

深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部破片 単節 LR 縄文施文。 遺存部最上部に浅い沈線状窪
みが認められるが、 細部は不明。

加曽利 E ？

13

J-37 住 2 区 2 層 ･
2 区ﾍﾞﾙﾄ ･3 区 1 層・
3 区 2 層

鍔付浅鉢 良好 砂粒混入  1/4 口縁部と鍔部に孔を巡らす。 体部、 弧状 ・ 渦巻き
状等隆帯を組み合わせて区画する。 一部の区画内
には半截竹管状工具による縦位 ・ 斜位平行沈線を
施す。 全体的に精製の感が強い。

加曽利 E 併行

14
J-37 住 7 区ﾍﾞﾙﾄ 1
層 ・ 11 区 1 層 NO2

鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部～底部
2/5

全体的に厚手である。 遺存部においては無文。 中期後半

15

J-37 住 D-1、 16 区
1 層

鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 遺存部中央に断面三角形の凸帯状の稜を有する。
稜は左端部で不明瞭になり、 並行する連続短沈線
が下がる。 この部分に橋状把手等が施されていた
可能性がある。 稜より上位には竹管状工具による円
形刺突を横位に配し、 その下位に磨き様斜位沈線
を施す。 稜より下位、 稜に並行する連続短沈線を
施す。 さらに下位には 9 個 1 単位の円形刺突文、
周囲に短沈線、 内部に磨き様斜位沈線を伴う楕円
形沈線を施す。 内面に赤色塗彩の痕跡が認められ
る。 全体的に丁寧な作りで、 精製の感が強い。

中期後葉

16
J-37 住 12 区 2 層 台付土器 良好 砂粒混入 台部破片 台付土器の台部と想定される。 透かし状の孔が 4 ヶ

所施されると思われる。 外面、 縦位の丁寧な磨き。
加曽利 E

17

J-37 住 7 区 1 層 吊手土器 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物 ・ 赤褐
色鉱物混入

吊手部 表面、 沈線区画中央部に人面もしくは獣面を施し、
両側には短沈線施文。 裏面、 沈線区画中央部に
渦巻き状沈線を施し、 両側には短沈線施文。 上面
頂部にも短沈線を施す。

中期後葉

18

J-37 住 10 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 顕著な波状口縁波頂部。 波頂部上面に円形と推定
される沈線施文。 波頂部下位には孔を有する。 胴
部は羽状沈線施文か。 内面に横位の稜を有する。

後期後半

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-38 住炉 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
4/5

渦巻き連結状隆帯と沈線により、 口縁部文様帯を
楕円形に区画する。 内側に矢羽根状沈線を施す。
胴部、縦位沈線で区画し、区画内に斜位沈線施文。

曽利Ⅲ

2

J-38 住炉 ・
11 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 隆帯で口縁部文様帯を隅丸長方形に区画する。 区
画内には丸棒状工具による矢羽根状沈線を施す。
区画連結部には渦巻き状隆帯を施す。 胴部、 遺存
部が少なくﾓﾁｰﾌは不明だが、 丸棒状工具で縦位
に区画し、 区画内に綾杉状沈線を施すと思われる。

加曽利 E 併行

3

J-38 住 11 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部内面上端は厚みを有し稜状を呈する。 隆帯
により口縁部文様帯を区画する。 胴部には丸棒状
工具による沈線を施すが、 遺存部が少なくﾓﾁｰﾌは
不明。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 552 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

4

J-38 住 11 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

やや内反する平口縁と想定される。 口縁部内面上
端は厚みを有し稜状を呈する。 隆帯により口縁部文
様帯 （楕円形区画か） を区画し、 区画内には RL
縄文施文。 胴部、 RL 縄文施文後、 丸棒状工具に
よる逆 U 字状沈線で区画する。 さらに一部の区画
内に同工具による横位釣り針状沈線が認められる。
ただし、 この沈線は不明瞭であり、 意図的な施文か
どうか疑問が残る。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ

5
J-38 住炉 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部 1/2 縦位沈線で区画し、 区画内に綾杉状沈線を施す。 曽利Ⅲ

6

J-38 住 6 区 1 層 壺 普通 砂粒 ・ 礫混入 胴部破片 頚部～胴部中位が遺存する。 頚部遺存部分無文。
胴部、 棒状工具による列点状刺突を施した隆帯で、
横位・縦位に区画する。区画内、単節 LR 縄文施文。
丸棒状工具による縦位直線状 ・ 逆 U 字状沈線によ
りさらに区画する。 一部の区画磨り消し。

中期後葉

7

J-38 住 14 区 1 層 器台 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

台部 （脚部） 破
片

加曽利 E 式期器台破片と想定される。 孔の一部が
２ヶ所遺存する。 本来は４ヶ所の孔を有すると思わ
れる。 孔以外遺存部においては無文。

加曽利 E

8
J-38 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 沈線により区画する。 一部の区画内に単節 LR 縄

文を施文し、 棒状工具による刺突を施す。
称名寺

Ａ区 J － 39 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-39 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層 ･3 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/3

沈線と隆帯で口縁部文様帯を５単位に区画する。
半月状の区画内には撚り糸施文。 区画連結部には
渦巻き状ﾓﾁｰﾌを配す。 胴部、 撚り糸施文後半月
状区画中心より２条一組の隆帯を垂下させて区画す
る。 各区画内の渦巻き状モチーフ下位に蛇行隆帯
を垂下させる。 ただし図面中心とした区画のみ、 沈
線と隆帯による別モチーフとする。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-39 住 NO1 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

 7/10 4 単位波状口縁と想定される。 縦位条線を地文とす
る。 口縁部に並行して 2 条の沈線を巡らす。 胴部
には斜位弧状沈線を施す。

曽利Ⅲ

3

J-39 住 4 区 1 層
NO1

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 隆帯と沈線で区
画し、 区画内には棒状工具による縦位沈線を施す。
口縁部下位には浅い凹線状の沈線を巡らし、 沈線
内に縦位短沈線 （部分的には刺突状） を施す。

加曽利 E 併行

4

J-39 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 丸棒状工具に
よる半円状沈線を、 大きさを変えて連続して施す。
沈線の形状 ・ 規模の規格性が低く、 全体的に稚拙
な印象である。

加曽利 E 併行

5

J-39 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線で区画し、 区画内に綾
杉状沈線を施す。 一部に弧状沈線が認められるが、
遺存部が少なくﾓﾁｰﾌは不明。 4 と同一個体と考え
られる。

加曽利 E 併行

6

J-39 住 2 区 1 層 ・
1 区ﾍﾞﾙﾄ 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 胴部 1/8 胴部中位が遺存する。 撚り糸施文後、 丸棒状工具
による渦巻き状並行沈線を施す。 渦巻き状区画の
下位には、 逆Ｕ字状と蕨手状を組み合わせた３条
一組の縦位沈線を垂下させる。 ８単位に分割してい
ると考えられる。

加曽利 E 併行
（中部高地系）

7

J-39 住 4 区 NO1 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部 1/10 ２条一組の縦位隆帯により３単位に区画する。 区画
内には蛇行隆帯を垂下させる。 さらに丸棒状工具
による縦位沈線を充填する。

中期後葉

8

J-39 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 ２条一組の縦位隆帯により区画する。 区画内には丸
棒状工具による縦位沈線を施す。 7 と同一個体と考
えられる。

加曽利 E 併行

9

J-39 住 4 区 NO1 深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫混
入

胴部破片 胴部中位片と想定される。 ２条一組の縦位隆帯で
区画する。 区画内を上端が閉じた２条の縦位隆帯
により、 さらに区画する。 区画内、 丸棒状工具によ
る縦位沈線を施す。 一部の区画には、 同工具によ
る３条一組の横位沈線を施す。

加曽利 E 併行

10
J-39 住 2 区 1 層 ･
3 区ﾍﾞﾙﾄ 1 層

器台 良好 砂粒 ・ 白色礫混
入

脚部破片 脚部中位に 2 個 1 対の孔を有する。 孔の周りには
渦巻き状沈線を施す。 下位に 2 条の横位並行沈線
施文。

中期後葉

Ａ区 J － 40a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-40a 住ｻﾌﾞﾄﾚ 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文を施す。 前期中葉
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－ 553 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 40b 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-40b 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 櫛歯状工具による列点状刺突と平行沈線で区画す

る。 三角形又は菱形のﾓﾁｰﾌか。
前期中葉

2
J-40b 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
胴部破片 櫛歯状工具による斜位列点状刺突で菱形に区画す

る。 さらに、 一部に同工具による縦位列点状刺突を
施す。

前期中葉

3
J-40b 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 頚部～胴部上位か。 櫛歯状工具による列点状刺

突を縦位 ・ 横位 ・ 斜位に施し区画する。 胴部単節
RL 縄文施文。

有尾

4

J-40b 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
植物繊維 ・ 灰色
礫混入

胴部破片 単節 RL と単節 LR による羽状縄文、 ループ文を施
す。

前期中葉

5
J-40b 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
胴部破片 直前段多条環付末端縄を施す。 前期中葉

6
J-40b 住 16 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
胴部破片 単節 LR と RL の羽状縄文を施す。 前期中葉

7

J-40b 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 半截竹管状工具による半隆起線文と、 櫛歯状工具
による列点状刺突を斜位に施す。 その下位に LR
縄文を施文し、 全体では羽状のﾓﾁｰﾌをなす。

前期中葉

8

J-40b 住 16 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
ﾁｬｰﾄ ・ 植物繊維
混入

胴部破片 付加条縄文を施す。 前期中葉

9
J-40b 住 8 区 2 層 ﾐﾆﾁｭｱ土器 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
底部破片 遺存部においては無文。 不明

10 J-40b 住 13 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による刺突文を施す。 浮島

11

J-40b 住 1 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部付近と想定される。 口縁に
並行し結節浮線文を施す。 波頂部下位に縦位結節
浮線文と小型ボタン状貼付文施文。 胴部は横位 ・
渦巻き状結節浮線文施文か。

諸磯 c 併行

12
J-40b 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縄文 （単節 LR か） 施文後、 横位直線状又は鋸歯

状貼付文を施す。
諸磯 c ？

13

J-40b 住 16 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩 ・ 石
英混入

口縁部～胴部破
片

口縁部、 半截竹管状工具による横位平行沈線を施
し、 一部に楕円形貼付文。 貼付文下位のみ下方に
湾曲する横位沈線文。 胴部、 縦位沈線文により区
画する。

中期前半？

14
J-40b 住 12 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部破片 撚り糸文を施す。 加曽利 E

15
J-40b 住 14 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部破片 沈線により区画し、 一部の区画内に竹管状工具に

よる刺突を施す。
称名寺

16
J-40b 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・

白色鉱物混入
胴部破片 沈線により区画する。 一部の区画内に棒状工具に

よる列点状刺突を施す。
称名寺

17
J-40b 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による沈線で区画する。 区画は J 字状

ﾓﾁｰﾌか。さらに一部の区画内に疎らに刺突を施す。
称名寺

18
J-40b 住 1 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による細めの沈線で区画する。 一部の

区画内に RL 縄文を充填する。
堀之内

19
J-40b 住
（D-73 土付近）

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 棒状工具による沈線で区画する。 一部の区画内に、
同工具による刺突文を施す。

称名寺

20
J-40b 住
（D-73 土付近）

深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文。 棒状工具による沈線で区画す
る。 沈線間の一部に、 刺突を伴うボタン状の低い貼
付文を施す。

称名寺

Ａ区 J － 40 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-40 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 石英 ・ 植

物繊維混入
口縁部破片 口縁部、櫛歯状工具による縦位列点状刺突。 胴部、

同工具による斜位平行沈線 ・ 列点状刺突により区
画する。

有尾

2

J-40 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 波状口縁。 半截竹管状工具による爪形文・刺突文・
平行沈線文施文 （最上部は技術的に稚拙であるが
コンパス文か）。 一部に櫛歯状工具による列点状刺
突を施す。

有尾

3

J-40 住 7 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 植
物繊維混入

胴部破片 遺存部中央付近において、 上下に文様帯が区分さ
れている。 上半部、 櫛歯状工具による弧状 ・ 斜位
直線状列点状刺突を施す。 一部には、 同工具によ
る斜位平行沈線を施文。 下半部単節 RL 縄文施文。

有尾

4
J-40 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による沈線で区画する。 一部の区画内

に同工具による刺突を施す。
称名寺

Ａ区 J － 41 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-41 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色粒混
入

口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 半截竹管状工
具押し引きによる爪形文を横位に並行して施す。 爪
形文間には斜位短沈線を連続して施す。

諸磯 b

2
J-41 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する。

一部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 554 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

3

J-41 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きに
よる爪形文を横位に並行して施す。 爪形文間には
斜位短沈線を連続して施す。

諸磯 b

4

J-41 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する。
一部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施す。
さらに、 一部の区画内に竹管状工具による円形刺
突を施す。

諸磯 b

5

J-41 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
片岩混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位
平行沈線を施す。 さらに、 一部に竹管状工具によ
る円形刺突を配す。 遺存部最下位には沈線を施す
が、 ﾓﾁｰﾌは不明。

諸磯 b

6 J-41 住 D-2 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 胴部破片 単節 RL 縄文を施す。 諸磯

7

J-41 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起線状
を呈する） を施し、 沈線下位に三角形又は楕円状
刺突を連続して配す。 一部に、 単節 LR 縄文を施
文するが不明瞭である。

五領ヶ台

8

J-41 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 半截竹管状工具による２条の横位平行沈線 （半隆
起線状を呈する） を施し、 沈線下位に三角形又は
楕円状刺突を連続して配す。 一部に、 単節 LR 縄
文を施文するが不明瞭である。

五領ヶ台

9

J-41 住 4 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 半截竹管状工具による縦位基調平行沈線 （半隆起
線状を呈する） で区画する。 一部の区画内に、 単
節 LR 縄文を施文するが不明瞭である。

五領ヶ台

Ａ区 J － 42 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-42 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内には不明瞭であるが縄文施文。 頚部は遺存部
においては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-42 住 10 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線により口縁部文様帯を半円形に区画す
る。 内側に単節 RL 縄文施文。 区画連結部には上
面に渦巻き状沈線を施す突起を配す。 頚部無文。
胴部、 単節 RL 縄文を施し、 一部に横位沈線施文。

加曽利 E Ⅰ

3

J-42 住 11 区 1 層 鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 片
岩混入

体部 1/10 体部上位に沈線による楕円形又は隅丸長方形の区
画を配す。 区画内には縦位～斜位沈線を施す。 ま
た、 一部の区画間に隆帯を貼付する。 器形変換点
には横位隆帯を巡らし、 隆帯上に斜位列点状短沈
線を施す。 体部下位は無文。 内面黒色。

加曽利 E

4
J-42 住 10 区 1 層 ﾐﾆﾁｭｱ土器 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
底部破片 細かい縦位沈線を施す。 加曽利 E ？

5

J-42 住 7 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 細めの半截竹管状工具よる結節浮線文を、 口縁に
並行して４条施す。 胴部、 同工具による斜位結節
浮線文により区画し、 一部の区画内に２個１対の小
さめの円形貼付文を施す。

諸磯 c

6

J-42 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩 ・ 白
色鉱物混入

口縁部破片 内反する口縁。 口縁部内外に隆帯を貼付。 外面の
隆帯には刻みを施す。 胴部半截竹管状工具による
横位 ・ 斜位平行沈線文を施し、 中央に円形刺突を
伴う２個１対のボタン状貼付文を配す。

諸磯 c

7

J-42 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色粒混
入

口縁部破片 角状に突出する把手。 半截竹管状工具による平行
沈線又は綾杉状沈線を施文し、 一部にボタン状貼
付文を配す。

諸磯 c

8

J-42 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 内面上端に断面三角形の稜を有する小波状口縁。
半截竹管状工具による２条の横位半隆起線で区画
し、 区画内には同工具による斜位半隆起線と、 逆
方向の疎らな斜位沈線により格子目状文様を施す。
胴部には縄文 （LR か） 施文。

五領ヶ台

9

J-42 住 8 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 1 単位波状口縁の環状把手か。 外面、 沈線で区画
し、一部の区画内に単節RL縄文施文。把手側面は、
左面に沈線を施し、 右面は無文。

称名寺

10
J-42 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による沈線で区画する。 一部の区画内

に同工具による刺突を施す。
称名寺

Ａ区 J － 43 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-43 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部破
片

波状口縁波頂部。 波頂部より微隆帯を垂下させ区
画する。 口縁部、 縦位沈線を連続して施す。 胴部、
口縁に並行するように、 半截竹管状工具押し引きに
よる爪形文、 同工具による平行沈線文を施す。 爪
形文は部分的に疎密の変化をつけている。 さらに、
一部に櫛歯状工具による列点状刺突を施す。

有尾
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－ 555 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

2

J-43 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 白
色鉱物 ・ 植物繊
維混入

口縁部破片 波状口縁波頂部。 口縁部、 櫛歯状工具による縦位
列点状刺突を施す。 波頂部のみ列点状刺突を X
字状に配し、 三角形又は菱形に区画する。 胴部、
並行する横位列点状刺突。

有尾

3

J-43 住 15 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 波状口縁波頂部。 口縁部、 櫛歯状工具による縦位
列点状刺突。 胴部、同工具による斜位列点状刺突。
波頂部下位の縦位列点状刺突は、 他より長く垂下
する。

有尾

4
J-43 住 9 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 櫛歯状工具による列

点状刺突を縦位 ・ 斜位に施し区画する。
有尾

5

J-43 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 白
色鉱物混入

口縁部破片 波状口縁波底部付近か。 櫛歯状工具により口縁部
に縦位 ・ 横位列点状刺突、 胴部に斜位列点状刺
突を施し、 三角形の区画を配す。

有尾

6

J-43 住 6 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 波底部に小波状突起を有する４単位波状口縁か
（小波状を含めれば８単位）。 波底部小波状突起部
分が遺存していると想定される。 口縁に並行して、
半截竹管状工具による縦位短沈線 ・ 横位平行沈線
（隆起線状、 一部は結節浮線状） を施す。 胴部、
半截竹管状工具による平行沈線と、 櫛歯状工具に
よる列点状刺突により区画する。 モチーフは菱形 ・
渦巻き状である。 内面は丁寧な磨き。

有尾

7

J-43 住 16 区 2 層
床直

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
片岩 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 植
物繊維混入

口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢と考えられる。 波底部に小突
起を配す。 単節 RL ・ LR 縄文、 直前段反撚 （?）
施文。

有尾 ・ 黒浜

8

J-43 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫 ・
白色鉱物 ・ 植物
繊維混入

胴部破片 胴部上位か。 櫛歯状工具による列点状刺突を横位・
斜位に施し区画する。

有尾

9

J-43 住 9 区 2 層 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
ﾁｬｰﾄ ・ 白色礫 ・
植物繊維混入

胴部破片 櫛歯状工具による平行沈線 ・ 列点状刺突を斜位 ・
横位に施し、 三角形に区画する。

有尾

10

J-43 住 9 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 胴部上位の器形変換点付近が遺存する。 変換点上
位、 櫛歯状工具による平行沈線 ・ 列点状刺突を斜
位・横位に施し、 三角形に区画する。 変換点下位、
単節 RL 縄文施文。

有尾

11
J-43 住 16 区 2 層
床直

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 単節 LR と RL の羽状縄文を施す。 内面、 縦位の
丁寧な磨き。

前期中葉

12
J-43 住 16 区 2 層
床直

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

胴部破片 羽状縄文 （RL とＬＲ ?） を施す。 有尾 ・ 黒浜

13
J-43 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
胴部下位～底部
破片

やや上げ底状を呈する。 単節 LR 縄文を施す。 前期中葉

14
J-43 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 上げ底状を呈する。 半截竹管状工具又は棒状工具

による横位・縦位沈線を施し、格子目状に区画する。
前期中葉

15
J-43 住 5 区 2 層 注口土器 普通 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
注口部破片 外面に単節 LR 縄文施文。 前期中葉

16

J-43 住 8 区 2 層 注口土器 普通 砂粒混入 口縁部 （注口部）
破片

浅鉢形注口土器と考えられる。 注口部先端は欠損
するが、 口縁より高くなると想定される。 隆帯と沈線
により口縁部文様帯を区画する。 区画内に単節 RL
縄文施文。 内外面に赤色塗彩。

加曽利 E ～
称名寺

17
J-43 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による沈線で区画する。 一部の区画内

に同工具による刺突を施す。
称名寺

Ａ区 J － 44 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-44 住床直 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
1/5

隆帯と沈線により口縁部文様帯を隅丸長方形に区
画する。 区画内には単節 RL 縄文施文。 区画連結
部には渦巻き状ﾓﾁｰﾌを配す。 胴部、 縦位隆帯を
垂下させ区画する。 区画内には単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅰ

2

J-44 住 4 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 礫混入 口縁部～胴部破
片

緩やかな波状口縁か。 口縁部下位の横位隆帯によ
り口縁部文様帯を区分する。 口縁部、 隆帯により蕨
手状 ・ 楕円形と想定される区画を構成し、 区画内
に連続する短沈線を施す。胴部、単節LR縄文施文。

中期後葉

3
J-44 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部

1/6
口縁部無文。 無文帯下位に丸棒状工具による横位
沈線を施し、 胴部文様帯と区画する。 胴部、 斜位
沈線を施す。

加曽利 E 併行

4

J-44 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

小波状口縁。 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画す
る。 区画内、 半截竹管状工具による縦位沈線を施
す。 胴部、 同工具による縦位基調沈線を施す。

加曽利 E 併行

5

J-44 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画
内、半截竹管状工具による斜位沈線を施す。 頚部、
遺存部においては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

6

J-44 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 口縁部文様帯～胴部中位が遺存する。 口縁部文
様帯、隆帯と沈線により楕円形に区画する。 区画内、
半截竹管状工具による縦位沈線を施す。 胴部、 渦
巻き状隆帯と斜位沈線を施す。

加曽利 E 併行
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 556 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

7

J-44 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物 ・ 雲母
混入

口縁部～胴部
1/8

口縁部、 丸棒状工具による重弧文を施す。 頚部に
は２条の横位沈線を巡らし、 沈線上下に弧状沈線
を施す。 弧状沈線内は縦位沈線充填。 胴部には
弧状 （渦巻き状 ?） 隆帯施文。 一部の沈線端部は
蕨手状を呈する。

加曽利 E 併行
（中部高地系）

8

J-44 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 沈線を伴う２条一組の隆帯 （渦巻き状か） により区
画する。 区画内、 半截竹管状工具による斜位沈線
を施す。

加曽利 E 併行
（中部高地系）

9

J-44 住 4 区 鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
褐色礫混入

口縁部～体部
1/4

4 単位小波状口縁と想定される。 隆帯と沈線で口縁
部文様帯を区画する。 区画内、 丸棒状工具による
縦位基調沈線を施す。 波頂部上面と側面に渦巻き
状沈線を施す。 頚部は無文。 体部文様帯は口縁
部文様帯に類似するが、 渦巻き状沈線が横位方向
に長く延びる。体部下半は無文。内面は丁寧な磨き。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

10

J-44 住 2 区 1 層 鉢 普通 砂粒混入 体部破片 加曽利 E 式期の鉢体部上位が遺存すると考えられ
る。 隆帯と沈線により楕円形に区画し、 区画内には
縦位沈線を施す。 楕円形区画の連結部には、 渦
巻き状の隆帯を施す。 体部の屈曲点下位は無文と
想定される。

加曽利 E

11
J-44 住 P-3 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

金雲母混入
胴部上位～底部
1/2

単節 LR 縄文施文後、 脇に三角印刻を伴う縦位 ・
弧状 ・ 蕨手状平行沈線を施す。

五領ヶ台

Ａ区 J － 45 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-45 住炉 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内に

は縦位沈線を施す。頚部は遺存部においては無文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
J-45 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 口縁部文様帯付近が遺存していると想定される。 隆

帯と沈線で区画し、 区画内に RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

3

J-45 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部～底部破片 ２条一組の断面三角形の縦位隆帯により区画する。
隆帯間には斜位短沈線を施す。 区画内、 縦位 ・
横位沈線を施す。 さらに、 一部に蛇行隆帯を垂下
させる。

加曽利 E

4

J-45 住 D-1 土 深鉢 不良 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 口縁部文様帯～胴部上位付近が遺存していると想
定される。 口縁部文様帯、 隆帯と沈線で区画し、
区画内に縦位沈線を施す。 胴部、 弧状 （鱗状 ?）
沈線を施す。

加曽利 E 併行
（郷土系？）

5

J-45 住炉 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 深鉢の頚部付近と想定される。 斜位沈線と、 逆方
向の斜位棒状貼付文により、 格子目状ﾓﾁｰﾌを構
成する。 胴部との境界には、 交互刺突による波状
を呈する貼付文と、 横位直線状貼付文で区画する。
胴部、 綾杉状沈線を施す。

加曽利 E 併行
（曽利系）

Ａ区 J － 46 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-46 住 D-1 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
1/5

隆帯と沈線により口縁部文様帯を楕円形に区画す
る。 区画内、 単節 RL 縄文施文。 楕円連結部上位
の口縁は小波状を呈する。 さらに胴部には、 その
部分から丸棒状工具による３条一組の平行沈線を
垂下させ、 田の字状に区画する。 田の字状の交点
には渦巻き状沈線を配す。 また、 各区画中央付近
には蛇行沈線を垂下させる。

加曽利ＥⅡ～
Ⅲ併行

（郷土系）

2
J-46 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁の波頂部付近が遺存する。 撚り糸施文後、

丸棒状工具による鋸歯状 ・ 斜位沈線を施す。
加曽利 E

3

J-46 住 D-1 土 深鉢 不良 砂粒混入 胴部破片 ２条一組の縦位隆帯により区画する。 区画内、 半
截竹管状工具による縦位・斜位平行沈線を施す （綾
杉状をﾓﾁｰﾌとする可能性あり）。

加曽利 E

4
J-46 住 D-2 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯で区画する （渦巻き状か）。 区画内、 半截竹

管状工具または棒状工具による沈線を施す。
加曽利 E 併行

5
J-46 住炉 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 縄文 （RL と LR の結束か） を施す。 加曽利 E

Ａ区 J － 47b 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-47b 住 P-5 深鉢または
鉢

普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

内反する平口縁と想定される。 口縁部を隆帯により
楕円形に区画する。 区画内に単節 LR 縄文施文。
胴部、 遺存部においては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ
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－ 557 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 47 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-47 住 16 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・黒色鉱物・
角閃石混入

口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 半月
状区画内には、 丸棒状工具による斜位沈線を施す。
頚部、 遺存部においては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-47 住 11 区 3 層
･14 区 ･ 一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部～胴部
1/10

隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画
内には丸棒状工具による縦位沈線を施す。 胴部、
1 条又は 3 条の縦位隆帯、蛇行隆帯により区画する。
区画内には丸棒状工具による縦位沈線を施す。 内
面口端部付近に稜状の隆帯を巡らす。

加曽利 E 併行

3

J-47 住 16 区 3 層 鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～体部破
片

口縁部が内屈する鉢と想定される。 口縁部、 渦巻
き状 ・ 楕円形沈線を施す。 楕円形沈線区画内には
単節 RL 縄文施文。 体部は無文。

加曽利 E Ⅱ

4

J-47 住 12 区 1 層 鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～体部破
片

口縁部が顕著に内屈する鉢と想定される。 口縁部、
渦巻き状 ・ 弧状等の沈線、 棒状工具による刺突を
施す。 体部、 丁寧な磨き。 内面も丁寧な磨き。

加曽利 E Ⅱ

5

J-47 住 8 区 2 層 鉢 ? 普通 砂粒 ・ 灰色礫 ・
雲母混入

口縁部破片 口縁部に幅の狭い無文帯を、 無文帯下部には 1 条
の横位沈線を巡らす。 胴部、 櫛歯状工具による斜
位基調直線状 ・ 弧状沈線施文。

加曽利 E 併行

6

J-47 住ｻﾌﾞﾄﾚ 鉢 ? 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～体部
1/8

口端部内面に断面三角形の稜を巡らし、 口端部上
面がやや内傾する。 口端部上面に浅い沈線を断続
的に施す。 外面、 遺存部においては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

7
J-47 住 3 区 3 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 2 条一組の縦位沈線で区画する。 区画内に単節

LR 縄文施文。
加曽利 E

8
J-47 住 12 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縄文 （単節 LR か） 施文後、 丸棒状工具による楕

円形 ・ 弧状等の沈線を施す。
加曽利 E 併行

9
J-47 住 3 区 2 層 鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

ﾁｬｰﾄ混入
体部破片 隆帯と沈線により文様帯を区画する。 一部の区画内

には、 縄文と丸棒状工具による斜位沈線を施す。
加曽利 E

10 J-47 住 1 区 3 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部 1/10 櫛歯状工具による縦位条線を施す。 中期後葉

11

J-47 住ｻﾌﾞﾄﾚ ・ 一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部 1/10 底部はやや上げ底状を呈する。 ３条一組の縦位隆
帯で区画する。 区画内には蛇行隆帯を垂下させ、
横位 ・ 斜位沈線を施す。 また、 隆帯間には斜位沈
線を施す。

加曽利 E 併行

12

J-47 住 4 区 3 層 鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫混
入

底部破片 器形 ・ 内面調整より、 加曽利 E 式期の鉢と想定さ
れる。 外面、 遺存部においては無文。 内面、 黒色
処理。 丁寧な磨き。 一部に赤色塗彩が認められる。

加曽利 E

13 J-47 住 3 区 1 層 ﾐﾆﾁｭｱ土器 良好 砂粒 ・ 雲母混入  3/8 遺存部から推定すると、 波状口縁と想定される。 加曽利 E

14
J-47 住 12 区 3 層 土製耳飾 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
ほぼ完形 鼓形を呈する。 両面に刺突文を施す。 加曽利 E 併行

Ａ区 J － 48 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-48 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混

入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる弧状爪形文を組み

合わせ、 木葉状に区画する。
諸磯 a

2
J-48 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混

入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる弧状爪形文を組み

合わせ、 木葉状に区画する。 1 と同一個体か
諸磯 a

3

J-48 住
（J-51 住 1 区 1 層）

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

外反する口縁。 一部に 4 個 1 単位の鋸歯状小突
起を貼付。 口縁部下位、 半截竹管状工具による爪
形文を横位に 2 条施し、 爪形文間は棒状工具によ
り連続刺突する。 胴部、 同工具による爪形文により
縦位 ・ 横位弧状に区画する。 爪形文間は棒状工
具により連続刺突する。 口縁部鋸歯状小突起下位
に焼成前、 内側より穿たれた孔を有する。

諸磯 b

4

J-48 住 2 区床直 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 2 単位の大波状口縁か。 半截竹管状工具押し引き
による爪形文を、 口縁に並行し 5 条施す。 爪形文
間同工具による連続短沈線を施し、 浮線文状を呈
す。 胴部同工具による爪形文で斜位 ・ 弧状等に区
画し、 一部に竹管状工具による円形刺突を配す。

諸磯 b

5

J-48 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 口縁部破片 外反する波状口縁と想定される。 半截竹管状工具
押し引きによる爪形文で区画する。 一部の爪形文
間には斜位短沈線を連続して施す。 さらに、 一部
の区画内に竹管状工具による円形刺突を施す。

諸磯 b

6

J-48 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 爪形文状を呈するが、 半截竹管状工具による平行
沈線施文後、 同工具による連続刺突文を施してい
る。 一部の爪形文状施文間には斜位短沈線を連続
して施す。

諸磯 b

7

J-48 住 7 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する。
一部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施す。
さらに、 一部の区画内に竹管状工具による円形刺
突を施す。

諸磯 b
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 558 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

8

J-48 住 6 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 遺存部最上位に焼成前の孔を有すると想定される。
4 単位波状口縁の波頂部下位に施されたものであ
る可能性が考えられる。 半截竹管状工具押し引き
による爪形文で区画する。 一部の爪形文間には斜
位短沈線を連続して施し、 浮線文状を呈する。 さら
に、 一部の区画内に竹管状工具による円形刺突を
施す。 諸磯 b 古段階から中段階への過渡的な位置
付けが考えられる。

諸磯 b

9

J-48 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

胴部 1/10 胴部中央部が内反し、 頚部から口縁部が外反する
器形か。 胴部屈曲点及び頚部に、 半截竹管状工
具押し引きによる横位爪形文。 その間は同工具によ
る爪形文を波状 ・ 弧状に施し区画する。 胴部下半
単節 RL 縄文施文。

諸磯 b

10

J-48 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位
沈線を施す。 さらに、 一部に同工具押し引きによる
爪形文を施す。 爪形文の施文方法がやや雑な感が
ある。

諸磯 b

11
J-48 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 竹管状工具による円形刺突

を縦位に配す。
諸磯 a

12

J-48 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 外反する胴部上半部破片。 半截竹管状工具よる平
行沈線で格子目状に区画し、 区画内に竹管状工具
による円形刺突を施す。

諸磯 b

13
J-48 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行

沈線で三角形 ・ 四角形等に区画する。
諸磯 b 併行

14
J-48 住
（J-51 住 1 区 1 層）

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 櫛歯状工具による平行沈線
を横位 ・ 縦位に施す。

諸磯 b

15

J-48 住 2 区 1 層 鉢 ? 良好 砂粒混入 口縁部破片 口縁部に折り返し口縁状の段差を有する。 段差部
分には連続短沈線を施す。 胴部、 半截竹管状工
具による爪形文で区画する。

諸磯 b

16

J-48 住
（J-51 住 5 区 1 層）

深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 半截竹管状工具による 2 条一組の隆帯様区画によ
り、 口縁部文様帯を構成する。 文様帯内部に三角
形印刻文を連続して配す。

五領ヶ台

17
J-48 住
（J-51 住 5 区 1･2 層）

深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

胴部～底部破片 遺存部においては無文である。 中期後葉？

18
J-48 住
（J-51 住 5 区 2 層）

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 横位 ・ 斜位の沈線で区画し、 一部に単節 RL 縄文
施文。 区画ﾓﾁｰﾌは三角形か。 口縁部内側に稜を
有する。

堀之内 2

19
J-48 住
（J-51 住 1 区 1 層）

深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縄文 （単節 LR か） 施文後、 三角形基調の並行沈
線で区画する。 薄手で精製の感が強い。

堀之内 2

20
J-48 住
（J-51 住 5 区 2 層）

深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 三角形又は菱形のﾓﾁｰﾌか。 沈線により区画し、 一
部の区画に単節 LR 縄文施文。

堀之内 2

Ａ区 J － 49 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-49 住
（J-40 住一括）

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内には単節 LR 縄文施文。 頚部と胴部文様帯の
境界に横位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-49 住炉 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

胴部～底部 2/5 単節 RL 縄文施文後、 U 字状 ・ 逆 U 字状沈線を伴
う 2 条一組の縦位沈線で 8 単位に区画する。 U 字
状 ・ 逆 U 字状沈線による区画内は、 縄文を磨り消
している区画と磨り消していない区画がある。

加曽利 E

3

J-49 住
（J-40a 住東西ﾍﾞﾙﾄ）

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 口辺部～胴部上位と想定される。 2 条の横位隆帯
により口辺部と胴部を区画すると思われる。 隆帯間
には棒状工具による列点状刺突を施す。 胴部文様
帯の一部に 3 条の縦位沈線を施す。

加曽利 E

4
J-49 住
（J-40 住 7 区ｻﾌﾞﾄﾚ）

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 胴部中位～下位と想定。 単節 RL 縄文施文後、 丸
棒状工具による 2 条一組の浅い縦位沈線を施す。

加曽利 E

5
J-49 住炉 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による 2 条一組

の縦位沈線を施す。
加曽利 E

6
J-49 住炉 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による蛇行沈線

を垂下させる。
加曽利 E

Ａ区 J － 50 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 J-50 住 P-2 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 単節 RL 縄文を施す。 諸磯

2 J-50 住 P-2 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文を施す。 諸磯

3
J-50 住 2 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 無節縄文を施す。 前期中葉

4
J-50 住 2 区壁周溝 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 半截竹管状工具による連続刺突、 同工具押し引き

による爪形文を弧状に施す。
前期中葉

5
J-50 住炉 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 丸棒状工具による縦位沈線

で区画する。
加曽利 E
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－ 559 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 51 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-51 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 2 単位の大波状口縁か。 半截竹管状工具押し引き
による爪形文を、 口縁に並行し 5 条施す。 爪形文
間同工具による連続短沈線を施し、 浮線文状を呈
す。 胴部同工具による爪形文で弧状等に区画する。

諸磯 b

2

J-51 住 7 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 外反する口縁。 口縁に並行し、 半截竹管状工具押
し引きによる爪形文を 2 条施す。 胴部、 同工具によ
る弧状爪形文で区画し、 一部に 2 個一対の円形刺
突を配す。

諸磯 b

3
J-51 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する。

一部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

4

J-51 住 3 区 2 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行
沈線 （半隆起線状を呈する） で木葉状に区画する。
さらに、 竹管状工具による円形刺突を配す。

諸磯 b

5

J-51 住 7 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 5 本 1 単位の櫛歯状工具により、 横位直線 ・ 波状
平行沈線を交互に施す。 竹管状工具による円形刺
突を縦位に配す。

諸磯 b

6
J-51 住 P-7 ・ 一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部

1/4
外反する平口縁。 結束複節縄文横転がし。 諸磯 b

7
J-51 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁か。 半截竹管状工具による口縁に

並行する沈線施文。 波頂部より刻みを有する隆帯
を垂下させる。

有尾

8

J-51 住 4 区 1 層 ・
7 区 2 層 ・ 8 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 単節 RL と LR
縄文横転がしにより羽状構成となす。 口端部上面は
沈線状 （窪み状） を呈する。

有尾 ・ 黒浜

9
J-51 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文を

施す。
前期中葉

10

J-51 住 4 区 1 層 深鉢 不良 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部破
片

4 単位波状口縁の波頂部付近と想定される。 半截
竹管状工具による波状平行沈線を施す。 部分的に
コンパス文状を呈する箇所が認められるので、 コン
パス文を意図したが、 技術的な問題で波状平行沈
線となった可能性がある。 胴部上位には不明瞭だ
が縄文が施されている。

前期中葉

11
J-51 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 無節 l と r の羽状縄文を施す。 前期中葉

12

J-51 住 3 区 1 層 ・
4 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 胴部 2/3 半截竹管状工具による集合沈線で、 口縁部を横位
に、 胴部を縦位に区画する。 区画内には同様の集
合沈線を横位直線状、 縦位弧状・綾杉状等に施す。

諸磯 c

13

J-51 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 細めの半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線
状を呈する） を斜位に施す。 その後、 縦位 ・ 横位
に施し区画する。

諸磯 c

14

J-51 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

口縁部、 内側への折り返し口縁状を呈する。 連続
する弧状隆帯により口縁部に半月状区画を作り出
し、 区画内に沈線を施す。 胴部、 弧状隆帯接点下
位より途中で 2 本に分岐する蛇行沈線を垂下させ
る。 全体的に稚拙の感が強い作りである。

中期後葉

15

J-51 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画は
楕円形と渦巻き状を交互に配すと想定される。 楕円
形区画内には丸棒状工具による斜位沈線を施す。
胴部は２条一組の縦位隆帯を垂下させて区画する。
隆帯間は無文。 さらに区画内に蛇行隆帯を垂下さ
せ、 丸棒状工具による綾杉状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ

16

J-51 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
1/2

隆帯と沈線により口縁部文様帯を半月形に区画す
る。区画内には縦位沈線を施す。胴部、縦位直線状・
蛇行隆帯で区画し、 区画内には綾杉状沈線施文。

曽利Ⅲ

17

J-51 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縄文 （単節ＬＲか） 施文後、 半截竹管状工具又は
棒状工具による縦位基調沈線で区画する。 一部の
区画内に蛇行沈線を垂下させる。

加曽利 E

18

J-51 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～底部
1/2

内外面共に口縁部に沈線状の窪みを巡らす。 意図
的施文ではなく、 接合痕の窪みの可能性もある。 そ
れ以外は無文。 底部、 やや上げ底状。 一部に木
葉痕？

中期後葉

Ａ区 J － 52 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-52 住
（J-41 住 1 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層）

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

頚部の無文帯により、 口縁部文様帯と胴部文様帯
に区画する。 口縁部文様帯、 横位直線状 ・ 逆 S
字状 （又は蕨手状） 隆帯により区画し、 丸棒状工
具による沈線を隆帯に並行して施す。 一部の区画
内には、 同工具による縦位～斜位沈線を施す。 胴
部文様帯、 最上位に丸棒状工具による横位平行沈
線を 3 条施し、 同工具による刺突を上位 2 条に位
置をずらして施した結果、 沈線間が蛇行隆帯状を
呈す。 下位には丸棒状工具による弧状 （又は渦巻
き状） 沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ
併行
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 560 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

2

J-52 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内に
は縦位又は斜位沈線を施す。 胴部、 縦位隆帯で
区画し、 区画内に斜位沈線 （綾杉状か） を施す。
内面に断面三角形の稜を有する。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3

J-52 住 1 区 1 層 ・
4 区 1 層

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
1/4

口縁部、 丸棒状工具による３条の横位並行沈線を
巡らす。 内面には、 粘土接合による沈線状窪みを
有する。 胴部、 半截竹管状工具による斜位 ・ 縦位
沈線施文後、 丸棒状工具による弧状沈線 （弧状区
画＋区画内部に１条の沈線） を施す。

加曽利 E Ⅱ併
行？

4

J-52 住
（J-41 住 1 区ｻﾌﾞﾄﾚ）

深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
赤色鉱物 ・ 砂礫
混入

口縁部～胴部
1/10

隆帯と沈線により口縁部文様帯を半月状に区画す
る。区画内、棒状工具による縦位沈線を施す。頚部、
上下交互刺突による 2 条の横位波状隆帯を巡らす。
胴部には綾杉状を主とする集合沈線を施す。

加曽利 E

5

J-52 住
（J-41 住 1 区 1 層）

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 ２条一組の隆帯を渦巻き状に施す。 一部は隆帯を
連結させ瘤状とする。 隆帯以外は、 丸棒状工具に
よる弧状を主とする沈線を施す。

加曽利Ｅ併行
（郷土系？）

6
J-52 住
（J-41 住 D-1）

注口土器 良好 砂粒混入 胴部破片 横位 ・ 斜位沈線により区画し、 一部の区画内に連
続する斜位短沈線を施す。 精製の感が強い。

加曽利 B

Ａ区 J － 53 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-53 住 P-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 隆帯と沈線で半

円状に区画する。 区画内に単節 RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
J-53 住炉 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縦位隆帯で区画し、 半截竹管状工具又は棒状工具

による縦位沈線を施す。 また、 一部に蛇行隆帯を
垂下させる。

加曽利 E

3

J-53 住 P-3 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部～底部 1/4 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による 3 条一組
の縦位沈線で 3 単位に区画する。 各区画内には蛇
行沈線を垂下させる。

加曽利 E

4
J-53 住 P-3 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

褐色礫混入
胴部～底部 1/4 半截竹管状工具による縦位平行沈線を施す。 加曽利 E

5
J-53 住炉 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縄文 （複節か） 施文後、 半截竹管状工具又は丸

棒状工具による横位沈線を施す。
諸磯 b

6
J-53 住 P-4 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部破片 横位細沈線施文後、 縦位基調の結節浮線文を施

す。
諸磯 c

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-54 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 平口縁の小型深鉢と想定される。 沈線により区画す

る。 一部の区画内に LR 縄文を施す。
堀之内 2

2
J-54 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部

1/10
平口縁の小型深鉢と想定される。 半截竹管状工具
又は棒状工具により区画する。 一部の区画内に LR
縄文を施す。

堀之内 2

3
J-54 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 単節 LR 縄文施文後、 三角形 ・ U 字状等沈線で区

画する。 一部の区画内磨り消し。
堀之内 2

4

J-54 住一括 深鉢または
鉢

良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 外面上端付近に横位沈線を施す。 内面上端、 折り
返し口縁状を呈し、 その下位に段差を有する浅い
横位沈線を施す。 内外面ともに丁寧な磨き。

堀之内

5

J-54 住一括 深鉢または
鉢

良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 小波状口縁と想定される。 外面上端付近に横位沈
線を施す。 波頂部と想定される部位に弧状沈線が
施され、 小さな孔を穿つ。 内面上端、 折り返し口縁
状を呈し、 その下位に段差を有する浅い横位沈線
を施す。 内外面ともに丁寧な磨き。 4 と同一個体か。

堀之内

6 J-54 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 沈線により区画する。一部区画内に LR 縄文を施す。 堀之内 2

7
J-54 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 沈線により区画する。一部区画内に LR 縄文を施す。 堀之内 2

8
J-54 住主体部敷石
下

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 胴部中位付近が遺存すると想定される。 縦位 ・ 斜
位沈線で区画される。

堀之内 1

9
J-54 住一括 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部破片 胴部上位の器形変換点付近が遺存する。 8 の字状

貼付文が施される。
堀之内 1

10

J-54 住 U-1 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

胴部～底部 1/3 遺存部においては無文。 外面は丁寧な縦位磨き。
遺存部上位は被熱している。 出土位置から炉体土
器の可能性が高い。

後期？

11
J-54 住 P-2 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
底部破片 遺存部においては無文。 外面は縦位磨き。 内面は

横位撫で。
後期？

12 J-54 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部破片 胴部、 遺存部においては無文。 底部、 網代痕。 後期

13
J-54 住 P-5 浅鉢 普通 砂粒混入 体部破片 浅鉢の体部上位と想定される。 孔が 2 箇所認めら

れる。 内外面赤色塗彩が施される。
諸磯 b

14

J-54 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 細めの半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線
状を呈する） を斜位又は鋸歯状に施し区画。 区画
により生じた菱形 ・ 三角形の部分に印刻を施す。

十三菩提

Ａ区 J － 54 号住居址
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－ 561 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 55 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-55 住炉 ・ 一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部上
位 1/10

口縁部付近は沈線により横長の区画とする。 胴部、
単節 RL 縄文施文後、 沈線により J 字状等に区画
する。 一部の区画内は磨り消し。

称名寺Ⅰ

2
J-55 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による沈線で、 U 字状等に区画する。

一部の区画内に縄文を充填する。 1 と同一個体か。
称名寺

3

J-55 住炉 ・ P-1 ・
一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 丸棒状工具による沈線で、 木葉状 ・ U 字状 ・ J 字
状に区画する。 一部の区画内に単節 RL 縄文を充
填する。 1 と同一個体か。

称名寺

4
J-55 住 U-1 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部中位～底部
1/2

沈線により J 字状 ・ 逆 J 字状等に区画する。 一部
の区画内に単節 LR 縄文施文。

称名寺Ⅰ

5

J-55 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫 ・
チャート ・ 植物繊
維混入

胴部破片 櫛歯状工具による列点状刺突を横位 ・ 縦位に並行
して施す。 その下位には単節 RL 縄文施文。

前期中葉

6
J-55 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 上げ底状を呈する。 縦位沈線 （?） を施す。 前期中葉

7

J-55 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 胴部上位片と想定される。 半截竹管状工具による
斜位平行沈線を格子目状に施す。 交点に竹管状
工具による円形刺突文。

諸磯 b

8
J-55 住炉 鉢 ? 普通 砂粒混入 体部破片 ? 遺存部上位において顕著に内反する器形か。 半截

竹管状工具による抉り取るような刺突を施す。
浮島

9
J-55 住主体部下 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位・斜位平行沈線を施す。

一部にボタン状貼付文。
諸磯 c

10

J-55 住一括 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
灰色礫 ・ 角閃石
混入

胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線（半隆起線状）
で区画する。 区画内に同工具による平行沈線を綾
杉状に施す。

諸磯 c

11
J-55 住主体部下 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線 （10 本程度を 1 単

位とする） を斜位に施す。 内面に半截竹管状工具
によると考えられる焼成前の刺突痕が認められる。

諸磯 c

12 J-55 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位沈線施文後、 渦巻き状結節浮線文を施す。 諸磯 c

13

J-55 住一括 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
褐色礫混入

胴部破片 半截竹管状工具による結節浮線、 同工具による平
行沈線 （強めに引くため沈線間が隆帯状を呈する）
を、 横位又は鋸歯状に施す。 横位と鋸歯状区画に
より生じた三角形部分に印刻文を施文。

前期末葉～
中期初頭

14

J-55 住 P-12 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部に丸棒状工具による浅い横位沈線を施す。
胴部、 単節 LR 縄文施文後、 同工具による逆 U 字
状沈線を二重に施す。

加曽利 E Ⅳ

15

J-55 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画
内には矢羽根状沈線施文。 胴部、 縦位隆帯により
区画し、 区画内に斜位沈線施文か。

加曽利 E

16
J-55 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯と、 隆帯に並行する丸棒状工具による浅い沈

線で、U 字状等に区画。 内側に単節 LR 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ～

Ⅳ

17
J-55 住一括 深鉢 不良 砂粒混入 胴部破片 全体的に摩滅しており、 文様 ・ モチーフが不明瞭。

単節 LR 縄文施文後、 渦巻き状等の沈線を施す。
加曽利 E 併行

Ａ区 J － 56a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-56a 住 1 区 2 層 ・
5 区 1 層

深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
植物繊維混入

口縁部～胴部破
片

口縁部上面に小突起を有す。単節 LR 縄文施文後、
半截竹管状工具によるコンパス文 ・ 爪形文を施す。

前期中葉

2

J-56a 住 1 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 口縁部に小突起を有する。 単節 LR 縄文施文。 半
截竹管状工具によるコンパス文 ・ 爪形文を施す。
内面は丁寧な磨き。

前期中葉

3

J-56a 住 5 区 1 層 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
植物繊維混入

口縁部～胴部破
片

4 単位波状口縁と想定される。 波頂部に小突起、
その下位には孔を有する。 単節 LR 縄文施文後、
半截竹管状工具によるコンパス文 ・ 爪形文 ・ 平行
沈線文を施す。

前期中葉

4

J-56a 住 10 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部中
位 1/10

４単位波状口縁か。 波頂部直下に孔を有す。 単節
RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる横
位爪形文で胴部括れ部を区画。 波頂部孔より爪形
文を垂下させる。さらに斜位基調爪形文で区画する。

有尾

5
J-56a 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 口縁部に小突起を有す。 単節 LR 縄文施文。 小突

起より棒状貼付文垂下。 下位に円形貼付文を施す。
前期中葉

6
J-56a 住 2 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 単節 LR 縄文と RL 縄文施文。 半截竹管状工具に

よる爪形文を施す。 補修孔が認められる。
前期中葉

7
J-56a 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 単節 RL 縄文施文。 口縁部下位に細めの半截竹管

状工具による横位爪形文を３条施す。
前期中葉

8
J-56a 住 2 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 縄文 （直前段合撚か） を施す。 前期中葉

9
J-56a 住 9 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩 ・ 植

物繊維混入
底部破片 半截竹管状工具による爪形文を施す。 前期中葉

10

J-56a 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 摩滅のため不明瞭であるが、 口縁部下位に細めの
半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施している
と考えられる。 胴部、 同工具による平行沈線で木葉
状に区画する。

諸磯 b

11
J-56a 住 6 区 1 層 ・
D-1 土

ﾐﾆﾁｭｱ土器 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～体部
4/5

台付土器を模したﾐﾆﾁｭｱか。 口縁部の一部と台部
を欠損する。 遺存部においては無文。

不明
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 562 －

Ａ区 J － 56b 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-56b 住 7 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部に小型の貼付文。 口縁に並行し、 半截竹管
状工具押し引きによる爪形文を 3 条施す。 胴部弧
状爪形文で区画し、 円形刺突を配す。

諸磯 b

2
J-56b 住 11 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁の波頂部付近が遺存。 単節 RL 縄文施文

後、 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。
諸磯 b

3
J-56b 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 細めの半截竹管状工具による横位平行沈線を施

す。
諸磯 b

4
J-56b 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 口縁部に刺突を伴う隆帯を巡らす。 胴部、 細めの

半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。
諸磯 b

5
J-56b 住 3 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 諸磯 b 式期深鉢の獣面把手。 獣面周囲に浮線文

を施す。
諸磯 b

6
J-56b 住 12 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 単節 RL 縄文を一部に施文。 細めの半截竹管状工
具による横位爪形文を施す。

諸磯 b

7
J-56b 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 櫛歯状工具による横位 ・ 縦位 ・ 斜位 ・ 弧状平行沈
線を施す。

諸磯 b

8
J-56b 住 2 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。 諸磯 b

9

J-56b 住 3 区 1 層 浅鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
金雲母混入

体部破片 器形屈曲部に、 斜位沈線を施した浮線文状隆帯を
施し、 文様帯を区分する。 各文様帯に半截竹管状
工具による平行沈線で、 木葉状 ・ 変形扇状の文様
を配置する。

諸磯 a

10

J-56b 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部
1/8

上端がやや内反する平口縁である。 頚部に鋸歯状
隆帯を巡らす。 胴部には２条一組の縦位隆帯を施
す。 隆帯間には丸棒状工具による綾杉状短沈線を
充填。 一部には、 縦位隆帯から分岐する三日月状
隆帯を施す。 口縁部 ・ 胴部共に、 隆帯以外の部
分は丸棒状工具による縦位沈線を施す。

加曽利Ｅ併行
（曽利系）

11
J-56b 住 12 区 1 層 ﾐﾆﾁｭｱ土器 良好 砂粒混入 口縁部～体部下

位 1/8?
坏状のﾐﾆﾁｭｱか。 縦位 ・ 斜位沈線を施す。 中期後葉？

Ａ区 J － 57 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-57 住 P-6 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

口縁部破片 口縁部、内面に断面三角形の隆帯状の稜を有する。
半截竹管状工具による平行沈線で、 口縁部文様帯
を区画する。 区画内に同工具、 又は丸棒状工具に
よる縦位沈線を施す。

加曽利 E

2
J-57 住 P-6 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部破片 2 条の並行する縦位隆帯で区画する。 区画内、 丸

棒状工具による縦位沈線を施す。
加曽利 E

3
J-57 住 P-9 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による浅く幅広の弧状沈線を並行して施

す。 一部に単節 RL 縄文を充填する。
加曽利 E

4
J-57 住 P-9 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する。

爪形文間には幅広の斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

Ａ区 J － 58 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-58 住 12 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

口縁部破片 やや外反する平口縁と想定。 RL 縄文施文後、 半
截竹管状工具による横位平行沈線を連続して施す。
さらに、 竹管状工具による円形刺突を縦位に配す。

諸磯 a ～ b

2

J-58 住 P-3 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 やや外反する平口縁と想定。 無節 L 縄文施文後、
櫛歯状工具による横位平行沈線を施す。 さらに、
半截竹管状工具押し引きによる間隔の広い爪形文、
同工具による平行沈線施文後の連続刺突を施す。

諸磯 b

3 J-58 住 12 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 RL 縄文を施す。 諸磯 b

4
J-58 住 P-2 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 RL 縄文を施す。 諸磯 b

5
J-58 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きに

よる爪形文を施す。 さらに、 竹管状工具による円形
刺突を配す。

諸磯 b

6 J-58 住 P-3 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。 諸磯 b

7
J-58 住 10 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 櫛歯状工具による横

位 （口縁に並行する） ・ 縦位列点状刺突を施す。
有尾

8
J-58 住 D-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文を施す。 前期中葉

9
J-58 住 5 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 口辺部に横位圧痕隆帯を施す。 中期末葉～

後期
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－ 563 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 59 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-59 住
（J-40b 住 3 区 1 層）

深鉢 普通 砂粒混入 口辺部～胴部破
片

隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内に単節 RL 縄文施文。 頚部は遺存部において
は無文。 胴部最上位に横位沈線が施される。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2
J-59 住
（J-40b 住 3 区 1 層）

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内には単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3

J-59 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 やや内反する平口縁か。 隆帯と沈線で口縁部文様
帯を区画する。 区画連結部には渦巻き状沈線を配
す。 区画内には縦位沈線を施すと考えられる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

4

J-59 住 2 層床直 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内には半截竹管状工具又は棒状工具による縦位
沈線を施す。 頚部、 無文を主とするが、 一部に縦
位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

5

J-59 住
（J-40b 住 3 区 1 層）

深鉢または
鉢

良好 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

口縁部外面上端は厚みを有し、 断面三角形の稜状
を呈する。 口辺部無文。 無文帯下位に横位沈線を
施す。 沈線下位は縦位沈線で区画し、 区画内に斜
位沈線を施す。

中期後葉

6

J-59 住炉 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

口縁部破片 口縁部内面上端は厚みを有し、 断面三角形の稜状
を呈する。 外面、 口縁部無文。 胴部との境界に横
位隆帯。 隆帯上位に沿って棒状工具による列点状
刺突を施す。

中期後葉～
後期

7

J-59 住炉 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行
沈線 （半隆起線状） を縦位に施す。 平行沈線は、
直線状と蛇行を交互に施していると想定される。

加曽利 E

8

J-59 住 2 層床直 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 ２条一組の縦位 ・ 横位隆帯により区画。 横位隆帯
より上位区画内は無文。 下位区画内には単節 RL
縄文を施す。 さらに、一部に蛇行隆帯を垂下させる。

加曽利 E 併行

9

J-59 住炉 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 口辺部～胴部上位と想定される。 口辺部は無文。
胴部、 横位隆帯で区画し、 区画内に斜位沈線と、
逆方向の斜位棒状貼付文を組み合わせて格子目
状ﾓﾁｰﾌとする。

中期後葉
（曽利系？）

10

J-59 住 2 区床直 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 胴部中位から下位が遺存すると考えられる。 2 条一
組の弧状 ・ 渦巻き状隆帯により区画する。 区画内
には半截竹管状工具による平行沈線を施す。

加曽利 E
古段階

11

J-59 住 2 層床直 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部～底部破片 単節 LR 縄文施文。 2 条一組の縦位隆帯により区
画する。 一部の隆帯間に列点状刺突文を施す。 遺
存部から 5 又は 6 区画と想定される。 胴部最下位
は撫で。 底部木葉痕。

加曽利 E

12
J-59 住 2 層 ･ 床直 深鉢 普通 砂粒・黒色鉱物・

雲母混入
胴部～底部 1/5 単節 RL 縄文横転がし。 中期後葉

Ａ区 J － 63 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-63 住 8 区床直 小型深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部～底部 1/5 縦位条線を施す。 加曽利 E

Ａ区 J － 64 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-64 住 U-2 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

 9/10 口縁部が内湾する 4 単位波状口縁。 単節 RL 縄文
施文後、 沈線により J 字状を組み合わせたﾓﾁｰﾌに
区画する。 区画内は磨り消し。

加曽利 E Ⅳ

2

J-64 住 U-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

やや内反する波状口縁 （4 単位か） と想定される。
口縁部に無文帯を有する。 無文帯下位には断面三
角形の横位隆帯を巡らす。胴部、単節LR縄文施文。
丸棒状工具による沈線で逆 U 字状に区画する。 区
画内は磨り消し。

加曽利 E Ⅳ

3

J-64 住敷石下 ・ 炉 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 口縁部無文。
胴部、 縦位 ・ 横位隆帯で区画。 一部の区画内に
単節 RL 縄文施文 （縄文と無文を交互に配すと想
定される）。

加曽利 E Ⅳ

4
J-64 住 U-2 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁と想定される。 口縁部に無文帯を有する。

無文帯下位は、 沈線により区画し、 一部に単節 RL
縄文施文。

加曽利 E Ⅳ

5
J-64 住 U-2 鉢または

深鉢
普通 砂粒混入 胴部破片 遺存部最上位に弧状沈線が僅かに認められる。 そ

れ以外は無文である。
加曽利 E

6
J-64 住 U-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 逆 U 字状沈線で区画し、 区画内に LR 縄文施文。 加曽利 E Ⅳ

7
J-64 住 U-1 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位片と想定される。 沈線で区画し、 一部に

LR 縄文施文。
加曽利 E Ⅳ

8
J-64 住 U-1 ・
敷石下

深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部の括れ部下位と想定される。 逆 U 字状沈線で
区画し、 区画内に RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅳ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 564 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

9
J-64 住 U-1 ・ U-2 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

褐色礫混入
胴部破片 縦位隆帯で区画する。 一部の区画内に無節 L 縄

文施文。
加曽利 E Ⅳ

10
J-64 住 U-1 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

金雲母混入
底部破片 遺存部においては無文。 中期末葉？

11
J-64 住 P-1 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による半隆起線で区画する。 一部

に三角印刻文を施す。
十三菩提

12

J-64 住 P-1 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
金雲母混入

胴部～底部 1/4 縄文 （複節 LRL?） 施文後、 胴部上位に竹管状工
具による横位平行沈線 （半隆起線状） を施す。 沈
線上位には三角印刻文を列点状に巡らす。 沈線下
位には 2 条一組の蛇行沈線を垂下させる。

五領ヶ台

13

J-64 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 （一部半隆起
線状） で区画する。 区画内に板状工具による列点
状刺突を施す。

五領ヶ台

14

J-64 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 波状口縁波頂部付近、孔を有する把手。 把手上面、
J 字状を呈し、 沈線と円形刺突を施す。 内面、 円
形刺突を伴う大きめな円形貼付文施文。 外面、 沈
線により区画し、 単節 LR 縄文充填。

称名寺

15

J-64 住 U-1 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 口縁部に横位
沈線を施す。 胴部、 縦位沈線で区画か。 区画内に
弧状沈線を施す。

称名寺

Ａ区 J － 65 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-65 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 縦位隆帯の下端部と想定されるもの及び沈線が確

認できるが、 遺存部が少ないため詳細不明。
加曽利 E

2
J-65 住一括 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
底部破片 3 条一組と想定される縦位沈線で区画し、 内側に横

位沈線を施す。 ﾓﾁｰﾌは遺存部が少ないため不明。
加曽利 E

3 J-65 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 底部破片 縦位条線を施す。 加曽利 E

Ａ区 J － 66 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-66 住炉 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 半月
状区画内には、 丸棒状工具による斜位沈線を施す。
また、 半月状区画連結部には、 隆帯と沈線を組み
合わせた渦巻き状ﾓﾁｰﾌが認められる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-66 住 D-1 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 内側
には単節 RL 縄文を施す。 また、 区画連結部には、
隆帯と沈線を組み合わせた渦巻き状ﾓﾁｰﾌが認めら
れる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3

J-66 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 半月
状区画内には単節 LR 縄文を施す。 また、 同区画
連結部には、 隆帯と沈線を組み合わせた渦巻き状
ﾓﾁｰﾌが認められる。 頚部、遺存部においては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

4

J-66 住東西ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混
入

口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 半月
状区画内には、横転がし単節 RL 縄文を施す。 また、
半月状区画連結部には、 隆帯と沈線を組み合わせ
た渦巻き状ﾓﾁｰﾌが認められる。 頚部、 遺存部にお
いては無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

5

J-66 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 口縁部に横位
隆帯、 胴部に縦位隆帯 （2 条一組か） を施し区画
する。 区画内には単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅳ

6
J-66 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
口縁部～胴部
1/10

やや外反する平口縁と想定される。 口縁部に横位
隆帯を 1 条施す。 胴部、 単節 RL 縄文施文。

加曽利 E

7

J-66 住東西ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 良好 砂粒混入 胴部 1/10 口辺部から胴部中位が遺存すると想定される。 3 条
の横位隆帯と、 隆帯同士を連結する縦位隆帯によ
り、 梯子状に区画される。 胴部、 2 条の縦位隆帯
が施される。 隆帯部分以外には、 半截竹管状工具
または棒状工具による縦位沈線が施される。

加曽利 E

8
J-66 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 2 条一組の横位 ・ 縦位沈線で区画する。 一部の区

画内に単節 LR 縄文施文。
加曽利 E

9
J-66 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による 3 条一組

の縦位沈線を施す。
加曽利 E

10
J-66 住一括 鉢 ? 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
体部破片 2 条一組の横位沈線に、 棒状工具による交互刺突

を施す。 結果、 沈線間は蛇行隆帯状を呈する。
加曽利 E?

11
J-66 住内 D-166 土
西南

ﾐﾆﾁｭｱ土器 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部～底部 1/3 横位 ・ 縦位沈線で区画する。 区画内に弧状沈線を
施す。

加曽利 E ～
称名寺

12 J-66 住 P- ３ 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 横位 ・ 縦位 ・ X 字状浮線文で区画する。 諸磯 b

13

J-66 住一括 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
白色針状物 ・ 砂
礫混入

胴部破片 貝殻腹縁部による連続刺突を弧状に施す。 棒状工
具による沈線で区画する。

前期後葉
（興津系）
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－ 565 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 67 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-67 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部 1/8 口縁部 （口端部は欠損） 文様帯から胴部中位が遺
存する。 隆帯と沈線により口縁部文様帯を半月形
に区画する。 区画内には縦位沈線施文。 胴部、 口
縁部文様帯半月区画中央及び連結部下位に、 3 条
一組の縦位沈線を垂下させ区画する。

加曽利 E Ⅱ

2

J-67 住中央ﾍﾞﾙﾄ
床直 ・ 4 区 1 層

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
1/3

ほぼ直立する平口縁。 口縁部に幅の狭い無文帯を
有する。 無文帯下位の横位沈線と波状隆帯により、
口縁部文様帯を半円形に区画する。 区画内には縦
位沈線充填。 胴部には綾杉状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ
併行

3
J-67 住 P-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 楕円

形区画内には、 丸棒状工具による斜位沈線を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

4
J-67 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部に無文帯を有す。 無文帯下位を隆帯と沈線

により半円状に区画する。 内側に縦位沈線を施す。
加曽利 E

5

J-67 住 3 区 1 層 深鉢 良好 砂粒・赤色鉱物・
白色鉱物 ・ 砂礫
混入

口縁部～胴部
1/3

口縁部は横位、 胴部は縦位隆帯で区画する。 胴部
の区画内には鱗状沈線を施す。

加曽利 E 併行
（郷土系）

6

J-67 住 2 区 1 層 ・
4 区 1 層 ・
中央ﾍﾞﾙﾄ床直

深鉢 良好 砂粒・赤色鉱物・
白色鉱物 ・ 砂礫
混入

口縁部～胴部
1/3

口縁部に 4 条の重弧文を施す。 頚部には 2 条の横
位隆帯を巡らす。 胴部、 縦位沈線で区画し、 一部
区画内に弧状沈線を充填する。

加曽利 E 併行

7

J-67 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する波状口縁と想定される。 吸盤状突起
を施し （波頂部下位か）、 そこから低い隆帯を斜位
に施し区画する。 区画内及び胴部、 丸棒状工具に
よる沈線を施す。

加曽利 E 併行

8
J-67 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破

片
口縁部折り返し口縁状を呈する。 胴部は無文。 中期後葉？

9

J-67 住 1 層ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 深鉢把手部分と想定される。 外面、 隆帯と沈線で
区画し、 一部の区画内に横位沈線を施す。 内面は
隆帯を施す。 中部高地系。

加曽利 E 併行

10

J-67 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内には単節 RL 縄文施文。 胴部、 丸棒状工具に
よる縦位沈線 （2 条一組 ?） で区画し、 一部の区
画内に単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅱ

11

J-67 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

胴部破片 胴部上位片と想定される。 器形変換点付近に 2 条
の横位隆帯を巡らせ区画する。 上下の区画ともに、
縦位沈線施文後、 斜位 ・ 弧状等の隆帯を施す。

加曽利 E 併行

12

J-67 住 4 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

胴部破片 単節 RL 縄文施文。 丸棒状工具による 2 条一組の
縦位沈線で区画する。 沈線間磨り消し。 さらに、 一
部区画内に同工具による沈線 （蕨手状？） を施す。

加曽利 E Ⅲ

13 J-67 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 2 条一組の縦位隆帯を施す。 加曽利 E

14

J-67 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 口縁部文様帯最下位から胴部最上位が遺存するも
のと想定される。 隆帯と、 それに並行する浅い沈線
で区画される （口縁部文様帯か）。 胴部、 櫛歯状
工具による縦位平行条線が施される。

加曽利 E 併行

15
J-67 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 渦巻き状隆帯で区画し、 丸棒状工具による沈線を

施す。
加曽利Ｅ併行
（郷土系？）

16
J-67 住 4 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縦位直線状 ・ 渦巻き状隆帯で区画する。 区画内、

丸棒状工具による直線状 ・ 弧状沈線を施す。
加曽利 E 併行

（郷土系）

17
J-67 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 斜位沈線を鱗状に施す。 加曽利 E 併行

（郷土系）

18
J-67 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 斜位沈線を鱗状に施す。 加曽利 E 併行

（郷土系）

19
J-67 住中央ﾍﾞﾙﾄ
床直

鉢 普通 砂粒混入 胴部～体部 1/8 内面上端部に稜状隆帯貼付。 遺存部においては
無文。 内外面共に磨き。

加曽利 E

20
J-67 住 1 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
底部破片 撚り糸を施す。 底部網代痕。 加曽利 E

21 J-67 住 4 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 底部破片 撚り糸施文。 底部網代痕か。 加曽利 E

22 J-67 住 1 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 底部破片 撚り糸施文。 加曽利 E

Ａ区 J － 68 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-68 住張出部付近 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破

片
口縁部下位に断面三角形の横位隆帯を施す。 胴
部は摩滅しているが、 遺存部においては無文か。

中期後葉～
後期初頭

2
J-68 住張出部付近 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部破片 弧状の圧痕隆帯文を施す。 中期後葉～

後期初頭

3
J-68 住 P-1 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部破片 斜位の圧痕隆帯文を施す。 中期後葉～

後期初頭

4
J-68 住主体部 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混

入
胴部破片 2 条一組の J 字状隆帯を施す。 隆帯先端部は、 竹

管状工具による刺突を伴う円形貼付文を施す。
中期後葉～
後期初頭

5
J-68 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 外面摩滅しており、 一部の調整が不明瞭である。

低い隆帯で区画し、一部に縄文 （単節 LR か） 施文。
中期後葉～
後期初頭
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 566 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

6
J-68 住主体部敷石
下

深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による沈線を施す。 称名寺

7

J-68 住張出部付近 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画
内、 丸棒状工具による斜位短沈線を連続して施す。
胴部、 無節縄文施文。

加曽利 E

8
J-68 住張出部付近 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母 ・ 角

閃石混入
胴部破片 胴部上位片と想定される。 隆帯と丸棒状工具による

沈線で区画する。 区画内には同工具による縦位沈
線を施す。

加曽利 E 併行

Ａ区 J － 69 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-69 住炉 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

 2/3 やや内反する平口縁。 口縁部は無文。 胴部上位
に２条一組の横位隆帯を巡らし、 口縁部無文帯と区
画。 胴部、 単節 RL 縄文施文後、 ２条一組の J 字
状隆帯により３単位に区画する。 各区画内に半截竹
管状工具による３条一組の縦位沈線を施し、 さらに
区画する。 縦位沈線による区画は３又は４区画であ
る。 2 と酷似するモチーフである。

加曽利 E Ⅰ

2

J-69 住 U-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部～胴部下
位 2/3

やや内反する平口縁。 口縁部は無文。 胴部上位
に２条一組の横位隆帯を巡らし、 口縁部無文帯と区
画する。 胴部、 単節 RL 縄文施文後、 ２条一組の
J 字状隆帯により３単位に区画する。 各区画内に半
截竹管状工具による３条一組の縦位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ

3

J-69 住 3 区 1 層 ・
4 区 1 層

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
1/10

隆帯と沈線により、 楕円形に口縁部文様帯を区画
する。 区画内、 単節 RL 縄文施文。 隆帯の一部に
ハの字状沈線を施す。 楕円形区画連結部には渦巻
き状沈線を施す。 頚部は無文。 胴部に単節 RL 縄
文施文。

加曽利 E Ⅰ

4

J-69 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線により、 楕円形に口縁部文様帯を区画
する。 区画内、 単節 RL 縄文施文。 隆帯の一部に
ハの字状沈線を施す。 楕円形区画連結部には渦巻
き状沈線を施す。 頚部は無文。 胴部の一部は、 不
明瞭ではあるが縄文施文。

加曽利 E Ⅰ

5
J-69 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 隆帯で口縁部文様帯を区画する。 区画内には単節

RL 縄文施文。 頚部、 遺存部においては無文。
加曽利 E Ⅰ

6

J-69 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部上面に 2 条の並行沈線が部分的に施される。
隆帯と沈線により、 長方形に口縁部文様帯を区画
する。 区画内、 半截竹管状工具又は棒状工具によ
る縦位沈線が施される。 頚部は無文。 胴部、 半截
竹管状工具による横位平行沈線が施される。

加曽利 E Ⅰ

7

J-69 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位から中位が遺存する。最上位の無文帯は、
いわゆる頚部無文帯と想定される。 無文帯下位に
棒状工具による２条の横位並行沈線を施す。 沈線
下位には単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅰ

8

J-69 住炉 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 胴部 1/10 胴部中位が遺存する。 単節 RL 縄文施文後、 丸棒
状工具による２条 （部分的には３条） 一組の縦位沈
線 （摩滅しており不明瞭） で区画する。 また、 区
画中央付近、 同工具による蛇行沈線を垂下させる。

加曽利Ｅ

9
J-69 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部破片 2 条の並行する縦位 ・ 横位隆帯により区画する。 区

画内、 単節 RL 縄文施文。
加曽利 E 併行

10

J-69 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 曽利系深鉢の胴部上位付近と想定される。 斜位沈
線と、 逆方向の斜位棒状貼付文により、 格子目状ﾓ
ﾁｰﾌを構成する。 胴部、 半截竹管状工具による縦
位半隆起線 ・ 爪形文を施す。 さらに一部には逆 U
字状隆帯を貼付する。

加曽利 E 併行
（曽利系）

11
J-69 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 深鉢の胴部と想定。 半截竹管状工具による縦位半

隆起線 ・ 爪形文を施す。 全体的に摩滅が著しい。
加曽利 E 併行

（曽利系）

12
J-69 住 1 区 1 層 鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
体部破片 鉢の体部上位と想定される。 器形変換点に横位沈

線、 その下位に渦巻き状沈線を施す。
加曽利 E

13

J-69 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部上位～底部
3/5

口縁部は遺存しないが、 やや内反する無文帯を有
する平口縁と想定される。 胴部上位に２条一組の横
位隆帯を巡らす。 胴部、 ２条一組の縦位隆帯により
４単位に区画する。 区画内には半截竹管状工具に
よる縦位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ

14

J-69 住 U-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角
閃石 ・ 白色鉱物
混入

胴部～底部 2/3 頚部以下が遺存する。 頚部に 3 条の横位隆帯を巡
らす。 中央の隆帯には半截竹管状工具による刺突
が伴う。 胴部、 2 条一組の渦巻き状隆帯を連繋し、
5 単位に区画する。 隆帯間には半截竹管状工具に
よる縦位平行沈線施文。 さらに一部の沈線間には、
同工具による列点状刺突を施す。

加曽利 E Ⅰ
併行

（曽利Ⅰ）

15 J-69 住 3 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部～底部 1/5 遺存部においては無文。 底部網代痕 ? 中期後葉？
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－ 567 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 71 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 J-71 住炉南西 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

口縁部～胴部破
片

胴部最上位でやや内反する平口縁と想定される。
隆帯と沈線で口縁部文様帯を半月状に区画する。
区画内を沈線によりさらに分割している可能性があ
る。 また、 区画連結部に渦巻き状隆帯を配し、 胴
部に垂下させ区画する。 胴部区画内には、 さらに１
条の縦位隆帯を施し、 棒状工具による鱗状沈線を
充填する。

加曽利 E 併行
（郷土系）

2 J-71 住一括 不明 良好 砂粒混入 底部破片 底部の形状が高台又は台付状を呈する。 遺存部に
おいては無文。

不明

Ａ区 J － 72 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-72 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 隆帯と沈線により半
円形に口縁部文様帯を区画する。 区画は波頂部間
に 2 区画、 計 8 区画か。 区画内には縦位沈線を施
す場合と、 横位～斜位沈線を施す場合がある。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-72 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 内反する 4 単位波状口縁と想定される。 口縁部に
幅の狭い無文帯を有する。 無文帯下位、 口縁に並
行する横位蕨手状沈線を施す。 胴部、 丸棒状工
具による沈線で区画する。 一部の区画内に単節 LR
縄文施文。

加曽利 E Ⅲ～
Ⅳ

3

J-72 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 口縁部下位に
断面三角形の横位隆帯を施す。 胴部、 縦位隆帯
で区画し一部の区画内に単節 LR 縄文施文。

加曽利 E Ⅳ

4

J-72 住炉北側一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 隆帯で口縁部
文様帯を区画する。 区画内には単節 RL 縄文施文
後、 矢羽根状沈線を施す。 頚部、 遺存部において
は無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

5
J-72 住炉北側一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部 1/10 遺存部最上位、 焼成後に調整。 疑似口縁である。

短節 RL 縄文を施す。
中期後葉

6 J-72 住一括 鉢 良好 砂粒混入 胴部～体部破片 遺存部においては無文。 内外面共に丁寧な磨き。 加曽利 E

7
J-72 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による沈線で区画し、 一部の区画内に

単節 LR 縄文施文。
中期後葉～
後期初頭

8
J-72 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による幅広の沈線で区画する。 一部の

区画内に単節 RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ～

Ⅳ

9

J-72 住壁周溝 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 胴部破片 外面摩滅しており不明瞭な部分が存在する。 丸棒
状工具による沈線で区画し、 一部の区画内に縄文
（単節 RL か） 施文。

加曽利 E Ⅲ？

10
J-72 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 幅広の横位隆帯に、 棒状工具又は板状工具による

交互刺突を施す。
加曽利 E 併行

11

J-72 住一括 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部～底部破片 胴部下半～底部の破片である。 単節 RL 縄文施文
後、 半截竹管状工具による平行沈線を２条一組縦
位に施し区画する。

加曽利 E

Ａ区 J － 73 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-73 住 4 区床直 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部～底部
2/5

口縁部にやや厚みを有する無文帯を配す。 無文帯
下位に波状隆帯を施し、 半円形に区画する。 区画
内は縦位沈線を施す。 胴部無文。

加曽利 E

2

J-73 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
1/8

やや内反する平口縁。 弧状の隆帯と沈線により口
縁部文様帯を半月状に区画する。 区画内には棒状
工具による斜位沈線を施す。 胴部、 口縁部文様帯
半月状区画連結部下位に蛇行隆帯を垂下させる。
蛇行隆帯間には２条一組又は単独の弧状沈線を施
す。さらに区画内を縦位～斜位沈線により充填する。
ただし、 遺存部向かって左端の区画のみ無文。

加曽利 E Ⅱ
併行

（連弧文系？）

3

J-73 住 NO3 下 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色礫混入

口縁部～胴部破
片

ほぼ直立する平口縁と想定される。 隆帯と沈線によ
り口縁部文様帯を楕円形に区画する。 区画内には
櫛歯状工具による縦位条線施文。 胴部、 同工具に
よる斜位基調条線 （一部は交差し格子目状） 施文。

加曽利 E

4

J-73 住炉 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内に
は斜位沈線を施す。 また、 一部に貼付文 （渦巻き
状隆帯か） を施す。

加曽利 E

5

J-73 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部、 半截竹管状工具による 2 条の横位半隆起
線を施す。 胴部、 同工具による縦位半隆起線で区
画し、 一部に縄文施文 （不明瞭）。

中期後葉？

6

J-73 住炉周辺一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 口縁部に丸棒
状工具による横位沈線を施す。 胴部、 同工具によ
る 3 条一組の縦位沈線で区画し、 区画内に綾杉状
沈線を充填する。

加曽利 E 併行
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 568 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

7 J-73 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 傾きの異なる斜位沈線を市松文様状に施す。 中期

8

J-73 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯で口縁部文様帯を区画する。 胴部、 単節 RL
縄文施文。 口縁部文様帯の区画連結部下位に丸
棒状工具による２条一組の縦位沈線を垂下させる。

加曽利 E

9
J-73 住 NO17 下
･NO9･ 一括

深鉢 普通 砂粒混入 胴部 1/5 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による 2 条一組
の縦位沈線により区画する。 区画は 10 単位か。 沈
線間は磨り消し。

加曽利 E

10
J-73 住 P-5 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 蛇行隆帯を垂下させて区画

する。
加曽利 E 併行

11
J-73 住炉周辺一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 蛇行隆帯を垂下させ区画する。 区画内、 丸棒状工

具による斜位沈線 （綾杉状か） を施す。
加曽利 E 併行

Ａ区 J － 74 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-74 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/6

隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画
内には丸棒状工具による縦位沈線を施す。 胴部、
撚り糸施文後、 Y 字状隆帯を施す。 さらに、 一部
の区画内に丸棒状工具による弧状 ・ 渦巻き状沈線
を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-74 住南東 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部に幅の狭い無文帯を有し、 胴部との境界に
は丸棒状工具による横位沈線を施す。 胴部、 単節
LR 縄文施文。

加曽利 E

3

J-74 住 P-2 鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 口縁部～体部
1/5

体部上位で顕著に内屈 ・ 外反する鉢である。 遺存
部においては無文。 表面が摩滅している部分があ
るが、 丁寧な磨きを施す。

加曽利 E

4
J-74 住南東 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 3 条一組の縦位隆帯で区画する。 区画内に縦位基

調沈線を疎らに施す。
加曽利 E

5
J-74 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 縦位隆帯 （遺存するのは 2 条） で区画し、 区画内

に綾杉状沈線を施す。
加曽利 E 併行

6
J-74 住南東 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 綾杉状沈線を施す。 加曽利 E 併行

7

J-74 住南東 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部～底部 1/10 ２条一組の縦位沈線で８単位に区画する。 区画内
には単節 LR 縄文施文。 沈線間は磨り消し。 全体
的に摩滅している。

加曽利 E

8 J-74 住南東 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 縦位沈線を施す。 加曽利 E

9

J-74 住一括 鉢 ? 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

口縁部が顕著に内反する。 器形屈曲点に連続して
孔を穿つ。 横位浮線文で文様帯を区分し、 一部の
区画内に沈線 ・ 爪形文を施す。

諸磯 b

Ａ区 J － 76 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-76 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内には単節 LR 縄文施文。 また、 不明瞭ではあ
るが、 一部に渦巻き状沈線を施す。 頚部に若干の
無文部を有し、 胴部には単節 LR 縄文施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2
J-76 住炉 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫混入
口縁部～胴部
1/2

逆 U 字状沈線で 7 単位に区画する。 区画内に単
節 RL 縄文充填。

加曽利 E Ⅲ

3

J-76 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内には棒状工具による列点状刺突を 2 段に施す。
また、 一部に渦巻き状沈線を施す。

加曽利 E 併行

4
J-76 住一括 小型鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口縁部～体部
1/5

遺存部においては無文。 内外面ともに丁寧な磨き。
一部に赤彩が認められる。

加曽利 E

5
J-76 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による 2 条一組

の縦位沈線で区画する。
加曽利 E

6
J-76 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縦位隆帯と沈線で区画する。 区画内、 斜位沈線を

施す。
加曽利 E 併行

7

J-76 住一括 ・
J-78 住拡張部

深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
赤褐色礫混入

胴部～底部 1/8 無節 L 縄文施文。 丸棒状工具による縦位沈線で 5
又は 6 単位に区画する。 遺存部最上位に沈線と縄
文が認められる。

加曽利 E Ⅳ

8
J-76 住一括 鍔付土器 ? 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・

白色鉱物混入
胴部破片 外面に鍔状の凸帯を有する。 凸帯には円形の孔を

穿つ。 内外面とも赤彩。 全体的に精製の感が強い。
中期後葉

9

J-76 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する波状口縁と想定される。 丸棒状工具
による沈線を口縁に並行して巡らす。 波頂部付近よ
り列点状刺突を伴う斜位隆帯を施す。 この隆帯は Y
字状を呈する可能性が考えられる。 胴部、 沈線で
区画し、 一部に単節 LR 縄文施文。

堀之内 1 ？
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－ 569 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 J － 77 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-77 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区
画内には撚り糸を施文。 また、 一部に渦巻き状沈
線を施す。 胴部は撚り糸施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-77 住炉 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
灰色礫混入

口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内に
は丸棒状工具による縦位沈線を施す。 また、 区画
連結部分には渦巻き状沈線を伴う隆帯を施す。 胴
部は丸棒状工具による縦位基調沈線施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3

J-77 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内に
は丸棒状工具による縦位沈線を施す。 胴部には縄
文 （単節 LR か） 施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

4

J-77 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・
褐色礫岩混入

口縁部～胴部最
下位 1/2

やや内反する平口縁。 口端部直下に１条の横位沈
線を巡らす。 縦位条線施文後、 丸棒状工具による
沈線で口縁部文様帯を区画する。区画は半月形で、
上面は両端渦巻き状の沈線、 下面は二重の弧状沈
線で区画する。 胴部中位に上下に二重弧状沈線を
組み合わせ区画する。 口縁部文様帯と胴部文様帯
は連動している可能性が高く、 ７単位が想定される。

加曽利 E Ⅱ
（連弧文系？）

5

J-77 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 灰
色礫 ・ 赤褐色礫
混入

口縁部～胴部破
片

やや外反する平口縁と想定される。 胴部に渦巻き
状隆帯を施す。 隆帯部以外は丸棒状工具による斜
位 ・ 弧状沈線を施す。 口縁部の一部に弧状沈線
が認められるが、 重弧文の可能性がある。

加曽利 E 併行
（郷土系）

6
J-77 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 丸棒状工具に

よる沈線で重弧文 ・ 渦巻き文を施す。
加曽利 E 併行
（中部高地系）

7

J-77 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 口辺部から胴部上位が遺存すると想定される。 2 条
の隆帯 （下位の隆帯は剥落） と沈線で、 口縁部文
様帯を区画。 区画内に沈線が認められるが、 遺存
部が少なく詳細は不明。 胴部には縦位条線を施す。

加曽利 E

8

J-77 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口端部内面の一部が欠損する。 断面三角形の隆帯
により口縁部文様帯を区画する。 区画内には斜位
沈線施文。 胴部には斜位基調沈線を施す。

加曽利 E

9
J-77 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 2 条一組の隆帯で区画する（渦巻き状か）。 区画内、

丸棒状工具による沈線を施す。
加曽利 E 併行

10

J-77 住一括 深鉢 普通 砂粒・黒色鉱物・
灰色礫混入

胴部破片 胴部上位片と想定される。 隆帯で区画し、 区画内
に丸棒状工具による沈線を施す。 一部は同心円の
弧状を呈する。

加曽利 E 併行
（唐草文系？）

11

J-77 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯で区画し、 一部の区画内には縦位並行沈線を
施す。 別の区画には、 縦位沈線施文後、 斜位沈
線を綾杉状に施す。

加曽利 E 併行

12
J-77 住一括 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

褐色礫混入
胴部破片 2 条一組の縦位隆帯で区画する。 区画内、 丸棒状

工具による綾杉状沈線を施す。
加曽利 E 併行

13
J-77 住 P-1 上面 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角

閃石混入
胴部破片 3 条一組の縦位隆帯で区画する。 区画内に縦位基

調沈線を施す。 さらに蛇行隆帯を垂下させる。
加曽利 E

14
J-77 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 撚り糸施文後、 丸棒状工具による 3 条の並行する

沈線を弧状に施す。
加曽利 E Ⅱ

15

J-77 住炉 鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

体部破片 鉢の体部と想定される。 体部中央の器形屈曲点上
下が遺存する。 屈曲点上位、 沈線と隆帯で区画し、
区画内に単節 LR 縄文施文。 屈曲点下位は無文。
内面は黒色で丁寧な磨きが施される。

加曽利 E

Ａ区 J － 78 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-78 住炉 ・ 一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を長楕円形に区画
する。 区画内には単節 RL 縄文を施す。 頚部上位
は無文。 頚部下位から胴部には単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-78 住一括 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物 ・ 雲母
混入

口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 隆帯と沈線によ
り口縁部文様帯を区画する。 区画内、 丸棒状工具
による縦位沈線を施す。 一部隆帯が剥落している。

加曽利 E

3

J-78 住 13 区 2 層 ・
一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩 ・ 雲
母混入

口縁部～胴部破
片

やや内反する平口縁と想定される。 口縁部、 単節
RL 縄文施文。 頚部、 ２条の横位平行隆帯施文後、
隆帯間を斜位隆帯で区画。 胴部、 蕨手状隆帯を垂
下させ区画する。 区画内には単節 RL 縄文施文。

加曽利 E 併行

4
J-78 住東張り出し 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 丸棒状工具による浅く幅広の沈線で区画する。 区

画内、 単節 RL 縄文施文。
加曽利 E

5

J-78 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 やや内反する口縁。 口縁部直下に半截竹管状工
具による列点状刺突を巡らす。 胴部、 単節 RL 縄
文施文後、 丸棒状工具による 3 条一組の波状沈線
を施す。

加曽利 E Ⅲ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 570 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

6

J-78 住炉 深鉢 良好 砂粒混入 胴部 1/3 単節 RL 縄文縦転がし。 遺存部最上位に横位沈線
を巡らす。 横位沈線下位は、 ２条一組の縦位沈線
により３単位に区画する。 そして各区画に蛇行沈線
を垂下させる。 ただし、 やや幅の広い１区画のみ蛇
行沈線を２条施す。 区画のミスか。

加曽利 E

7
J-78 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による沈線で縦位に区画する。 区画内、

同工具による沈線を綾杉状に施す。
加曽利 E 併行

8
J-78 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 縦位基調直線状 ・ 蛇行条線を施す。 加曽利 E

9

J-78 住一括 浅鉢 良好 砂粒 ・ 白色礫混
入

胴部破片 胴部上位～中位の屈曲部。 屈曲部上位、 丸棒状
工具による沈線で渦巻き状又は楕円状に区画する。
楕円区画内に縦位条線施文。 赤色塗彩の痕跡が
認められる。 内面丁寧な磨き。 全体的に精製の感
が強い。

加曽利 E

10
J-78 住炉 鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
体部破片 体部上位片と想定される。 一部を低く窪ませ、 窪み

内に沈線と単節 RL 縄文を施す。
加曽利 E

11
J-78 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部下位～底部

破片
2 条一組の縦位隆帯で区画する （4 単位か）。 一部
に縄文施文。

加曽利 E

Ａ区 J － 79 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-79 住 NO3C ・
NO3 下

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/10

口縁部に幅の狭い無文帯を有する。 無文帯下位の
横位沈線と、 端部渦巻き状の弧状隆帯で口縁部文
様帯を区画する。 区画内、 丸棒状工具による矢羽
根状沈線又は縦位沈線を施す。 胴部、 口縁部文
様帯連結部より２条一組の沈線を垂下させ、 隣接す
る沈線同士を弧状沈線で結ぶ。 遺存部が少なく断
定できないが、 田の字状に区画している可能性が
考えられる。 田の字状の交点には渦巻き状沈線を
施す。 また、 区画内には綾杉状沈線を施す。 全体
的に施文が雑であり稚拙の感が強い。

加曽利Ｅ併行
（郷土系？）

2

J-79 住 NO1B ・
一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 口縁部～胴部
1/10

最上部がやや内反する平口縁と想定される。 矢羽
根状沈線を施す楕円形区画と、 蕨手状凹部を交互
に配し、 口縁部文様帯とする。 胴部、 逆Ｕ字状又
は２条一組の縦位沈線により区画し、 区画内に綾杉
状沈線を施す。

加曽利 E 併行

3

J-79 住 NO5 ・
NO8 ・ NO9 ・ 一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/8

矢羽根状沈線を施す楕円形区画と、 蕨手状凹部を
交互に配し、 口縁部文様帯とする。 胴部、 ２条一
組の縦位沈線により区画し、 区画内に綾杉状沈線
を施す。

加曽利 E

4

J-79 住 NO7 ・
NO9 ・ NO10 ・
NO15 ・ 一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫混入

口縁部～胴部
1/4

口縁部に幅の狭い無文帯を有する。 楕円形区画と
渦巻き状区画を交互に配し、 口縁部文様帯を区画
する。 楕円形区画内には丸棒状工具による矢羽根
状沈線を施す。 胴部は丸棒状工具による２条一組
の縦位沈線を垂下させて区画する。 口縁部文様帯
区画と胴部文様帯区画は連動しておらず、 胴部区
画の大きさは差がある。 区画内には丸棒状工具に
よる綾杉状沈線を施すが、 幅の狭い区画では斜位
沈線や、 傾きが逆方向の斜位沈線を交互に施文す
る区画もあり、 規則性 ・ 統一性が欠如している。

加曽利 E Ⅱ
併行

5

J-79 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部下
位 2/3

楕円形区画と渦巻き状区画を交互に６単位ずつ配
し口縁部文様帯とする。 楕円形区画内には矢羽根
状沈線を施す。 渦巻き状区画内は１単位 （図版中
心部） のみ沈線施文。 胴部、 口縁部文様帯区画
連結部より２条一組の沈線を垂下させて 12 単位に
区画する。 区画内は綾杉状沈線を基本とするが、 ２
単位のみ斜位沈線とする。

加曽利 E Ⅱ
（曽利系）

6

J-79 住 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部下
位 1/5

ほぼ直立する小波状口縁。 単位は不明。 口端部下
位は無文。 隆帯により口縁部文様帯を楕円形に区
画し、 一部に弧状隆帯を施す。 胴部、 2 条一組の
隆帯を垂下させ区画する。 口縁部文様帯内 ・ 胴部
の一部に単節 RL 縄文充填。

加曽利 E Ⅱ

7

J-79 住 NO8 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角
閃石 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部
4/5

ほぼ直立する平口縁。 横位 ・ 縦位隆帯で区画し、
区画内に渦巻き状 ・ 蛇行隆帯を施す。 隆帯間には
縦位 ・ 斜位 （一部は綾杉状） 沈線施文。

加曽利 E 併行
（郷土系）

8

J-79 住 NO3 下 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を楕円形に区画す
る。 区画内、 丸棒状工具による矢羽根状沈線を施
す。 また、 楕円区画連結部には渦巻き状隆帯を施
す。 さらに、 渦巻き状隆帯の上位に、 棒状工具に
よる円形刺突文を配す。 胴部、 丸棒状工具による２
状一組の縦位沈線で区画し、 区画内に同工具によ
る綾杉状沈線を施す。

加曽利 E 併行
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－ 571 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

9

J-79 住 NO1A 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部破
片

口縁部の丸棒状工具による横位沈線と、 その下位
の隆帯により口縁部文様帯を区画する。 区画内に
は矢羽根状沈線を施す。 また、 隆帯の一部は渦巻
き状を呈する。 胴部、 丸棒状工具による縦位 ・ 斜
位沈線を施す （縦位沈線で区画し、 綾杉状沈線施
文か）。

加曽利 E Ⅱ

10

J-79 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部破
片

隆帯と丸棒状工具による沈線で口縁部文様帯を区
画する。 区画内には同工具による縦位沈線を施す。
胴部には斜位弧状沈線を施す。

加曽利 E 併行

11

J-79 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線により口縁部文様帯を楕円形に区画す
る。 区画内には縦位沈線と、 交互刺突により波状を
呈する隆帯状の施文を配す。 胴部、 2 条一組の隆
帯で区画し、 区画内に蛇行沈線を垂下させる。 さら
に鱗状沈線を充填する。

加曽利 E 併行
（郷土系）

12

J-79 住 NO3 下 ・
一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 文様
帯連結部には渦巻き状ﾓﾁｰﾌを配す。 区画内には
斜位沈線施文。 胴部、 重弧文と斜位沈線を施す。

加曽利 E 併行
（中部高地系）

13

J-79 住 NO3A 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 褐
色礫混入

胴部 1/5 口縁部文様帯下位から胴部が遺存。 口縁部文様
帯のﾓﾁｰﾌ ・ 形状は不明。 胴部、 綾杉状沈線施文
後、 2 条一組の縦位沈線で区画する。 沈線間を磨
り消すが、 一部は磨り消し不完全であり、 斜位沈線
が認められる。

加曽利 E Ⅱ

14

J-79 住 NO3 下 ・
NO2P

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部 1/10 丸棒状工具による２条一組の縦位沈線により区画す
る。 区画は６単位と想定される。 各区画内に綾杉状
沈線を施す。全体的に施文が雑で稚拙の感が強い。

加曽利 E 併行

15
J-79 住 NO2A 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 2 条一組の縦位沈線で区画する。 区画内、 櫛歯状

工具による斜位平行沈線を綾杉状に施す。
加曽利 E 併行

16
J-79 住一括 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

褐色礫混入
胴部破片 丸棒状工具による斜位直線状 ・ 弧状沈線を施す。 加曽利 E 併行

17
J-79 住 NO9 下 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 2 条一組の縦位沈線で区画する。 区画内、 櫛歯状

工具による弧状 ・ 渦巻き状沈線を施す。
加曽利 E 併行

18
J-79 住 NO3 下 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部～底部 1/10 ２条一組の縦位隆帯により６単位に区画する。 区画

内に縄文 （無節 r ？） 施文。
加曽利 E

Ａ区 J － 80 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-80 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文を
疎らに施文 （押圧施文 ?） 後、 櫛歯状工具による
横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 さらに、 竹管
状工具による円形刺突文を縦位に配す。

諸磯 a ～ b

2

J-80 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 角閃石混
入

口縁部破片 櫛歯状工具による横位直線状平行沈線と波状平行
沈線を交互に施す。 さらに、 竹管状工具による円
形刺突文を縦位に配す。

諸磯 a ～ b

3
J-80 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
口縁部～胴部破
片

半截竹管状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線
施文後、 同工具による縦位平行沈線で区画する。

諸磯 b

4

J-80 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部上に小突起を有する。 半截竹管状工具押し
引きによる爪形文を横位に施す。 爪形文間には斜
位短沈線を施す。

諸磯 b

5

J-80 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 口縁部に半截
竹管状工具による横位平行沈線を施す。 胴部、 同
工具による平行沈線 （半隆起線状） で木葉状に区
画する。

諸磯 a ～ b

6
J-80 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩 ・ 雲

母混入
胴部破片 半截竹管状工具による弧状平行沈線を施す。 木葉

状のﾓﾁｰﾌか。
諸磯 a ～ b

7
J-80 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を弧状 ・ 渦

巻き状に施す。
諸磯 b

8
J-80 住中層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する。 諸磯 b

9

J-80 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する。
一部の爪形文間に連続短沈線を施す。 遺存部最
下位には、 半截竹管状工具による列点状刺突を横
位に施す。

諸磯 b

10

J-80 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・ 縦
位 ・ 斜位 （口縁に並行して） に施す。 さらに、 一
部の爪形文間に連続短沈線を施す。

諸磯 b

11

J-80 住 P-1 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きに
よる爪形文で区画する。 一部の爪形文間に連続短
沈線を施す。 さらに、 一部の区画内に竹管状工具
による円形刺突を配す。

諸磯 b

12

J-80 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁部に櫛歯状工
具による縦位列点状刺突を施す。 その下位には半
截竹管状工具による連続刺突と、 櫛歯状工具によ
る列点状刺突を口縁に並行して施す。

有尾
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 572 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

13

J-80 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工具に
よる平行沈線を口縁に並行して施す。 その下位に
刻み状短沈線を伴う隆帯を施す。

有尾

14

J-80 住住居内北 ・
一括

深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部下
位 1/3

口縁部は受け口状を呈する。 撚り糸施文後、 口端
部直下に 1 条、 頚部に 2 条の横位沈線を巡らす。
上下の各沈線に沿って三角形の列点状刺突文を施
す。 口端部上面には列点状短沈線施文。

五領ヶ台

Ａ区 J － 82 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-82 住 P-2 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内に
は丸棒状工具による縦位沈線を施す。 区画連結部
に渦巻き状沈線。 胴部には丸棒状工具による縦位
沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

J-82 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 やや内反する 4 単位小波状口縁と想定される。 口
縁部に幅の狭い無文帯を有する。 胴部、 単節 LR
縄文施文後、 丸棒状工具により区画する。 区画内
磨り消し。

加曽利 E Ⅳ

3
J-82 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 口縁部に丸棒状工具による横位沈線を施す。 胴部、

同工具による縦位 ・ 斜位沈線を施す。
加曽利 E 併行

4
J-82 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による幅広で浅い沈線で区画する。 一

部の区画内に単節 RL 縄文を充填する。
加曽利 E

5
J-82 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位 ・ 斜位沈線で区画する。 斜

位沈線は綾杉状か。
中期後半

6
J-82 住 P-5 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
底部破片 縦位条線を施す。 加曽利 E

7
J-82 住 P-8 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部付近と想定される。 半截竹

管状工具による平行沈線を施す。
有尾

8
J-82 住 P-8 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部 （口辺部）
破片

口縁部直下から胴部上位括れ部付近の破片と想定
される。 半截竹管状工具による平行沈線施文後、
沈線部に同工具による列点状刺突を施す。

有尾

9
J-82 住 P-8 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 LR と RL の羽状縄文施文。 一部に横位沈線

を施す。
有尾 ・ 黒浜

第 131 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代住居址出土遺物観察表（45）

Ａ区 D － 1 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-1 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁か。 単節 RL 縄文施文後、 竹管状工具によ

る円形刺突を縦位に配す。 口縁部上面、 短沈線を連続して
施す。

諸磯 a

2

D-1 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 細めの半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を 2 条施
す。爪形文間には隆帯を貼付し、斜位短沈線を連続して施す。
その下位の区画には単節 LR 縄文施文。 さらに遺存部最下
位には横位沈線が僅かに認められる。

諸磯 b

Ａ区 D － 2 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-2 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 縦位条線を施す。 加曽利 E

2
D-2 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 縦位 ・ 斜位条線を施す。 加曽利 E

3 D-2 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による斜位並行沈線を施す。 中期後葉？

Ａ区 D － 3 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-3 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混

入
口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内に縦位沈線

を施す （沈線内部に凹凸あり。 原体は不明であるが押圧か）。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-3 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する 4 単位波状口縁と想定される。 撚り糸施文後、

丸棒状工具による沈線で区画する。
加曽利 E

3
D-3 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 2 条一組の弧状 （又は渦巻き状） 隆帯で区画する。 区画内、

丸棒状工具による縦位 ・ 斜位沈線を施す。
加曽利 E 併行

4

D-3 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 口辺部から胴部中位の破片と想定される。 口縁部文様帯の
隆帯剥落。 胴部、 丸棒状工具による縦位 ・ U 字状 ・ 逆 U
字状沈線を施す。

加曽利 E 併行
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－ 573 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 4 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-4 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 縦位直線状 ・ 蛇行隆帯により区画する。 区画内には撚り糸

施文。
加曽利 E

2
D-4 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混

入
胴部破片 横位隆帯で区画後、 その下位を 2 条の並行する縦位隆帯で

さらに区画する。 横位隆帯より上位は無文。 下位は RL 縄文
斜め転がし。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3
D-4 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 加曽利 E

4 D-4 土 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 胴部最下位が僅かに遺存する。 遺存部上位に縄文施文か。 加曽利 E

5 D-4 土 ﾐﾆﾁｭｱ土器 普通 砂粒混入 坏部中位～脚部 台付土器のﾐﾆﾁｭｱか。 遺存部においては無文。 中期後葉？

6
D-4 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角

閃石混入
口縁部破片 口端部上面に貼付されたと想定される獣状の小突起。 諸磯 b ？

Ａ区 D － 5 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-5 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部に幅の狭い無文帯を有する。 その下位に隆帯と沈線
で口縁部文様帯を区画する。 区画は半円形と想定される。
区画内には丸棒状工具による縦位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2
D-5 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具によるＵ字状 ・ 逆Ｕ字状沈線を縦位に配置して

区画する。 区画内に同工具による縦位沈線を施す。
加曽利 E 併行

3 D-5 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 胴部破片 単節 RL 縄文を施す。 加曽利 E

Ａ区 D － 6 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-6 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 長楕円区画内に半
截竹管状工具による縦位平行沈線を施す。 区画下位の隆帯
の一部に同工具の痕跡 （沈線） が認められる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2
D-6 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内に丸棒状工

具による縦位沈線を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

3
D-6 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部は丸棒状工具による斜位沈線、 胴部は同工具による

縦位沈線を施す。
加曽利 E 併行

Ａ区 D － 7 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-7 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 口縁部内側に厚みを有

する。 半截竹管状工具による縦位沈線を施す。
加曽利 E 併行

2
D-7 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による 2 条一組の縦位沈線で区画する。 一部の

区画内に単節 LR 縄文施文。
加曽利 E

Ａ区 D － 8 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-8 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部～体部破
片

遺存部においては無文。 内外面ともに丁寧な磨き。 加曽利 E

2
D-8 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 遺存が少ないが蛇行隆帯を垂下させると考えられる。 一部に

丸棒状工具による斜位沈線を施す。
加曽利 E 併行

Ａ区 D － 9 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-9 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部下位～底部
破片

2 条一組の縦位隆帯で区画か。 隆帯部以外無文だが、 箆撫
での痕跡が認められる。 底部の一部にも箆撫での痕跡あり。

加曽利 E

Ａ区 D － 10 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-10 土 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 片

岩混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位に施す。 爪形

文上下の区画には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

2
D-10 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位片と想定される。 半截竹管状工具による平行沈線

（半隆起線状） を横位 ・ 斜位に施す。
諸磯 b

3
D-10 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

白色礫混入
胴部～底部破片 単節 LR 縄文施文。 底部に木葉痕。 諸磯？

Ａ区 D － 11 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-11 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口辺部破片 口縁部文様帯部破片である。 隆帯と沈線で区画し、 区画内

に撚り糸施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-11 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口辺部破片 口縁部文様帯部破片である。 隆帯と沈線で区画し、 区画内

に撚り糸施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 574 －

Ａ区 D － 12 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-12 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混

入
胴部破片 縦位隆帯と沈線で区画する。 区画内に単節 RL 縄文施文。 加曽利 E

2
D-12 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による直線状 ・ 弧状沈線で区画する。 一部の区

画内に単節 LR 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ？

3 D-12 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 加曽利 E

Ａ区 D － 13 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-13 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 胴部上位片と想定される。 斜位蛇行隆帯を貼付し、 隆帯以
外に平行沈線を施す。 沈線内は上下交互に刺突し、 横位蛇
行隆帯状を呈する。 その下位に縦位 ・ 横位の沈線を施す。

加曽利 E 併行

2
D-13 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による斜位沈線施文後、 同工具による弧状 （遺

存部において） 沈線で区画する。
加曽利 E 併行

Ａ区 D － 14 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-14 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 撚り糸を施す。 加曽利 E

2
D-14 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縄文 （単節 LR ？不明瞭） 施文後、 丸棒状工具による沈線

で縦位に区画。 さらに、 一部の区画内に同工具による斜位
沈線を施す。

加曽利 E

Ａ区 D － 15 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-15 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による並行沈線で区画す

る。
加曽利 E

2
D-15 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による縦位基調沈線を施す。 加曽利 E

Ａ区 D － 16 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-16 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫 ・ 白色鉱
物 ・ 黒色鉱物混
入

口縁部～胴部
2/5

やや内湾する平口縁。 丸棒状工具による 2 条一組の逆 U 字
状沈線により、 8 単位に区画する。 沈線間は無文。 区画内
には単節 RL 縄文を施す。

加曽利 E Ⅲ

2
D-16 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
口縁部破片 やや内反する口縁。 隆帯で口縁部文様帯を区画する。 一部

の区画内に縦位～斜位沈線を施す。
加曽利 E Ⅱ～

Ⅲ

3

D-16 土 壺 良好 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
1/10

胴部上位から口縁部にかけて一旦下がり、 口縁部はほぼ垂
直に立ち上がる。 胴部上位に橋状把手を大小交互に貼付す
る。 8 単位か。 胴部は渦巻き状モチーフ。

加曽利 E 併行

4
D-16 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線で区画する。 一部の区画内に縦

位条線を施す。
加曽利 E

5
D-16 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 複節 RLR 縄文施文。丸棒状工具による縦位沈線で区画する。

さらに、 一部には同工具による蛇行沈線を垂下させると推定
される。

加曽利 E

6
D-16 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 撚り糸施文後、 弧状等沈線を施す。 加曽利 E

Ａ区 D － 18 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-18 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 横位沈線 （半截竹管状工具による ?） により区画後、 縦位

沈線を施す。
五領ヶ台

2

D-18 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

胴部破片 半截竹管状工具による半隆起線を弧状 （遺存部においては
弧状であるが、 本来は同心円状か） ・ 縦位直線状に施す。
さらに、 半隆起線に並行して列点状刺突を施す。

五領ヶ台

3

D-18 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による隆帯様平行沈
線で縦位に区画する。 一部に、 同工具による平行沈線で B
字状に区画する。

五領ヶ台併行

4
D-18 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部下位破片 胴部下位から底部に向かいやや外反する器形である。 単節

RL 縄文施文。
諸磯 b

5
D-18 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部～底部破片 胴部下位から底部に向かい外反する器形である。 遺存部最

上位に横位沈線が認められる。
五領ヶ台？
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番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

3
D-11 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部破片 口縁部文様帯から胴部上位にかけての破片。 口縁部文様帯

を区画する隆帯の一部、 文様帯内が剥落している。 胴部、
撚り糸施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ



－ 575 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 19 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-19 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 櫛歯状工具による横位 ・ 斜位平行沈線と縄文施文後、 竹管

状工具による円形刺突を縦位に配す。
諸磯 a ～ b

2
D-19 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 幅の狭い半截竹管状工具押し引きに

よる爪形文で区画する。
諸磯 b

3 D-19 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 半截竹管状工具による横位沈線 （半隆起線状） を施す。 諸磯 b

4 D-19 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位細沈線施文後、 直線状 ・ 弧状結節浮線文を施す。 諸磯 c

Ａ区 D － 20 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-20 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 丸棒状工具による縦位沈線で区画す

る。
加曽利 E

Ａ区 D － 23 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-23 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 口辺部から胴部上位の破片と想定される。 2 条の横位隆帯で
区画。 さらに、 一部に渦巻き状モチーフを持つ縦位隆帯を
垂下させる。 隆帯部分以外、 遺存部においては無文。

加曽利 E

2
D-23 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による 2 条の縦位並行沈線で区画する。 区画内、

同工具による斜位沈線を綾杉状に施す。
加曽利 E 併行

3
D-23 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・ 斜位に施す。

一部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

4
D-23 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

5
D-23 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部破片 LR 縄文施文後、 半截竹管状工具による縦位平行沈線で区

画する。
五領ヶ台

Ａ区 D － 24 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-24 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 横位沈線施文後、 棒状貼付文 ・ 竹管状工具による円形刺突

を伴うボタン状貼付文を施す。
諸磯 c

2

D-24 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 胴部最下位の破片と想定される。 半截竹管状工具による縦
位平行沈線 （半隆起線状を呈する） で区画する。 区画内、
同工具による斜位平行沈線を綾杉状に施す。

諸磯 c

3
D-24 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 横位浮線文を並行して施す。 諸磯 b

Ａ区 D － 25 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-25 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
褐色礫混入

口縁部～胴部破
片

口縁部に無文帯を有する。 無文帯下位に弧状貼付文を連続
させ、半月状に区画する。 区画内は斜位沈線を施す。 胴部、
単節 LR 縄文施文。

中期後葉

2
D-25 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 斜位沈線で区画する （菱形の区画か）。 一部の区画内に貝

殻 (?) による連続刺突を施す。
前期後葉

（興津系？）

3
D-25 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 渦巻き状 ・ 縦位直線状隆帯により区画する。 区画内には蛇

行隆帯を垂下させ、 丸棒状工具による沈線を充填。
加曽利 E 併行
（郷土系？）

4

D-25 土
NO1

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 頚部上下が遺存。 頚部に 2 条の横位並行隆帯。 隆帯上位、
丸棒状工具による斜位沈線を施す。 下位、 2 条の並行する
隆帯で弧状又は渦巻き状に区画し、 縦位 ・ 斜位沈線を施す。

加曽利 E 併行

5

D-25 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 頚部付近が遺存。 頚部を横位隆帯で区画する。 胴部、 内部
に蕨手状の窪みを有する縦位隆帯を施す。 さらに、 頚部の
横位隆帯から分岐する蛇行隆帯を垂下させ区画。 区画内、
丸棒状工具による斜位沈線 （一部は緩い弧状を） を施す。

加曽利 E Ⅲ
併行

（郷土系）

6
D-25 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 ２条の並行する渦巻き状隆帯で区画する。 区画内、 丸棒状

工具による多方向 （隆帯に垂直を意識か） 沈線を施す。
加曽利 E 併行

7

D-25 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 渦巻き状沈線を伴う隆帯、 横位直線 ・ 弧状隆帯で区画する。
区画内、 半截竹管状工具による縦位半隆起線 ・ 同工具によ
る連続刺突文を施す。

加曽利 E 併行
（曽利系）

8
D-25 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 ２条の並行する隆帯で区画する。 区画内、 半截竹管状工具

による縦位半隆起線 ・ 同工具による連続刺突文を施す。
加曽利 E 併行

（曽利系）

9
D-25 土 鉢 良好 砂粒混入 体部破片 体部上位の文様帯部分付近が遺存する。 文様帯上下に横

位隆帯を巡らす。 渦巻き状隆帯、横位・縦位並行沈線を施す。
加曽利 E

10

D-25 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

胴部下位～底部
1/10

2 条一組の縦位隆帯により 3 単位に区画する。 各区画内に
蛇行隆帯を垂下させ、 さらに区画する。 区画内には綾杉状
沈線を施す。 底部には網代痕。

曽利Ⅲ

11
D-25 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部～底部 1/10縄文 （摩滅のため不明瞭。 単節 LR?） 施文。 底部、 やや

上げ底状を呈する。 不明瞭だが網代痕が認められる。
中期後葉

12
D-25 土 土製耳飾 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
完形 鼓形。 孔が貫通する。 中期後葉
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 576 －

Ａ区 D － 26 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-26 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部～底部 2/3 頚部に鍔状隆帯を巡らす。 胴部、 単節 LR 縄文施文後、 渦

巻き状 ・ 縦位直線状 ・ 蛇行隆帯を施す。
中期後葉

2
D-26 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 撚り糸施文。 縦位隆帯で区画する。 加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

3
D-26 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 3 条一組の縦位隆帯で区画する。 区画内、 丸棒状工具によ

る縦位沈線を施す。
加曽利 E

4

D-26 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 斜位細沈線施文後、 口縁に
並行する直線状結節浮線文、 渦巻き状の一部と想定される
弧状結節浮線文を施す。

諸磯 c

Ａ区 D － 28 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-28 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内には縦

位沈線施文か。 区画連結部には蕨手状沈線を配す。
加曽利 E

2

D-28 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部下
位 2/3

剥落しているが、 頚部付近に 4 単位の橋状把手を配すと考
えられる。 頚部付近に渦巻き状隆帯を連繋する。 渦巻き状隆
帯上位には三角形、 下位には縦位直線状隆帯を施す。 縦
位隆帯は胴部を 11 単位に区画する。 さらに縦位直線状隆帯
は、 胴部最大径付近において横位隆帯又は沈線により連繋
される。 隆帯と沈線の配置の規則性は不明。

中期後葉

3
D-28 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 口縁部下位から胴部上位片と想定される。 隆帯で区画し、

区画内には沈線を施す。 2 と同一個体と考えられる。
加曽利 E 併行

4
D-28 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 縦位沈線 （3 条一組 ?） で区画する。

区画内には蛇行沈線を垂下させる。
加曽利 E

5
D-28 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 2 条一組の隆帯で区画する。 区画内には斜位沈線を施す。 加曽利 E 併行

（郷土系）

6
D-28 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縄文 （無節 L?） 施文後、 弧状沈線で区画する。 区画内に

は単節 RL 縄文施文。
加曽利 E

Ａ区 D － 29 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-29 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
灰色礫混入

口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 木葉状の区画内に
は櫛歯状工具による縦位沈線 （剥落 ・ 摩滅のため不明瞭）
を施す。 口縁部文様帯下位に、 幅の狭い無文帯を有する。
無文帯下位は、 丸棒状工具による横位沈線で区画し、 櫛歯
状工具による縦位直線状・蛇行沈線を施す。 沈線は細く浅く、
条線状を呈す。

加曽利 E Ⅰ

2
D-29 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 撚り糸施文。 加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

3
D-29 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

灰色礫混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線で区

画する。
諸磯 b

4
D-29 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

灰色礫混入
胴部破片 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線で区画する。 諸磯 b

Ａ区 D － 30 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-30 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 内反する平口縁と想定される。 隆帯と沈線で口縁部文様帯を

区画する。 区画内に単節 RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-30 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部破片 縦位条線を施す。 加曽利 E

3 D-30 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縦位隆帯で区画。 区画内、 斜位沈線を市松文様状に施す。 加曽利 E 併行

Ａ区 D － 31 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-31 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口辺部破片 口縁部文様帯の一部である。 隆帯と沈線で区画し、 区画内

に丸棒状工具による縦位沈線を施す。
加曽利 E

2
D-31 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 2 条一組の縦位隆帯 （断面三角形） で区画する。 一部の区

画内、 丸棒状工具による斜位沈線を疎らに施す。 隆帯間は
撫でており無文。

加曽利 E

3

D-31 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 曽利系深鉢の胴部上位付近と想定される。 斜位沈線と、 逆
方向の斜位棒状貼付文により、 格子目状ﾓﾁｰﾌを構成する。
胴部、 縦位隆帯で区画し、 一部に縄文施文。

加曽利 E 併行
（曽利系）

Ａ区 D － 32 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-32 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内、 単節 LR

縄文施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2

D-32 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ チ
ャート混入

胴部破片 2 条一組の縦位隆帯で区画する。 区画内、 一部に縦位条線
施文後、 丸棒状工具による横位 ・ 斜位沈線を疎らに施す。
隆帯間は撫でており無文。

加曽利 E
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－ 577 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 33 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-33 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口辺部破片 深鉢の口縁部文様帯付近である。 区画連結部の渦巻き状沈
線と想定される。 区画の形状は不明であるが、 区画内には縦
位沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ

2
D-33 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口辺部破片 深鉢の口縁部文様帯付近である。 隆帯と沈線を渦巻き状に

施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

3
D-33 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 撚り糸施文後、 蛇行隆帯を垂下させる。 加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

4

D-33 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部と想定される。 半截竹管状工具押し
引きによる横位爪形文を、 口縁に並行し向きを交互に変えて
3 条施す （一部は爪形文でなく刺突状を呈する）。 波頂部直
下に竹管状工具による円形刺突文を配し、 刺突文から半截
竹管状工具による縦位平行沈線を垂下させ、 同工具による
横位平行沈線と交差させる。

諸磯 a

5
D-33 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 緩やかな 4 単位双頭波状口縁か。 半截竹管状工具押し引き

による横位爪形文を施す。 波頂部の一部に短沈線を連続し
て施す。

諸磯 b

Ａ区 D － 34 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-34 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部下位に横位隆帯を巡らす。 隆帯下位が口縁部文様帯

と想定される。 文様帯内、 半截竹管状工具による斜位平行
沈線を施す。

加曽利 E

2

D-34 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 口縁部直下に丸棒状工
具による横位沈線を巡らす。 沈線下位が口縁部文様帯と想
定される。 文様帯内には縦位沈線を施す。 さらに、 一部に
弧状隆帯を施す。

加曽利 E

3
D-34 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 口縁部文様帯付近と想定される。 隆帯で区画し、 区画内に

半截竹管状工具による斜位平行沈線を施す。
加曽利 E

4
D-34 土
NO1

深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角
閃石混入

 3/4 無節 L 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線を横位
又は螺旋状に施す。 口端部には三角形の小突起を配す。

諸磯 b

5
D-34 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線状を呈する） を

施す。
諸磯 b

6
D-34 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 細めの半截竹管状工具による平行沈線で、 格子目状の文様

を施す。 一部に印刻文 （三角形か） 施文。
十三菩提

7

D-34 土 深鉢 不良 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 口縁部直下に丸棒状工具による横位沈線を巡らす。 沈線部
に棒状工具による二等辺三角形の列点状刺突を施す。 さら
に、 その下位は細い沈線で区画する。

五領ヶ台

8
D-34 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
口縁部破片 半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線状） で区画する。

区画内、 同工具による斜位平行沈線を格子目状に施す。
五領ヶ台

9
D-34 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 横位直線状 ・ 弧状 ・ 渦巻き状沈線で区画する。 横位沈線に

沿って三角形の列点状刺突を施す。
五領ヶ台

10
D-34 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 遺存部上位、 横位隆帯を巡らす。 隆帯下位、 丸棒状工具に

よる剣先状沈線で区画し、 内側に同工具による斜位沈線を施
す。

五領ヶ台

11
D-34 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 半截竹管状工具による隆起線を施す。 一部に、 棒状工具又

は板状工具による列点状刺突を施す。
五領ヶ台

Ａ区 D － 35 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-35 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
砂礫混入

胴部～底部 3/5 胴部上位に 5 単位の渦巻き文を施す。 渦巻き文からは 3 条
一組の縦位隆帯を垂下させ区画する。 さらに区画内に蛇行
隆帯を施し、 撚り糸 R を充填する。

中期後葉

Ａ区 D － 36 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-36 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/8

やや内反する４単位小波状口縁と想定される。 丸棒状工具に
よる縦位沈線で区画する。 一部の沈線上端は蕨手状を呈す
る。 さらに、 一部にはＵ字状沈線を施す。 沈線施文後、 一
部の区画に単節 RL 縄文を充填する。

加曽利 E Ⅲ

2
D-36 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁波頂部付近。 波頂部は上端が広がる円柱状を呈す

る。 胴部には縦位基調条線を施す。
加曽利 E 併行

3
D-36 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 丸棒状工具による逆Ｕ字状沈線で区画する。 一部の区画に

同工具による楕円形刺突 （上から下へ施文） を施す。
加曽利 E Ⅲ

4

D-36 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
褐色礫混入

胴部破片 口縁部文様帯～胴部上位が遺存する。 隆帯と沈線で口縁部
文様帯を区画する。 区画内には斜位沈線又は楕円形刺突を
施す。 また、 区画連結部分には円形刺突状区画を配す。 胴
部、 円形刺突状区画下位に２条一組の丸棒状工具による縦
位沈線を垂下させる。 沈線部以外には同工具によるによる楕
円形刺突 （上から下へ施文） を施す。

加曽利 E Ⅲ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 578 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

5
D-36 土 深鉢 普通 砂粒・赤褐色礫・

黒色鉱物混入
胴部破片 2 条一組の丸棒状工具による幅広で浅い縦位沈線により区画

する。 沈線間は無文。 区画内には棒状工具による刺突文を
充填する。

加曽利 E

6
D-36 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

褐色礫混入
胴部破片 断面三角形の隆帯で区画する。 一部の区画内に丸棒状工具

による弧状 ・ 蕨手状沈線を施す。 さらに単節 RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ

7
D-36 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線で区画する。 一部の区画内に単

節 RL 縄文充填。
加曽利 E

8
D-36 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部破片 弧状条線を施す。 加曽利 E 併行

Ａ区 D － 37 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-37 土
NO3

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

 9/10 平口縁に対向する正副の突起を付す。 正は環状、 副は双頭
の山形を呈する。 口縁部文様帯は、 縦位 ・ L 字状隆帯貼付
後、 単節 LR 縄文 ・ 半截竹管状工具による平行沈線を施す。
頚部文様帯には、 単節 LR 縄文施文後、 半截竹管状工具に
よる縦位 ・ U 字状平行沈線施文。 胴部文様帯には、 縦位橋
状 ・ 弧状隆帯貼付後、 単節 LR 縄文 ・ 半截竹管状工具によ
る縦位 ・ 弧状 ・ 渦巻き状平行沈線を施す。 新潟県上越市に
所在する和泉 A 遺跡出土土器群との関連が想定される。

五領ヶ台併行

2

D-37 土
NO2

深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

口縁部～胴部下
位 4/5

平口縁に 4 単位の突起を付す。 対向する突起には同一のも
のと、 正副の相違が認められるものとがある。 同一の突起は
3 頭の頂部に棒状の圧痕が付され、 中央の突起より縦位隆
帯を垂下させる。 正副の突起の正は、 頂部が平坦で幅広で
ある。 内面の両端部には渦巻き状隆帯を施す。 副の外面に
は環状隆帯が施され、 そこから縦位隆帯が垂下する。 口縁
部文様帯は、三角印刻文に縁取られる沈線により区画される。
頚部は無文。 胴部は単節 LR 結束縄文を縦位に施文。

五領ヶ台

3

D-37 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部 1/8 単節 LR 縄文施文後、 半截竹管状工具による縦位に対向す
る U 字状 ・ 逆 U 字状平行沈線 （半隆起線状） で区画する。
U 字状区画内には斜位平行沈線、 逆 U 字状区画内には縦
位平行沈線施文。 両区画の間には、 円形平行沈線を縦位
に 2 個配す。 さらに一部に半截竹管状工具による蛇行平行
沈線を垂下させる。

五領ヶ台

4

D-37 土
NO2

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

底部破片 4 条一組と想定される縦位沈線により、 4 又は５単位に区画
する。 一部の沈線に沿って三角印刻文を施す。 三角印刻文
は列点状に施文する箇所、 2 個一対を疎らに施文する箇所
がある。 区画内には単節 LR 縄文施文。

五領ヶ台

5
D-37 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部～底部 1/10撚り糸を施す。 中期後葉？

6
D-37 土
NO2

浅鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
石英混入

口縁部～体部中
位 1/4

遺存部においては無文。 加曽利 E

Ａ区 D － 38 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-38 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角

閃石混入
口縁部 （把手）
破片

口端部直下に施された獣面把手。 獣面の周囲には沈線 ・ 単
節 RL 縄文施文。

諸磯 b

Ａ区 D － 39 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-39 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線を矢羽根状に施す。 諸磯 c

2
D-39 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黄褐色礫

混入
胴部破片 横位細沈線施文後、 弧状結節浮線文を施す。 諸磯 c

3 D-39 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文を施す。 諸磯

Ａ区 D － 40 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-40 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 一部に浅い沈線状の撫でが認められる。

沈線による区画か。
加曽利 E

2
D-40 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・

灰色礫混入
底部破片 底部網代痕。 後期？

Ａ区 D － 41 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-41 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。 爪形文

間、 縄文押圧か （不明瞭）。
諸磯 b

2
D-41 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 櫛歯状工具による弧状平行沈線、 竹管状工具による円形刺

突文を施す。 所謂肋骨文と想定される。
諸磯 a
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－ 579 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 42 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-42 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 口縁部外面上端に、 断面三角形の稜を有する。 半截竹管状

工具押し引きによる爪形文を横位直線状 ・ 弧状に施す。
諸磯 b

2
D-42 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 細めの半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・ 縦位、

波状に施し区画する。 爪形文の下位には単節 RL 縄文施文。
諸磯

3 D-42 土 鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 遺存部においては無文。 内外面ともに丁寧な磨き。 諸磯 b ？

Ａ区 D － 43 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-43 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混

入
胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線で区画し、 区画内に同工具によ

る斜位沈線 （綾杉状か） を施す。
加曽利 E 併行

2 D-43 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線を施す。 加曽利 E

Ａ区 D － 44 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-44 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による沈線を綾杉状に施す。 加曽利 E

Ａ区 D － 45 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-45 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混

入
胴部破片 斜位条線施文後、 丸棒状工具による縦位沈線で区画する。 加曽利 E

2

D-45 土 鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

底部破片 鉢の底部から胴部最下位と想定される。 外面、 遺存部にお
いては無文。 内面、 丁寧な磨き。 内外面ともに、 一部に赤
色塗彩の痕跡が認められる。

加曽利 E

Ａ区 D － 47 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-47 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 丸棒状工具による沈線で区画し、 一部

の区画内磨り消し。
加曽利 E

2 D-47 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 複節 RLR 縄文施文。 加曽利 E

Ａ区 D － 48 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-48 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 丸棒状工具による弧状沈線で区画する。 加曽利 E

2
D-48 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 丸棒状工具による 2 条 （あるいはそれ

以上） 一組の縦位沈線で区画する。 沈線間磨り消し。
加曽利 E

Ａ区 D － 49 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-49 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 胴部上位片と想定される。 遺存部最上位の浅い横位沈線が
口縁部と胴部の境界と考えられる。 単節 LR 縄文施文後、 丸
棒状工具による逆 U 字状沈線で区画する。

加曽利 E Ⅲ～
Ⅳ

2
D-49 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による２条一組の縦位沈線で区画する。 一部に

単節 LR 縄文施文。
加曽利Ｅ

3

D-49 土 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 遺存部上位に縄文 ・ 沈線が僅かに認められる。 内面に炭化
物状物体が付着。 接点が確認できない同一個体片より、 加
曽利 E 式期の所産と考えられる。

加曽利 E

Ａ区 D － 50 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-50 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内には丸棒状
工具による縦位沈線を施す。 胴部、 脇に浅い沈線を伴う隆
帯を貼付する。 丸棒状工具による縦位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2
D-50 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 低い隆帯と幅広の沈線で区画する。 一部の区画内に単節

RL 縄文施文。
加曽利 E

3
D-50 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 2 条一組の縦位隆帯で区画し、 区画内に弧状隆帯を施す。

さらに縦位 ・ 斜位沈線を充填する。
加曽利 E 併行

4 D-50 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 縦位条線施文後、 丸棒状工具による横位弧状沈線を施す。 加曽利 E Ⅱ

5
D-50 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 胴部上位の器形変換点付近が遺存する。 丸棒状工具による

縦位弧状沈線施文後、 上位より刺突 （又は刻み） を伴う隆
帯を垂下させる。

堀之内 1
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 580 －

Ａ区 D － 51 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-51 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 棒状工具による沈線で区画する。 一部の区画内に縄文 （無

節 L か） 施文。
加曽利 E

2 D-51 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位並行沈線を施す。 加曽利 E 併行

3
D-51 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線を横位 ・ 縦位 ・ 斜位弧状に

施す。 横位 ・ 縦位に区画後、 弧状沈線を充填か。
加曽利 E

Ａ区 D － 52 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-52 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線を施す。 加曽利 E 併行

2
D-52 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 加曽利 E

Ａ区 D － 53 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-53 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 縦位条線を施す。 加曽利 E

Ａ区 D － 54 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-54 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による並行する縦位沈線 （３条一組か） で区画

する。 区画内、 単節 LR 縄文施文。
加曽利 E

2

D-54 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部～底部破片 棒状工具による沈線を施す。 遺存部が少なく断定はできない
が、 縦位沈線により区画し、 区画内に綾杉状沈線を施してい
ると想定される。

加曽利 E 併行

Ａ区 D － 55 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-55 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
口縁部破片 隆帯で口縁部文様帯を区画する。 文様帯連結部と推定され

る部分に、 渦巻き状沈線を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-55 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫混

入
口縁部破片 隆帯で口縁部文様帯を区画する。 口縁部上面 ・ 内面に沈線

（内面は浅く不明瞭） を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

3
D-55 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 撚り糸を施す。 加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

Ａ区 D － 56 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-56 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 断面三角形の低い縦位隆帯で区画する。 不明瞭であるが、

区画内の一部に縄文施文か （単節 RL?）
加曽利 E

2
D-56 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 弧状を呈する高い隆帯で区画する。 隆帯の一部剥落。 区画

内、 丸棒状工具による縦位～斜位沈線施文。
加曽利 E 併行

Ａ区 D － 57 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-57 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 口縁部～胴部
1/10

単節 RL 縄文施文後、 口縁部を半截竹管状工具による横位
平行沈線で区画する。 区画内を中心に同工具による円形 ・
弧状等の平行沈線を施す。 文様ﾓﾁｰﾌが不明瞭であり、 施
文技術も稚拙の感が強い。

諸磯 b

Ａ区 D － 60 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-60 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区画内には

縦位並行沈線を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-60 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 ２条一組（部分的には１条）の断面三角形の隆帯で区画する。

区画内には単節 LR 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ～

Ⅳ

3
D-60 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 丸棒状工具による 2 条一組の縦位沈

線で区画する。 沈線間磨り消し。
加曽利 E

4
D-60 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 断面三角形の弧状隆帯で区画する。 区画内、 丸棒状工具に

よる縦位沈線施文。
加曽利 E 併行

5

D-60 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫 ・
灰色礫混入

胴部破片 深鉢胴部上半である。 頸部に半截竹管状工具による横位平
行沈線を巡らす。 沈線上位、 同工具による平行沈線により格
子目状に区画する。 沈線下位、 単節 RL 縄文施文。

加曽利 E 併行
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－ 581 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 61 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-61 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口辺部破片 口縁部文様帯付近と想定される。 隆帯と沈線で区画する。
区画内には丸棒状工具による縦位沈線を施す。 頚部、 遺存
部においては無文。

加曽利 E Ⅰ

2

D-61 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口辺部破片 口縁部文様帯付近と想定される。 隆帯で区画する。 区画内
には丸棒状工具による縦位沈線を施す。 胴部、 遺存部が少
ないが縦位～斜位沈線施文か。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3 D-61 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による沈線を縦位 ・ 横位に施す。 加曽利 E 併行

Ａ区 D － 62 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-62 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部下
位 1/5

口縁部に稜状の隆帯を巡らす。 頚部無文。 胴部上位に２条
の横位並行沈線を巡らす。 沈線上に刺突を伴う円形貼付文。
その下位は丸棒状工具による渦巻き状 ・ 弧状沈線を施す。

堀之内 1

Ａ区 D － 64 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-64 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 隆帯で口縁部文様帯を区画する。 長方形と想定される区画
内には、 棒状又は板状工具による縦位短沈線状刺突を施す。
区画連結部には、 丸棒状工具による渦巻き状沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2
D-64 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 長方形と想定される

区画内には、 丸棒状工具による縦位～斜位沈線を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

3
D-64 土 深鉢 不良 砂粒混入 胴部破片 全体的に摩滅している。 縄文施文後、 丸棒状工具による 3

条一組の縦位沈線で区画する。
加曽利 E

Ａ区 D － 65 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-65 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部 1/10 胴部上位～中位が遺存する。 半截竹管状工具による縦位平
行沈線 （一部は半隆起線状を呈する） を施し、 一部の沈線
間に同工具又は角棒状工具による刺突を連続して施す。 そ
の後、 端部渦巻き状の２条の並行する弧状隆帯で区画する。

加曽利 E 併行
（曽利系）

2
D-65 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 縦位隆帯で区画する。 区画内、 半截竹管状工具または丸棒

状工具による沈線を綾杉状に施す。
加曽利 E

3
D-65 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 3 条一組の縦位隆帯で区画する。 隆帯間は丸棒状工具によ

る撫で。 区画内、 半截竹管状または棒状工具による沈線を
施す。

加曽利 E

4 D-65 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 撚り糸施文。 加曽利 E

5
D-65 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色礫混

入
胴部破片 付加条縄文施文。 半截竹管状工具による 3 条一組の縦位沈

線で区画する。
加曽利 E

Ａ区 D － 66 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-66 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 横位基調浮線文を施す。 諸磯 b

2
D-66 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線 （半

隆起線状） で区画する。
五領ヶ台

Ａ区 D － 67 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-67 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 赤褐色礫
混入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・ 斜位爪形文で区画す
る。 一部の爪形文間に斜位短沈線を連続して施し、 浮線文
状を呈す。 さらに、一部に竹管状工具による円形刺突を配す。

諸磯

2 D-67 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

3
D-67 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

片岩混入
胴部～底部 1/5 単節 RL 縄文が部分的に認められる。 縄文施文後、 縦位撫

で調整か。
諸磯？

4

D-67 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
植物繊維混入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。 爪形文
の押しが弱いため、 列点状刺突のように見える部分もある。
爪形文下位は直前段多条か。

有尾 ・ 黒浜

5
D-67 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部 1/5 付加条縄文横転がし。 内面は丁寧な磨き。 前期中葉

Ａ区 D － 68 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-68 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 4 単位波状口縁と想定される。 櫛歯状工具による横位刺突を
伴う縦位隆帯と、 櫛歯状工具による斜位列点状刺突で区画
する。 菱形又は三角形に区画か。

有尾

2
D-68 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる斜位爪形文で区画する。 菱

形又は三角形に区画か。
有尾

第 141 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代土坑出土遺物観察表（10）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 582 －

Ａ区 D － 69 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-69 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 全体的に摩滅しており不明瞭である。 半截竹管状工具押し
引きによる爪形文で区画する。 爪形文間は短沈線を連続して
施し、 浮線文状を呈する。

諸磯 b

2 D-69 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 縄文 （単節 RL か） 施文。 諸磯

Ａ区 D － 70 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-70 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 朝顔型の小型深鉢と想定される。 沈線で区画し、 一部の区

画内に単節 RL 縄文充填。 充填後、 一部磨り消しか。
堀之内 2

2

D-70 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 胴部上位の器形変換点付近が遺存する。 器形変換点に丸
棒状工具による 2 条の横位並行沈線を施す。 沈線上位、 遺
存部においては無文。 沈線下位、 同工具による縦位基調直
線状 ・ 弧状沈線を施す。

堀之内 1

3
D-70 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 沈線で区画 （菱形モチーフか） し、 一部の区画内に単節

RL 縄文充填。 充填後、 一部磨り消しか。
堀之内 2

4
D-70 土 鉢または

深鉢
普通 砂粒混入 胴部～底部破片 小型鉢か。沈線で区画し、一部の区画内に単節RL縄文施文。 堀之内

5
D-70 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部～胴部
1/8

外面は無文。 内面口端部直下に浅い沈線状窪みを巡らす。 後期？

Ａ区 D － 71 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-71 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
金雲母混入

口縁部～胴部下
位 1/2

ほぼ直立する平口縁。 単節 LR 縄文を外面全体に施す。 口
縁部に丸棒状工具による 2 条の横位並行沈線を巡らす。 沈
線間には上下交互刺突を施す。 横位沈線下位には、 丸棒
状工具による横位 ・ 縦位 ・ 弧状等沈線を施す。 胴部には、
Y 字状又は上部を閉じた Y 字状沈線を、 高さを交互に変え
て施文。

五領ヶ台

2

D-71 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線 （一部半隆起線状） を格子
目状に施す。 その後、同工具による平行沈線 （半隆起線状）
を横位基調に施す。

五領ヶ台

3
D-71 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 やや内反する平口縁か。 単節 RL 縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

4
D-71 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部～底部破片 不明瞭ではあるが、 単節 RL と LR の羽状縄文か。 底部はや

や上げ底状を呈する。
有尾 ・ 黒浜

Ａ区 D － 72 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-72 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
2/3

隆帯と沈線により口縁部文様帯を６単位に区画する。 各区画
は半月状を呈し、区画内には縦位沈線を施す。 頚部は無文。
胴部は単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅱ
古段階？

2

D-72 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部 3/5 口縁部文様帯の一部と胴部が遺存する。 隆帯により口縁部
文様帯を区画する。区画内には斜位・縦位条線を施す。胴部、
縦位条線施文後、 丸棒状工具による縦位沈線により 15 単位
に区画する。 沈線間磨り消し ・ 蛇行沈線施文 ・ 逆 C 字状沈
線施文等を行うが、 施文の規則性が認められない。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ

Ａ区 D － 73 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-73 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

灰色礫混入
胴部破片 撚り糸施文後、 丸棒状工具による横位 ・ 斜位沈線を施す。

所謂連弧文か。
加曽利 E Ⅱ

2 D-73 土 深鉢 良好 砂粒混入 底部破片 撚り糸施文。 底部、 不明瞭だが網代痕。 加曽利 E

3
D-73 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部破片 丸棒状工具による沈線で区画する。 一部の区画内に同工具

による刺突を疎らに施す。
称名寺

Ａ区 D － 74 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-74 土 鉢 良好 砂粒混入 口縁部～体部破
片

ボウル型の鉢と想定される。 口縁部最上位厚みを有する。 体
部上位、 2 条の横位沈線で区画し、 沈線間は無文。 無文部
は丁寧に磨いている。 体部中位、 単節 RL 縄文施文。 遺存
部最下位に、 沈線の一部と考えられる部分が認められるが、
モチーフ ・ 方向性は判然としない。

諸磯 a ～ b

2
D-74 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 斜位基調沈線施文後、 竹管状工具による円形刺突を縦位に

配す。
諸磯 a

3
D-74 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 複節 RLR 縄文施文。 諸磯
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－ 583 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 76 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-76 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL と LR の羽状縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

2
D-76 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 無節 R 縄文施文。 前期中葉～

後葉

Ａ区 D － 77 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-77 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

2
D-77 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
胴部破片 単節 RL と LR の羽状縄文を施す。内面は非常に丁寧な磨き。 有尾 ・ 黒浜

Ａ区 D － 79 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-79 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 口縁部上端、 外面に断
面三角形の稜状隆帯を巡らす。 胴部、 櫛歯状工具による横
位直線状 ・ 波状平行沈線施文後、 竹管状工具による円形刺
突を縦位に施し区画する。 遺存部最下位には単節 RL 縄文
施文。

諸磯 b

2

D-79 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 口縁部外面に断面三角
形の隆帯を巡らす。 隆帯下位は単節 LR 縄文施文後、 半截
竹管状工具押し引きによる横位爪形文を並行して施す。

諸磯 b

3 D-79 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文横転がし。 諸磯

4

D-79 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部 1/5 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる横位
爪形文により口縁部文様帯と胴部を区画する。 口縁部文様
帯、 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で木葉状又は木
葉＋三角形状に区画する。 区画外は磨り消しか。 さらに、 竹
管状工具による円形刺突文を配す。

諸磯 b

5
D-79 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状

平行沈線を施す。
諸磯 b

6
D-79 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文、 櫛歯状工具による横位波状 ・ 直線状平

行沈線を施す。 さらに竹管状工具による円形刺突を縦位に
配す。

諸磯 a ～ b

7
D-79 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 結節縄文施文。 結節部を上位に横転がし。 諸磯

8
D-79 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部破片 底部より丸味を持ちながら胴部へと立ち上がる。 基本的には

無文であるが、 一部に単節 LR 縄文が認められる。
諸磯 b ？

9 D-79 土 台付土器 普通 砂粒 ・ 礫混入 底部～台部 1/10無文。 台部内外面は丁寧な磨き。 中期後葉

Ａ区 D － 80 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-80 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 細めの半截竹管状工具の密な押し引きによる爪形文を横位

に施す。 内面は丁寧な磨き。
諸磯 b

2

D-80 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・ 斜位に施し
区画する。 一部の区画内には竹管状工具による円形刺突、
また別の区画には単節 RL 縄文を施す。 さらに、 不鮮明では
あるが、 部分的に半截竹管状工具による平行短沈線を連続
して施す。

諸磯 b

3
D-80 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 結節縄文施文。 諸磯

Ａ区 D － 81 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-81 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる斜位爪形文を施す。 爪形文
に並行して斜位短沈線を連続して施し、 浮線文状を呈す。
一部の区画に竹管状工具による円形刺突を配す。

諸磯 b

2
D-81 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

Ａ区 D － 82 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-82 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部付近と想定される。 半截竹管状工具

押し引きによる爪形文を、 口縁に並行して 3 条施す。
有尾

2

D-82 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口辺部破片 櫛歯状工具による縦位 ・ 斜位列点状刺突を施す。 遺存部最
下位に横区画を想定させる部分が認められる。 菱形を十字に
区画し、 三角形としている可能性がある。

有尾

3
D-82 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 584 －

Ａ区 D － 85 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-85 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位細沈線施文後、 直線状 ・ 弧状結節浮線文で区画する。 諸磯 c

2
D-85 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 並行する横位浮線文を施す。 諸磯 b

3
D-85 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁部、 櫛歯状工具による縦

位列点状刺突を施す。 その下位に、 口縁に並行する列点状
刺突を施す。

有尾

Ａ区 D － 86 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-86 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 複節 RLR 縄文施文。 丸棒状工具による蛇行沈線を垂下させ

る。
加曽利 E

Ａ区 D － 88 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-88 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 直前段合撚施文。 有尾 ・ 黒浜

2
D-88 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

Ａ区 D － 89 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-89 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位 ・ 斜位沈線を施す 加曽利 E

2
D-89 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 口縁部文様帯付近と想定される。 隆帯で区画し、 一部に縦

位基調沈線を施す。
加曽利 E

Ａ区 D － 90 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-90 土 深鉢 不良 砂粒 ・ 石英 ・ ﾁｬ
ｰﾄ ・ 片岩 ・ 植物
繊維混入

口辺部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を斜位直線状 ・ 弧状
に施す。

有尾 ・ 黒浜

2

D-90 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 RL と LR の羽状縄文 （羽状のモチーフは乱れていて明確で
はない） 施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線で区
画する。 平行沈線は部分的に途切れている。

有尾 ・ 黒浜

Ａ区 D － 91 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-91 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。 爪形文

間には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

2
D-91 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

角閃石混入
胴部破片 縄文 （単節 RL か） 施文後、 浮線文を施す。 諸磯 b

3
D-91 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線 （半隆起線状を呈する）

で区画し、 区画内には綾杉状沈線を施す。
諸磯 c

Ａ区 D － 93 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-93 土 鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
砂礫混入

ほぼ完形 3 単位小波状口縁。 波頂部には沈線 ・ 刺突文施文。 波頂
部直下に円孔。 頚部は無文。 括れ部に横位沈線を巡らし、
波頂部下位に 8 の字状貼付文を配す。 胴部、 単節 LR 縄文
施文後、 縦位弧状 ・ 直線状等沈線を垂下させる。 胴部下位
は無文。 底部の一部に縄文が認められる。 外面に煤が多量
に付着する。

堀之内 1

2
D-93 土 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 白

色礫混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる横位

爪形文で区画する。 一部の区画内、撫でにより縄文磨り消し。
諸磯 b

3 D-93 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 胴部最下位の破片。 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

Ａ区 D － 96 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-96 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文。 半截竹管状工具による横位平行沈線で

区画する。
諸磯 b

2
D-96 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯

第 144 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代土坑出土遺物観察表（13）



－ 585 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 97 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-97 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
金雲母混入

胴部破片 やや幅の広い半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起
線状） で区画する。 区画内、 格子目状沈線施文後、 半截
竹管状工具による不整形な平行沈線を施す。

五領ヶ台

2

D-97 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
金雲母混入

胴部破片 やや幅の広い半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起
線状） で区画する。 内側、 格子目状沈線施文後、 半截竹
管状工具による U 字 ・ 逆 U 字 ・ 横 U 字状平行沈線を施す。

五領ヶ台

Ａ区 D － 98 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-98 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

2
D-98 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線で区画する。 一部の区

画内に同工具による刺突文を施す。
浮島

Ａ区 D － 99 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-99 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁部、 櫛歯状工具による縦
位列点状刺突を連続して施す。 その下位に、 口縁に並行し
て同工具による列点状刺突、 半截竹管状工具による平行沈
線 （半隆起線状） を施す。

有尾

2
D-99 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文施文後、半截竹管状工具による横位平行沈線（半

隆起線状） を施す。
有尾 ・ 黒浜

Ａ区 D － 100 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-100 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文または同工具による連

続刺突を施す。
有尾

2
D-100 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 直前段合撚縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

Ａ区 D － 101 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-101 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 梯子状縦位隆帯で区画する。 区画内、 丸棒状工具による綾

杉状沈線を施す。
加曽利 E 併行

2
D-101 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 蛇行隆帯を垂下させ区画する。 区画内、 丸棒状工具による

斜位沈線を施す。
加曽利 E 併行

Ａ区 D － 102 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-102 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 内面最上位に顕著な稜を有す。 口縁部上面には 1 条の沈線
が巡る。 外面、 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 渦
巻き状、 上下の交互刺突による蛇行隆帯状モチーフが認め
られる。 口縁部文様帯下位（頚部）は、遺存部において無文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2

D-102 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

口縁部破片 波状口縁波頂部が遺存する。 隆帯と沈線で口縁部文様帯を
区画する。 隆帯は合流して把手と連結する。 区画内は丸棒
状工具による斜位沈線を施す。 胴部、 弧状 （蛇行か） 隆帯
で区画し、 一部に丸棒状工具による縦位沈線を疎らに施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3
D-102 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 縦位直線状 ・ 蛇行隆帯で区画する。 区画内、 丸棒状工具

による横位 ・ 縦位沈線を施す。
加曽利 E 併行

Ａ区 D － 103 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-103 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
口縁部破片 口縁部に無文帯を有する。 口縁部文様帯を丸棒状工具によ

る沈線で区画し、 区画内に同工具による縦位沈線を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-103 土 深鉢 普通 砂粒・黒色鉱物・

褐色礫混入
胴部破片 丸棒状工具による斜位沈線を施す。 加曽利 E

Ａ区 D － 104 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-104 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 内反する口縁。半截竹管状工具による横位平行沈線施文後、

棒状貼付文、 刺突を伴うボタン状貼付文を施す。
諸磯 c

2
D-104 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線を綾杉状に施す。 さら

に、 棒状 ・ ボタン状貼付文を施す。
諸磯 c

3 D-104 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 弧状の結節浮線文を施す。 目玉状モチーフと想定される。 諸磯 c
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 586 －

Ａ区 D － 107 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-107 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による縦位・斜位平行沈線を施し、 鋸歯状・

ボタン状貼付文を配す。
諸磯 c 併行
（大木系？）

Ａ区 D － 108 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-108 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 直角の沈線で区画する。 縦位沈線部に並行して隆帯が施さ

れている可能性がある。 区画内、 丸棒状工具による綾杉状
沈線を施す。

加曽利 E 併行

Ａ区 D － 109 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-109 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を並行して施す。 諸磯 a ～ b

2

D-109 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 平口縁。 口縁部外反し横位隆帯状を呈する。 ４本１単位櫛
歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 同工具
端部を支点に扇状 ・ 半円状に回転させた平行沈線、 竹管状
工具による円形刺突を配する。

諸磯 b

3

D-109 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線 （半隆起線状）
で区画する。 一部の区画内は縦位沈線で区画している。 さら
に、 竹管状工具による円形刺突文を施す。

諸磯 b

4
D-109 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 櫛歯状工具による横位 ・ 斜位平行沈線を施す。 諸磯 b

5
D-109 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文。 諸磯 b

6 D-109 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

Ａ区 D － 110 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-110 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 櫛歯状工具による横位平行沈線を施す。 諸磯 b

2
D-110 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を縦位 ・ 斜位に施す。 諸磯 b

3
D-110 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線を横

位直線状 ・ 弧状に施す。 一部沈線は半隆起線状を呈す。
諸磯 b

4
D-110 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 4 条の並行する横位浮線文を施す。

浮線文上の一部に、 さらに縄文押圧。
諸磯 b

5 D-110 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文。 諸磯 b

Ａ区 D － 111 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-111 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
口縁部破片 丸棒状工具による沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内

に単節 RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-111 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 不明瞭であるが縄文施文。 半截竹管状工具による平行沈線

を綾杉状に施す。
中期後葉

Ａ区 D － 112 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-112 土 深鉢 不良 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。 爪形文

間、 縄文押圧か （剥落部が多く不明瞭）。
諸磯 b

2

D-112 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起線状） を施し、
沈線間に同工具による爪形刺突文を連続して配す。 その下
位には縄文 （複節 RLR か） 施文。

諸磯 b

Ａ区 D － 113 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-113 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯

Ａ区 D － 114 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-114 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による弧状沈線で区画する。 一部の区画内に縦

位基調条線を施す。
加曽利 E Ⅲ～

Ⅳ

2 D-114 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 諸磯 b
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－ 587 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 115 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-115 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 爪形文間に

は斜位短沈線を連続して施し、 浮線文状を呈す。
諸磯 b

2
D-115 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫混入
口縁部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 諸磯 b

3
D-115 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する。 諸磯 b

4
D-115 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる斜位爪形文を施す。 一部の

爪形文間、 斜位短沈線を連続して施し、 浮線文状を呈す。
諸磯 b

5

D-115 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混
入

胴部破片 単節 RL 結節縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる
横位 ・ 斜位爪形文を施す。 爪形文間には斜位短沈線を連続
して施し、 浮線文状を呈す。

諸磯 b

6
D-115 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 胴部破片 結節縄文 （単節 RL か） 施文後、 半截竹管状工具による平

行沈線 （半隆起線状を呈する） で区画する。
諸磯 b

7 D-115 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

Ａ区 D － 117 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-117 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線で区画する。 小

さめのボタン状貼付文を施す。
諸磯 c

2
D-117 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 0 段多条縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

Ａ区 D － 118 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-118 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 外面口縁部直下に断面三角形の稜を有する。 稜の下位は櫛
歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 外面の
一部が剥落している。

諸磯 b

2
D-118 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。 爪形文

間には斜位短沈線を連続して施し、 浮線文状を呈す。
諸磯 b

3
D-118 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 並行する横位浮線文で区画し、 一部の区画内に単節 RL 縄

文施文。
諸磯 b

4 D-118 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

Ａ区 D － 120 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-120 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線施文後、 縦位 ・ 斜位結

節浮線文で区画する。 さらに一部にボタン状貼付文を配す。
諸磯 c

2
D-120 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位浮線文を施し、 浮線文に並行して細めの棒状工具によ

る円形刺突を連続して施す。
諸磯 b

3
D-120 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 細めの半截竹管状工具による横位平

行沈線 （半隆起線状） で区画する。
諸磯 b

Ａ区 D － 120・121 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-120 ・ 121 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 結節浮線文を横位 ・ 斜位に施す。 諸磯 c

2
D-120 ・ 121 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線を縦位 ・ 斜位に施す。

斜位沈線は綾杉状か。
諸磯 c

3
D-120 ・ 121 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 横位 ・ 斜位浮線文を施す。 諸磯 b

Ａ区 D － 122 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-122 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

上端が内屈する波状口縁と想定される。 口縁部上端の一部
に沈線と刺突を施す。 刺突は内面にも施す。 胴部、 棒状工
具による深めの沈線を施す。

称名寺

2

D-122 土
NO1 ・ 一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫 ・ 黒色鉱
物混入

口縁部～底部
1/4

やや歪みがあるが、 ほぼ直立する平口縁と想定される。 口縁
部に１条の圧痕隆帯を巡らす。 隆帯以下は無文。 底部はや
や上げ底状を呈す。 棒状工具による調整 (?) のためか沈線
状の調整痕が認められる。

後期？
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 588 －

Ａ区 D － 123 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-123 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 棒状工具による沈線で区画する。 一部の区画内に同工具に

よる刺突を施す。
称名寺

2
D-123 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 波状口縁。 口縁部半截竹管状工具による縦位沈線を施す。

胴部上位、 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。
有尾

3

D-123 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 4 単位小波状口縁と想定される。 口縁部直下に浅く幅広の沈
線を口縁に並行して巡らす。 その下位は単節 LR 縄文施文。
丸棒状工具による沈線を施す。 一部の沈線は蕨手状か。

加曽利 E Ⅲ

4
D-123 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 断面三角形の低い隆帯で区画する。 加曽利 E Ⅲ～

Ⅳ

Ａ区 D － 124 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-124 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
口縁部破片 内反する 4 単位双頭波状口縁と想定される。 縄文 （単節 RL

か） 施文後、 浮線文を施す。 その後、 一部に縄文施文。
諸磯 b

2
D-124 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

礫 ・ 金雲母混入
胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線で、 木葉状 ・ 半月状に区画

する。 平行沈線内、 同工具による連続刺突文を施す。
諸磯 b

3
D-124 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で区画する。 一部の

区画内に竹管状工具による刺突文を施す。
諸磯 b

Ａ区 D － 125 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-125 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
口縁部破片 内面の口縁部直下に稜を有する。 半截竹管状工具による半

隆起線を施す。 一部に隆帯貼付。
中期

2
D-125 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 遺存部においては無文。 中期？

Ａ区 D － 126 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-126 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 単節 LR 縄文施文。 諸磯？

2
D-126 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

Ａ区 D － 127 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-127 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 撚り糸施文。 加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-127 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 口縁部文様帯付近が遺存する。 隆帯で文様帯を区画し、 区

画内に複節 RLR 縄文施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

Ａ区 D － 128 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-128 土 深鉢 良好 砂粒・黒色鉱物・
灰色礫混入

口縁部破片 口縁部最上位外面、 刺突又は短沈線状刻みを伴う隆帯を施
す。 その下位は、 半截竹管状工具による平行沈線を横位直
線状 ・ 矢羽根状に施す。

諸磯 c

Ａ区 D － 129 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-129 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる口縁部に並行する爪形文で
区画する。 口縁部上面 ・ 爪形文間に斜位短沈線を連続して
施し、 浮線文状を呈す。

諸磯 b

2

D-129 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 口縁部下位に半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を
施す。遺存部最下位にも同様の施文と想定される。爪形文間、
断面三角形の横位隆帯を貼付し、 刻み状短沈線を施す。

諸磯 b

3
D-129 土 深鉢 不良 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・ 斜位に施す。

一部に竹管状工具による円形刺突を配す。
諸磯 b

4
D-129 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文を羽状に施す。 有尾 ・ 黒浜

5
D-129 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯

Ａ区 D － 130 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-130 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 胴部最上位で内屈する 4 単位波状口縁と想定される。 単節

RL 縄文施文後、 横位直線状 ・ 斜位弧状浮線文を施す。
諸磯 b

2
D-130 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線で区画する。 一

部の沈線に沿って同工具又は棒状工具による刺突文を施す。
五領ヶ台
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－ 589 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 131 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-131 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 渦巻き状浮線文を施す。 諸磯 b

2
D-131 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 横位直線状 ・ 梯子状浮線文を施す。 諸磯 b

Ａ区 D － 132 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-132 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 全体的に摩滅が著しい。 縄文 （不明瞭） 施文後、 丸棒状工

具による 2 条一組の縦位沈線で区画する。
加曽利 E

Ａ区 D － 133 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-133 土 深鉢 普通 砂粒混入  1/2 4 単位波状口縁。 波頂部下位に V 字状貼付文。 単節 RL 縄

文施文。 頚部は横位沈線を巡らし、 沈線間に刺突文を施す。
五領ヶ台

Ａ区 D － 134 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-134 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 c

2
D-134 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 鋸歯状貼付文を施す。 諸磯 c 併行

（大木系？）

Ａ区 D － 135 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-135 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 棒状工具による深めの沈線で、 縦位 ・ 弧状 ・ 裏 J 字状に区

画する。
称名寺

2 D-135 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 胴部上位片と想定される。 横位圧痕隆帯を巡らす。 後期

3 D-135 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位片と想定される。 横位圧痕隆帯を施す。 後期

4 D-135 土 小型鉢 良好 砂粒混入 体部破片 2 条の横位並行沈線を施す。 後期？

5
D-135 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部～底部破片 遺存部においては無文。 内外面ともに丁寧な磨き。 後期

6
D-135 土 鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

白色礫混入
口縁部破片 体部上位で内屈する鉢と想定される。 橋状把手を施す。 中期後葉

7
D-135 土 ﾐﾆﾁｭｱ土器 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
底部破片 3 条一組の縦位沈線により、 4 単位に区画すると考えられる。 加曽利 E

Ａ区 D － 136 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-136 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 横位圧痕隆帯を巡らす。 後期

2
D-136 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 口縁部上端内面に、 断面三角形の隆帯状の稜を有する。 外

面、 丸棒状工具による沈線で区画する。
称名寺

3
D-136 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

片岩混入
口縁部破片 棒状工具による横位沈線を巡らす。 後期

4
D-136 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 低い隆帯と沈線で区画する。 区画内には単節 LR 縄文施文。

さらに、 区画連結部に棒状工具による刺突を施す。
称名寺

5
D-136 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 全体的に摩滅している。 棒状工具による沈線で区画する。 一

部の区画に縄文 （単節 LR か） 施文。
称名寺

6
D-136 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 棒状工具による横位沈線で区画する。 一部の区画内に単節

LR 縄文施文。
後期

7
D-136 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 棒状工具による縦位基調の沈線で区

画する。
加曽利 E ～

称名寺

8 D-136 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 並行する弧状浮線文を施す。 諸磯 b

9
D-136 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による刺突文を施す。 諸磯ｂ併行

（浮島系）

10
D-136 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具により、斜めからえぐり取るような刺突を施す。 諸磯 b 併行

（浮島系？）

11

D-136 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部に無文帯を有する。 無文帯下位に丸棒状工具による
沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内に同工具による縦
位沈線を施す。

加曽利 E

12
D-136 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 胴部上位片と想定される。 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工

具による浅く幅広の縦位沈線で区画する。 さらに、 一部に蕨
手状沈線を施す。

加曽利 E Ⅲ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 590 －

Ａ区 D － 138 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-138 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 波頂部に孔を有する波状口縁。 半截竹管状工具による平行
沈線を格子目状に施し、 同工具による平行沈線で区画する。
孔の下位に橋状把手を有す。 内面、 顕著な段差を有し、 口
縁部と段差部を半截竹管状工具の撫でにより整形している。

五領ヶ台

2
D-138 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 胴部最下位の破片。 単節 LR 縄文施文。 諸磯 b

Ａ区 D － 139 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-139 土 深鉢または
鉢

普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位の器形変換点付近と想定される。 2 条の並行する
横位隆帯で区画する。 口縁部からは加飾隆帯が垂下してい
ると想定される。 横位隆帯下位は丸棒状工具による沈線で区
画し、 一部の区画内に単節 LR 縄文を施す。

堀之内 1

2
D-139 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 平口縁の小型深鉢と想定される。 2 条の並行する横位圧痕

隆帯を巡らす。 内面最上位は浅い横位沈線状を呈する。
堀之内 2

Ａ区 D － 140 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-140 土 深鉢 不良 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 やや内反する口縁部。 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画し、

区画内に半截竹管状工具による縦位平行沈線を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-140 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線で区画する。 一部の沈

線に沿って棒状工具による三角形の刺突文を施す。
五領ヶ台

Ａ区 D － 141 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-141 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 口縁部上面に丸棒状工具による沈線を巡らす。 後期

2 D-141 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 遺存部においては無文。 後期粗製土器か。 後期？

Ａ区 D － 143 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-143 土 鉢又は深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
体部破片 遺存部においては無文。 中期後葉？

Ａ区 D － 145 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-145 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 口縁部に幅の狭い無文帯を有する。 無文帯下位、 隆帯で区

画する。 一部に単節 RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ

2
D-145 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 浅く幅広の縦位沈線で区画する。 一

部の区画磨り消し。
加曽利 E

3

D-145 土 小型深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による斜位の沈線と、 沈線に並行する低い隆帯
で区画する。 一部の区画内に単節 LR 縄文施文 （斜め転が
し後、 横転がしか）。

中期？

Ａ区 D － 147 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-147 土 深鉢 不良 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部～底部 1/10縦位～斜位条線施文後、 丸棒状工具による２条一組の縦位

沈線により区画する。 ４単位又は５単位か。 全体的に施文が
雑である。

加曽利 E

Ａ区 D － 149 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-149 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
口縁部～胴部
1/10

ほぼ直立する平口縁と想定される。 口縁部下位に横位隆帯
を巡らす。

後期？

2
D-149 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 外面丁寧な磨き。 口縁部下位に横位隆帯を巡らす。 後期

3 D-149 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による深めの沈線で区画する。 外面丁寧な磨き。 称名寺

4
D-149 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 ほぼ直立する平口縁深鉢の胴部上位片と想定される。 横位

圧痕隆帯を施す。
後期

5
D-149 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 隆帯と浅く幅広の沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内

単節 RL 縄文施文。
加曽利 E

6
D-149 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 口縁部文様帯の一部と想定される。 隆帯で区画し、 区画内

に縦位沈線を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

第 150 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代土坑出土遺物観察表（19）



－ 591 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

7
D-149 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

白色礫混入
胴部破片 口縁部文様帯の一部と想定される。 隆帯で区画し、 区画内

に斜位条線を施す。
加曽利 E

8
D-149 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口辺部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内単節 RL 縄

文施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

9

D-149 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 縄文 （摩滅のため不明瞭） 施文後、 丸棒状工具による 2 条
一組の縦位沈線で区画する。 沈線間は磨り消し。 さらに、 一
部の区画に隆帯 （垂下する蛇行隆帯か） を施す。

加曽利 E

10 D-149 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 櫛歯状工具による縦位基調の条線を施す。 加曽利 E

Ａ区 D － 150 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-150 土
上層

深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁波頂部が遺存する。 波頂部下位に孔を有する。 胴
部、 棒状工具による弧状沈線を施す。

称名寺

2
D-150 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 棒状工具による沈線で区画する。 一部の区画内に、 同工具

による列点状短沈線を施す。
称名寺

3
D-150 土
上層

深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 鋭く深めの沈線で渦巻き状に区画する。 一部の区画内に刺
突文を施す。 刺突は浅く不明瞭である。

称名寺

4
D-150 土
中層

深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
褐色礫混入

胴部 1/10 棒状工具による深めの沈線を施す。 一部に逆Ｊ字状のモチー
フが認められる。

称名寺

5

D-150 土
中層

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部に無文帯を有し、 胴部との境界に刻みを施した横位
隆帯を配す。 胴部は垂下する隆帯により区画する。 区画内
は無節 L 縄文と磨り消しを交互に配するものと思われる。

中期末葉～
後期初頭

6
D-150 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁と想定される。 口縁部下位に列点状刺突を伴う横

位隆帯を巡らす。
中期末葉～
後期初頭

7
D-150 土
上層

深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 口縁部下位に横位圧痕
隆帯を巡らす。

後期前葉

8
D-150 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
口縁部破片 平口縁と想定される。 圧痕隆帯を施す。 中期後葉～

後期

9
D-150 土
中層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

口縁部～胴部
1/5

口縁部に横位圧痕隆帯を巡らす。 後期

10
D-150 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 遺存部においては無文。 後期？

11
D-150 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部下位に横位隆帯を巡らす。胴部の遺存部は少ないが、

横位隆帯から垂下する縦位隆帯で区画すると想定される。
加曽利 E Ⅳ

12
D-150 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 隆帯と幅広で浅い沈線で区画

する。 一部の区画に単節 RL 縄文施文。
中期末葉

13

D-150 土
上層

深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する 4 単位波状口縁と想定される。 丸棒状工具に
よる沈線で区画する。 一部の区画内に単節 LR 縄文施文 （横
転がし後、 一部に斜め転がし）。

加曽利 E Ⅳ

14
D-150 土
上層

小型深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部中位の括れ部付近か。 断面三角形の隆帯で区画し、 一
部の区画内に無節 L 縄文を施す。

加曽利 E Ⅳ

15
D-150 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 2 条一組の縦位隆帯で区画する。 区画内、 丸棒状工具によ

る縦位沈線を施す。
加曽利 E

16 D-150 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位直線状 ・ 弧状沈線を施す。 堀之内 1

17
D-150 土
中層

深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

胴部破片 頚部から胴部上位が遺存すると考えられる。 無文の頚部に刺
突を伴う隆帯を貼付する。 内面に炭化物付着。

堀之内 1

Ａ区 D － 151 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-151 土
NO1

鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

ほぼ完形 口端部に不明瞭な沈線を巡らす。 口縁部は無文。 頚部以下
には 2 条一組を基本とする沈線を、 横位 ・ 縦位 ・ 渦巻き状
等に施し区画する。 一部の区画内には単節 LR 縄文施文。

後期初頭～
前葉

2
D-151 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口縁部破片 上端部が内屈する波状口縁と想定される。 棒状工具による深

い沈線で区画する。
称名寺

3
D-151 土
上層

深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 内反する波状口縁と想定される。 口縁部上端厚みを有する。
棒状工具による沈線で区画する。 一部に同工具による刺突を
施す。

称名寺

4
D-151 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部上端、 内外面とも隆帯状の厚みを有す。 外面、 口縁

に並行する沈線と円形刺突を施す。 内面、 円形刺突を施す。
称名寺Ⅱ～

堀之内 1

5
D-151 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 横位圧痕隆帯を施す。 中期後葉～

後期

6
D-151 土
中層

深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 口縁部に無文帯を有し、 胴部との境界に断面三角形の横位
隆帯を巡らす。

後期

7

D-151 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 深鉢の把手部分。 把手中央に孔を有する。 上面、 両端部に
刺突を伴う沈線を施す。 外面の一部に刺突文が認められる
が、 摩滅しており詳細は不明。 内面、 孔の周囲に楕円形沈
線を巡らす。 さらに、 一部に円形刺突文を施す。

堀之内 1

8
D-151 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 把手。 内外面に棒状工具による刺突及び沈線を施す。 側面

には長楕円形の孔を有する。
堀之内 1
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 592 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

9

D-151 土
中層

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや外側に開く平口縁と想定される。 箆状工具による横位基
調撫でを施す。 強めに撫で、 あえて平滑にはせず、 意図的
に微隆起線状の高まりを生じさせていると考えられる。

後期？

10
D-151 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 棒状工具による沈線で区画する。 一部の区画内に、 同工具

による刺突を施す。
称名寺

11
D-151 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯と丸棒状工具による沈線で区画する。 一部の区画内に

列点状刺突を施す。
称名寺

12

D-151 土
中層

深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位の器形変換点付近が遺存する。 横位隆帯と沈線で
区画する。 一部の区画内には棒状工具による列点状刺突を
施す。 さらに、 一部に刺突を伴う貼付文、 刺突文を施す。

称名寺

13

D-150 土中
層 ･D-151
土中層 ･D-
151 土上層

深鉢または
鉢

良好 砂粒混入 胴部破片 遺存部からは、 丸味を帯びた器形が想定される。 隆帯で区
画する。 全体のﾓﾁｰﾌは不明だが、 渦巻き状を弧状隆帯で
連結している可能性が考えられる。 一部の隆帯の高さは低く、
微隆起線状を呈する。 内面は丁寧な横位磨き。

後期？

Ａ区 D － 152 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-152 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画は半円形と想
定される。 区画内には複節縄文施文。 区画連結部には、 渦
巻き状ﾓﾁｰﾌの隆帯を施す。

加曽利 E Ⅰ

2

D-152 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 口縁部文様帯～胴部が遺存すると想定される。 口縁部文様
帯の下位は隆帯で区画する。 頚部は無文。 頚部と胴部文様
帯の境界に、 丸棒状工具による横位並行沈線を３条施す。
胴部、 単節 LR 縄文施文。

加曽利 E Ⅰ

3 D-152 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 撚り糸を施す。 加曽利 E

4
D-152 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部と想定される。 半截竹管状工具による

平行沈線 （半隆起線状） を施す。
十三菩提

Ａ区 D － 153 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-153 土 深鉢 不良 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位直線状・弧状浮線文で区画する。
さらに、 浮線文に並行して細めの棒状工具による円形刺突を
連続して施す。

諸磯 b

Ａ区 D － 154 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-154 土 鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
口縁部破片 折り返し口縁状を呈する。 遺存部においては無文。 内外面

赤彩。
加曽利 E

2
D-154 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による 2 条一組の縦位沈線で区画する。 区画内

には単節 RL 縄文施文。 全体的に摩滅している。
加曽利 E

Ａ区 D － 155 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-155 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部下
位 3/4

単節 LR 縄文施文後、 口縁部文様帯を沈線で区画する。 区
画内には縦位・斜位沈線を施す。 胴部、 縦位直線状・弧状・
渦巻き状等沈線により区画し、 一部の区画内縄文磨り消し。

中期後葉

Ａ区 D － 156 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-156 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
2/3

口端部に施されたと考えられる 4 単位の小突起が、 いずれも
剥落している。 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。
区画内には撚り糸施文。 頚部は無文。 胴部、 撚り糸施文後、
2 条一組の縦位隆帯により 4 単位に区画する。 各区画内に
は蛇行隆帯を垂下させる。

加曽利 E Ⅰ

2

D-156 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物 ・ 石英
混入

口縁部～胴部
2/5

やや内湾する平口縁。 口縁部は無文。 頚部以下に半截竹
管状工具による平行沈線を施し、 頚部に波状 ・ 斜位貼付文
を巡らす。

曽利Ⅰ

3
D-156 土 浅鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
 1/10 遺存部においては無文。 内外面共に部分的に赤彩が認めら

れる。
加曽利 E Ⅰ

4
D-156 土 鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
体部破片 無文の鉢と想定される。 外面丁寧な磨き。 内面に部分的に

赤彩が認められる。
加曽利 E

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-157 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
胴部破片 無節 R と単節 LR の羽状縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

2
D-157 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL と単節 LR の羽状縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

Ａ区 D － 157 号土坑
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－ 593 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 158 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-158 土 深鉢 ? 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
底部破片 底部上げ底状を呈する。 縦位沈線が僅かに遺存する。 加曽利 E ？

2
D-158 土 深鉢または

鉢
普通 砂粒混入 胴部破片 遺存部においては無文。 中期～後期

Ａ区 D － 159 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-159 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

胴部破片 口縁部文様帯～頚部付近が遺存する。 隆帯と沈線で口縁部
文様帯を区画する。 区画内には単節 LR 縄文施文。 頚部、
遺存部においては無文。

加曽利 E Ⅰ

Ａ区 D － 160 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-160 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線で区画する。 加曽利 E

Ａ区 D － 161 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-161 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部破片 棒状工具による斜位弧状沈線を施す。 中期？

Ａ区 D － 163 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-163 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 縦位又は斜位条線を施す。 加曽利Ｅ

Ａ区 D － 164 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-164 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 棒状工具による縦位沈線を施す。 加曽利Ｅ

2
D-164 土 鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 内外面ともに丁寧な磨き。 外面、 遺存部においては無文。

鉢口縁部下位の無文帯部分の可能性が考えられる。
加曽利 E

3

D-164 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
角閃石混入

胴部下位破片 胴部下位から底部にかけて広がる器形。 胴部最下位が遺存
する。 半截竹管状工具によるＵ字状の蛇行沈線 （隆起線状）
を施す。

中期前葉

Ａ区 D － 165 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-165 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部上端厚みを有する。 棒状工具による沈線で、 楕円形

に口縁部文様帯を区画する。 区画内、 単節 LR 縄文施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-165 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 ２条一組の縦位隆帯で区画する。 内側に単節 RL 縄文施文。 加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

Ａ区 D － 166 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-166 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
口縁部破片 口縁部に無文帯を有する。 胴部、 隆帯で区画し、 一部の区

画内に単節 LR 縄文を充填する。
加曽利 E Ⅲ～

Ⅳ

2
D-166 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
口縁部破片 口縁部に無文帯を有する。 胴部、 縦位隆帯で区画し、 区画

内に単節 RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅳ

3
D-166 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

褐色礫混入
口縁部破片 口縁部上端顕著に内屈する。 棒状工具による沈線で区画し、

一部の区画内に同工具による列点状刺突を施す。
称名寺

4
D-166 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁波頂部。 波頂部に環状把手を貼付し、 沈線と円形

刺突を施す。 内面にも沈線と円形刺突施文。
称名寺Ⅱ

5
D-166 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・

白色礫混入
口縁部破片 波状口縁波頂部付近が遺存。 波頂部に孔を有す。 胴部、

刺突を伴う隆帯で区画。 一部、刺突を伴う円形貼付文を配す。
堀之内

6
D-166 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部上面と外面に丸棒状工具による沈線を施す。 それ以

外は遺存部においては無文。
堀之内

Ａ区 D － 168 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-168 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 中期後葉？

Ａ区 D － 169 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-169 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部～胴部破
片

やや外反する平口縁と想定される。 隆帯と沈線で口縁部文
様帯を半円状に区画する。 区画内、 丸棒状工具による斜位
沈線を施す。 胴部、 ２条一組の縦位隆帯で区画する。 区画
内には撚り糸施文。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 594 －

Ａ区 D － 170 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-170 土 不明 良好 砂粒 胴部破片 小破片のため明確ではないが、 横位の幅広の沈線状窪みが
認められる。 外面の一部と内面全体に赤色塗彩を施す。 全
体的に精製の感が強い。

中期？

2
D-170 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 遺存部においては無文。 中期？

Ａ区 D － 171 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-171 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 波状口縁と想定される。 口縁部上端内外に稜状の隆帯を施
す。 胴部、 縦位隆帯で区画し、 丸棒状工具による縦位沈線、
さらに 2 条の横位沈線を施す。

加曽利 E
中段階併行

2
D-171 土 深鉢または

鉢
普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁と想定。 棒状工具による浅く不明瞭な沈

線を横位に並行して２条、 その下位に逆Ｕ字状に施す。
加曽利 E 併行

3
D-171 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 渦巻き状 （遺存するのは弧状） 隆帯で区画し、 区画内に沈

線を施す。
加曽利 E 併行

Ａ区 D － 174 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-174 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節ＬＲ縄文施文。 加曽利 E ？

2
D-174 土 鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
体部破片 無文の鉢と想定される。 加曽利 E

3
D-174 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

発色礫混入
口縁部破片 胴部上位が顕著に内屈する４単位波状口縁深鉢と想定され

る。 横位基調浮線文を並行して施す。
諸磯 b

Ａ区 D － 175 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-175 土 鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部 1/10 口縁部が外反する鉢と想定される。 棒状工具による横位沈線
により上下に区画する。 沈線上位、 渦巻き状 ・ 三角形状に
区画し、 一部の区画内に単節 LR 縄文を充填する。 沈線下
位は非常に丁寧な磨き。

堀之内 2

2 D-175 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 撚り糸を施す。 一部は矢羽根状を呈する。 中期？

3 D-175 土 深鉢 不良 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文を施す。 外面の摩滅が著しい。 加曽利 E

Ａ区 D － 176 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-176 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 口縁部文様帯から胴部上位が遺存すると想定。 隆帯と沈線
で口縁部文様帯を区画し、 区画内に縦位沈線を施す。 隆帯
の一部は剥落。 胴部には丸棒状工具による縦位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2 D-176 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文。 加曽利 E

Ａ区 D － 177 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-177 土 深鉢 普通 砂粒・黒色鉱物・
褐色礫 ・ 灰色礫
混入

胴部破片 櫛歯状工具による縦位 ・ 斜位条線施文後、 丸棒状工具によ
る縦位沈線 （2 条一組か） で区画する。 沈線間は撫で。

加曽利 E

2
D-177 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 丸棒状工具による 3 条一組の縦位沈

線で区画する。
加曽利 E

3 D-177 土 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 遺存部においては無文。 中期後半

Ａ区 D － 178 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-178 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 口縁部内屈し、 内側に稜状の突起を有する。 棒状工具によ

る沈線で区画し、 一部に単節 RL 縄文施文。 縄文は不明瞭。
称名寺

2
D-178 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 胴部上位の器形変換点付近が遺存する。 棒状工具による沈

線で区画する。 一部の区画に縄文施文。
称名寺

3

D-178 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画は長方形か。
区画内には縄文施文 （不明瞭）。 区画連結部には、 一部剥
落しているが渦巻き状ﾓﾁｰﾌを施していると想定される。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

4
D-178 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部破片 2 条一組の縦位隆帯で区画する。 区画内には丸棒状工具に

よる縦位沈線を施す。
加曽利 E 併行

5
D-178 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯と隆帯に並行する沈線で区画する。 区画内には丸棒状

工具による沈線を施す。
加曽利 E 併行
（中部高地系）

6
D-178 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線で区画する。 区画内に

同工具による平行沈線を綾杉状に施す。
加曽利 E 併行
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－ 595 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 D － 179 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-179 土
下層

深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部破片 端部が内屈する波状口縁と想定。 口縁部下位に横位圧痕隆
帯を 1 条巡らす。 波頂部付近には８の字状貼付文を施す。
胴部、 沈線で区画し、 一部の区画内に単節 RL 縄文施文。

堀之内 2

2
D-179 土
下層

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部が内屈する。 遺存部においては無文。 後期

3
D-179 土
下層

注口土器 良好 砂粒混入 口縁部破片 球形の体部と想定される。 沈線で区画し、 一部の区画内に
単節 RL 縄文施文。

堀之内

4
D-179 土
下層

深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・
雲母混入

胴部破片 弧状沈線で区画する。 一部の区画内に単節 LR 縄文施文。 称名寺

Ａ区 D － 180 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-180 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや外側に開く平口縁と想定される。 口縁部下位に隆帯を施

す。 隆帯以外、 遺存部においては無文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2 D-180 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 縦位沈線施文後、 斜位 （蛇行？） ・ 弧状沈線を施す。 加曽利 E 併行

3 D-180 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 縦位沈線施文後、 丸棒状工具による斜位沈線を施す。 加曽利 E 併行

4
D-180 土 鉢 ? 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
体部破片 遺存部においては無文。 外面は丁寧な磨き。 内面の一部に

赤彩が認められる。
中期後葉

Ａ区 D － 181 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-181 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内には縦
位沈線施文。 一部に渦巻き状隆帯を配す。 胴部、 隆帯 （蛇
行隆帯か） により区画し、 一部の区画内に縦位沈線を施す。

加曽利 E

2
D-181 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 胴部上位において内反する。 波状口縁の可能性がある。 口

縁部、 両側に沈線を伴う横位隆帯を 1 条巡らす。 胴部は撚
り糸施文。

加曽利 E

3
D-181 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部～底部破片 丸棒状工具による縦位沈線 （2 条一組 ?） で区画する。 一

部の区画内に単節 RL 縄文施文。
加曽利 E

4
D-181 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 撚り糸施文後、 2 条一組の縦位隆帯を施す。 加曽利 E

Ａ区 D － 182 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-182 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 ２条一組の縦位隆帯で区画する。 内側に単節 RL 縄文施文。 加曽利 E

2
D-182 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

白色礫混入
胴部破片 半截竹管状工具による縦位基調平行細沈線を施す。 加曽利 E

3

D-182 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 波状口縁の波頂部付近と想定される。 棒状工具による深めの
沈線で区画する。 一部の区画内に単節 LR 縄文充填。 口縁
部上面に棒状工具による刺突を施す。

称名寺？

Ａ区 D － 183 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-183 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部、 内外面ともに稜状の突起を巡らす （内面は一部破
損）。 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部に渦巻き
状沈線が認められる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2 D-183 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縦位条線を施す。 加曽利 E

Ａ区 D － 185 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-185 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部下位に断面三角形の低い隆帯を横位に施す。 加曽利Ｅ

2
D-185 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

灰色礫混入
胴部破片 棒状工具による沈線でＵ字状 ・ 逆Ｕ字状に区画する。 一部

の区画内に無節 l 縄文充填。
加曽利 E Ⅲ～

Ⅳ

3
D-185 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縦位隆帯で区画する。 一部の区画内に棒状工具による斜位

沈線を施す。
加曽利Ｅ

Ａ区 D － 187 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-187 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 隆帯と沈線で口縁部文
様帯を区画する。 区画内、 単節 RL 縄文施文。 区画連結部
に渦巻き状モチーフ。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

2
D-187 土
上面

深鉢 良好 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部に無文帯を有す。 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画
する。半円形か。区画内、丸棒状工具による縦位沈線を施す。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

3
D-187 土
上面

深鉢 普通 砂粒・黒色鉱物・
褐色礫混入

胴部破片 2 条一組の縦位沈線で区画する。 区画内に斜位沈線を施す。 加曽利 E 併行
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 596 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

4

D-187 土 深鉢 不良 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 隆帯で口縁部文様帯を区画する。 区画内、 棒状工具による
縦位基調沈線を施す。 胴部、 棒状工具による縦位沈線 （２
条一組か）で区画し、区画内に同工具による斜位沈線を施す。

加曽利 E 併行

5
D-187 土
上面

深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による蛇行沈線を垂下さ
せる。

加曽利 E

6
D-187 土
上面

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 弧状 ・ 又は渦巻き状隆帯で区画する。 一部の区画内には短
沈線を充填する。

加曽利 E 併行
（中部高地系）

Ａ区 D － 188 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-188 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 内反する平口縁と想定。 丸棒状工具による縦位沈線を施す。 加曽利 E 併行

2
D-188 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 縦位条線施文後、 丸棒状工具による横位直線状 ・ 弧状沈線

を施す。
加曽利 E Ⅱ

3
D-188 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 撚り糸を施す。 加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

4
D-188 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部～底部破片 縦位条線施文後、 丸棒状工具による蛇行沈線を垂下させる。 加曽利 E

5 D-188 土 鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 遺存部においては無文。 加曽利 E

6
D-188 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線 （半隆起線状） 施文後、

同工具による横位平行沈線で区画する。
五領ヶ台

Ａ区 D － 189 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-189 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 棒状工具による深めの沈線で区画する。 称名寺

2
D-189 土 注口土器 ? 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 棒状工具による深めの沈線で区画する。 一部の区画内に単

節 LR 縄文施文。
称名寺

3
D-189 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内、 縦位基調

条線を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

4
D-189 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 縦位隆帯で区画する。 区画内、縦位基調条線と沈線を施す。 加曽利 E 併行

5
D-189 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯の剥落痕が認められる。 蛇行隆帯か。 棒状工具による

綾杉状沈線を施す。
加曽利 E 併行

Ａ区 D － 190 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-190 土
（J-32 住）

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 平口縁と想定される。隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。
区画内、 丸棒状工具による縦位基調沈線を施す。 区画連結
部には渦巻き状ﾓﾁｰﾌ。 遺存部最下位 （胴部上位） に縄文
施文か。

加曽利 E Ⅱ

2
D-190 土
（J-32 住）

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 粘土を貼り合わせた中空把手。 内面側が剥落している。 内
外面を貫通する 2 つの孔、 丸棒状工具による沈線を施す。

中期

3
D-190 土
（J-32 住）

深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 胴部上位片と想定される。 隆帯で区画し、 一部の区画内に、
丸棒状工具による縦位～斜位沈線を施す。

加曽利 E 併行

4

D-190 土
（J-32 住）

深鉢 不良 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 口縁部文様帯下位から胴部中位が遺存すると想定される。
隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画し、 区画内には斜位沈線
を施す。 頚部の器形変換点に、 上下に沈線を伴う隆帯状の
区画を巡らす。区画内には斜位短沈線を連続して施す。頚部・
胴部には単節 LR 縄文施文。 外面が全体的に摩滅している。

中期

Ａ区 D － 191 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-191 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 隆帯と沈線で口縁部文

様帯を区画する。 区画内、 単節 RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅱ～

Ⅲ

2

D-191 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
2/5

４単位波状口縁。 内面口端部に稜を巡らす。 口縁部無文。
波頂部下位を隆帯と沈線により４単位に区画する。 区画内に
は両端渦巻き状のモチーフを施す。 ４単位の区画中央に圧
痕隆帯文を垂下させ、 計８単位の区画とする。 各区画内には
丸棒状工具による斜位又は綾杉状沈線を施す。

加曽利 E 併行

3 D-191 土 鉢 普通 砂粒混入 体部破片 器形変換点に瘤状貼付文を施す。 無節 L 縄文施文。 加曽利 E

4
D-191 土 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 丸棒状工具による沈線を施す。 沈線遺存部の角度より蛇行

沈線下端の可能性がある。
加曽利 E

Ａ区 D － 192 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-192 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 口縁部に無文帯を有し、 胴部との境界に横位隆帯を巡らす。
胴部、 丸棒状工具による縦位沈線で区画する。 単節 RL 縄
文を施文する区画と、 無文の区画を交互に配す。

加曽利 E Ⅳ

2
D-192 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石混

入
胴部破片 丸棒状工具による縦位 ・ Ｕ字状沈線で区画する。 一部の区

画内に単節 LR 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ～

Ⅳ
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－ 597 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

3
D-192 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 2 条一組の縦位隆帯で区画する。 区画内、 丸棒状工具によ

る斜位並行沈線を施す。
加曽利 E 併行

4
D-192 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 棒状工具による縦位基調沈線で区画する。 中期後葉～

称名寺

5
D-192 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部～胴部破

片
口縁部、 横位隆帯を貼付し、 棒状又は板状工具による連続
刺突を施す。 胴部、 沈線により区画し、 区画内を斜位沈線
で充填する。

堀之内 2

Ａ区 D － 193 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-193 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内、 棒状工具

による斜位沈線を施す。 頚部、 遺存部においては無文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2
D-193 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内、 棒状工具

による斜位沈線を施す。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

Ａ区 D － 194 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-194 土 鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 口縁部厚みを有する。 内外面ともに丁寧な磨き。 遺存部に

おいては無文。
加曽利 E

2
D-194 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 中央に沈線を伴う縦位隆帯で区画する。 区画内の一部に斜

位沈線を施すが不明瞭である。
加曽利 E

3

D-194 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物 ・ 角閃
石混入

胴部下位～底部
1/10

2 条一組の縦位隆帯により 6 単位に区画する。 内側に綾杉
状沈線施文。 不明瞭であるが、 底部に網代痕が認められる。

曽利Ⅲ

Ａ区 D － 195 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-195 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 ４単位双頭波状口縁で、 双頭部の波底部が遺存すると想定。

単節 RL 縄文施文後、 竹管状工具による円形刺突を施す。
諸磯 a ～ b

2
D-195 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 口縁部破片 急角度に内反する口縁。 横位 ・ 弧状の浮線文を組み合わせ

区画する。 一部の浮線文間に列点状刺突を施す。
諸磯 b

3
D-195 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 胴部上位が顕著に内屈する深鉢と想定される。 横位浮線文

を並行して施す。
諸磯 b

4
D-195 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 斜位浮線文を施す。 不明瞭ではあるが、 一部の浮線文間に

単節 RL 縄文が認められる。
諸磯 b

Ａ区 D － 196 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-196 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位沈線を施文し、 結節浮線文を施す。 結節浮線文は渦巻

き状ﾓﾁｰﾌか。
諸磯 c

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 無節 L 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行

沈線で区画する。
諸磯 b ？

2
P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯？

Ａ区 P － 1 号ピット

Ａ区 P － 2 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-2 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 前期中葉

2
P-2 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 前期中葉

Ａ区 P － 5 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

P-5 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位に施す。 遺存
する爪形文は一条であるが、 複数条並行すると考えられる。
爪形文間には斜位沈線を施していると想定される。 爪形文下
位には単節 RL 縄文施文。

諸磯 b
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 598 －

Ａ区 P － 6 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 P-6 深鉢 不良 砂粒混入 口縁部破片 全体的に摩滅が著しい。 加曽利 E

Ａ区 P － 7 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-7 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 縦位沈線 （２条一組か） で区画する。 区画内に単節 RL 縄

文施文。
加曽利 E

2
P-7 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を並行して施す。 諸磯 b

Ａ区 P － 9 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-9 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 胴部下位片と想定される。 弧状沈線を施すが、 遺存部が少

なくﾓﾁｰﾌは不明。
称名寺？

2
P-9 深鉢または

鉢
良好 砂粒混入 胴部破片 遺存部においては無文。 後期？

Ａ区 P － 10 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-10 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 丸棒状工具による幅広の縦位沈線で区画する。 一部の区画

内に単節 RL 縄文充填。
加曽利 E

2
P-10 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 丸棒状工具による弧状 ・ 直線状沈線

で区画する。 一部には蛇行沈線を垂下させる。
加曽利 E 併行

Ａ区 P － 11 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-11 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 口縁部文様帯部分の破片。隆帯と沈線で楕円形に区画する。

区画内には縦位沈線を施す。 内面丁寧な磨き。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

2 P-11 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 弧状隆帯で区画する。 区画内に縦位沈線を施す。 加曽利 E 併行

3 P-11 深鉢 不良 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 縦位条線を施す。 加曽利 E

Ａ区 P － 12 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

P-12 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 ４単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工具押し引きによ
る爪形文を口縁に並行して２条、 その下位には斜位に施す。
爪形文間に単節 LR 縄文を充填する。 NO3 と同一個体。

前期中葉

2
P-12 深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母 ・ 植

物繊維混入
口縁部破片 やや外反する平口縁。 直前段多条 RL 縄文施文。 内面は丁

寧な磨き。
前期中葉

3

P-12 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 胴部上位片と想定される。 半截竹管状工具押し引きによる爪
形文を縦位 ・ 横位 ・ 斜位に施し区画する。 縦位と斜位爪形
文交点付近に刺突を配す。 爪形文間は単節 LR 縄文を充填
する。

前期中葉

Ａ区 P － 13 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

P-13 深鉢 不良 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 全体的に摩滅が著しく調整不明瞭。 口縁部文様帯下位付近
と想定される。 隆帯で口縁部文様帯を区画する。 丸棒状工
具による２条一組の縦位沈線で区画し、 区画内に縄文施文。

加曽利 E

Ａ区 P － 14 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-14 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 丸棒状工具による横位沈線を施す。沈線上位は隆帯剥落か。

無節 L 縄文施文。
加曽利 E

2 P-14 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 丸棒状工具による沈線を施す。 加曽利 E 併行

Ａ区 P － 15 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 P-15 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による弧状沈線を施す。 加曽利 E

2 P-15 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位に施す。 爪形
文下位には単節 RL 縄文施文。

諸磯 b
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－ 599 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 P － 20 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

P-20 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 胴部上位片と想定される。 口縁部に並行して断面三角形の
隆帯を巡らす。 胴部、 棒状工具による沈線で区画する。 一
部の区画に単節 RL 縄文施文。

加曽利 E

2
P-20 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部破片 ２条一組の並行する縦位隆帯で区画する。 区画内に弧状沈

線を施す。
加曽利 E 併行

3
P-20 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縦位隆帯で区画する。 区画内に綾杉状沈線を施す。 加曽利 E 併行

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 P-22 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 無節 L 縄文施文。 中期後葉

Ａ区 P － 22 号ピット

Ａ区 P － 24 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-24 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 矢羽根状沈線を施す。 口縁部文様帯の内部か。 加曽利 E ？

Ａ区 P － 25 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-25 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 ２条一組の丸棒状工具による浅い縦位並行沈線で区画する。

沈線部以外遺存部においては無文。
加曽利 E 併行

Ａ区 P － 26 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 P-26 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 中期？

2
P-26 深鉢または

鉢
良好 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による幅広の横位沈線を施す。 内外面ともに丁

寧な磨き。
中期後葉

Ａ区 P － 27 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-27 深鉢または

鉢
普通 砂粒混入 胴部破片 遺存部においては無文。 後期？

Ａ区 P － 28 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

P-28 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物 ・ 雲母
混入

胴部破片 遺存部上半が剥落している。 剥落部には隆帯を施していたと
想定される。 丸棒状工具による横位沈線と、 ２条一組と考え
られる縦位沈線で区画する。 区画内に単節 RL 縄文施文。

加曽利 E

Ａ区 P － 30 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 P-30 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縦位基調条線を施す 加曽利 E

2 P-30 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 断面三角形の弧状隆帯を施す。 中期～後期

Ａ区 P － 33 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-33 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内、 棒状工具

による刺突を施す。
加曽利 E

Ａ区 P － 34 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 P-34 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文を施文。 棒状工具による斜位沈線で区画する。 堀之内１

Ａ区 P － 36 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-36 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画する （楕円形区画か）。

区画内、 棒状工具による斜位沈線を施す。
加曽利 E

2
P-36 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 加曽利 E

第 159 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代ピット出土遺物観察表（3）



二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 600 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
U-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部～胴部
1/2

やや外反する平口縁。 遺存部においては無文。 加曽利 E

Ａ区 U － 1 号埋設土器

Ａ区 U － 2 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
U-2 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部下位～底部
1/8

断面三角形の縦位隆帯により区画。 無節 L 縄文と無文の区
画を、 交互に 10 区画ずつ配す。 所謂ストライプ型の深鉢か。

加曽利 E Ⅳ

Ａ区 U － 3 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
U-3 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部中位～底部
1/8

外面の剥落が顕著であり、 調整が不明瞭である。 2 条一組の
縦位隆帯で区画し、 区画内に縦位沈線施文と考えられる。

加曽利 E

Ａ区 U － 4 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-4 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
ﾁｬｰﾄ混入

胴部～底部 1/10遺存部が僅かであるが縦位隆帯と斜位隆帯を施す。 縦位隆
帯により区画後、 区画内に蛇行隆帯を施文していると想定さ
れる。 さらに、 斜位沈線を施す。 区画は４単位又は５単位か。
底部、 不明瞭だが網代痕。

中期後葉

Ａ区 U － 5 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-5 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
砂礫混入

胴部上位～中位
1/3

胴部上位に横 S 字状隆帯を施す。 S 字状の渦巻き部分より
縦位隆帯を垂下させて区画する。 区画内には斜位短沈線（鱗
状 ?） 施文。

加曽利 E 併行
（郷土系）

Ａ区 U － 6 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-6 深鉢 普通 砂粒・黒色鉱物・
褐色礫混入

口縁部～胴部下
位 1/8

2 条の横位隆帯を巡らし区画し、 区画内に渦巻き状隆帯を配
し口縁部文様帯とする。 文様帯内には縦位沈線施文。 胴部
上位には縦位沈線施文。中位から下位には付加条 3 種施文。
底部木葉痕。

加曽利 E

Ａ区 U － 7 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-7 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

胴部～底部 1/10単節 RL 縄文施文後、 ２条一組の縦位沈線により区画する。
区画の数は 10 単位か。 沈線間を磨り消す意図が看取できる
が、 磨り消されていない部分が認められる。 また沈線間以外
を磨り消しているなど、 施文が雑である。

加曽利 E Ⅱ～
Ⅲ

Ａ区 U － 8 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-8 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部 1/8 単節 RL 縄文施文後、 丸棒状工具による３条一組の縦位沈
線により区画する。 ５単位に区画か。 各区画内には蛇行沈線
を垂下させる。 縦位沈線間の一部を磨り消し。 全体的に施文
が雑で稚拙の感が強い。

加曽利 E

Ａ区 U － 9 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-9 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

胴部～底部 1/2 隆帯で口縁部文様帯を区画し、 区画内には縦位基調沈線を
施す。 胴部、 長楕円形・渦巻き状・弧状等隆帯で区画する。
区画内には斜位基調沈線施文。

中期後葉

Ａ区 U － 10 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
U-10 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部～底部 1/3 隆帯で口縁部文様帯を楕円形に区画し、 内側に斜位沈線を

施す。 胴部、 弧状隆帯で区画し、 内側に重弧状沈線施文。
中期後葉
（郷土系）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-11 深鉢 良好 砂粒混入 胴部～底部 1/8 単節 LR 縄文施文後、 丸棒状工具による３条一組の縦位沈
線により区画する。 ８単位に区画している可能性が高い。 各
区画内に蛇行沈線を垂下させる。 縦位沈線間及び区画内の
一部を磨り消し。 磨り消し範囲の意図が明確に感じられない。

加曽利 E

Ａ区 U － 11 号埋設土器
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－ 601 －

二軒在家原田遺跡（Ａ区）

Ａ区 U － 12 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
U-12 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部～底部破片 縦位隆帯により区画する。一部の隆帯に沿って、浅い沈線（撫

で ?） 施文。 区画内は遺存部においては無文。
加曽利 E

Ａ区 U － 13 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
U-13 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部～底部 1/5 撚り糸を地文とする。 縦位直線状隆帯により３単位に区画す

る。 各区画内に蛇行隆帯を垂下させる。
加曽利 E Ⅰ

Ａ区 U － 14 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
U-14 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部～底部 1/3 縦位沈線を地文とする。 2 条一組の縦位直線状隆帯により区

画する （4 単位か）。 各区画内に蛇行隆帯を垂下させる。
曽利Ⅱ

Ａ区 U － 15 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
U-15 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部～底部 1/102 条一組の縦位直線状隆帯により区画する。 区画内に蛇行

隆帯を垂下させ、 縦位基調の沈線を施す。
加曽利 E 併行

Ａ区 U － 16 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-16 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

 1/2 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内には斜
位沈線を施す。 胴部、 渦巻き状・縦位直線状隆帯で区画し、
区画内に斜位 ・ 縦位 ・ 綾杉状沈線施文。

曽利Ⅲ

Ａ区 U － 17 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-17 鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ混入

口縁部～底部
3/4

やや外反する無文の口縁部と想定される。 口縁部と体部の境
界には微隆起線と沈線を巡らす。 体部最上位に２ヶ所の橋状
把手を施す。 体部全体と橋状把手外面には単節 RL 縄文施
文。 さらに橋状把手の周囲には微隆起線を円形に巡らす。

加曽利 E Ⅳ

Ａ区 U － 18 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-18 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部上位～底部
1/2

外面の一部が剥落。 遺存部上位に口縁部文様帯が認められ
る。 隆帯と沈線で口縁部文様帯を区画し、 区画内に縦位沈
線を施す。 胴部、 2 条の沈線を伴う縦位隆帯で 4 単位に区
画する。さらに区画内に蛇行隆帯を垂下させ、縦位沈線施文。

加曽利 E

Ａ区 U － 19 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-19 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角
閃石 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部
1/5

隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画形状は楕
円形又は楕円形連結状を呈する。 区画内には単節 RL 縄文
を施す。 胴部、 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具によ
る波状沈線を施す。

加曽利 E Ⅱ

Ａ区 U － 20 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
U-20 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部～底部 1/6 無節 R 縄文施文後、 丸棒状工具による２条一組の縦位沈線

により８単位に区画する。 沈線間は磨り消し。
加曽利 E

Ａ区 U － 23 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-23 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
2/5

隆帯により口縁部文様帯を半月形に区画する。 区画内には
縦位沈線を施す。 胴部、 渦巻き状 ・ 縦位直線状隆帯で区画
する。 区画内には斜位沈線施文。

曽利Ⅲ

Ａ区 U － 24 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-24 鉢 ? 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

隆帯と沈線により口縁部文様帯を半円形に区画する。 区画
内には縦位基調沈線を施す。 胴部、 2 条一組又は 3 条一組
の縦位沈線で区画し、 区画内に綾杉状沈線施文。

加曽利 E
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

－ 602 －

Ａ区 T － 1 号竪穴状遺構

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
T-1 一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入 胴部破片 断面三角形の隆帯で区画する。 一部の区画内に単節 RL 縄

文施文。
加曽利 E

2
T-1 一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 断面三角形の弧状隆帯で区画する。一部の区画内に縄文（無

節Ｌと単節 LR が混じる ?） 施文。
加曽利 E

3
T-1 一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入 胴部破片 無節 L 縄文施文後、 縦位沈線により区画する。 一部の区画

内に横位弧状沈線施文。
加曽利 E

4 T-1 一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入 胴部破片 深めの沈線により区画する。 称名寺

5
T-1 一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部下位片か。 単節 LR 縄文施文後、 縦位直線状 ・ 弧状沈

線を施す。
堀之内 1

6
T-1 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入 胴部破片 一部に弧状隆帯状を呈する部分が認められるが、 意図的施

文かどうかは不明。
後期？

Ａ区 T － 2 号竪穴状遺構

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
T-2 一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 幅の広い横位沈線により

口縁部文様帯を区画し、 区画内に縦位沈線施文。
加曽利 E 併行

2
T-2 一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入 口縁部破片 横位沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内には斜位直線

状 ・ 弧状沈線を施す。 さらに幅広の蛇行沈線を垂下させる。
加曽利 E 併行

3
T-2 一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入 胴部破片 口縁部文様帯から胴部上位片と想定される。 胴部には撚り糸

施文。
加曽利 E Ⅰ～

Ⅱ

4
T-2 一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

雲母混入
胴部～底部
1/10

３条一組を基本とする弧状並行沈線を連続して弧状に施す。 加曽利 E Ⅱ？
（連弧文系？）

第 162 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代竪穴状遺構出土遺物観察表（1）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
Ｊ－ 15 号住
内石囲炉

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

胴部～底部 1/10U 字状隆帯で 5 単位に区画し、区画内に弧状（蛇行 ?）隆帯・
浅い縦位条線を施す。 本来は J-15 号住居址内に重複する、
中期住居の石囲炉と考えられる。

曽利Ⅲ

Ａ区Ｊ－ 15 号住内石囲炉

第 163 表　二軒在家原田遺跡Ａ区縄文時代石囲炉出土遺物観察表（1）

Ａ区グリッド

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

　1Q-30a
（J-40b 住）

深鉢 良好 砂粒 ・ 赤色鉱物 ・
白色鉱物 ・ 石英 ・
白色針状物 ・ 砂
礫 ・ 植物繊維混
入

胴部破片 無節 L 縄文施文後、 横位隆帯を貼付する。 半截竹管状工具
による平行沈線を横位直線状 ・ 鋸歯状 ・ 円形に施文。 一部の
沈線上に同工具による刺突文を施す。 さらに一部に貼付文を
施す。

関山Ⅰ

2

X-39a 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 口端部上面の一部が鋸歯状を呈する。 口端部直下に櫛歯状
工具による縦位列点状刺突文を巡らす。 胴部、 櫛歯状工具に
よる列点状刺突文と半截竹管状工具押し引きによる爪形文 （一
部は押し引きせず半隆起線状平行沈線） を施す。 菱形 ・ 三角
形のﾓﾁｰﾌと考えられる。

有尾

3

1Q-30a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並行して櫛歯状工具によ
る縦位列点状刺突文を巡らす。 その下位には斜位平行沈線と
列点状刺突文施文。

有尾

4

X-41d 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部破
片

緩やかな 4 単位波状口縁と想定される。 横位細沈線 （櫛歯状
工具による撫で ?） 施文後、 櫛歯状工具による横位 ・ 斜位平
行沈線で区画する。 一部の平行沈線に並行するように、 同工
具により列点状刺突を施す。 さらに、 一部の区画内を列点状
刺突で区画する。

有尾

5

Y-40b 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部破
片

緩やかな 4 単位波状口縁と想定される。 口縁部、 櫛歯状工具
による縦位列点状刺突を施す。 胴部、 櫛歯状工具による斜位
平行沈線で区画し、 平行沈線に並行するように、 同工具により
列点状刺突を施す。

有尾

6

1U-31
（U-6）

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 平口縁。 口縁部櫛歯状工具による３条の横位列点状刺突を施
す。 胴部上位同工具による列点状刺突により、 菱形または三
角形に区画している。 口縁部に孔を有する。

有尾

7
1Q-30a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 口縁部文様帯付近と想定される。 櫛歯状工具による縦位 ・ 斜

位列点状刺突文と、 斜位平行沈線を施す。 菱形状ﾓﾁｰﾌか。
有尾

8
1D-39c 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 櫛歯状工具による波状平行沈線を施す。 前期中葉

9
ｸﾞﾘｯﾄﾞ　
X-40d

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 ・ コンパス文を施す。 前期中葉
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10
X-40d 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 付加条縄文施文後、 半截竹管状工具による横位コンパス文を

施す。
前期中葉

11
X-39a 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 縄文 （不明瞭） 施文後、 半截竹管状工具による平行沈線、

同工具押し引きによる爪形文等を施す。
前期中葉

12
X-39a 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部～胴部破
片

単節 LR 縄文施文後、 口縁部に竹管状工具による円形刺突を
施す。

前期中葉

13

X-39a 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 口縁部、 円形刺突文を連続して 3 段施す。 胴部、 単節 RL と
LR 縄文横転がしにより羽状構成の文様とする。 口縁部の一部
に焼成後に穿孔の孔を有する。 補修孔か。

前期中葉

14
X-40d 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文横転がし。 前期中葉

15
X-40c 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 環付末端縄横転がし。 前期中葉

16
X-39a 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 付加条縄文横転がし。 底部はやや上げ底状を呈する。 前期中葉

17

X-39b 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 単節 RL 縄文施文後、 細めの
半截竹管状工具押し引きによる間隔の広い爪形文を口縁部に
並行して 2 条巡らす。 さらに、爪形文間に同工具による波状（一
部は斜位 ?） 平行沈線施文。

諸磯 a ～ b

18

X-40d 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 単節 RL 縄文施文後、 細めの
半截竹管状工具押し引きによる間隔の広い爪形文を口縁部に
並行して 2 条巡らす。

諸磯 a

19
W-40c 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位直線状 ・ 木葉状爪形文を

施す。
諸磯 a ～ b

20
X-40b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 一部に

円形刺突文を縦位に配す。
諸磯 a ～ b

21

1W-38a 鉢 良好 砂粒混入 体部破片 鉢の体部上位から中位片と想定される。 単節 RL 縄文施文後、
半截竹管状工具による平行沈線 ・ 列点状刺突文を重複させ、
爪形文状を呈する文様を施す。

諸磯 a ～ b

22

X-41b 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 胴部上位から中位片。 単節 RL 縄文施文後、 遺存部上半部に
櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 さらに
一部に円形刺突文を配す。

諸 a ～ b

23
X-38d 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 一部に

円形刺突文を縦位に配す。
諸磯 a ～ b

24

1C-37b 深鉢 良好 砂粒 ・ 片岩混入 口縁部破片 体部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁深鉢の波
底部付近と想定した。 半截竹管状工具押し引きによる爪形文、
同工具による沈線 （半隆起線状） を施す。

諸磯 b

25

Y-39b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる 2 条一
組の横位結節浮線文を巡らす。 結節浮線文の一部は刺突文
状を呈し、 施文技術的に稚拙である。

諸磯 b ～ c

26

Y-38 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 口端部は鋸歯状か。 口端部直下に横位浮線文を巡らす。 口
縁部、 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による格子目文
を施す。 交点と他の一部に円形刺突文を配す。

諸磯 b

27
X-38d 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 諸磯 b

28
W-40c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 半截竹管状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 諸磯 b

29
X-38d 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 諸磯 b

30

X-40a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

口縁部破片 胴部上位において内反する 4 単位小波状口縁と想定される。
波頂部には渦巻き状隆帯を施す。 単節 RL 縄文施文後、 半截
竹管状工具による平行沈線により区画する。

諸磯 b

31
1A-40c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定。 横

位基調浮線文を施す。 器形変換点下位は地文に縄文を施す。
諸磯 b

32
1L-39b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

赤褐色礫 ・ 雲母
混入

胴部破片 無節 L 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・ 縦
位直線状、 弧状爪形文を施す。

諸磯 b

33
W-40d 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 胴部上位片と想定される。半截竹管状工具押し引きによる横位・

弧状 （木葉状） 爪形文を施す。 一部に 2 個一対の円形刺突
文を配す。

諸磯 b

34
1J-43a 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・ 縦位直線状、 渦巻き状

爪形文を施す。
諸磯 b

35
W-38 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる間隔が密な狭い爪形文を横位

に施す。一部の爪形文間には棒状工具による円形刺突文施文。
諸磯 b

36

1D-39c 深鉢 良好 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・ 斜位直線状、
弧状に施す。 一部の爪形文間には短沈線状刺突施文。 さらに
一部の区画内には円形刺突文を配す。

諸磯 b

37
X-42c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位直線状 ・ 木

葉状平行沈線 （半隆起線状） を施す。
諸磯 b

38
Y-42a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる縦位 ・ 横位 ・ 斜位爪形文を施

す。
諸磯 b
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39
X-42c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。 爪形文間

には斜位短沈線施文。
諸磯 b

40
X-38d 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる渦巻き状爪形文を施す。 爪形

文間には短沈線を連続して施す。
諸磯 b

41

1I-39a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位片か。 半截竹管状工具による横位平行沈線により区
画し、 区画内には同工具による格子目状平行沈線施文。 さら
に格子目状の交点に円形刺突文を配す。

諸磯 b

42

1U-38b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
片岩混入

口縁部破片 弧状 ・ 直線状隆帯を貼付。 半截竹管状工具押し引きによる爪
形文を施す。 一部には円形刺突文を配す。 さらに一部の区画
内に単節 RL 縄文施文。

諸磯 b

43
X-42c 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。 さらに一部の浮線文間

に単節 RL 縄文を押圧する。
諸磯 b

44 X-38d 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を 3 条巡らす。 諸磯 b

45
1A-40c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位基調平行沈

線で区画する。 区画内には同工具による弧状等平行沈線を施
す。

諸磯 b

46

1E-36d 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位直線状 ・ 弧
状等平行沈線 （半隆起線状） で区画する。 一部の区画内に
は円形刺突文を配す。

諸磯 b

47
1G-39b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線を

6 条巡らす。
諸磯 b

48
1D-38d 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 諸磯 b

49
1C-37b 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる爪形文

を施す。
諸磯 b ？

50
X-38d 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 内面は丁寧な磨き。 諸磯 b ？

51
1Q-29a 土製円板 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 周囲を研磨し、

比較的綺麗な円形を呈す。
諸磯 b ？

52 W-40a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による刺突文を施す。 浮島？

53
1D-43a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 刺突文を施す。 諸磯 b 併行

（浮島系？）

54
W-44c 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 刺突文を施す。 諸磯 b 併行

（浮島系？）

55
1A-42a 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 深鉢の獣面把手。 獣面周囲に梯子状貼付文を施す。 諸磯 b

56
1C-40c 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角

閃石混入
口縁部破片 （把
手）

口端部直下に獣面把手。 諸磯 b

57
1B-43c 浅鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部～胴部破
片

口縁部に楕円形の孔を連続して穿つ。 外面丁寧な磨き。 諸磯 b

58 Y-39b 浅鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部に並行して円孔文を列点状に巡らす。 諸磯 b

59
X-41b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 半截竹管状工具による平行沈線を外面は横位に、 口端部上面

から内面にかけては縦位に施文後、 円形刺突を伴う円形貼付
文と溝を有する把手を配す。

諸磯 c

60

1C-40a 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 半截竹管状工具による矢
羽根状平行沈線施文後、 口端部直下に同工具による刺突文を
巡らす。 口縁部には縦位棒状 ・ ボタン状貼付文を配す。

諸磯 c

61
W-40d 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 LR 縄文施文。 一部に円形貼付文を配す。 諸磯 c

62
1C-37d 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による縦位直線状 ・ 逆くの字状 ・ 弧状平行沈

線を施す。 さらに一部に縦位結節浮線文を配す。
諸磯 c

63

W-41c 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
赤褐色礫混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並行して 2 条の結節浮
線文を巡らす。 胴部には弧状 （渦巻き状か） 結節浮線文を施
す。 内面に半截竹管状工具による平行沈線施文。

諸磯 c

64
W-41c 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位沈線を施文し、 横位 ・ 斜位の結節浮線文で区画する。 一

部の区画内に円形貼付文を配す。
諸磯 c

65
X-42c 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

雲母混入
胴部破片 横位細沈線施文後、 直線状 ・ 弧状 （渦巻き状） 結節浮線文

を施す。
諸磯 c

66
X-41b 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 直線状 ・ 弧状 （渦巻き状） 結節浮線文を施す。 一部に円形

貼付文を配す。
諸磯 c

67
1C-44c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 弧状 （渦巻き状） 結節浮線文を施す。 諸磯 c

68
1C-40c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起線状） で区画

する。 区画内に斜位 （山形） 平行沈線を施す。 一部に三角
形印刻文を配す。

十三菩提

69
1C-44b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位 （山形） 平行沈線 （半隆

起線状） を施す。 一部に三角形印刻文を配す。
十三菩提

70
X-39c 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具による隆帯様平行沈線を鋸歯状に施す。 一部

に印刻文 （三角形か） 施文。
十三菩提

71
1C-44a 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

雲母混入
胴部破片 半截竹管状工具による山形平行沈線 （半隆起線状） を施す。

一部に三角形印刻文を配す。
十三菩提

72
1B-44d 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具による隆帯様平行沈線を鋸歯状に施す。 一部

に印刻文 （三角形か） 施文か。
十三菩提？
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73
1J-38c 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

黒色鉱物混入
胴部破片 半截竹管状工具による隆帯様平行沈線を弧状・直線状に施す。

一部に三角形印刻文施文。
十三菩提

74

1A-39d 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並行して半截竹管状工
具による平行沈線、 棒状工具による沈線を巡らす。 胴部、 同
工具による平行沈線を施す。さらに一部、三角形印刻文を配す。

十三菩提

75

1C-39c 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線 （半隆起線状） 施文後、
横位平行沈線を巡らし区画する。 区画内には浅めの逆傾き斜
位沈線を施し格子目状ﾓﾁｰﾌとする。

五領ヶ台

76

1G-39b 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 口端部内面に稜を巡らし、 口端部上面を幅広の平滑面とする。
外面、 口端部直下に半截竹管状工具による横位平行沈線を巡
らす。 その下位には同工具による格子目状沈線を施す。

五領ヶ台

77

1B-41b 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
金雲母混入

口縁部破片 深鉢の波頂部付近と想定される。 波頂部が欠損しておりﾓﾁｰﾌ
は不明だが、 沈線と隆帯により区画する。 一部の沈線は格子
目状を呈する。 内面の一部に単節 RL 縄文施文。

五領ヶ台

78

1F-41a 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 深鉢の把手と想定される。 外面、 半截竹管状工具による平行
沈線 （半隆起線状） を施し、 一部には単節 RL 縄文施文。 内
面、 遺存部中央が三角形に窪むように周囲に厚みを持たせる。
一部に縄文施文。

五領ヶ台

79

1C-39c 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

胴部破片 口縁部文様帯付近と想定。 半截竹管状工具による横位平行沈
線 （半隆起線状） で区画し、 内側に斜位平行沈線を施す。 さ
らに浅めの逆傾き斜位沈線を施し格子目状ﾓﾁｰﾌとする。

五領ヶ台

80
1B-39c 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線で区画する。 区画内には

短沈線状刺突文を列点状に施す。
五領ヶ台

81

1C-40c 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

胴部破片 口縁部文様帯付近と想定される。 半截竹管状工具による横位
平行沈線 （半隆起線状） で区画し、 区画内には斜位平行沈
線を施す。 さらに一部に不明瞭な逆傾き斜位沈線を施し、 一
部は格子目状を呈する。また遺存部最上位に弧状沈線を配す。

五領ヶ台

82
1C-37d 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 胴部上位の橋状把手と考えられる。 把手上面には沈線施文。

把手貼付部分付近には半截竹管状工具による格子目状沈線を
施す。

五領ヶ台

83
1J-43a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 縄文 （無節 R?） 施文後、 半截竹管状工具による弧状等平行

沈線を施す。
五領ヶ台

84
1H-41d 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線で区画する。 一部の区画

内には同工具による U 字状 ・ 弧状等沈線を施す。
五領ヶ台

85
1A-40c 深鉢 良好 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による U 字状 ・ 逆 U

字状平行沈線 （半隆起線状） を施す。
五領ヶ台

86
1C-40c 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、半截竹管状工具による U 字状平行沈線、

円形刺突文を配す。
五領ヶ台

87

1H-37b 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部～胴部
1/10

やや内反する平口縁と想定される。 横位沈線と、 弧状に渦巻
き状を連結させた隆帯により、 口縁部文様帯を区画する。 区画
内には丸棒状工具による縦位基調沈線を施す。 頚部、 遺存部
においては無文。

加曽利 E Ⅰ

88

1N-37c 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を楕円形に区画する。 隆帯上
の一部にはハの字状沈線施文。 楕円形区画内には単節 RL 縄
文を施す。区画連結部には渦巻き状沈線を配す。頚部は無文。

加曽利 E

89

1U-38b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を半月形に区画する。 区画内
には縦位沈線を施す。 区画連結部には渦巻き状沈線を配す。
胴部、 単節 LR 縄文施文。

加曽利 E

90
1G-43d 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を半月形に区画する。 区画内

には斜位沈線を施す。 胴部、 縦位条線施文後、 横位 ・ 斜位
沈線を施す。

加曽利 E

91
1S-37d 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を半月形に区画する。 区画内

には縦位沈線を施す。
加曽利 E

92
1H-27b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内には単節

LR 縄文施文。 胴部、 弧状 （逆 U 字状か） で区画し単節 LR
縄文施文。

加曽利 E Ⅲ

93

1M-40a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 隆帯により口縁部文様帯を楕円形又は半円形に区画する。 内
側に縦位基調沈線を施す。 胴部、 縦位直線 ・ 蛇行、 横位直
線状等隆帯で区画する。 区画内には縦位 ・ 斜位沈線を施す。

加曽利 E
（郷土系？）

94
V-38d 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 口縁部に 2 条の横位沈線を巡らす。 沈線上位には縦位短沈

線を連続して施文。 胴部には縦位条線を施す。
加曽利 E

95
1I-37a 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 隆帯により口縁部文様帯を楕円形に区画する。 一部の区画内

には棒状工具による刺突文を充填。
加曽利 E

96
1S-37d 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内には単節

RL 縄文施文。 内面の口端部直下に稜状隆帯を巡らす。
加曽利 E

97
1C-44c 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口端部直下に横位沈線を 1 条巡らす。 口縁部、 浅い斜位沈

線施文後、 深めの沈線で区画する。
加曽利 E

98

1D-39c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 口縁部に 2 条の横位沈線を巡らす。 胴部、 縦位条線施文後、
2 条一組の鋸歯状沈線を施す。 さらに一部には棒状工具によ
る刺突文を配す。

加曽利 E

99
1B-44a 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部やや内反する。 横位隆帯を巡らし、 幅の狭い口縁部無

文帯を区画する。 胴部、 単節 RL 縄文施文。 一部に弧状隆帯
を施す。

加曽利 E Ⅳ
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100

1E-39a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/10

ほぼ直立する平口縁と想定される。 幅の広い沈線により口縁部
文様帯を区画する。 区画内には単節 RL 縄文充填。 胴部、 2
条一組の縦位沈線で区画し、 区画内に単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅲ

101

1R-31
（U-18）

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 隆帯と沈線で口縁部文様帯を楕円形に区画する。 区画内には
棒状工具による刺突を施す。 胴部、 丸棒状工具による縦位沈
線で区画する。 一部の区画内に単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅲ

102

1B-36b 深鉢 良好 砂粒 ・ 礫 ・ 白色
鉱物混入

口縁部～胴部中
位 1/10

丸棒状工具による沈線又は隆帯により、 口縁部に半円状区画
を描出し、 区画内に単節 LR 縄文を充填する。 胴部括れ部に
棒状工具による横位列点状刺突を配し、 上下に区画をしている
と考えられる。 区画内 「Ｕ」 字状又は逆 「Ｕ」 字状沈線を連
続させ区画し、 一部の区画内に単節 LR 縄文を充填する。

加曽利 E Ⅲ

103
2E-35a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 口縁部、 列点状円形刺突

文と沈線文を横位に巡らす。 胴部、 蕨手状沈線と逆 U 字状沈
線を施す。

加曽利 E Ⅲ

104

1T-33
（U-20）

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/10

口端部直下に幅の狭い無文帯を有し、 無文帯下位に 1 条の横
位沈線を巡らす。 胴部、 沈線により円形区画を作り区画内に
斜位沈線を施文すると考えられる。施文が雑で稚拙の感がある。

加曽利 E
併行

105
1C-40a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

黒色鉱物混入
 1/2 遺存部においては無文。 中期後葉

106
1M-39 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

黒色鉱物混入
口縁部～胴部 口端部直下に無文帯を巡らす。 渦巻き連繋状、 縦位直線状 ・

蛇行隆帯を垂下させ区画する。 区画内には鱗状沈線を施す。
加曽利 E 併
行 （郷土系）

107
2A-32c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 口縁部下位～胴部上位が遺存。 隆帯と沈線により口縁部文様

帯を区画する。 頚部無文。 胴部は櫛歯状工具による縦位基調
条線施文。

加曽利 E Ⅰ

108

1N-38c 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 隆帯により口縁部文様帯を楕円形に区画する。 区画内には縦
位 ・ 重弧文状沈線を施す。 文様帯上位は無文。 胴部は縦位
基調沈線施文。

加曽利 E

109
1H-39c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 口縁部文様帯付近と想定される。 隆帯で区画し、 区画内に櫛

歯状工具による平行短沈線を施す。
加曽利 E

110

Y-40d 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
雲母混入

胴部破片 口縁部文様帯と考えられる。 幅広の沈線により楕円形に区画す
ると想定される。 区画内には無節 L 縄文施文。 区画連結部に
は大きめの円形凹状文を配す。

加曽利 E

111
1C-37d 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 撚り糸施文後、 縦位直線状隆帯を垂下させ区画する。 加曽利 E

112 1C-37d 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 撚り糸施文後、 蛇行隆帯を垂下させ区画する。 加曽利 E

113
1D-41b 深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 撚り糸施文後、 斜位 （縦位蛇行 ?） 隆帯を施す。 加曽利 E

114

1E-43d 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

胴部破片 胴部中位片か。 縦位隆帯と沈線により区画する。 区画内に縦
位沈線施文。 一部に斜位沈線も施し、 その部分は格子目状を
呈する。 さらに一部に弧状沈線を施す。 一部の沈線末端は蕨
手状を呈する。

加曽利 E

115
1B-37b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 撚り糸施文後、 弧状隆帯を施す。 加曽利 E

116
1O-37 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 撚り糸施文。 加曽利 E

117
1S-33
（U-2）

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
黒色鉱物混入

胴部破片 2 条一組の丸棒状工具による縦位並行沈線で区画する。 区画
内に単節 LR 縄文施文。

加曽利Ｅ

118
1F-39c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 縦位沈線で区画する。 区画内には蛇行

沈線を垂下させる。
加曽利 E

119
1H-41d 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 逆 U 字状沈線で区画する。 一部の区

画内磨り消し。
加曽利 E Ⅲ

120
1S-37d 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 胴部中位片と想定される。 逆 U 字状沈線で区画し、 区画内に

付加条縄文施文。
加曽利 E Ⅲ

121

1E-34b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫混入

胴部破片 2 条一組を基本とする丸棒状工具による幅広で浅い縦位沈線
により区画する。 沈線間は無文。 区画内には板状工具又は棒
状工具による刺突文を施す。

加曽利 E
併行

122
1J-30a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 2 条一組の縦位沈線で区画し、 区画内に弧状短沈線を施す。 加曽利 E

123
1A-36a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部中位破片か。 丸棒状工具による縦位沈線で区画する。 区

画内、 同工具による蕨手状又は勾玉状沈線を施す。
中期後葉

124
1A-40a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 蛇行隆帯を垂下させて区画する。区画内に縦位短沈線を充填。 加曽利 E

125
X-39a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縦位条線を施す。 加曽利 E

126
1E-39a 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による弧状沈線を施す。 加曽利 E

127
1G-40a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 渦巻き状沈線を施す。 加曽利 E

併行

128
1C-37b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 縦位沈線 （3 条一組か） で区画する。

沈線間は不完全な磨り消し。 区画内には渦巻き状沈線を施す。
加曽利 E

併行

129

1E-44c 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
雲母混入

胴部破片 口縁部から頸部付近と考えられる。 口縁部は無文か。 頚部と
の境界に波状隆帯を巡らす。 頚部は斜位沈線と斜位貼付文に
よる格子目状ﾓﾁｰﾌと考えられる。

加曽利 E
併行

（曽利系）
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二軒在家原田遺跡（Ａ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

130

1J-43a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 深鉢の頸部付近と考えられる。 2 条の横位隆帯で区画し、 区
画内に斜位沈線と斜位貼付文による格子目状ﾓﾁｰﾌの文様帯
を配す。

加曽利 E
併行

（曽利系）

131
1A-42d 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位破片と想定される。 半截竹管状工具による隆帯様斜

位平行沈線と斜位貼付文を重ね、 格子目状モチーフとする。
中期後葉？

132

1M-40a 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

胴部破片 口縁部文様帯下部から胴部上位が遺存か。 2 条一組の隆帯で
区画し、 区画内には蛇行隆帯を垂下させる。 さらに鱗状沈線
を充填。

加曽利 E
併行

（郷土系）

133
1A-43b 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 2 条一組の弧状・渦巻き状隆帯、縦位蛇行隆帯により区画する。

区画内には棒状工具による沈線を施す。
加曽利 E

併行

134

1H-39d 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
雲母混入

胴部破片 口縁部文様帯から胴部上位片と想定される。 隆帯と沈線により
口縁部文様帯を区画する。区画内には縦位沈線を施す。胴部、
縦位 ・ 斜位直線状、 渦巻き状沈線を施す。

加曽利 E
併行

135
1A-39d 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 2 条の蛇行沈線で区画する。 区画内には斜位沈線施文。 蛇行

沈線間は無文。
加曽利 E
併行？

136

X-39c 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 胴部上位片か。 単節 RL 縄文施文後、 横位 ・ 縦位隆帯で区
画する。 区画内に 2 条一組の渦巻き状隆帯を施す。 さらに一
部の隆帯上に縄文を押圧する。

加曽利 E
併行？

137
1L-34a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部～底部 1/4 単節 RL 縄文施文後、 2 条一組を基本とする縦位沈線で区画

する。 一部の区画内に横位弧状沈線を施す。
加曽利 E Ⅱ

138

1Q-35　
（J-72 住
北東脇）

鉢 良好 砂粒混入 体部破片 体部上位において顕著に内屈し、 口縁部がやや外反する鉢と
想定される。 体部上位が遺存する。 口縁部 （無文の可能性が
高い） への変換点外面に棒状工具による三角形列点状刺突を
施す。 三角形は一つおきに上下を変えている。
体部上位文様帯は渦巻き状モチーフを配し、 間を三角形 ・ 弧
状 ・ 鼓形等の沈線で充填する。 一部の沈線間には連続短沈
線 （又は刺突） を施す。 鍔状に張り出す体部器形変換点には
連続短沈線を巡らす。 器形変換点以下は無文。 外面無文部 ・
内面共に非常に丁寧な磨きで、 精製の感が強い。

加曽利 E Ⅰ

139
1A-44a 鉢 ? 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
体部破片 体部上位～中位片か。 丸棒状工具による 2 条一組の弧状 ・ 逆

U 字状沈線を施す。
加曽利 E Ⅲ

～Ⅳ

140
1B-43a+
1B-43c

器台 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
黒色鉱物混入

 7/10 2 個一対の孔を 4 箇所に配す。 U 字状 ・ 逆 U 字状 ・ 横ｺの字
状沈線を施す。

加曽利 E
併行

141
1B-43c 器台 普通 砂粒混入 脚部破片 器台脚部破片と想定される。 中位に大きめの孔を連続して穿

つ。 過半に丸棒状工具による逆 U 字状沈線を施す。
中期後葉

142
Y-39a 土製耳飾 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

黒色鉱物混入
 7/10 鼓形を呈する。 両面に渦巻き状沈線を施す。 中期後葉

143

1U-39b 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口端部直下に横位沈線を巡らし、 その部分が段差を有する。
胴部、 単節 LR 縄文施文後、 深めの縦位直線状・不整形 （剣
先状 ?R 字状 ?） 沈線を施す。

称名寺

144

1E-34d 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 外面、 沈線で区画、 又は沈線を施し、 一部に円形刺突文を施
す。 内面、 渦巻き状隆帯 ・ U 字状沈線 ・ 円形刺突文を施す。
U 字状沈線内からは、 器壁に対し斜めに円孔文を施す

称名寺

145

1K-37a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 深鉢の口縁部付近が遺存すると想定される。 隆帯 （一部は沈
線 ・ 円形刺突文を伴う） を施す。 一部の区画に沈線端部又は
縄文が僅かに認められる。

称名寺Ⅱ

146
1L-42a 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 沈線で区画する。 一部の区画内には列

点状短沈線を施す。
称名寺

147
1P-30 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 深めの沈線で区画し、 一部の区画内に刺突文を施す。 称名寺

148 1J-33d 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 深めの沈線を施す。 称名寺

149
1Q-30a 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 沈線で区画し、 一部の区画内に単節 LR 縄文施文。 称名寺

150
1L-34c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 沈線により弧状 ・ 剣先状等に区画する。 一部には単節 RL 縄

文が認められる。
称名寺

151

1L-34c 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位から中位片と想定される。 遺存部最上位は隆帯で横
位に区画か。 胴部は縦位圧痕隆帯で区画する。 一部の区画
内には単節 LR 縄文施文。

中期後葉～
後期初頭

152

1O-30 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 棒状工具による刺突を伴う 2 条の隆帯と、 隆帯間に 1 条の沈
線を横位に巡らす。 隆帯下位は沈線で区画し、 区画内に単節
LR 縄文施文。

称名寺

153

1O-30 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 棒状工具による刺突を伴う 2 条一組の隆帯を横位 ・ 縦位直線
状、 斜位弧状に施し区画する。 区画内には沈線を施し、 一部
に単節 LR 縄文 ・ P 字状貼付文を配す。 152 と同一個体と考え
られる。

称名寺

154

X-39c 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

口縁部がやや内反する 4 単位波状口縁と想定される。 内面、
波頂部下位に円形刺突を配す。 また、 不明瞭ではあるが横位
沈線を施す。 外面、 波頂部 ・ 波頂部下位に孔を有する。 この
孔を中心に逆 U 字状 ・ 弧状 ・ 直線状沈線を施す。

堀之内 1

155
1O-3 鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁の鉢と想定される。 波頂部に楕円形の孔を有

する。 外面の孔周囲に、 丸棒状工具による沈線・刺突を施す。
堀之内 1

156 1J-36 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 沈線と刺突を伴う環状把手。 堀之内 1
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番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

157
1D-41b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 胴部中位片か。 横位 ・ 斜位沈線で区画する。 一部の区画内

に単節 LR 縄文施文。
堀之内

158

1P-30 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
雲母混入

胴部破片 胴部上位の器形変換点付近に横位沈線を巡らす。 その下位に
は単節 LR 縄文施文後、 弧状沈線を施す。 一部に刺突文を伴
う貼付文を配す。

堀之内 1

159
D-184 土南 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 胴部上位の器形変換点付近が遺存する。 刻みを伴う横位隆帯

を巡らす。その下位には、縦位直線状・弧状・∏状の沈線を施す。
堀之内

160
1A-39d 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 横位圧痕隆帯と沈線で区画し、 一部の区画内に縄文施文。 内

面上位に横位沈線を 1 条巡らす。
堀之内 2

161
1L-39d 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

雲母混入
口縁部破片 横位沈線で区画し、 一部の区画内に単節 LR 縄文施文。 内面

上位に横位沈線を 1 条巡らす。
加曽利 B1

162
1L-35c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 沈線により菱形 （?） に区画する。 一部の区画内に単節 LR 縄

文施文。
堀之内 2

163

1G-39a 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 胴部上位から中位片か。 横位沈線で区画し、 区画内に縄文施
文後、 沈線を施す。 菱形と三角形のﾓﾁｰﾌと考えられる。 一部
区画内は磨り消し。

堀之内 2

164
1F-35a 深鉢または

鉢
普通 砂粒混入 胴部破片 沈線で区画する。 一部の区画内に単節 LR 縄文施文。 後期後葉？

165
1N-33a 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

雲母混入
底部破片 胴部下位から底部に向かい張り出す器形。 底部網代痕。

内面に炭化物付着。
後期？

166
1V-39 鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
体部破片 鉢の体部上位器形変換点付近と想定される。 横位圧痕隆帯 ・

沈線を巡らす。 一部に刺突文を伴う貼付文を配す。
堀之内

167

1W-39c 鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

口縁部破片 波状口縁の鉢と想定される。 外面、 遺存部においては無文。
内面、 口端部及び直下に 3 条の沈線を巡らす。 最上位の沈
線は波頂部において蕨手状を呈する。

堀之内

168
X-41d 浅鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
 1/4 口端部直下に列点状斜位短沈線を横位に巡らす。 体部上半、

丁寧な磨き。 下半は単節 RL 縄文施文。
後期？

169

1F-38c 鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 鉢の口縁部片か。 外面、 単節 RL 縄文施文後、 沈線により横
位に区画する。 一部の区画内磨り消し。 また一部に区切り文。
内面には横位沈線を巡らす。

加曽利 B1

170

1E-36d 鉢 ? 良好 砂粒混入 胴部破片 鉢の口縁部片か。 外面、 単節 LR 縄文施文後、 沈線により横
位に区画する。 一部の区画内磨り消し。 また一部に区切り文。
内面には横位沈線を巡らす。

加曽利 B1

171

1N-38c 浅鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 平口縁の浅鉢。 外面、 口縁部に単節 RL 縄文施文後、 4 条の
横位沈線を巡らす。 沈線文間以外磨り消し。 内面、 口端部直
下に 1 条の横位沈線を巡らす。

堀之内 2 ～
加曽利 B1

172

1N-38d 浅鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 体部上位から口縁部にかけて内湾する。 口端部の一部に窪み
を有する把手を配す。 外面、 単節 RL 縄文施文後、 沈線によ
り区画する。 内面、 口端部直下に横位沈線を巡らす。 また一
部に焼成前の円孔文を配す。

加曽利 B

173
1O-37 注口土器 ? 良好 砂粒混入 胴部破片 遺存部最上位に横位沈線を巡らし区画する。 その下位には弧

状 ・ くの字状等沈線を施す。
堀之内 1

174
1J-33c 注口土器 ? 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや大型の注口土器ｸｸﾘｻﾞﾙ部分と想定。 渦巻き状沈線を施

す。
堀之内
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Ａ区調査区一括

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

A 区一括 深鉢 普通 砂粒 ･ ﾁｬｰﾄ ・ 角
閃石 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁部に並行して櫛歯状工具
による縦位列点状刺突文を巡らす。 口縁部文様帯には、 同
工具による斜位列点状刺突文を施す。

有尾

2
A 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 微隆起線状貼付文と半截竹管

状工具による平行沈線を縦位 ・ 斜位に施す。
有尾

3

A 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 櫛歯状工具による列点状刺突文を斜位に、 微隆起線状貼付
文を斜位 ・ 渦巻き状に施し区画する。 微隆起線状貼付文の
一部には、 半截竹管状工具による連続刺突文が認められる。

有尾

4
A 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文施文。 前期中葉

5
D-184 土南 深鉢 普通 砂粒 ・ 角閃石 ・

白色鉱物混入
胴部破片 横位浮線文 （3 条 1 単位か） を施し、 一部の浮線文間に棒

状工具による列点状刺突を配す。
諸磯 b

6

A 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 波状口縁と想定される。 半截竹管状工具による横位平行沈
線（半隆起線状）で区画し、区画内には斜位平行沈線を施す。
さらに浅めの逆傾き斜位沈線を施し格子目状ﾓﾁｰﾌとする。

五領ヶ台

7

D-161 ・
162 土付近

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線を横位に施し口縁部文様帯を区画する。 区画内、
半截竹管状工具による縦位平行沈線 （隆起線状） を施す。
頚部、 遺存部においては無文。

加曽利 E Ⅰ

8
D-161 ・
162 土付近

深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 遺存部においては無文。 加曽利 E Ⅰ
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二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

9 A 区一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 撚り糸施文後、 弧状隆帯を施す。 加曽利 E

10

A 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ混入

胴部 1/6 縦位隆帯により 4 単位に区画する。 隆帯は上部において分
岐する （渦巻き状又は弧状を呈す可能性あり） と考えられる。
区画内には半截竹管状工具による綾杉状沈線を施す。

加曽利 E 併行

11
D-161 ・
162 土付近

深鉢 良好 砂粒混入 胴部～底部 1/10撚り糸施文。一部に棒状工具による横位沈線が認められるが、
意図的施文とするには疑問が残る。

加曽利 E

12

A 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 波状口縁深鉢と想定される。 口端部直下に 1 条の沈線を巡
らす。 波頂部下位には刺突文を配す。 胴部単節 LR 縄文施
文後、 縦位基調沈線を施す。

堀之内 1

13
A 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 口縁部に横位圧痕隆帯を巡らす。 後期

14
A 区一括 注口土器 ? 良好 砂粒混入 口縁部破片 注口土器のｸｸﾘｻﾞﾙ部分を想定した。 同心円状沈線を両側面

に施す。
堀之内
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番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-1 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口端部下位に櫛歯状
工具による縦位列点状刺突を連続して巡らす。 口縁部
には同工具による列点状刺突を縦位 ・ 斜位に施し区
画する。

有尾

2

J-1 住 P-3 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 植
物繊維混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口端部下位に櫛歯状
工具による縦位列点状刺突を連続して巡らす。 口縁部
には同工具による列点状刺突を斜位に施す。

有尾

3
J-1 住一括 ・
J-1b 住側壁周溝

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部破片 口縁部、 半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆
起線状） を施す。 胴部には縄文 （複節 LRL?） 施文。

有尾 ・ 黒浜

4

J-1 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 口縁部文様帯下位から胴部にかけての括れ部が遺存
する。 口縁部文様帯、 櫛歯状工具による列点状刺突
又は半截竹管状工具による平行沈線を斜位に施す。
括れ部には同工具による列点状刺突を横位に施す。
遺存部最下位には縄文が僅かに認められる。

有尾

5
J-1 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL と LR 縄文横転がしにより羽状構成とする。 遺

存部上位には櫛歯状工具による横位 ・ 縦位列点状刺
突を施す。

有尾 ・ 黒浜

6
J-1 住 P-8 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 直前段合撚施文。 有尾 ・ 黒浜

7
J-1b 住壁周溝 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 無節 L 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

8
J-1 住 P-9 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 直前段合撚施文。 有尾 ・ 黒浜

9

J-1 住一括 小型深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部～底部破
片

遺存部最上位付近において外反すると想定される。 無
節 R 縄文施文。 最上位には横位撫で （又は沈線 ?）。
底部上げ底状。

有尾 ・ 黒浜

10
J-1 住 D-1 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 櫛歯状工具による

横位直線状 ・ 波状平行沈線施文。
諸磯 b

11 J-1 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

12

J-1 住 P-5 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縄文 （単節 RL か） 施文後、 半截竹管状工具押し引
きによる爪形文を横位 ・ 斜位に施し区画する。 一部の
区画内に円形刺突文を配す。 全体的に摩滅している。

諸磯 b

13
J-1 住 P-8 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 胴部破片 横位貼付文施文後、 単節 RL 縄文施文。 貼付文上に

も押圧する。
諸磯 b

14
J-1 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 諸磯 b

15 J-1 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 底部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

Ｂ区 J － 1 号住居址

Ｂ区 J － 2 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 J-2 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 諸磯 b

2

J-2 住一括 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 胴部上位で外反し、 口縁部において顕著に内屈する
深鉢の胴部上位片と想定される。 横位浮線文により区
画する。 一部の区画内には斜位浮線文 （一部は渦巻
き状か） を施す。

諸磯 b

3

J-2 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 片
岩 ・ 白色鉱物混
入

胴部破片 胴部上位で外反し、 口縁部において顕著に内屈する
深鉢の胴部上位片と想定される。単節 RL 縄文施文後、
横位浮線文により区画する。 一部の区画内には斜位
浮線文を施す。

諸磯 b

4
J-2 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 一部

の爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

第 173 表　二軒在家原田遺跡Ｂ区縄文時代住居址出土遺物観察表（1）



二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 610 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

5 J-2 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線を施す。 諸磯 b

6
J-2 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 複節 RLR 縄文横転がし。 諸磯 b

7 J-2 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 結節縄文横転がし。 諸磯 b

8
J-2 住一括 鉢 良好 砂粒混入 底部破片 体部、 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による

木葉状平行沈線を施す。 底部に単節 RL 縄文が部分
的に認められる。

諸磯 b

9
J-2 住一括 浅鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
底部破片 有孔浅鉢の底部と想定。 遺存部においては無文。 諸磯 b

Ｂ区 J － 3 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-3 住 P-3 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 4 単位双頭波状口縁か。 半截竹管状工具押し引きに

よる爪形文を施し、 間に斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

2

J-3 住 P-10 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位双頭波状又は三頭波状口縁か。 口端部厚みを
有し、 上面に X 字状ﾓﾁｰﾌの浮線文を施す。 口縁部
にも浮線文を施す。

諸磯 b

3

J-3 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口端部上面、 連続して短沈線を施し鋸歯状を呈する。
口縁部、 横位浮線文を 3 条巡らす。 胴部、 単節 RL
縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行
沈線 （半隆起線状） を施す。

諸磯 b

4
J-3 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる

爪形文を施す。さらに一部、円形刺突文を縦位に配す。
諸磯 a ～ b

5
J-3 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・ 斜位

に施す。 爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

6
J-3 住 P-10 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
胴部破片 直線状 ・ 弧状浮線文を施す。 諸磯 b

7
J-3 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起線状）

で区画し、 内側に斜位直線状 ・ 弧状平行沈線を施す。
諸磯 b

8
J-3 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部～底部破
片

単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

9
J-3 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 単節 RL と LR 結束縄文横転がしにより羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

10

J-3 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 口縁部文様帯から胴部にかけての括れ部が遺存する。
半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線状） 施文
後、沈線に並行して同工具押し引きによる爪形文施文。

有尾

Ｂ区 J － 4 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-4 住 D-1 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
破片

口縁部が顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され
る。 直線状 ・ 弧状に浮線文を施す。 一部に半截竹管
状工具又は棒状工具による連続刺突を施す。

諸磯 b

2

J-4 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 4 単位双頭波状口縁か。 口端部上面の一部は鋸歯状
を呈する。 口縁部に 3 条の横位隆帯施文後、 外面全
体に単節 RL 縄文を施す。 隆帯下位には格子目状沈
線施文。 内外面に赤色塗彩。

諸磯 b

3

J-4 住 D-1 土 NO2 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 口縁部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具に
よる平行沈線を施す。 外面の一部が剥落。

諸磯 b

4
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。

沈線文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

5
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる縦位直線状 ・ 横位弧

状爪形文を施す。
諸磯 b

6
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と

想定される。 浮線文を施す。
諸磯 b

7
J-4 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位 ・ 斜位浮線文を施す。 浮

線文間には列点状刺突文施文。
諸磯 b

8
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 波状口縁の波頂部付近。 波頂部下位に渦巻き状隆帯

施文。 胴部には斜位沈線 ・ 列点状刺突文を施す。
諸磯 b

9

J-4 住 D-1 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部～胴部
破片

口辺部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 縄文 （不明瞭、 単節 RL か） 施文後、 半
截竹管状工具による平行沈線を施す。 さらに、 波頂部
下位に円形貼付文を施す。

諸磯 b

10
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による鋸歯状 ・ 横位直線状平行沈線

を施す。 遺存部下半には無節 L 縄文施文。
諸磯 b

11
J-4 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平

行沈線を施す。
諸磯 b

12

J-4 住 D-1 土 ・ NO5 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩 ・ 石
英 ・ ﾁｬｰﾄ混入

胴部破片 単節 RL 縄文横転がし後、 半截竹管状工具による平
行沈線を横位に巡らし区画。 一部区画内に、 半截竹
管状工具による X 字状 ・ 渦巻き状 ・ 弧状沈線を施す。

諸磯 b
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－ 611 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

13

J-4 住 NO2 ・ NO4 ・
NO5 下 ・ NO18

深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 褐
色礫混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈
線を横位に巡らし区画する。 一部区画内、 半截竹管
状工具による斜位直線状・渦巻き状・弧状沈線を施す。

諸磯 b

14

J-4 住 D-1 土 ・ 一
括

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部
1/6

口縁部が顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され
る。 単節 LR 縄文施文後、 半截竹管状工具による 3
条一組を基本とする平行沈線を横位に巡らし区画す
る。 一部の区画内に縦位 ・ X 字状沈線施文。

諸磯 b

15

J-4 住 NO1 ・ NO4 ・
NO5

深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫 ・
ﾁｬｰﾄ ・ 片岩混入

胴部破片 胴部中位片。 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具
による横位平行沈線で区画する。 一部を広く区画し、
区画内に横位 S 字状 ・ 弧状等平行沈線施文。

諸磯 b

16 J-4 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文横転がし。 諸磯 b

17
J-4 住 D-1 土 ・
D-1 土 NO5

深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部～底部破
片

単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平
行沈線で区画する。

諸磯 b

18
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部破

片
単節 LR 縄文を施す。 外面の一部が剥落している。 諸磯 b

19
J-4 住 D-1 土 NO11
下

深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

口縁部破片 深鉢の獣面把手。 獣面周囲に浮線文を施す。 諸磯 b

20

J-4 住一括 浅鉢 ? 良好 砂粒混入 体部破片 諸磯 b 式期の浅鉢と想定される。 半截竹管状工具押
し引きによる爪形文又は平行沈線を施す。 一部の爪形
文の脇に短沈線を連続して施文。 外面全体に赤彩。

諸磯 b

21
J-4 住 D-1 浅鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

金雲母混入
口縁部～体部
破片

有孔浅鉢の口縁部～体部屈曲点付近が遺存している。
内外面ともに赤色塗彩が認められる。

諸磯 b ～ c

22
J-4 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
底部破片 単節 RL 縄文施文。 加曽利 E ？

23
J-4 住 D-1 土 ・
NO14

深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部
1/5

不明瞭であるが縄文 （無節 l と無節 r?） を施す。 加曽利 E ？

Ｂ区 J － 5 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-5 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 緩やかな 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並行し

て半截竹管状工具による平行沈線を施す。
有尾 ・ 黒浜

2

J-5 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 植
物繊維混入

胴部破片 胴部上位の器形変換点付近が遺存する。 半截竹管状
工具によるコンパス文 ・ 横位平行沈線を施す。 胴部は
単節 RL 縄文施文。

有尾 ・ 黒浜

3
J-5 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 半截竹管状工具によるコンパス文を施す。 施文技術が

未熟である。
有尾 ・ 黒浜

4
J-5 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母 ・ 植

物繊維混入
胴部破片 単節 RL 縄文と無節 l(?) 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

5
J-5 住一括 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 雲母 ・ 植

物繊維混入
底部破片 やや上げ底状を呈する。 有尾 ・ 黒浜

Ｂ区 J － 6 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-6 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 口縁に並行して半截竹管状工

具押し引きによる間隔の広い横位爪形文を 3 条施す。
有尾 ・ 黒浜

2
J-6 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 植

物繊維混入
胴部破片 縄文 （単節 RL? 不明瞭） 施文後、 半截竹管状工具

押し引きによる横位爪形文施文。
有尾 ・ 黒浜

3
J-6 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる

間隔の広い横位爪形文施文。
有尾 ・ 黒浜

4
J-6 住炉 2 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位平行沈

線施文。
有尾 ・ 黒浜

5
J-6 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位平行沈

線を施す。 遺存部最上位は半截竹管状工具による施
文か。

有尾 ・ 黒浜

6
J-6 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母 ・ 植

物繊維混入
胴部破片 単節 RL と LR 縄文横転がしにより羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

7
J-6 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 胴部から口縁部にかけて外屈する。単節 RL 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

Ｂ区 J － 7 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-7 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による縦位 ・

斜位平行沈線 （半隆起線状） を施す。
諸磯 b

2
J-7 住 P-3 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる斜位爪形文を施す。 諸磯 b

3
J-7 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

ﾁｬｰﾄ混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。

沈線文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

4
J-7 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b
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－ 612 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

5
J-7 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 横位 ・ 斜位浮線文施文後、 浮線文に並行して列点状

刺突文を施す。
諸磯 b

6 J-7 住 P-3 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 結節縄文横転がし。 諸磯 b

7
J-7 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

8
J-7 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
底部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

9

J-7 住 P-2 浅鉢 普通 砂粒混入 口縁部～体部
破片

大型の有孔浅鉢と想定される。 口縁部に並行し 2 条の
浮線文を施し、 浮線文上に連続して孔を穿つ。 体部、
半截竹管状工具による爪形文で区画する。

諸磯 b

10
J-7 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 半截竹管状工具による横位細沈線施文後、 直線状 ・

弧状結節浮線文を施す。
諸磯 c

11
J-7 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線 （半隆起線状）

で区画し、 区画内には同工具による綾杉状沈線施文。
諸磯 c

Ｂ区 J － 8 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-8 住 P-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平

行沈線を施す。
諸磯 b

2

J-8 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 口縁部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具に
よる平行沈線を施す。

諸磯 b

3 J-8 住 P-4 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

4
J-8 住 P-3 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる縦位爪形文を施す。 諸磯 b

5

J-8 住炉 1 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩 ・ ﾁｬ
ｰﾄ混入

胴部 1/5 半截竹管状工具による平行沈線を横位に巡らし区画
する。 区画内には渦巻き状 ・ 斜位 ・ 木葉状等の沈線
を施す。 沈線は何条か並行して施し、 櫛歯状工具に
よる沈線状を呈する。 被熱のため剥落部が目立つ。

諸磯 b

6
J-8 住 P-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平

行沈線を施す。
諸磯 b

7 J-8 住 P-4 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

8
J-8 住 P-3 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による弧状 ・

渦巻き状等沈線を施す。
有尾 ・ 黒浜

Ｂ区 J － 9 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-9 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 口縁部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想

定される。 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。
諸磯 b

2
J-9 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を縦位 ・ 横位 ・

斜位に施す。 米字状のﾓﾁｰﾌか。
諸磯 b

3

J-9 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を縦位 ・ 横位 ・
斜位に施す。 米字状のﾓﾁｰﾌか。 地文に縄文を施して
いる可能性があるが不明瞭である。

諸磯 b

4 J-9 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

5

J-9 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 口縁部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 半截竹管状工具による横位 ・ 縦位 ・ 弧状
平行沈線を施す。

諸磯 b

6
J-9 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 半截竹管状工具による平行沈線を矢羽根状に施し、

耳状 ・ ボタン状貼付文を配す。
諸磯 c

7
J-9 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による縦位 ・ 斜位平行沈線を施す。 諸磯 c

8
J-9 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線で区画し、 区画

内には同工具による綾杉状沈線を施す。
諸磯 c

9

J-9 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 胴部下位から底部にかけて張り出す器形。 半截竹管
状工具による斜位平行沈線を施す。 一部に 2 個一対
のボタン状貼付文を配す。

諸磯 c

10
J-9 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 異条斜縄文施文。 遺存最上位には横位平行沈線 （櫛

歯状工具 ?） が認められる。
有尾 ・ 黒浜

Ｂ区 J － 10 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-10 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 波頂部外面に楕円形
貼付文施文。 楕円形貼付文と口端部上面には、弧状・
蛇行等沈線 （一部は半截竹管状工具による刺突か）
施文。 口縁部には同工具による斜位平行沈線を施す。

有尾 ・ 黒浜

2

J-10 住 P-1 深鉢 やや不良 砂粒 ・ チャート ・
片岩 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工具による
斜位平行沈線を施す。

有尾 ・ 黒浜
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二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

3
J-10 住 P-3 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁か。 単節 RL 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

4

J-10 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 異条斜縄文施文後、
櫛歯状工具による斜位列点状刺突文を施す。 遺存部
最下位には横位沈線が認められる。

有尾 ・ 黒浜

5
J-10 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 ほぼ直立する平口縁か。 異条斜縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

6
J-10 住 D-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL と LR 縄文施文後、 半截竹管状工具による横

位 ・ 斜位平行沈線を施す。
有尾 ・ 黒浜

7
J-10 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 半截竹管状工具又は棒状工具による格子目状沈線を

施す。
有尾 ・ 黒浜

8
J-10 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母 ・ 植

物繊維混入
胴部破片 単節 RL と LR 縄文横転がしにより羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

9
J-10 住周溝一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 植

物繊維混入
底部破片 単節 RL と LR 縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

10

J-10 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 2 単位又は 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並
行して半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施
す。 沈線文間には斜位短沈線を連続して施文。

諸磯 b

11
J-10 住一括 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 重複する

J-11 住の遺物か。
諸磯 b

Ｂ区 J － 11 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-11 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と

想定される。 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。
諸磯 b

2

J-11 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部が顕著に内屈する 4 単位小波状口縁と想定さ
れる。 半截竹管状工具による平行沈線を横位 ・ 斜位 ・
弧状に施す。 波頂部下位に円形貼付文を配す。

諸磯 b

3
J-11 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 受け口状平口縁と思われる。 複節 RLR 縄文横転がし。 諸磯 b

4

J-11 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 遺存部上位には縦位 ・ X 字状
貼付文を施す。 遺存部中位から下位には横位浮線文
を施し、 一部の浮線文間に列点状刺突文施文。

諸磯 b

5
J-11 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 深鉢の胴部中位片と想定される。単節 RL 縄文施文後、

浮線文を施す。
諸磯 b

6
J-11 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
胴部破片 単節RL縄文施文後、斜位直線状・弧状浮線文を施す。 諸磯 b

7

J-11 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

胴部～底部破
片

胴部最下位が張り出す器形。 単節 RL 縄文施文後、
横位 ・ 斜位 ・ 弧状等浮線文を施す。 胴部最下位には
斜位 ・ 縦位貼付文を組み合わせ、 目の字状モチーフ
とする。

諸磯 b

Ｂ区 J － 12 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-12 住 P-2 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 口縁部がやや内反する 4 単位波状口縁と想定。 波頂
部は双頭波状を呈する。 単節 RL 縄文施文後、 半截
竹管状工具による平行沈線を横位・斜位・弧状に施す。

諸磯 b

2

J-12 住 P-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫 ・ 雲母混
入

口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と
想定される。 単節 LR 縄文施文後、 半截竹管状工具
による横位直線状、 弧状平行沈線 （一部は半隆起線
状） を施す。

諸磯 b

3
J-12 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と

想定される。 浮線文を施す。
諸磯 b

4
J-12 住 P-2 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位弧状平行沈線施文後、 刺

突文を縦位に配す。
諸磯 a

5
J-12 住 P-2 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・ 斜位爪形文を

施す。
諸磯 b

6
J-12 住 P-2 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・

斜位直線状、 弧状平行沈線を施す。
諸磯 b

7
J-12 住 P-2 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

8
J-12 住 P-3 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文 ・ 縄文を押圧する

横位貼付文を施す。
諸磯 b

9
J-12 住 P-1 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

10
J-12 住 P-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫 ・ 雲母混
入

底部破片 単節 RL 縄文を方向を変えて疎らに施文。 内面の一部
に炭化物付着。

諸磯 b

11
J-12 住 P-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部～底部破
片

単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる
横位爪形文を施す。

有尾 ・ 黒浜
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二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 614 －

Ｂ区 J － 13 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-13 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 細めの半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を

施す。
諸磯 a ～ b

2

J-13 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 口縁部付近が薄く剥落していると考えられる。 櫛歯状
工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線施文後、 竹管
状工具による円形刺突文を縦位に配す。

諸磯 a ～ b

3

J-13 住 P-15 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と
想定される。 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具
による平行沈線を施す。

諸磯 b

4
J-13 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部

破片
口縁部が内屈する。 横位浮線文を施す。 諸磯 b

5
J-13 住 P-20 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
胴部破片 口縁部が内屈する深鉢胴部か。 半截竹管状工具によ

る横位平行沈線施文する。
諸磯 b

6
J-13 住 P-17 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 外反する平口縁か。 半截竹管状工具による横位平行

沈線施文。
諸磯 b ～ c

7
J-13 住 P-11 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文施文。 爪

形文間には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

8
J-13 住 P-7 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・ 斜位爪形文施

文。 一部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

9
J-13 住 P-10 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる

横位爪形文施文。
諸磯 b

10
J-13 住 P-4 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫 ・

白色鉱物混入
胴部破片 縄文 （単節 LR?） 施文後、半截竹管状工具による横位・

斜位平行沈線施文。
諸磯 b

11
J-13 住 P-4 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縄文 （単節 LR?） 施文後、半截竹管状工具による横位・

斜位平行沈線施文。
諸磯 b

12
J-13 住 P-20 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 縄文 （単節 LR?） 施文後、半截竹管状工具による横位・

斜位平行沈線施文。
諸磯 b

13
J-13 住 P-22 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線施文。 内

面に炭化物付着。
諸磯 b ～ c

14
J-13 住 P-10 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線施文。 諸磯 b

15
J-13 住 P-18 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 一部の浮

線文間に列点状刺突文施文。
諸磯 b

16
J-13 住 P-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 横位 ・ 斜位浮線文を施す。 諸磯 b

17
J-13 住 P-2 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 一部の浮

線文に並行して列点状刺突文施文。
諸磯 b

18
J-13 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部

破片
半截竹管状工具による平行沈線を矢羽根状に施し、
棒状貼付文を配す。 施文がやや雑である。

諸磯 c

19
J-13 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 2 個一対の円形貼付文を配す。 諸磯 c

20
J-13 住 P-12 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による縦位 ・ 斜位平行沈線施文後、

一部に楕円形貼付文を施す。
諸磯 c

21
J-13 住 P-7 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 胴部上位片と想定される。半截竹管状工具による横位・

斜位平行沈線施文後、 一部にボタン状貼付文を施す。
諸磯 c

22
J-13 住 P-6 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物 ・ 雲母
混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 一部にボタン状貼付文を施す。 諸磯 c

23
J-13 住 P-15 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 縦位平行沈線施文。 諸磯 c

24
J-13 住 P-21 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による縦位 ・ 斜位平行沈線施文。 内

面に炭化物付着。
諸磯 c

25
J-13 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工具による

横位細沈線施文後、 結節浮線文を施す。
諸磯 c

26
J-13 住 P-22 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 異条斜縄文を施す。 紛れ込み。 有尾 ・ 黒浜

27

J-13 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物 ・ 金雲
母混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による格子目
状 ・ 逆 U 字状平行沈線施文。

五領ヶ台

28

J-13 住 P-11 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物 ・ 金雲
母混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による弧状 ・ S
字状平行沈線施文。 内面の一部に炭化物付着。

五領ヶ台

Ｂ区 J － 14 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-14 住外側壁周溝 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 縄文 （単節 LR と無節 R か） 施文。 諸磯 b ？

第 178 表　二軒在家原田遺跡Ｂ区縄文時代住居址出土遺物観察表（6）



－ 615 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

Ｂ区 J － 15 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-15 住一括 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
白色礫混入

口縁部～胴部
破片

口辺部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具による横
位・斜位 （波状口縁に並行するよう） 平行沈線を施す。

諸磯 b

2
J-15 住 P-1 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と

想定される。 内屈部上位が遺存する。 浮線文を施す。
諸磯 b

3
J-15 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 縄文 （単節 RL?） 施文後、 浮線文を施す。 諸磯 b

4

J-15 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線で区画する。 区
画内には同工具による縦位 ・ 斜位平行沈線を施す。
X 字状と考えられるﾓﾁｰﾌあり。

諸磯 b

5
J-15 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・

斜位平行沈線を施す。
諸磯 b

6
J-15 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・

斜位平行沈線を施す。
諸磯 b

7 J-15 住 P-1 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 諸磯 b

8

J-15 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と
想定される。内屈部が遺存する。単節 RL 縄文施文後、
櫛歯状工具 （一部は半截竹管状工具 ?） による平行
沈線を施す。

諸磯 b

Ｂ区Ｄ－ 1 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-1 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁か。 半截竹管状工具による横位平行沈線を

施す。
諸磯 b

2
D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位直線状 ・ 弧状爪形文を

施す。 一部の区画に縄文を施すが不明瞭である。
諸磯 b

3
D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による格子目状平行

沈線を施す。
諸磯 b

4
D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線

を施す。 内面剥落部が多い。
諸磯 b

5 D-1 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

6 D-1 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

Ｂ区Ｄ－ 2 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-2 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

Ｂ区Ｄ－ 3 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-3 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部～胴部破
片

口縁部が顕著に内反する。横位・斜位・弧状に浮線文を施す。 諸磯 b

2

D-3 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢の波頂部付近と想定される。 波頂部下
位には円孔文を配す。 単節 LR 縄文を施す。 外面口端部直
下に列点状短沈線施文。

諸磯 b ？

3

D-3 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 幅広の半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・ 斜位
に施し区画する。 一部の爪形文間に、 同工具又は板状工具
による連続刺突を施す。

諸磯 b

4

D-3 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 幅広の半截竹管状工具押し引きによる爪形文を横位 ・ 渦巻
き状に施し区画する。 一部の爪形文間に、 同工具又は板状
工具による連続刺突を施す。

諸磯 b

5
D-3 土 鉢 普通 砂粒混入 口縁部～体部破

片
体部最上位に孔を有する。 それ以外、 遺存部においては無
文である。 赤彩を施していた可能性がある。

諸磯 b ？

Ｂ区Ｄ－ 4 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-4 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口縁部破片 口端部付近やや厚みを有し、 折り返し口縁状を呈する部分あ

り。 単節 RL 縄文横転がし。
諸磯 b

2 D-4 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 弧状浮線文を施す。 諸磯 b

3
D-4 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 胴部上位片と想定される。 半截竹管状工具による平行沈線を

施す。
諸磯 b

4 D-4 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

5
D-4 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 櫛歯状工具による平行沈線 ・

列点状刺突文を施す。
有尾
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二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 616 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

6

D-4 土 深鉢 良好 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 植
物繊維混入

胴部破片 口縁部文様帯部分と想定される。 半截竹管状工具による平
行沈線 ・ 櫛歯状工具による列点状刺突文を施す。 菱形 ・ 三
角形ﾓﾁｰﾌと考えられる。

有尾

7
D-4 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 直前段合撚施文後、 半截竹管状工具押し引きによる間隔の

広い横位爪形文を 3 条施す。
有尾 ・ 黒浜

Ｂ区Ｄ－ 5 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-5 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平

行沈線を施す。
諸磯 b

2
D-5 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 縄文 （単節 RL?） 施文後、 半截竹管状工具による横位平行

沈線を施す。
諸磯 b

3

D-5 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線 （半隆起線状） で区画
し、 区画内に同工具による斜位平行沈線を施す。 さらに一部
に 2 個一対のボタン状貼付文を配す。

諸磯 c

Ｂ区Ｄ－ 8 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-8 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定さ

れる。 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。
諸磯 b

2
D-8 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 単節 LR 縄文施文。 一部に浅い沈線状窪みが認められるが、

意図的施文か不明。
諸磯 b ？

3
D-8 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 渦巻き状浮線文を施す。 外面の一部は剥落。 内面下半には

炭化物付着。
諸磯 b

4 D-8 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位浮線文を施す。 諸磯 b

Ｂ区Ｄ－ 10 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-10 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部やや外反する。 全体的に薄手。 一部に縄文 （複節

RLR?） が認められるが、 摩滅のため不明瞭。
不明

2
D-10 土 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 全体的に薄手。 一部に縄文 （複節 RLR?） が認められるが、

摩滅のため不明瞭。 1 と同一個体と考えられる。
不明

Ｂ区Ｄ－ 12 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-12 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

Ｂ区Ｄ－ 13 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-13 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文。 諸磯 b

Ｂ区Ｄ－ 14 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-14 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
口縁部～胴部
1/2

４単位波状口縁と想定される。 単節 LR 縄文施文。 諸磯 b ？

2 D-14 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

Ｂ区Ｄ－ 15 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-15 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

4 単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工具押し引きによ
る爪形文を横位 ・ 縦位 ・ 斜位 ・ 蕨手状に施す。 一部に竹管
状工具による円形刺突文を配す。 口縁部上面の一部にも爪
形文を施す。

諸磯 b

2
D-15 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破

片
口辺部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され
る。 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。

諸磯 b

3
D-15 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 口縁部が内反する。 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。 諸磯 b

4
D-15 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 4 単位双頭波状口縁と想定される。 縄文施文後、 半截竹管

状工具による平行沈線を施す。
諸磯 b

5 D-15 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁か。 単節 LR 縄文横転がし。 諸磯 b ？

6
D-15 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線で区画する。 沈線間に同工

具による刺突を施す。
諸磯 b
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－ 617 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

7
D-15 土 浅鉢 良好 砂粒混入 体部破片 浅鉢の体部片と想定した。 半截竹管状工具押し引きによる爪

形文で区画する。 外面赤色塗彩。 精製の感が強い。
諸磯 b

8
D-15 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫混入
胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定。

浮線文施文後、 一部の浮線文間に列点状刺突文を施す。
諸磯 b

9
D-15 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる斜位直線状、 弧状爪形文を

施す。 一部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

10
D-15 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平

行沈線を施す。
諸磯 b

11
D-15 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線

を施す。
諸磯 b

12
D-15 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

黒色鉱物混入
胴部～底部破片 単節 RL 縄文施文後、 一部に半截竹管状工具による 3 条 1

組の横位並行沈線を施す。
諸磯 b

13
D-15 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
底部破片 胴部最下位から底部にかけてやや張り出す器形。 横位浮線

文を施す。 胴部最下位に不明瞭であるが縄文が認められる。
諸磯 b

14

D-15 土 浅鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

体部破片 有孔浅鉢の体部中位付近と想定される。 遺存部中位付近に
顕著な段差を有し、 段差の上下に横位連続短沈線 ・ 連続刺
突を施す。 下位には半截竹管状工具押し引きによる爪形文
を施す。 外面の一部に赤色塗彩が認められる。 全体的に精
製の感が強い。

諸磯 b

15
D-15 土 浅鉢 良好 砂粒混入 体部下位～底部

破片
浅鉢の底部付近。 遺存部においては無文。 諸磯 b

Ｂ区Ｄ－ 16 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-16 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

2

D-16 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物 ・ 植物
繊維混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁部に並行して櫛歯状工具
による縦位列点状刺突文を施す。 波頂部から微隆起帯 （不
明瞭） を垂下させ、 口縁部文様帯には斜位列点状刺突文を
施す。 三角形又は菱形のﾓﾁｰﾌか。

有尾

Ｂ区Ｄ－ 17 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-17 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 縄文 （無節 l か） 施文後、 櫛歯状工具による横位直線状 ・

波状平行沈線を施す。
諸磯 b

2
D-17 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・

斜位爪形文を施す。
諸磯 b

3
D-17 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

金雲母混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線

を施す。
諸磯 b

4
D-17 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

ﾁｬｰﾄ混入
胴部破片 縄文施文後、 横位 ・ 斜位浮線文を施す。 諸磯 b

5
D-17 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

6
D-17 土 浅鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 体部～底部 大型の有孔浅鉢と想定される。遺存部においては無文である。

外面、 体部中位に段差を有する。 内外面ともに丁寧な磨きを
施す。

諸磯 b ～ c

Ｂ区Ｄ－ 18 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-18 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 半截竹管状工具による平行沈線 （一部は半隆起線状） を、
上位より矢羽根状、 横位直線状、 縦位 ・ 斜位に施す。 口縁
部には円形 ・ 棒状貼付文を配す。

諸磯 c

2

D-18 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部 1/8 胴部中位～下位が遺存する。 半截竹管状工具による平行沈
線 （半隆起線状） 10 条余を１単位とし、 ２単位一組で胴部
を縦位に４区画に分割する。 単位間には綾杉状沈線を施す。
４つの区画内は向かい合う弧状沈線により区画し、 間の木葉
状区画には綾杉状沈線を施す。 遺存部下位には、 半截竹
管状工具による横位沈線を施す。

諸磯 c

Ｂ区Ｄ－ 19 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-19 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口縁部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され

る。 縄文 （単節 RL?） 施文後、 浮線文を施す。
諸磯 b

2

D-19 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる横位
直線状 ・ 弧状等爪形文を施す。 一部の爪形文間に斜位短
沈線を連続し施文。 さらに一部区画内に円形刺突文を配す。

諸磯 b
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二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 618 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

3
D-19 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位直線状 ・ 弧状 ・ 渦巻き

状等爪形文を施す。
諸磯 b

4
D-19 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位直線状 ・

弧状平行沈線を施す。
諸磯 b

5
D-19 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 諸磯 b

6 D-19 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部破片 胴部下位から底部に向かい開く器形。 単節 LR 縄文を施す。 諸磯 b ～ c

7

D-19 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線で区画し、 区画内に縦
位弧状 ・ 綾杉状沈線施文。 遺存部最下位には横位平行沈
線が僅かに認められる。

諸磯 c

8

D-19 土 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ混入胴部破片 胴部中位～下位片。 遺存部上半、 半截竹管状工具による縦
位平行沈線で区画し、 区画内に斜位平行沈線を組み合わせ
て施す。 遺存部下半、 同工具による横位平行沈線を施す。

諸磯 c

Ｂ区Ｄ－ 20 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-20 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 前々段多条施文。 内面は丁寧な磨き。 有尾 ・ 黒浜

2
D-20 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 直前段多条施文。 有尾 ・ 黒浜

Ｂ区Ｄ－ 21 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-21 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
胴部破片 縄文 （単節 RL?） 施文後、 矢羽根状浮線文を施す。 諸磯 b

2

D-21 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢の波頂部付近。 縄文 （直前段多条 ?）
施文後、 波頂部より半截竹管状工具押し引きによる縦位爪形
文を垂下させる。 口縁に並行してコンパス文を施す。

有尾 ・ 黒浜

Ｂ区Ｄ－ 23 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-23 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。 諸磯 b

2
D-23b 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破

片
胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定さ
れる。 横位 ・ 弧状 ・ 渦巻き状浮線文を施す。 波頂部下位に
貼付文を配す。

諸磯 b

3
D-23 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定さ

れる。 単節 RL 縄文施文後、 横位 ・ 斜位浮線文を施す。
諸磯 b

4
D-23 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 縄文 （無節 L?） 施文後、 半截竹管状工具による横位平行

沈線を施す。
諸磯 b

5

D-23 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる横位
直線状 ・ 弧状等爪形文を施す。 一部の爪形文間は斜位短
沈線を連続て施文。 さらに一の区画内に円形刺突文を配す。

諸磯 b

6 D-23 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 弧状 ・ 渦巻き状浮線文を施す。 諸磯 b

7
D-23 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 横位 ・ 斜位浮線文と半截竹管状工具

による平行沈線を施す。 さらに一部に円形刺突文を配す。
諸磯 b

8
D-23a 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物

混入
胴部～底部破片 単節 RL 縄文施文後、 一部に横位直線状浮線文を施す。 胴

部最下位に縦位と×を組み合わせたﾓﾁｰﾌの貼付文を配す。
諸磯 b

9
D-23a 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線

を施す。
諸磯 b

10
D-23 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 遺存部上位、 無節 L 縄文を疎らに施文。 下半は半截竹管状

工具による横位基調平行沈線を施す。
諸磯 b

11
D-23 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平

行沈線を施す。
諸磯 b

12
D-23 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縄文 （単節 RL?） 施文後、 半截竹管状工具による横位平行

沈線で区画する。 区画内に同工具による弧状 ・ 直線状平行
沈線を施す。

諸磯 b

13

D-23b 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁の、 器形
変換点付近と想定される。 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管
状工具による縦位弧状 ・ 横位平行沈線を施す。

諸磯 b

14
D-23b 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
底部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 内面に炭化物

が付着している。
諸磯 b

15
D-23 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
底部破片 胴部下位から底部に向かい開く器形。 半截竹管状工具によ

る横位基調平行沈線を施す。
諸磯 b

16

D-23b 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢の把手部と想定される。 外面、 櫛歯状
工具による平行沈線を綾杉状に施す。 遺存部最下位中央に
孔を有する。 側面 ・ 内面は無文。

諸磯 b ～ c
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－ 619 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

17
D-23 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線で区画し、 区画内に同

工具による羽状平行沈線を施す。
諸磯 c

18
D-23 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線で区画し、 区画内に同

工具による羽状平行沈線を施す。
諸磯 c

19

D-23 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢の波頂部付近。 縄文 （直前段多条 ?）
施文後、 波頂部より半截竹管状工具押し引きによる縦位爪形
文を垂下させる。 口縁に並行してコンパス文を 2 条巡らす。

有尾 ・ 黒浜

Ｂ区Ｄ－ 24 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-24 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 口縁部破片 4 単位波状口縁の波頂部付近と想定される。 口縁に並行す
る浮線文施文後、波頂部外面に縦長の把手状貼付文を施す。
さらに、 その下位に円形貼付文を配す。

諸磯 b

2

D-24 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物混入

口縁部破片 口辺部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され
る。 縄文 （不明瞭） 施文後、 半截竹管状工具による横位 ・
斜位直線状、 弧状平行沈線を施す。

諸磯 b

3
D-24 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線

を施す。
諸磯 b

4
D-24 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 諸磯 b

5 D-24 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 ほぼ直立する平口縁か。 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

6
D-24 土 鉢または

浅鉢
普通 砂粒混入 口縁部～体部破

片
小型の鉢形土器と想定される。 口辺部に連続して孔を穿つ。
体部には浮線文を施す。 部分的に赤彩の痕跡が認められる。

諸磯 b

7 D-24 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 円形刺突文を縦位に配す。 諸磯 a ？

8
D-24 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

9
D-24 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 4 単位波状口縁深鉢の顕著に内屈する胴部上位部分と想定

される。 縄文施文後、 浮線文を施す。
諸磯 b

10 D-24 土 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 縄文施文後、 沈線を施す。 沈線のﾓﾁｰﾌは不明。 諸磯 b

Ｂ区Ｄ－ 25 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-25 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線で区画する。 そして、
同工具による横位弧状平行沈線を、 同部分で連結するように
施す。 さらに、竹管状工具による円形刺突を縦位に配置する。

諸磯 a

2
D-25 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 竹管状工具による円形刺突を縦位に

配す。 遺存部最上位に焼成前の孔の痕跡が認められる。
諸磯 a ～ b

3
D-25 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・ 斜位爪形文で区画す

る。 一部の区画内に竹管状工具による円形刺突文を配す。
諸磯 b

4
D-25 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる横位

爪形文を施す。
諸磯 b

5
D-25 土 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 片

岩 ・ 褐色礫混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

6

D-25 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定さ
れる。 内屈部下位が遺存する。 半截竹管状工具による斜位
平行沈線を施す。

諸磯 b

7
D-25 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線

を施す。
諸磯 b

8 D-25 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文。 諸磯 b?

Ｂ区Ｄ－ 26 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-26 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線

を施す。
諸磯 b

2 D-26 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

3
D-26 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 縄文 （直前段多条 ?） 施文後、 半截竹管状工具押し引きに

よる横位爪形文を施す。
有尾 ・ 黒浜

Ｂ区Ｄ－ 27 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-27 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物混

入
口縁部破片 口辺部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され

る。 浮線文を施す。
諸磯 b

2

D-27 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入 胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定
される。 内屈部上位が遺存する。 単節 RL 縄文施文後、 半
截竹管状工具による平行沈線を施す。

諸磯 b

3 D-27 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入 胴部破片 横位浮線文 ・ 隆帯を巡らす。 諸磯 b

4
D-27 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈

線を施す。
諸磯 b

5 D-27 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

6
D-27 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

白色針状物混入
口縁部破片 ﾛｯｷﾝｸﾞによる貝殻腹縁文施文。 口端部直下に刻みを施す。 諸磯 b 併行

（浮島系）
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二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 620 －

Ｂ区Ｄ－ 29 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-29 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 赤褐色礫
混入

胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定さ
れる。 内屈部上位が遺存する。 浮線文を施す。 外面の剥落
が顕著。

諸磯 b

2

D-29 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線施文後、 4 条の
並行する縦位結節浮線文を垂下させる。 一部の区画内には
2 個一対の円形貼付文を配す。

諸磯 c

Ｂ区Ｄ－ 31 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-31 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部破片 無節 L 縄文施文。 諸磯 b ？

2 D-31 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

Ｂ区Ｄ－ 32 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-32 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位破片と想定される。 刺突を伴う横位隆帯を施す。 隆

帯下位に単節 RL 縄文施文。
後期前葉？

2
D-32 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位片か。 刺突を伴う横位隆帯を巡らす。 隆帯より上位

は無文。 下位には単節 RL 縄文施文。
後期前葉？

3
D-32 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 環付末端縄横転がし。 有尾 ・ 黒浜

4
D-32 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 縄文 （直前段多条 ?） 施文後、 櫛歯状工具による横位平行

沈線を施す。
有尾 ・ 黒浜

5

D-32 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部破
片

口縁部、 鋸歯状を呈する小波状口縁。 胴部、 単節 RL 縄文
施文後、 半截竹管状工具による横位・斜位平行沈線を施す。
口縁部下位に円形貼付文を配す。

諸磯 b

6
D-32 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線

を施す。
諸磯 b

7
D-32 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平

行沈線を施す。
諸磯 b

Ｂ区Ｄ－ 33 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-33 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁か。 半截竹管状工具押し引きによる爪形文

を施す。 一部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

2

D-33 土 深鉢 良好 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ混入口縁部～胴部破
片

口辺部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され
る。 単節 LR 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜
位平行沈線を施す。

諸磯 b

3
D-33 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破

片
口縁部がやや内反する。 半截竹管状工具による横位沈線を
施す。

諸磯 b

4
D-33 土
P-3

深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色混入 口縁部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 諸磯 b

5
D-33 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 無節 L 縄文施文。 諸磯 b

6 D-33 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 諸磯 b

7
D-33 土 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文で区画する。 一部の区画

内には横位 ・ 縦位 ・ 斜位隆帯を施す。 斜位隆帯は X 字状ﾓ
ﾁｰﾌと考えられる。

諸磯 b

8
D-33 土
P-3

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線
を施す。

諸磯 b

9
D-33 土 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 片

岩混入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 諸磯 b

10
D-33 土 深鉢 不良 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部 （把手）
破片

4 単位波状口縁深鉢の把手と想定される。 半截竹管状工具
による平行沈線を施す。

諸磯 b ～ c

11
D-33 土 浅鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
体部破片 有孔浅鉢の体部上位付近と想定される。 遺存部外面全体に

赤彩が認められる。 全体的に精製の感が強い。
諸磯 b ～ c

12

D-33 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口端部側面に半截竹管状工具押し引きにより、 爪形文状文
様を施す （剥落部が多い）。 胴部は半截竹管状工具による
横位 ・ 斜位平行沈線を施す。 さらに一部に円形貼付文を配
す。 13 と同一個体。

諸磯 c

13

D-33 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口端部側面に半截竹管状工具押し引きにより、 爪形文状文
様を施す。 胴部は半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈
線を施す。 さらに一部に棒状 ・ 円形貼付文を配す。

諸磯 c

14

D-33 土 鉢 ? 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 鉢の口縁部か（口端部が若干剥落）。口端部上面を平滑にし、
上面と側面に半截竹管状工具押し引きにより、 爪形文状文様
を施す。 胴部は半截竹管状工具による横位平行沈線で区画
し、 区画内に同工具による羽状沈線施文。

諸磯 c

15

D-33 土 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破
片

やや外反する 4 単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工
具による横位平行沈線施文後、 同工具による結節浮線文を
渦巻き状に施す。

諸磯 c
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－ 621 －

二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

16

D-33 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁部に並行して 2 条の結節
浮線文を巡らす。 遺存部下位には横位結節浮線文を巡らし、
口縁との間の区画には弧状浮線文を施す。 遺存部最下位の
区画には半截竹管状工具による縦位～斜位平行沈線施文。

諸磯 c

17

D-33 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部 1/10 胴部中位～下位片。 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工
具による平行沈線を横位に施し区画する。 区画内に同工具
による縦位直線状 ・ 弧状等沈線を施す。

諸磯 c

18
D-33 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線により区画する。 一部

に楕円形貼付文を施す。
諸磯 c

19
D-33 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位細沈線施文後、 弧状結節浮線文

を施す。
諸磯 c

20
D-33 土
P-3

深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 半截竹管状工具による横位細沈線施文後、 斜位結節浮線文
を施す。 さらに一部に円形貼付文を配す。

諸磯 c

21

D-33 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部破片 胴部下半が底部に向かい開く器形である。 半截竹管状工具
による横位平行沈線施文後、 同工具による結節浮線文を斜
位に施す。 さらに、 一部に小さめの円形貼付文を配す。

諸磯 c

22
D-33 土
P-2

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 外面全体が摩滅している。 不明瞭だが羽状縄文施文か。 有尾 ・ 黒浜

23
D-33 土
P-1

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 単節 RL と LR 結束縄文横転がしによる羽状縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

Ｂ区Ｄ－ 34 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-34 土 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

2
D-34 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 片岩 ・ 金

雲母混入
胴部破片 単節 RL 縄文横転がし。 諸磯 b

Ｂ区Ｄ－ 35 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-35 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 複節 RLR 縄文施文。 諸磯 b

2

D-35 土 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 薄手で硬質。 幅広の半截竹管状工具押し引きにより爪形文
を施文する意図が感じられるが、 中央部分の施文がなされて
いない。 内面は刷毛状の調整。

諸磯 b 併行
（北白川下層）

3

D-35 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁の波頂部付近と想定される。 縄文 （不明瞭、
単節 RL か） 施文後、 半截竹管状工具をコンパス状に回転
させる二重円状平行沈線を、 口縁に並行し連続して施す。

前期中葉

4
D-35 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 縄文 （単節 RL?） 施文後、 半截竹管状工具押し引きによる

横位 ・ 斜位爪形文を施す。
有尾 ・ 黒浜

Ｂ区Ｄ－ 36 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-36 土焼
土層直下

深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平
行沈線を施す。

諸磯 b

Ｂ区Ｄ－ 38 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-38 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
口縁部破片 複節縄文 (?） 施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平

行沈線を施す。
諸磯 b

2 D-38 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

Ｂ区Ｐ－ 1 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 4 単位波状口縁深鉢の口縁部文様帯と想定される。 櫛歯状
工具による斜位平行沈線 （口縁部に並行すると考えられる）
と同工具による斜位 ・ 横位列点状刺突文を施す。

有尾 ・ 黒浜

2
P-1 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文。 有尾

Ｂ区Ｐ－ 4 号ピット

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
P-4 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

石英混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。 爪形文

間には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

2
P-4 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 4 単位波状口縁深鉢の口縁部文様帯と想定される。 半截竹

管状工具押し引きによる爪形文を施す。
有尾
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二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 622 －

Ｂ区グリッド

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-49c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢と想定される。 口縁部に並行して櫛歯
状工具による縦位列点状刺突文を巡らす。 口縁部文様帯は、
半截竹管状工具押し引きによる縦位爪形文で区画し、 区画
内には斜位爪形文を施す。

有尾

2

W-49a 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 灰
色礫 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並行して半截竹管状工
具による縦位平行沈線を巡らす。 口縁部文様帯には同工具
押し引きによる横位 ・ 斜位爪形文を施す。 三角形又は菱形
のﾓﾁｰﾌか。

有尾

3

U-49a 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並行して半截竹管状工
具による縦位平行沈線を巡らす。 口縁部文様帯には同工具
押し引きによる爪形文を施す。 菱形又は三角形のﾓﾁｰﾌと考
えられる。

有尾

4
A-54 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 直前段多条施文後、 半截竹管状工具押し引きによる間隔の

広い横位爪形文を巡らす。
有尾 ・ 黒浜

5

Y-49c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部破片 口縁部上位がやや内反する 4 単位波状口縁と想定される。
半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 口端部上面
の一部に浅い沈線状窪みが認められる。

有尾 ・ 黒浜

6

1D-58c 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢と想定される。 単節 RL と LR 縄文による
羽状縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 縦位 ・ 斜位
平行沈線 （半隆起線状） を施す。

有尾 ・ 黒浜

7
W-47c 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 波状口縁深鉢か。 櫛歯状工具による横位 ・ 斜位 ・ 弧状平行

沈線を施す。
有尾 ・ 黒浜

併行

8
V-49a 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢と想定される。 単節 RL 縄文横転がし。 有尾 ・ 黒浜

9
T-49c 鉢 ? 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起線状）、 同工

具押し引きによる横位爪形文を施す。
有尾 ・ 黒浜

10
V-49a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 櫛歯状工具による斜位平行沈線施文後、 沈線に並行して同

工具による列点状刺突文を施す。 三角形又は菱形のﾓﾁｰﾌと
考えられる。

有尾

11

1W-50 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 深鉢の口縁部文様帯下半と想定される。 口縁部文様帯、 櫛
歯状工具による斜位平行沈線施文後、 沈線に並行して同工
具による列点状刺突文を施す。 三角形又は菱形のﾓﾁｰﾌと考
えられる。頚部には同工具による横位列点状刺突文を巡らす。

有尾

12

V-48 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

胴部破片 櫛歯状工具による横位 ・ 斜位平行沈線施文後、 沈線に並行
して同工具による列点状刺突文を施す。 深鉢の口縁部文様
帯の一部と想定される。

有尾

13

Y-49c 深鉢 良好 砂粒 ・ 片岩 ・ 植
物繊維混入

胴部破片 口縁部文様帯下半部が遺存すると考えられる。 口縁部文様
帯、 半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線状） を斜位
に施す。 菱形のﾓﾁｰﾌか。 その下位には同工具による横位
平行沈線を巡らす。

有尾

14
U-49c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文 （押し引きの間隔

が不統一） 施文後、 同工具による縦位平行沈線 （半隆起線
状） を施す。

有尾 ・ 黒浜

15

W-48d 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 4 単位波状口縁深鉢の口縁部文様帯の一部と想定される。
単節 RL と LR 縄文による羽状縄文施文後、 半截竹管状工具
押し引きによる縦位 ・ 横位 ・ 斜位爪形文を施す。 三角形又
は菱形のﾓﾁｰﾌと考えられる。

有尾

16
1A-51 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・ 縦位爪形文、 同工具

による横位コンパス文を施す。
有尾 ・ 黒浜

17

U-50 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 深鉢の口縁部文様帯下半部から頚部が遺存すると考えられ
る。 口縁部文様帯、 櫛歯状工具による斜位列点状刺突文を
施す。 三角形又は菱形のﾓﾁｰﾌか。 頚部、 同工具による横
位列点状刺突文を巡らす。

有尾

18

1B-51d 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起線状） と、 同
工具押し引きによる斜位爪形文で区画する。 三角形又は菱
形ﾓﾁｰﾌと考えられる。 区画内には円形凹文を配す。 遺存部
最下位には単節 RL 縄文が認められる。

有尾 ・ 黒浜
併行？

19
1C-51a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 微隆帯と櫛歯状工具による列点状刺突文を弧状に施す。 口

縁部文様帯の渦巻き状ﾓﾁｰﾌの一部と想定される。
有尾 ・ 黒浜

20
W-48 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 直前段多条横転がし。 有尾 ・ 黒浜

21
U-49c 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 無節 r と無節 l 縄文横転がしにより羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

22

X-48 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

底部破片 櫛歯状工具による渦巻き状平行沈線を施す。 その他に半截
竹管状工具又は棒状工具による沈線が認められるが、 意図
的施文かどうか不明。

有尾 ・ 黒浜併
行

23
A-54 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 縄文 （無節 L?） 施文。 底部はやや上げ底状を呈す。 有尾 ・ 黒浜

24
Y-49a 台付土器 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
台部破片 台付土器の台部と想定した。 遺存部においては無文。 内面

は丁寧な磨き。
有尾 ・ 黒浜？

25

Y-46 深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫 ・
白色鉱物混入

口縁部破片 4 単位波状口縁か。 口端部上面及び外面最上位に、 半截
竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 外面、 単節 RL 縄
文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線、 同工具押し引
きによる爪形文を施す。

諸磯 a ～ b ？
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26

Y-46 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁と想定される。 半截竹管状工具押し引きによる爪形
文を口縁に並行して 2 条巡らす。 遺存部左端には縦位爪形
文が僅かに認められる。 区画内には同工具による横位平行
沈線を施す。

諸磯 a ～ b

27 Y-47b 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 半截竹管状工具による横位直線状・木葉状平行沈線を施す。 諸磯 a ～ b

28
1A-47 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による列点状刺突文

（爪形文を意識 ?） を施す。 さらに大型の円形凹状文を縦位
に配す。

諸磯 a ～ b

29
X-49c 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 竹管状工具による円形刺突文を縦位

に配す。
諸磯 a

30

Y-46 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 櫛歯状工具による横位 ・ 斜位平行沈線施文後、 円形刺突文
（竹管状工具又は半截竹管状工具によると考えられるが、 円
内側凸部が剥落している） を縦位に配す。

諸磯 a

31

1D-51b 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による弧状平行沈線
（肋骨文と考えられる） を施す。 円形刺突文 （半截竹管状工
具による ?） を縦位に配す。 さらに円形刺突文を連結する縦
位沈線を施す。

諸磯 a

32
1D-51b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による弧状平行沈線 （肋骨文と考えられる）

を施す。 円形刺突文を縦位に配す。
諸磯 a

33

1E-52b 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口端部鋸歯状を呈する （口端部全体が鋸歯状ではなく、 2
個一対で 4 単位か）。 単節 RL 縄文施文後、 竹管状工具に
よる円形刺突文を縦位 ・ 横位に配す。

諸磯 b

34
W-48d 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 焼成前施文

の円孔文を配す。
諸磯 b

35

1A-54c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定さ
れる。 波頂部下位には円形貼付文を配す。 単節 RL 縄文施
文後、 半截竹管状工具による平行沈線を施す。

諸磯 b

36

X-48 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する深鉢。 三角形の小突起を
施す。 単節 RL 縄文施文後、 横位 ・ 斜位浮線文を施す。 口
端部上面には波状貼付文を施す。

諸磯 b

37
Y-47 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 口縁部がやや内反する 4 単位小波状口縁と想定される。 単

節 RL 縄文施文後、 口縁部上面に波状貼付文、 外面に横位
浮線文を施す。

諸磯 b

38
1F-58a 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定さ

れる。 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。
諸磯 b

39
1B-52 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 外反する 4 単位波状口縁と想定される。 口縁部に並行して 3

条の浮線文を巡らす。 浮線文間には列点状刺突文を施す。
諸磯 b

40

1A-51d 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
角閃石 ・ 雲母混
入

口縁部破片 胴部上部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁。 単節
RL 縄文施文後、 横位浮線文で区画する。 区画内 （波頂部
下位付近） には弧状 （渦巻き状） 浮線文を施す。

諸磯 b

41
1B-52 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する。 単節 RL 縄文施文後、

横位浮線文を施す。
諸磯 b

42

U-49c 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 胴部上位が内反する緩やかな波状口縁。 口縁部上面、 中央
に細い沈線を施し、 沈線両側に矢羽根状短沈線を施文する。
外面、 波頂部下位に渦巻き状貼付文。 半截竹管状工具よる
平行沈線を横位直線状 ・ 弧状 ・ 渦巻き状に施す。

諸磯 b

43
W-49a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
口縁部破片 櫛歯状工具による横位平行沈線を施す。 沈線上の一部にさ

らに波状沈線を施文。
諸磯 b

44

W-49a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並行して半截竹管状工
具による平行沈線を施す。 その下位には同工具による縦位 ・
斜位平行沈線施文。

諸磯 b

45
X-48 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平

行沈線 （一部は半隆起線状） を施す。
諸磯 b

46

1D-54 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 波状口縁と想定される。 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位
平行沈線施文。 口端部及び口縁部の器形変換点に、 半截
竹管状工具による刺突文を巡らす。

諸磯 b ～ c

47 1A-47 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文横転がし。 諸磯 b

48
1C-53c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文横転がし。 諸磯 b

49 1G-58c 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

50
T-49a 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
口縁部破片 やや内反する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

51
1C-55b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 4 単位双頭波状口縁か。 半截竹管状工具による平行沈線で

区画し、 区画内に刺突文を施す。
諸磯 b 併行
（浮島系？）

52
1C-50b 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 貝殻腹縁文を施す。 諸磯 b 併行

（浮島系？）

53
1F-55c 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位直線状 ・ 弧状爪形文を

施す。 爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

54

1B-50 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文で区画する。 爪
形文間には斜位短沈線を連続して施す。 一部の区画内には
竹管状工具による円形刺突文を配す。

諸磯 b

第 188 表　二軒在家原田遺跡Ｂ区グリッド出土縄文時代遺物観察表（2）



二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 624 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

55

Y-47b 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文で区画する。 爪
形文間には斜位短沈線状の刺突を疎らに施す。 爪形文と爪
形文間の浮線文状施文を意識したものと考えられるが、 技術
的に稚拙である。爪形文間の区画には斜位平行沈線を施す。

諸磯 b

56
1C-56c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる横位

爪形文を施す。
諸磯 b

57
1B-49a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 胴部上位～中位片。 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文 ・

紐状貼付文を施す。 遺存部最上位には半截竹管状工具によ
る平行沈線施文。

諸磯 b

58
1C-54c 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 無節 L 縄文施文後、 横位浮線文で区画する。 区画内には

斜位直線状 ・ 弧状 ・ 渦巻き状浮線文を施す。
諸磯 b

59
1B-52d 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 横位 ・ 斜位浮線文で区画する。 一部の区画内には単節 RL

縄文施文。
諸磯 b

60
1B-51b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物 ・ 雲母
混入

胴部破片 弧状・渦巻き状等浮線文施文後、 一部に円形刺突文を配す。 諸磯 b

61

1b-49a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 胴部上位が内反する緩やかな波状口縁。 縄文 （単節 LR か）
施文後、 横位 ・ 斜位 ・ 渦巻き状浮線文を施す。、 波頂部下
位に円形貼付文を施文。

諸磯 b

62
Y-50c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 横位 ・ 斜位浮線文施文後、 一部に円形刺突文を施す。 諸磯 b

63

1G-58c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ ・ 片岩混入

胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線と浮線文で区画する。 区画
内には単節 RL 縄文施文。 また一部には結節浮線文又は爪
形文が僅かに認められる。

諸磯 b

64
1A-48d 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線施文後、 一部に円形刺突文

（半截竹管状工具による ?） を配す。
諸磯 b

65
X-49c 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位平行沈線を施

す。 沈線上の一部にさらに波状沈線を施文。
諸磯 b

66

X-50c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文 （一部は押し引
きせず平行沈線） で区画する。 同工具による縦位平行沈線
でさらに区画し、 区画内に弧状平行沈線施文。

諸磯 b

67
Y-50c 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線

を施す。
諸磯 b

68

Y-50c 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線
で区画する。 一部の区画内には同工具による斜位平行沈線
を施す。 さらに円形刺突文を横位に巡らす。

諸磯 b ～ c

69
1H-60b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫 ・ 雲母混
入

胴部破片 櫛歯状工具による横位平行沈線で区画する。 沈線部外に僅
かに縄文の痕跡が部分的に認められる。

諸磯 b

70
1H-60b 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

金雲母混入
胴部破片 単節 RL 結節縄文横転がし。 諸磯 b

71
1B-49c 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

褐色礫混入
胴部破片 幅の広い半截竹管状工具のロッキングにより施文する。 諸磯 b 併行

（浮島系？）

72
1C-53c 浅鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 浮線文 ・ 沈線を施す。 口縁部には円孔を巡らす。 外面及び

内面の一部に赤色塗彩。
諸磯 b

73

1D-50c 浅鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

体部破片 有孔浅鉢の体部中位～下位片と考えられる。 体部の段差に
並行する浮線文を巡らす。 浮線文間には半截竹管状工具押
し引きによる木葉状爪形文を施す。

諸磯 b

74
1D-53d 浅鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 口縁部に円孔を巡らす。 遺存部においては無文。 内外面赤

彩。
諸磯 b

75
1D-52a 浅鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

金雲母混入
口縁部破片 口縁部に円孔を巡らす。 遺存部においては無文。 諸磯 b

76
1H-56b 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 諸磯 b 式期深鉢の獣面把手。 諸磯 b

77

U-49a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

底部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線
を巡らす。 一部の沈線文間に斜位短沈線を連続して施し、
浮線文状施文とする。

諸磯 b

78
1C-56c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
底部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

79
Y-48d 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 横位細沈線施文後、 列点状刺突 （圧痕 ?） を伴う縦位棒状

貼付文を施す。
諸磯 c

80

T-49a 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線で区画し、 区画内には
同工具による矢羽根状平行沈線施文。 口端部に半截竹管状
工具による刺突文を巡らす。

諸磯 c

81
1C-55b 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 横位細沈線施文後、 結節浮

線文で区画する。 一部の区画内には円形貼付文を配す。
諸磯 c

82
1D-54 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線施文後、 楕円形貼付文

を配す。 遺存部上端は研磨による疑似口縁か。
諸磯 c

83

1D-54a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起線状） で区画
する。 一部の区画内には斜位平行沈線施文。 さらに 2 個一
対の円形貼付文を配す。 また剥落しているが楕円形貼付文
の痕跡が認められる。

諸磯 c
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二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

84
1D-54 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線施文後、 小さめの円形

貼付文を配す。
諸磯 c

85
1H-56b 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

赤褐色礫混入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 （一部は半隆起線状）

施文後、 一部に円形刺突を伴う貼付文を配す。
諸磯 c

86
1D-54 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線で区画し、 区画内に同

工具による縦位 ・ 斜位平行沈線を施す。
諸磯 c

87
1B-52 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 横位 ・ 斜位細沈線施文後、 斜位直線状 ・ 弧状結節浮線文

を施す。 さらに一部に円形貼付文を配す。
諸磯 c

88
1D-50c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 横位細沈線施文後、 斜位直線状 ・ 弧状結節浮線文を施す。

さらに一部に円形貼付文を配す。
諸磯 c

89
X-53a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

金雲母混入
胴部破片 斜位細沈線施文後、 3 条の縦位浮線文を施す。 諸磯 c

90
X-53a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 斜位細沈線施文後、 弧状浮線文を施す。 渦巻き状ﾓﾁｰﾌと

考えられる。
諸磯 c

91

W-52a 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

胴部破片 半截竹管状工具による縦位 ・ 綾杉状平行沈線施文後、 結節
浮線文を X 字状 ・ 弧状に施す。 一部の区画内には 2 個一
対の小さめの円形貼付文を配す。

諸磯 c

92
1H-56b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 横位細沈線施文後、 結節浮線文を施す。 諸磯 c

93
1F-53 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線を矢羽根状に施し、 鋸歯状

貼付文を配す。
諸磯 c 併行

94 1C-55b 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 貝殻腹縁文を施す。 興津式の系譜か。 諸磯 c 併行？

95

ｸﾞﾘｯﾄﾞ　
1H-56a

深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位～斜位平行沈線で区画し、 一部
の区画内には貝殻腹縁文を施す。 遺存部最上位は半截竹
管状工具による縦位平行沈線と考えられる。

諸磯 c 併行
（興津系）

96

1F-55c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢の波頂部から延びる把手と想定される。
両側面に半截竹管状工具による綾杉状平行沈線 （半隆起線
状） 施文後、 円形貼付文を配す。

諸磯 c

97
Y-49b 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 褐

色礫混入
底部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線施文後、 一部にボタン

状貼付文 （2 個一対か） を配す。
諸磯 c

98
T-50 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫 ・

灰色礫混入
胴部～底部破片 半截竹管状工具による横位沈線を施す。 諸磯 b ～ c

99
1F-55c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 横位沈線で区画し、 沈線間上下に交互刺突文を施す。 五領ヶ台

100
X-48 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を長方形に区画する。 区画

内には斜位沈線を施す。 頚部は無文。
加曽利 E Ⅰ

101
1B-54d 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

金雲母混入
口縁部破片 浅い沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内には半截

竹管状工具による縦位平行沈線を施す。
加曽利 E

102

X-42c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

口縁部破片 沈線により口縁部文様帯を楕円形に区画する。 一部の区画
内には単節 RL 縄文を、 他の区画には弧状 （渦巻き状 ?）
隆帯を施す。楕円形区画連結部上位には円形の窪みを配す。
胴部、 丸棒状工具による逆 U 字状・蕨手状沈線で区画する。
区画内には単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅲ

103
1G-54 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫 ・

角閃石 ・ 雲母混
入

胴部破片 幅広の浅い沈線で区画する。 一部の区画内に単節 RL 縄文
施文。

加曽利 E Ⅲ～
Ⅳ

104
1F-54a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 無節 L 縄文施文後、 丸棒状工具による縦位沈線 （2 条一組

か） を施す。
加曽利 E

105

V-48 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物 ・ 雲母
混入

胴部破片 口縁部文様帯～胴部上位が遺存する。 隆帯により口縁部文
様帯を区画し、 区画内には単節 RL 縄文施文。 胴部、 単節
RL 縄文施文後、 蕨手状 ・ 逆 U 字状沈線を施す。

加曽利 E Ⅲ

106
X-53a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 逆 U 字状 ・ 縦位沈線を施す。 逆 U 字区画内には単節 RL

縄文施文。
加曽利 E Ⅲ

107
1A-50d 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混

入
胴部破片 丸棒状工具による沈線で区画する。 区画内に縄文 （無節 L

と単節 LR の 2 種 ?） 施文。
加曽利 E

108
1F-54a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 丸棒状工具による縦位直線状 ・ 逆 U 字状沈線を施す。 加曽利 E Ⅲ～

Ⅳ併行

109
U-50 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫 ・ 雲母混
入

胴部破片 縦位隆帯により区画する。 区画内には縦位沈線を施す。 加曽利 E

110
1F-54a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫 ・ 雲母混
入

胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線 （2 条一組か） で区画する。 区
画内には縦位短沈線状刺突文を施す。

加曽利 E

111
1C-50b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫 ・ 雲母混
入

胴部破片 丸棒状工具による横位 ・ 縦位沈線を施す。 加曽利 E 併行

112
ｸﾞﾘｯﾄﾞ　
T-49c

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 口縁部に横位圧痕隆帯を巡らす。 胴部には縄文 （複節 LRL
か） 施文。

後期前葉？

113
ｸﾞﾘｯﾄﾞ　
1C-52d

土製品 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

破片 （器種 ・ 部
位不明）

先端部径がやや小さくなる円筒状を呈する。 外面、 丁寧な磨
きを施す。

後期？

114
ｸﾞﾘｯﾄﾞ　
X-52b

玉状
土製品

普通 砂粒混入 ほぼ完形 両側面に浅い孔を穿つ。 不明
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二軒在家原田遺跡（Ｂ区）

－ 626 －

Ｂ区一括

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

B 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁の波頂部付近。 口縁に並行して半截竹管状
工具押し引きによる爪形文を巡らす。 爪形文の一部は押し引
きせず平行沈線状を呈する。

有尾

2

B 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁の波頂部付近。 口縁に並行して半截竹管状
工具押し引きによる爪形文を巡らす。 爪形文の一部は押し引
きの間隔を広くしている。

有尾

3

B 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 胴部上位から頚部が遺存すると考えられる。 胴部上位、 付加
条縄文施文。 頚部、 半截竹管状工具押し引きによる間隔の
広い横位爪形文を巡らす。

有尾 ・ 黒浜

4
B 区一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工具押し引きによ

る爪形文を施す。 爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

5
B 区一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部破

片
縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。
一部の沈線文間に同工具による木葉状 ・ 弧状沈線を施す。

諸磯 b ？

6
B 区一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定さ

れる。 口縁部が僅かに遺存する。 浮線文を施す。
諸磯 b

7
B 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定さ

れる。 浮線文を施す。
諸磯 b

8

B 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ ・ 片岩混入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・ 縦位爪形文で区画す
る。 爪形文間には斜位短沈線を連続して施す。 さらに一部
の区画内に円形刺突文を配す。

諸磯 b

9
B 区一括 鉢 ? 良好 砂粒混入 胴部破片 縄文 （複節 LRL?） 施文後、 半截竹管状工具押し引きによる

爪形文を施す。
諸磯 b

10
B 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位 ・ 斜位浮線文を施す。 諸磯 b

11 B 区一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。 諸磯 b

12
B 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定さ

れる。 半截竹管状工具による平行沈線を施す。
諸磯 b

13
B 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位 ・

弧状・蕨手状平行沈線で区画。 全体的に丁寧な施文である。
諸磯 b

14
B 区一括 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平

行沈線を施す。
諸磯 b

15
B 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 無節 L 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線を

施す。
諸磯 b

16
B 区一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縄文 （不明瞭） 施文後、 半截竹管状工具よる平行沈線を格

子目状に施す。
諸磯 b

17
B 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具による格子目文を施す。 一部に円形刺突文

を配す。
諸磯 b

18
B 区表採 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 角

閃石混入
口縁部破片 4 単位波状口縁波頂部に施された獣面把手。 把手の周囲に

は単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。
諸磯 b

19
B 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
胴部～底部 1/10単節 RL 縄文横転がし。 諸磯 b

20
B 区一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工具押し引きによ

る爪形文 （結節浮線文状を呈する） を施す。
諸磯 c ？

21
B 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 丸棒状工具による縦位沈線で区画する。 一部の区画内に単

節 LR 縄文充填。
加曽利 E
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Ｃ区 J － 1 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-1 住 9 区 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 2 単位大波状口縁深鉢か。 半截竹管状工具押し引きによ
る爪形文を口縁に並行して施す。 爪形文間には斜位短沈
線を連続して施文。

諸磯 b

2
J-1 住 6 区 2 層 鉢 ? 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する口縁。 複節 RLR 縄文施文後、 半截竹管状

工具押し引きによる間隔の広い横位爪形文を 3 条巡らす。
諸磯 b

3 J-1 住 7 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

4
J-1 住 11 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・ 斜位爪形文を施す。

一部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

5
J-1 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具 ・ 半截竹管状工具によ

る横位平行沈線を施す。
諸磯 b

6
J-1 住 9 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 複節 RLR 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜

位平行沈線を施す。
諸磯？

7
J-1 住 9 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を巡らす。 諸磯 b

8

J-1 住 5 区 1 層 鉢 ? 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物 ・ 植物
繊維混入

口縁部破片 口縁部がやや内反する鉢か。 直前段合撚り ? 有尾 ・ 黒浜
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－ 627 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

9
J-1 住 8 区 1 層
+11 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

底部破片 単節 RL 縄文施文。 底部の遺存が僅少であるが、 上げ底
状を呈する可能性がある。

有尾 ・ 黒浜

10
J-1 住 10 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による羽状平行沈線 （半隆起線状） 施

文後、 横位 ・ 縦位 ・ 斜位結節浮線文を施す。
諸磯 c

11
J-1 住 11 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 横位細沈線施文後、 弧状結節浮線文を施す。 諸磯 c

12
J-1 住 9 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を木葉状に区画する。 区

画内には縦位沈線を施す。
加曽利 E

13 J-1 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 撚り糸を施す。 加曽利 E

Ｃ区 J －２号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-2 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口端部直下、 半截竹管
状工具による縦位平行沈線・爪形文を巡らす。 口縁部、
単節 LR 縄文施文後、 2 条の横位爪形文を巡らす。

有尾

2
J-2 住 4 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 口縁部に並行して縦位短沈線を巡らす。 胴部、 単節

RL と LR による羽状縄文、 ループ文を施す。
有尾 ・ 黒浜

3

J-2 住 1 区 1 層 +
3 区 1 層 +
4 区 1 層

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 口端部、 半截竹管状工具による縦位短沈線を巡らす。
口縁部、 同工具押し引きによる爪形文を 5 条巡らす。
胴部、 単節 RL と LR 縄文、 ループ文施文後、 頚部に
半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。

有尾 ・ 黒浜

4
J-2 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 櫛歯状工具による平行

沈線・列点状刺突で区画する。 菱形ﾓﾁｰﾌと考えられる。
有尾

5
J-2 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 無節 l 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

6
J-2 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 無節 L 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

7
J-2 住 3 区 1 層 +
4 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 付加条縄文横転がしにより羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

8
J-2 住 4 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 単節 RL と LR 縄文横転

がしにより羽状構成とする。
有尾 ・ 黒浜

9
J-2 住 4 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 底部中央上げ底状を呈する。 撚り糸施文。 有尾 ・ 黒浜

10
J-2 住 1 区 1 層 深鉢 不良 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 底部やや上げ底状を呈する。 表面の摩滅が著しく調整

不明。
有尾 ・ 黒浜

Ｃ区 J － 3a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-3a 住 6 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 片
岩 ・ 植物繊維混
入

口縁部破片 やや外反する４単位波状口縁。 波頂部より縦位隆帯を
垂下させ、 横位隆帯と交差させて区画する。 横位隆帯
上位には、 櫛歯状工具による縦位列点状刺突を施す。
一部に横位基調列点状刺突も施す。 横位隆帯下位に
は、 同工具による列点状刺突を渦巻き状 ・ 斜位直線状
に施す。 内面は丁寧な磨き。

有尾

2

J-3a 住 6 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁か。 口縁に並行して櫛歯状工具による
列点状刺突文を 3 条巡らす。 口縁部、 斜位沈線を施
し、 沈線に平行する斜位列点状刺突文と縦位列点状刺
突文施文。 三角形又は菱形ﾓﾁｰﾌと想定される。

有尾

3

J-3a 住 9 区ﾍﾞﾙﾄ
3 層 ・ 10 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色礫 ・ 植物繊
維混入

口縁部破片 口端部が顕著に外反する。 口端部上面に無節 L 縄文
施文。 胴部、 無節 L 縄文施文後、 半截竹管状工具に
よる平行沈線を、 頚部には横位に巡らす。 胴部には斜
位 ・ 渦巻き状に施す。

有尾 ・ 黒浜

4
J-3a 住 7 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 片

岩 ・ 植物繊維混
入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 波頂部には棒状貼付文
を施す。 胴部は付加条縄文施文。

有尾 ・ 黒浜

5

J-3a 住 9 区 2 層 ・
13 区ﾍﾞﾙﾄ 2 層

深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・
雲母 ・ 植物繊維
混入

口縁部 1/10 ほぼ直立する平口縁と想定される。 無節 L 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

6
J-3 住 15 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位双頭波状口縁と想定される。 波頂部以外にも小
突起を配す。 環付末端縄 ・ 前々段多条施文。 内面丁
寧な磨き。

前期中葉

7
J-3a 住 10 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 直前段多条 ・ ﾙｰﾌﾟ文を施す。 有尾 ・ 黒浜

8

J-3a 住 14 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 口端部直下から口縁部文様帯の一部が遺存すると考え
られる。 櫛歯状工具による平行沈線施文後、 同工具に
よる列点状刺突文で区画する。

有尾

9

J-3a 住 14 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母 ・ 植
物繊維混入

胴部破片 口縁部文様帯下部から胴部上位が遺存すると考えられ
る。 口縁部文様帯、 櫛歯状工具による横位 ・ 斜位列点
状刺突文を施す。 菱形又は三角形ﾓﾁｰﾌか。 頚部、 2
条の並行する横位隆帯を巡らす。 隆帯間には刺突を伴
う縦位隆帯を配し区画する。 胴部、 単節 RL 縄文施文。

有尾 ・ 黒浜
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 628 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

10
J-3a 住 3 区ﾍﾞﾙﾄ 3
層 ・ 10 区 2 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 直前段多条 ・ ﾙｰﾌﾟ文を施す。 7 と同一個体。 有尾 ・ 黒浜

11
J-3a 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 ﾙｰﾌﾟ文を施す。 有尾 ・ 黒浜

12

J-3a 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ ・ 植物繊維
混入

胴部破片 単節 LR 環付末端縄横転がし。 前期中葉

13
J-3a 住 7 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部 1/10 単節 RL と LR 縄文による羽状縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

14
J-3a 住 9 区ﾍﾞﾙﾄ 3
層 ・ 13 区ﾍﾞﾙﾄ 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部中位～底
部 1/4

縄文 （付加条 ? 不明瞭） を施す。 底部はやや上げ底
状を呈する。

有尾 ・ 黒浜

15

J-3a 住 9 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部～底部
1/5

無節 L 縄文縦転がし。 底部は上げ底状を呈する。 一
部に浅い沈線状の窪みが認められるが、 意図的施文で
はないと考えられる。 内面丁寧な磨き。

前期中葉

16
J-3a 住 6 区 1 層 ・ 6
区 2 層 ・ 10 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部～底部
1/2

異条斜縄文横転がしにより羽状構成とする。 底部は上
げ底状。 補修孔が二組 （一組は貫通していない） あり。

有尾 ・ 黒浜

17
J-3a 住 7 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 底部中央上げ底状を呈する。 単節 RL 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

Ｃ区 J － 3b 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-3b 住 1 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫 ・ 雲母混
入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位直線状 ・
波状平行沈線施文。 さらに一部に円形刺突文を縦位に
配す。

諸磯 a ～ b

2
J-3b 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位直線状 ・

波状平行沈線を施す。 竹管状工具による円形刺突を縦
位に配す。

諸磯 a ～ b

3

J-3b 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 櫛歯状工具による横位平行沈線施文後、 横位波状平
行沈線を施す。 さらに、 同工具により縦位に刺突状に
平行短沈線を施す。赤色塗彩を施した可能性がある（一
部に痕跡らしきものが認められる）。

諸磯 a ～ b

Ｃ区 J － 3c 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-3c 住 7 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内に

は撚り糸を施す。 頚部無文。
加曽利 E Ⅰ

2
J-3c 住 8 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 半月形区

画内には縦位沈線を施す。
加曽利 E

3
J-3c 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 2 箇所において口縁部に接合する把手と考えられる。

横位 ・ 縦位直線状沈線、 縦位蕨手状沈線等を施す。
中期後葉

（中部高地系）

4
J-3c 住 8 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 丸棒状工具による 2 条一組の縦位沈線で区画する。 区

画内には単節 RL 縄文施文。
加曽利 E

5
J-3c 住 8 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 遺存部最上位に口縁部文様帯の一部が遺存か。 単節

LR 縄文を施文。 丸棒状工具による縦位 ・ 逆 U 字状沈
線を施す。

加曽利 E

6
J-3c 住 7 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 蛇行隆帯を垂下させ区画する。 区画内には半截竹管状

工具又は棒状工具による縦位基調沈線を施す。
加曽利 E

7
J-3c 住炉・7 区 1 層・
12 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

底部破片 撚り糸施文。 加曽利 E Ⅰ

8

J-3c 住 10 区 2 層 浅鉢 普通 砂粒混入 体部破片 浅鉢体部の器形変換点が遺存する。 浅い凹線状窪み
を有する渦巻き状隆帯を施す。 隆帯部以外は棒状工具
による沈線施文。

加曽利 E

9
J-3c 住炉 浅鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部～体部
1/8

体部上位で屈曲する浅鉢。 遺存部においては無文。 加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

10

J-3c 住 7 区炉 ・ 8
区 1 層 ・ 11 区 1 層 ・
12 区 1 層

吊手土器 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

鉢部破片 2 窓式吊手土器と想定される。 鉢部のみ遺存する。 口
端部上面の遺存部中央付近剥落部が吊手接合部と考
えられる。 口端部上面、 吊手部により 2 区画に分割し、
さらに渦巻き状隆帯により分割する。区画内にはU字状・
弧状沈線を施すが、 区画により沈線数が異なる。 内外
面に煤付着。 他の出土遺物から加曽利 E 併行と考えら
れる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ

Ｃ区 J － 3d 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-3d 住 14 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 櫛歯状工具による
横位直線状 ・ 波状平行沈線施文後、 一部の沈線上に
細めの半截竹管状工具による爪形文状刺突を施す。

諸磯 a ～ b

2

J-3d 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

 1/4 口縁部において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定
される。 1 ～ 3 条の横位紐状貼付文施文後、 単節 RL
縄文を施す （貼付文上にも施文）。

諸磯 b
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－ 629 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

3
J-3d 住 18 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による木葉状平

行沈線で区画する。 一部区画内に円形刺突文を配す。
諸磯 b

4
J-3d 住 12 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 石英 ・ 白

色鉱物混入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

5
J-3d 住 15 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部下位破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

6

J-3d 住 P-1 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫 ・ 白色鉱
物混入

胴部中位～底
部 1/5

単節 RL 縄文施文。 遺存部最上位に半截竹管状工具
押し引きによる横位爪形文が僅かに認められる。 内面
は丁寧な磨き。

諸磯 b

Ｃ区 J － 3 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-3 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ 3 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 口縁部に並行して櫛歯状工具による縦位列点状刺突文
を巡らす。 胴部、 半截竹管状工具による横位平行沈線
と、 同工具押し引きによる爪形文を施す。 爪形文の間
隔は一定ではなく、 一部を意図的に広くしている。

有尾 ・ 黒浜

2

J-3 住 13 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 口縁部に並行して櫛歯状工具による縦位列点状刺突文
を、 刺突文下位には横位微隆帯を巡らす。 胴部、 櫛
歯状工具による縦位 ・ 斜位列点状刺突文を施す。

有尾

3

J-3 住 9 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢と想定される。 縦位微隆帯上部が
波頂部か。 半截竹管状工具による平行沈線と、 列点状
刺突文を施す。 微隆帯下位の列点状刺突文は渦巻き
状ﾓﾁｰﾌと考えられる。

有尾

4
J-3 住 16 区 2 層 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
口縁部破片 無節 L 縄文施文後、 半截竹管状工具による斜位平行

沈線を施す。
有尾 ・ 黒浜

5

J-3 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ 3 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢と想定される。 波頂部より棒状隆
帯を垂下させる。 口縁部に並行して櫛歯状工具による
平行沈線と列点状刺突文を巡らす。 また、 棒状隆帯の
一部に平行して列点状刺突文を施す。

有尾

Ｃ区 J － 4 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-4 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる

爪形文を施す。
諸磯 b

2
J-4 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 爪形文

間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

3

J-4 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において内反する 4 単位波状口縁と想定され
る。 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 爪
形文間には斜位短沈線を連続して施文。

諸磯 b

4
J-4 住 9 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部

破片
4 単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工具押し引
きによる爪形文で区画する。

諸磯 b

5
J-4 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 一部の

爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

6
J-4 住 6 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 諸磯 b

7

J-4 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部が内反する 4 単位小波状口縁と想定される。 横
位 ・ 縦位 ・ 斜位 ・ 弧状浮線文を施す。 波頂部下位に
蕨手状隆帯を施す。

諸磯 b

8
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部～胴部
破片

口縁部が顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定される。
単節 RL 縄文施文後、 横位・斜位・弧状浮線文を施す。

諸磯 b

9

J-4 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部～胴部
破片

胴部上位において顕著に内反する 4 単位波状口縁と想
定。 横位 ・ 縦位 ・ 斜位 ・ 弧状の浮線文施文後、 一部
浮線文間に細めの棒状工具による列点状刺突を施す。

諸磯 b

10

J-4 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 片
岩混入

口縁部破片 やや内反する 4 単位波状口縁と想定される。 波頂部両
脇に小突起を有する。 縄文施文後、 口縁に並行する浮
線文、 渦巻き状浮線文を施す。 波頂部下位に剥離痕
が認められ、 貼付文が剥落している可能性がある。

諸磯 b

11
J-4 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位双頭波状口

縁と想定される。 縄文（不明瞭）施文後、浮線文を施す。
諸磯 b

12

J-4 住 2 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する波状口縁。 口縁部
に紐状貼付文（X 字状 + 縦位 3 条）を巡らす。胴部以下、
単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。

諸磯 b

13

J-4 住 5 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 口端部直下に幅の狭い無文帯を巡らす。 胴部、 単節
LR 縄文施文後、 浮線文で区画する。 一部の区画内に
は円形刺突文を配す。 また口端部上面には棒状貼付
文を連続して施す。

諸磯 b

14

J-4 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/10

4 単位双頭波状口縁と想定される。 口縁部に並行して
4 条の浮線文を巡らす。 その下位には渦巻き状・弧状・
斜位直線状等浮線文を施す。 胴部、 単節 RL 縄文施
文後、 横位浮線文施文。

諸磯 b
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 630 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

15
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する波状口縁と想定され

る。 縄文 （不明瞭） 施文後、横位・斜位浮線文を施す。
諸磯 b

16

J-4 住 13 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 波頂部に獣面把手を施す。 獣面部以外は単
節 RL 縄文施文後、浮線文を施す。 獣面部付近に赤彩。

諸磯 b

17

J-4 住 9 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 波頂部に獣面把手を施す。 獣面部以外は単
節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。

諸磯 b

18
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
口縁部破片 獣面把手付深鉢の獣面部。 諸磯 b

19
J-4 住 10 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫混入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁。

波頂部下位に獣面把手を配す。 獣面以外は浮線文を
施す。

諸磯 b

20

J-4 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

口縁部～胴部
破片

口縁部が顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定される。
口縁部上面に梯子状貼付文を施す。外面は横位・斜位・
弧状浮線文を施し、 波頂部下位に円形貼付文を配す。

諸磯 b

21
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線施文後、

円形刺突文を縦位に配す。
諸磯 a ～ b

22
J-4 住 1 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

黒色鉱物混入
口縁部破片 櫛歯状工具による弧状平行沈線 （肋骨文と想定される）

施文後、 縦位沈線 ・ 円形刺突文を施す。
諸磯 a

23 J-4 住 9 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 諸磯 a ～ b

24

J-4 住 15 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具による横位直線状 ・
波状 （?） 平行沈線施文。 さらに一部に円形刺突文を
縦位に配す。

諸磯 a ～ b

25

J-4 住 5 区 1 層 ・ 9
区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
破片

外反する 4 単位波状口縁と想定される。 口縁部に並行
して半截竹管状工具による平行沈線施文。 胴部、 単節
RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による 3 ～ 4 条一組
の横位平行沈線により区画し、 区画内を斜位平行沈線
により、 さらに三角形に区画する。 26 と同一個体。

諸磯 b

26

J-4 住 5 区 1 層 ・
7 区 1 層 ・ 9 区 1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫混入

胴部破片 胴部上位～中位の破片。 単節 RL 縄文施文後、 半截
竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線 （半隆起線状
を呈する） で区画する。

諸磯 b

27
J-4 住 5 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 単節 RL 縄文横転がし。 諸磯 b

28

J-4 住 15 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線で区画する。 一部の平
行沈線上に同工具による刺突文を連続して施文。 爪形
文を意識した施文か。

諸磯 b

29

J-4 住一括 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 一部の
爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。 さらに一部
の区画内には円形刺突文を配す。 全体的に摩滅してお
り、 調整が不明瞭。

諸磯 b

30

J-4 住 8 区ﾍﾞﾙﾄ 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位 ・ 斜
位平行沈線で区画する。 一部の区画内に同工具による
刺突文を縦位に配す。

諸磯 b

31
J-4 住 5 区 1 層 ・ 6
区 1 層 ・ 10 区 1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母混入 胴部 1/10 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

32
J-4 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文で区画する。 区画

内には縦位弧状浮線文を施す。
諸磯 b

33
J-4 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文で区画する。 区画

内には矢羽根状 ・ 弧状等浮線文を施す。
諸磯 b

34

J-4 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 波頂部に獣面把手を施す。 獣面部以外は縄
文 （不明瞭） 施文後、 浮線文を施す。

諸磯 b

35

J-4 住 2 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる波状 ・ 弧状爪形文を施
す。 一部の爪形文間には圧痕を連続して施し、 圧痕隆
帯文状を呈する。 さらに一部の区画内に円形刺突文を
配す。

諸磯 b

36
J-4 住 9 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による格子目文

を施す。
諸磯 b

37
J-4 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

胴部破片 直前段多条 RL 結節縄文横転がし。 諸磯 b

38

J-4 住 5 区 1 層 浅鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部～体部
破片

有孔浅鉢と想定される。 口縁部に並行し半截竹管状工
具又は板状工具による 「ハ」 の字状刺突を施す。 刺突
部分に孔を連続して穿つ。 体部、 二条の並行沈線で
半円状又は木葉状に区画し、 沈線間に半截竹管状工
具による連続刺突を施す。

諸磯 b

39

J-4 住 9 区 1 層 浅鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部～体部
破片

有孔浅鉢と想定される。 口縁部に並行し半截竹管状工
具又は板状工具による 「ハ」 の字状刺突を施す。 刺突
部分に孔を連続して穿つ。 体部、 二条の沈線で木葉
状等に区画し、 沈線間に半截竹管状工具による連続刺
突を施す。

諸磯 b
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－ 631 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

40

J-4 住 1 区 1 層 浅鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

体部破片 有孔浅鉢の体部器形変換点付近と想定される。 二条の
並行沈線で区画し、 沈線間に半截竹管状工具による連
続刺突を施す。器形変換点下位に、列点状刺突を施す。

諸磯 b

41
J-4 住一括 浅鉢 良好 砂粒混入 口縁部～体部

破片
有孔浅鉢と想定される。 遺存部においては無文である。
外面全体に赤色塗彩を施す。

諸磯 b

42

J-4 住 11 区 2 層 鉢 ? 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 口縁部、 X 字状と目の字状を組み合わせたﾓﾁｰﾌの貼
付文を巡らす。 胴部、 浮線文を施す。 一部の浮線文
間には、 浮線文に直行する沈線を施し、 梯子状にする。

諸磯 b

43
J-4 住一括 小型鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
 1/3 遺存部においては無文。 諸磯 b ？

44
J-4 住 5 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
底部破片 単節RL縄文施文。底部が広範囲にわたり剥落している。 諸磯 b

45
J-4 住 5 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
底部破片 単節 RL と LR の結束縄文横転がし。 最下段の原体は

結束縄文とは異なる単節 RL 縄文原体か。
諸磯 b ？

Ｃ区 J － 5a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-5a 住 10 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 口端部厚みを有する。 半截竹管状工具押し引きによる

爪形文を施す。
諸磯 b

2
J-5a 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 縄文 （不明瞭） 施文後、 浮線文を施す。

諸磯 b

3
J-5a 住 3 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想

定される。 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。
諸磯 b

4

J-5a 住 10 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 単節 RL 縄文施文後、 器形変換点上位は浮
線文を施す。 下位は紐状貼付文施文後、 単節 RL 縄
文を押圧する。

諸磯 b

5

J-5a 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
破片

胴部上位において顕著に内反する 4 単位波状口縁と想
定される。 横位 ・ 縦位の浮線文施文後、 一部の浮線
文間に細めの棒状工具による列点状刺突を施す。

諸磯 b

6
J-5a 住 7 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 灰色礫混

入
口縁部破片 浮線文を施す。 口端部上面の一部には X 字状と日の

字状を組み合わせたﾓﾁｰﾌの貼付文施文。
諸磯 b

7

J-5a 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫 ・ 雲母混
入

口縁部～胴部
1/10

胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 横位浮線文 （棒状貼付文に単節 RL 縄文押
圧） により区画する。 器形変換点部分の区画内には、
縦位 ・ 斜位浮線文を施す。

諸磯 b

8

J-5a 住 11 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

口縁部破片 口端部に半截竹管状工具による刺突文を伴う横位隆帯
を 1 条巡らす。 隆帯下位は半截竹管状工具による横位
基調平行沈線施文。

諸磯 b ～ c

9
J-5a 住 2 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想

定される。 浮線文を施す。
諸磯 b

10

J-5a 住 11 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 赤褐色礫
混入

口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 波頂部下位にはやや楕円を呈する貼付文を
配す。 紐状貼付文を施し、一部の貼付文上に縄文 （無
節 L か） を押圧する。

諸磯 b

11

J-5a 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部～胴部
破片

胴部上位において顕著に内反する 4 単位波状口縁と
想定される。 波頂部外側へ折り返し、 把手状を呈する。
単節 LR 縄文施文後、 直線状 ・ 弧状 ・ 渦巻き状浮線
文を施す。 波頂部下位に楕円形貼付文を配す。

諸磯 b

12

J-5a 住 7 区 1 層 ・
12 区ﾍﾞﾙﾄ 1 層

深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁深
鉢。 波頂部先端を外側へ曲げる。 また剥落しているが
波頂部下位に楕円形貼付文を配す。 口縁部から胴部
は単節 LR 縄文施文後、 浮線文を施す。 27 と同一個
体か。

諸磯 b

13

J-5a 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/8

胴部中位から外反し、 上位において顕著に内屈する 4
単位波状口縁と想定される。 波頂部下位には円形貼付
文を配す。 貼付文の剥落痕より獣面表現の可能性が考
えられる。 横位浮線文で区画し、 区画内に渦巻き状 ・
弧状等浮線文を施す。

諸磯 b

14

J-5a 住 2 区ﾍﾞﾙﾄ 1
層 ・ 3 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部～胴部
1/5

胴部中位から外反し、 上位において顕著に内屈する 4
単位波状口縁と想定される。 波頂部下位には円形貼付
文を配す。 横位浮線文で区画し、 区画内に渦巻き状 ・
弧状等浮線文を施す。 13 と同一個体。

諸磯 b

15

J-5a 住 11 区 1 層 ・
11 区ﾍﾞﾙﾄ 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

口縁部破片 半載竹管状工具による横位平行沈線を施文後、 外面
口端部に横位粘土紐を貼り付け、 さらに同工具により斜
位押圧を施す。

諸磯 b

16 J-5a 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する口縁。 縦位 ・ 横位浮線文を施す。 諸磯 b

17 J-5a 住 10 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 諸磯 b

18

J-5a 住 2 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 一部の
爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。 さらに一部
の区画内に円形刺突文を配す。

諸磯 b
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 632 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

19

J-5a 住 10 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

胴部破片 胴部上位で顕著に内屈する 4 単位波状口縁深鉢と想
定される。単節LR縄文施文後、横位浮線文で区画する。
一部区画内には弧状・渦巻き状・斜位等浮線文を施す。

諸磯 b

20
J-5a 住 11 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 縄文 （不明瞭） 施文後、 横位浮線文で区画し、 区画
内に矢羽根状 ・ 渦巻き状等浮線文を施す。

諸磯 b

21
J-5a 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 斜位直線状 ・ 縦位弧状等浮線文で区画する。 一部の

浮線文に並行して列点状刺突文を施す。
諸磯 b

22
J-5a 住 7 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 浮線文で区画し、 一部の区画内に円形刺突文を施す。 諸磯 b

23
J-5a 住 12 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
雲母混入

胴部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。

諸磯 b

24

J-5a 住 3 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 縄文施文後、 横位浮線文で区画する。 浮線文間には
列点状刺突文を施す。 また一部の区画内には縦位 ・ X
字状紐状貼付文施文。

諸磯 b

25
J-5a 住 6 区 1 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縄文施文後、 半截竹管状工具による格子目文を施す。

一部の区画内に円形刺突文を配す。
諸磯 b

26
J-5a 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

黒色礫混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による格子目文

を施す。 格子区画の中央付近に円形刺突文を配す。
諸磯 b

27
J-5a 住 11 区 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 深鉢の口縁部付近か。 楕円形貼付文 ・ 浮線文を施す。

12 と同一個体か。
諸磯 b

28

J-5a 住 2 区 1 層 浅鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
金雲母混入

体部破片 浅鉢の体部中位片と想定される。 半截竹管状工具によ
る平行沈線で区画し、 同工具による刺突文を連続して
施す。 外面赤彩。 一部に細い工具による列点状刺突
が認められるが、 意図的施文かどうか不明。

諸磯 b

29
J-5a 住 7 区 2 層 浅鉢 良好 砂粒混入 体部破片 有孔浅鉢と想定される。 器形変換点に連続する短沈線

状刺突を施す。 外面に赤彩を施す。
諸磯 b

30
J-5a 住 2 区 1 層 鉢 ? 普通 砂粒混入 体部破片 鉢の体部下位片か。 遺存部下半には直前段多条施文。

上半は無文で赤彩。
諸磯

31
J-5a 住 11 区 1 層 浅鉢 普通 砂粒混入 体部～底部

1/10
有孔浅鉢の体部下半から底部。 外面に 2 箇所の段差
あり。

諸磯 b ～ c

Ｃ区 J － 5b 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-5b 住 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 口端部に半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を

3 条巡らす。 胴部、 同工具押し引きによる斜位爪形文
を施す。

諸磯 b

2

J-5b 住床直 NO1 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫混入

 1/3 外反する平口縁。 口縁部上面に竹管状工具による列点
状刺突を施す。 胴部、 半截竹管状工具による４～６条
一組の横位平行沈線を、 口縁部直下から最下位まで５
ヶ所に施し、 ４段に区画する。 各区画内には同工具に
よる羽状平行沈線を施す。 ただし最下段の区画内は一
部分の施文に留まり、 大部分は無文である。

諸磯 b

3 J-5b 住東側一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 横位浮線文を施す。 諸磯 b

4

J-5b 住 2 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線
を施す。 一部の平行沈線には斜位短沈線を重ね浮線
文状とする。

諸磯 b

5
J-5b 住 2 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 遺存部最上位に獣面把手の一部が遺存する。 浮線文

を施す。
諸磯 b

6

J-5b 住床直 NO1 深鉢 良好 砂粒・赤色鉱物・
白色鉱物 ・ 砂礫
混入

胴部上位～胴
部下位 3/5

単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文で区画する。 内面
は横位の磨き。

諸磯 b

7

J-5b 住東側一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫混入

胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行
沈線で区画する。 一部の区画内には同工具による弧状
等平行沈線を施す。

諸磯 b

8
J-5b 住 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 結節縄文横転がし後、 半截竹管状工具による

横位 ・ 斜位平行沈線を施す。
諸磯 b

9 J-5b 住 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線を施す。 諸磯 b

10
J-5b 住床直 NO1 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
底部破片 横位浮線文を施す。 諸磯 b

11 J-5b 住 1 層 深鉢 良好 砂粒混入 底部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b

12

J-5b 住 2 層 浅鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 有孔浅鉢の口縁部。 口縁に並行して 2 条の浮線文を
巡らす。 浮線文間に孔を連続して配す。 その下位には
半截竹管状工具による平行沈線で区画し、 同工具によ
る刺突文を連続して施す。 外面赤色塗彩。

諸磯 b

13

J-5b 住 2 層 浅鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

体部破片 浅鉢体部上位片と考えられる。 半截竹管状工具押し引
きによる爪形文を施す。 器形変換点上位には、 同工具
又は棒状工具による列点状刺突文を巡らす。

諸磯 b

14
J-5b 住 1 層 浅鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
体部～底部
1/4

遺存部においては無文。 底部に顕著な段差を有する。
内面の一部剥落。

諸磯 b

15
J-5b 住 P-2 ﾐﾆﾁｭｱ土器 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
ほぼ完形 手づくねの小型鉢？ 諸磯 b ？
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－ 633 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

Ｃ区 J － 5 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-5 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 胴部中位から外反し、 上位において顕著に内屈する 4
単位波状口縁と想定される。 波頂部付近の口端部は外
反する。 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文で区画し、
区画内に渦巻き状 ・ 弧状等浮線文を施す。

諸磯 b

2

J-5 住 9 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色鉱物混入

口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 浮線文を施す。 波頂部付近が欠損するが、
波頂部とその下位に貼付文を配す。

諸磯 b

3

J-5 住 9 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 梯子状浮線文を施す。 口端部上面は綾杉状
沈線施文。

諸磯 b

4

J-5 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部破片 半截竹管状工具による横位半隆起線で区画する。 施文
具を替えることにより半隆起線の太さに変化をつけてい
る。 一部の半隆起線は途中で屈曲させ、 横長に区画す
る。 内側に斜位 （部分的には格子目状） 沈線を施す。

五領ヶ台

5

J-5 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
金雲母混入

胴部破片 胴部中位片と想定される。 半截竹管状工具による平行
沈線（一部は半隆起線状）を遺存部上位は横位に施す。
下位は縦位基調に施文後、 斜位直線状 ・ 縦位蛇行沈
線を施す。

五領ヶ台

Ｃ区 J － 6 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-6 住 6 区ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 口縁部に櫛歯状工具による縦位列点状刺突文を施す。
その下位には口縁に並行する微隆帯を巡らす。 胴部、
櫛歯状工具による斜位列点状刺突文施文。

有尾

2

J-6 住 4 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定。 口縁に並行する斜位方向と、
横位に半截竹管状工具による平行沈線を施す。 さらに
沈線に並行する櫛歯状工具による列点状刺突文施文。

有尾

3
J-6 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と推定。 櫛歯状工具による横位平行沈

線、 同工具による横位 ・ 斜位列点状刺突文を施す。
有尾

4

J-6 住 16 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部破片 緩やかな 4 単位波状口縁と想定される。 直前段多条施
文後、 口縁に並行して半截竹管状工具押し引きによる
2 条の平行沈線を巡らす。 波頂部下位には同工具によ
る平行沈線を逆 V 字状に施文。

有尾 ・ 黒浜

5

J-6 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 緩やかな 4 単位波状口縁か。 半截竹管状工具による平
行沈線を横位 ・ X 字状に施す。

有尾 ・ 黒浜

6
J-6 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 異条斜縄文横転がしにより羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

7

J-6 住 12 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 植
物繊維混入

口縁部～胴部
3/5

4 単位波状口縁。 波頂部に圧痕を伴う棒状隆帯貼付。
口縁部、 半截竹管状工具による平行沈線を口縁部に並
行して施文。 胴部、 単節 RL 縄文施文。

有尾

8

J-6 住 16 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 植
物繊維混入

口縁部破片 緩やかな 4 単位波状口縁と想定。 単節 RL と LR 縄文
による羽状縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平
行沈線を施す。 波頂部下位は縦位棒状貼付文施文。

有尾 ・ 黒浜

9
J-6 住ｻﾌﾞﾄﾚ 深鉢 普通 砂粒・赤褐色礫・

植物繊維混入
口縁部破片 口端部外面に圧痕を連続して巡らす。羽状縄文施文後、

半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線を施す。
有尾 ・ 黒浜

10

J-6 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 直前段多条による羽状縄文を施す。 口縁部に並行して
半截竹管状工具による横位蛇行平行沈線施文。 コンパ
ス文を意識すると考えられるが、 技術的に稚拙である。

有尾 ・ 黒浜

11 J-6 住 7 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 直前段多条施文。 有尾 ・ 黒浜？

12
J-6 住 16 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部～胴部
1/10

直前段多条による羽状縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

13

J-6 住 3 区 1 層 ・
4 区 1 層・8 区 1 層、
J-7 住 1 区 1 層 ・
2 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部 1/10 口端部が顕著に外反する平口縁深鉢と想定される。 0
段多条施文。

有尾 ・ 黒浜

14

J-6 住 8 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並行して半截竹
管状工具によるコンパス文を施す。 波頂部下位には同
工具回転による円形沈線を縦位に配す。

有尾 ・ 黒浜

15

J-6 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
片岩 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位小波状口縁か。 直前段多条施文後、 口縁部に
並行して円形刺突文を 2 条横位に巡らす。 遺存部下位
にも 1 条巡らす。 16 と同一個体。

有尾 ・ 黒浜？

16
J-6 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
片岩 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 直前段多条施文後、 円形刺突文を 1 条横位に巡らす。 有尾 ・ 黒浜？

17
J-6 住 8 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 櫛歯状工具による縦位列点状刺突文 ・ 横位平行沈線

を施す。
有尾 ・ 黒浜

18

J-6 住 8 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・植物繊維・
金雲母混入

胴部破片 頚部から胴部上位が遺存する。 単節 RL と LR 結節縄
文横転がしによる羽状構成とする。 頚部に半截竹管状
工具押し引きによる横位爪形文を巡らす。

有尾 ・ 黒浜
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 634 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

19

J-6 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒・植物繊維・
雲母混入

胴部破片 単節 RL と LR 結節縄文による羽状構成とする。 半截竹
管状工具押し引きによる 2 条一組の横位爪形文を巡ら
し、 爪形文間は無文とする。

有尾 ・ 黒浜

20
J-6 住 12 区 1 層 ・
16 区 1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 金雲母混
入

口縁部～胴部
1/10

ほぼ直立する平口縁と想定される。 縄文 （反撚り RR?）
を施す。

諸磯？

21 J-6 住 6 区ﾍﾞﾙﾄ 深鉢 良好 砂粒混入 底部破片 単節 RL 縄文施文。 内面丁寧な磨き。 諸磯 b ？

Ｃ区 J － 7 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-7 住 10 区 2 層 ・
14 区 1 層

深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

口縁部破片 緩やかな 4 単位波状口縁と想定される。 波頂部下位に
は縦位棒状貼付文施文。 櫛歯状工具による斜位平行
沈線を施す。

有尾

2

J-7 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 単節 RL 縄文施文後、
半截竹管状工具による平行沈線を口縁に並行して巡ら
す。 波頂部下位には縦位棒状貼付文を配す。

有尾

3
J-7 住 16 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 単節 LR 縄文施文後、 櫛歯状工具による波状平行沈線

文を施す。
中期中葉

4
J-7 住 16 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部～胴部
破片

半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 口縁部
最上位には、同工具又は板状工具による刺突を巡らす。

有尾

5
J-7 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部～胴部
破片

櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線を施す。 前期中葉

6
J-7 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で横位 ・ 斜位に

区画する。
有尾

7

J-7 住 10 区 1 層 ・
10 区 2 層 ・ 10 区ﾍﾞ
ﾙﾄ 2 層 ・ 14 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部 1/10 4 単位小波状口縁と想定。 単節 RL と LR 結束縄文施
文後、 口縁直下と遺存部下位に半截竹管状工具押し
引きによる 2 条の爪形文を巡らす。 内面は丁寧な磨き。

有尾 ・ 黒浜

8
J-7 住 9 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 直前段多条施文後、 半截竹管状工具による横位平行

沈線を巡らす。
有尾 ・ 黒浜？

9

J-7 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
破片

4 単位波状口縁と想定される。 単節 RL 縄文施文後、
波頂部に楕円形貼付文を施す。 貼付文下位には孔を
穿つ。 さらに竹管状工具による円形刺突を施す。

前期中葉

10
J-7 住 2 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
1/10

ほぼ直立する平口縁と想定される。 単節 RL と LR 結束
縄文横転がし。

有尾 ・ 黒浜

11
J-7 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 付加条縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

12

J-7 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

胴部破片 4 単位波状口縁深鉢の波頂部下位の口縁部文様帯付
近と想定される。 半截竹管状工具による平行沈線 ・ 同
工具押し引きによる爪形文を斜位に施す。

有尾

13
J-7 住 10 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 0 段多条施文後、 櫛歯状工具による横位基調平行沈線

を施す。
有尾 ・ 黒浜

14

J-7 住 11 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

胴部破片 羽状縄文 （単節 RL と無節 L?） 施文後、 2 条一組の
半截竹管状工具による横位平行沈線で区画する。 横位
沈線上の一部には円形沈線施文。 また、 遺存部最上
位には縦位沈線が認められる。

有尾 ・ 黒浜

15
J-7 住 13 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 付加条結束縄文横転がしにより羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

16

J-7 住 9 区 2 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
片岩混入 ・ 植物
繊維混入

胴部破片 直前段多条施文後、 円形刺突文を 1 条横位に巡らす。 有尾 ・ 黒浜？

17

J-7 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
黒色鉱物 ・ 植物
繊維混入

胴部破片 頚部から胴部上位が遺存する。 直前段多条施文後、
頚部にコンパス文を施す。

有尾 ・ 黒浜

18
J-7 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 縄文 （単節 LR?） 施文後、 櫛歯状工具による波状平

行沈線を施す。
有尾 ・ 黒浜

19
J-7 住 10 区ﾍﾞﾙﾄ
2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 頚部から胴部上位が遺存すると考えられる。 付加条縄
文横転がし後、 頚部外面に鍔状隆帯を巡らす。

有尾 ・ 黒浜？

20
J-7 住 7 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 ﾙｰﾌﾟ文 ・ 単節 LR 縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

21

J-7 住 9 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
片岩 ・ ﾁｬｰﾄ混入

胴部破片 頚部から胴部上位が遺存する。 頚部に半截竹管状工
具押し引きによる横位爪形文を巡らす。 その下位にﾙｰ
ﾌﾟ文施文。

有尾 ・ 黒浜？

22
J-7 住 4 区 1 層 ・
7 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 片
岩 ・ 植物繊維混
入

底部破片 無節 L 縄文施文 （不明瞭）。 前期中葉

23
J-7 住 15 区 1 層 ・
16 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部～底部破
片

直前段多条横転がし。 有尾 ・ 黒浜

24

J-7 住 2 区ﾍﾞﾙﾄ 1 層 深鉢 不良 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ混入胴部破片 無節 L 縄文施文後、 棒状 ・ ボタン状貼付文を施す。
ボタン状貼付文は剥落しているものが複数あるが、 痕跡
より 2 個 1 対で施されたと想定される。

諸磯 c

25
J-7 住 U-2 深鉢 普通 砂粒混入 胴部～底部

1/10
単節 RL と LR の結束縄文横転がし。 山形貼付文を横
位に巡らす。 山形貼付文の一部は剥落している。

諸磯
（大木5b併行）
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－ 635 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

Ｃ区 J － 8 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-8 住 8 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 口縁部に並行して櫛歯状工具による縦位列点状刺突文

を巡らす。 胴部には直前段多条縄文を施す。
有尾

2

J-8 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 小波状口縁か。 口縁部に横位隆帯を巡らす。 隆帯上
位と隆帯上に櫛歯状工具による刺突文施文。 隆帯下位
には半截竹管状工具による刺突文を施す。

有尾 ・ 黒浜

3

J-8 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 4 単位波状口縁と想定される。 櫛歯状工具による斜位
平行沈線を施す。 遺存部最上部には波状文と想定され
るモチーフが認められる。 一部にボタン状貼付文 ・ 櫛
歯状工具による縦位列点状刺突を施す。

前期中葉

4
J-8 住 10 区 2 層 深鉢 良好 砂粒・白色鉱物・

植物繊維混入
口縁部破片 ４単位波状口縁と想定される。 櫛歯状工具による平行

沈線を横位直線状 ・ 同心円状に施す。
前期中葉

5

J-8 住 8 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 直前段多条施文後、 口縁部に半截竹管状工具による
横位平行沈線を施す。 胴部の一部に同工具による斜位
平行沈線を配す。

有尾 ・ 黒浜

6
J-8 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁の波頂部付近が遺存。 口縁に並行す

る半截竹管状工具 （一部は棒状工具か） による平行沈
線を施す。

有尾 ・ 黒浜

7
J-8 住 15 区 1 層 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 細めの半截竹管状工具による横位平行沈線で区画す

る。 口縁部の区画内には同工具による鋸歯状平行沈線
施文。

有尾 ・ 黒浜

8

J-8 住 12 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英 ・ 植
物繊維混入

口縁部～胴部
1/8

4 単位波状口縁。 口縁部と頚部に半截竹管状工具によ
る横位集合沈線を施し区画する。 区画内、 同工具によ
る波状平行沈線施文。

有尾 ・ 黒浜

9

J-8 住 14 区 1 層 ・
15 区 1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
1/5

4 単位小波状口縁と想定される。 小波状下位に半截竹
管状工具による縦位平行沈線を垂下させ区画。 各区画
内に同工具による横位平行沈線施文。

前期中葉～
後葉

10

J-8 住 11 区 1 層 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 無節 L 縄文施文後、 半
截竹管状工具による横位平行沈線で区画する。 区画内
は同工具による鋸歯状 ・ 斜位平行沈線を組み合わ、 格
子目状とする。 意識としては菱形 ・ 三角形のﾓﾁｰﾌか。

有尾 ・ 黒浜

11
J-8 住 14 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 付加条縄文横転が

し後、 口縁部に 2 条のコンパス文を施す。
有尾 ・ 黒浜

12

J-8 住 8 区 1 層 ・
ｻﾌﾞﾄﾚ一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
下位 1/5

三角形の小波状口縁。 波頂部下位に楕円形紐状貼付
文を配す。 無節 L 縄文施文。 口端部上面、 中央がや
や窪む浅い沈線状を呈する。

有尾 ・ 黒浜

13
J-8 住 12 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 ほぼ直立する平口縁。 0 段多条施文。 有尾 ・ 黒浜

14

J-8 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ・白色鉱物・
植物繊維混入

口縁部破片 付加条縄文横転がしにより羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

15
J-8 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部～胴部
1/10

直前段合撚施文。 一部は重複して施文するため、 格子
目状を呈する。

有尾 ・ 黒浜

16

J-8 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
石英混入 ・ 植物
繊維混入

口縁部～胴部
1/10

単節 RL と LR 縄文による羽状縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

17
J-8 住 12 区 1 層 ・
12 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
1/5

単節 RL と LR の羽状縄文を施す。 前期中葉

18

J-8 住ﾍﾞﾙﾄ 1 一括 ・
ﾍﾞﾙﾄ 2 一括

深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
金雲母 ・ 植物繊
維混入

口縁部～胴部
1/6

単節 RL と LR 縄文横転がしにより、 羽状縄文を施す。 有尾 ・ 黒浜

19
J-8 住ｻﾌﾞﾄﾚ一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 小突起を 4 単位配すか。 直前段多条横転がし。 有尾 ・ 黒浜

20

J-8 住ｻﾌﾞﾄﾚ一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ ・ 植物繊維
混入

胴部破片 口縁部文様帯下半から胴部上半が遺存する。 口縁部
文様帯、 櫛歯状工具による斜位列点状刺突文を施す。
頚部、 横位梯子状隆帯を巡らす。 隆帯の上下と隆帯上
の一部に列点状刺突文施文。 胴部、 単節 RL と LR 縄
文による羽状縄文を施す。

黒浜

21

J-8 住 16 区 2 層 深鉢 普通 砂粒・赤褐色礫・
石英 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 頚部から胴部上半が遺存する。 付加条縄文施文後、
頚部と胴部の一部にコンパス文を施す。

有尾 ・ 黒浜

22

J-8 住 15 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 片
岩 ・ 植物繊維混
入

胴部破片 口縁部文様帯から胴部下位が遺存すると考えられる。
口縁部文様帯から頚部、 半截竹管状工具による横位平
行沈線を施す。 胴部には付加条縄文施文。

有尾 ・ 黒浜

23
J-8 住 16 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 直前段多条横転がし。 遺存部最上位に半截竹管状工

具押し引きによる横位爪形文を施す。
有尾 ・ 黒浜

24
J-8 住 13 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線とコンパス文を施

す。
有尾 ・ 黒浜

25
J-8 住 9 区 1 層 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 口縁部文様帯から頚部付近が遺存すると想定。 半截竹

管状工具による横位平行沈線とコンパス文を施す。
有尾 ・ 黒浜

26

J-8 住 9 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 口縁部文様帯から頚部付近が遺存すると想定。 櫛歯状
工具による横位平行沈線 ・ 列点状刺突文で区画する。
口縁部文様帯には縦位 ・ 斜位列点状刺突文を施す。

有尾

第 201 表　二軒在家原田遺跡Ｃ区住居址出土縄文時代遺物観察表（9）



二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 636 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

27

J-8 住 3 区 1 層 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線で区画する。 区画
内は同工具による鋸歯状平行沈線を施す。 結果として
菱形 ・ 三角形のﾓﾁｰﾌとする。

有尾 ・ 黒浜

28

J-8 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ ・ 植物繊維
混入

胴部破片 付加条縄文横転がしにより羽状構成とする。 遺存部上
位に半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。

有尾 ・ 黒浜

29

J-8 住 11 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
ﾁｬｰﾄ ・ 片岩 ・ 植
物繊維混入

胴部破片 頚部から胴部上位が遺存すると考えられる。 単節 RL 縄
文施文後、 頚部外面に櫛歯状工具による横位列点状
刺突文を巡らす。

有尾 ・ 黒浜

30

J-8 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 単節 LR 縄文施文。 頚部に半截竹管状工具押し引きに
よる横位爪形文 （間隔が粗く、 「列点文」 とした方が適
当か） を巡らす。

有尾 ・ 黒浜

31
J-8 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 遺存部においては無文。 内面の一部に炭化物付着。 有尾 ・ 黒浜？

32
J-8 住 12 区 1 層 ・
12 区 2 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部～底部破
片

胴部に単節 LR 縄文施文。 底部、 遺存部少ないが若
干上げ底状か。

有尾 ・ 黒浜

33
J-8 住 5 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 直前段多条施文。 底部上げ底状を呈する。 有尾 ・ 黒浜

34
J-8 住 7 区 1 層 ・
11 区 1 層 ・ ﾍﾞﾙﾄ 1
一括

深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 植
物繊維混入

底部破片 無節 L 縄文を施す。 底部やや上げ底状。 前期中葉

35
J-8 住ｻﾌﾞﾄﾚ一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 雲母 ・ 植

物繊維混入
底部破片 縄文（直前段多条?）施文。底部やや上げ底状を呈する。 有尾 ・ 黒浜

36

J-8 住 P-1 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 幅広の半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文で区
画する。 区画内、 幅の狭い半截竹管状工具による斜位
基調平行沈線を施す。

諸磯 b

Ｃ区 J － 9 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-9 住 1 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 胴部上位片か。 付加条縄文施文後、 遺存部上位に半
截竹管状工具による横位平行沈線、 櫛歯状工具による
横位列点状刺突文を施す。

有尾 ・ 黒浜

2

J-9 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

胴部破片 頚部から胴部上位が遺存すると考えられる。 無節結束
縄文横転がし後、 遺存部上位に半截竹管状工具による
横位平行沈線、 横位列点状刺突文を施す。

有尾 ・ 黒浜

3

J-9 住 3 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

胴部破片 頚部から胴部上位が遺存すると考えられる。 頚部、 遺
存状況が不良であるが、 半截竹管状工具による横位平
行沈線と同工具押し引きによる横位爪形文を巡らすと考
えられる。 胴部、 単節 RL と LR 縄文横転がしにより羽
状構成とする。

有尾 ・ 黒浜

4
J-9 住ﾍﾞﾙﾄ一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 直前段多条施文。 有尾 ・ 黒浜

5
J-9 住ﾍﾞﾙﾄ一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 0 段多条施文。 内面の一部に炭化物付着。 有尾 ・ 黒浜

6
J-9 住 2 区 1 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 石英混入 胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 鋸歯状集合沈線を施す。

一部に三角形印刻文を配す。
十三菩提

Ｃ区 J － 10 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-10 住 2 区 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口縁部破片 緩やかな波状口縁か。 半截竹管状工具による横位基調

平行沈線施文後、 一部に同工具による縦位短沈線を施
す。

諸磯 b ～ c

2

J-10 住 2 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 縄文施文後、 浮線文を施す。 一部の浮線文
間に列点状刺突文施文。

諸磯 b

3
J-10 住 2 区 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・

雲母混入
口縁部破片 浮線文を施す。 諸磯 b

4
J-10 住 1 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で木葉状に区画

する。 区画内には円形刺突文を配す。
諸磯 b

5
J-10 住 2 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

雲母混入
胴部破片 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位 ・ 弧状平行沈線を

施す。
諸磯 b

6
J-10 住 9 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 3 条一組の横位浮線文を施す。

浮線文間には列点状刺突文施文。
諸磯 b

7

J-10 住 14 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 横位浮線文で区画する。 区画
内には弧状 ・ J 字状等浮線文を施す。 浮線文間には列
点状刺突文施文。 6 と同一個体の可能性あり。

諸磯 b

8
J-10 住 9 区 2 層 浅鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫 ・

雲母混入
体部破片 諸磯 b 式期浅鉢体部片と考えられる。 半截竹管状工具

押し引きによる爪形文で区画する。 外面に赤彩。
諸磯 b

9

J-10 住 14 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

底部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線を、 5 単位に分け
て 1 周させる。 5 箇所の単位変換点のうち 3 箇所にお
いて、 縦位沈線状の窪みが認められる。 単位区分の目
印にした可能性が考えられる。

諸磯 b
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－ 637 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

10
J-10 住 4 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

白色鉱物混入
底部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

11

J-10 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 半截竹管状工具により、 外面は横位平行沈線、 内面上
半は斜位平行沈線施文。 口端部内外面をまたぎ棒状
貼付文を施す。 さらに内面の一部にボタン状貼付文を
配す。

諸磯 c

12

J-10 住 5 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部～胴部
中位 1/4

口縁部、 横位沈線施文後、 半截竹管状工具による刺
突を伴う隆帯 （意識としては結節浮線文か） を横位 ・
縦位に施し長方形に区画する。 各区画内には同工具
による刺突を伴う円形貼付文を縦位に 3 個配す。 胴部、
縦位直線状 ・ 弧状綾杉状 ・ 鋸歯状等、 横位直線状沈
線を施す。 一部に円形貼付文が認められる。

諸磯 c

13

J-10 住 10 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

口縁部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線施文後、 縦位結
節浮線文 ・ ボタン状貼付文を配す。 口端部直下に半
截竹管状工具による刺突を施す。

諸磯 c

14

J-10 住 1 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 口縁部付近より上位が内反する。 半截竹管状工具によ
る横位・斜位平行沈線施文後、 ボタン状貼付文を配す。
口端部に半截竹管状工具による刺突を施す。

諸磯 c

15
J-10 住 4 区ﾍﾞﾙﾄ
1 層

深鉢 普通 砂粒 ・ 白色粒 ・
黒色礫混入

胴部～底部破
片

底部に向かい外側へ張り出す器形。 半截竹管状工具
による横位 ・ 斜位沈線で区画する。 2 個 1 対の円形貼
付文を配す。

諸磯 c

16
J-10 住 1 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫混入
胴部破片 半截竹管状工具による縦位基調平行沈線施文後、 一

部に縦位結節浮線文を施す。
諸磯 c

17

J-10 住 6 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫混
入

胴部破片 半截竹管状工具による縦位平行沈線で区画し、 区画内
に綾杉状沈線を施す。 さらに一部に刺突を伴う円形貼
付文を配す。

諸磯 c

18
J-10 住 2 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 暗褐色礫

混入
胴部破片 半截竹管状工具による横位細沈線施文後、横位・縦位・

斜位弧状結節浮線文を施す。
諸磯 c

19

J-10 住 1 区 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 縄文 （単節 RL?） 施文後、 半截竹管状工具による横
位平行沈線 （半隆起線状） で区画する。 区画内には
格子目状沈線を施す。 混入品。

五領ヶ台Ⅱ

Ｃ区 J － 11 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-11 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内に
は縦位短沈線施文。 頚部は遺存部が僅かであるが、
無文と想定される。

加曽利 E Ⅰ

2
J-11 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内に

は単節 RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ

3
J-11 住 2 区 2 層 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内に

は単節 RL 縄文施文。 頚部は無文。
加曽利 E Ⅰ

4

J-11 住 3 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
白色礫混入

口縁部破片 口縁部、 無節 L 縄文施文後、 口端部直下に 1 条の横
位沈線を巡らす。 頚部は無文。 胴部、 無文帯下部に 2
条の横位沈線を巡らす。 無節 L 縄文施文後、 縦位沈
線で区画する。

加曽利 E Ⅰ

5

J-11 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・
赤褐色礫混入

口縁部破片 胴部上位から口端部にかけて内反する。 丸棒状工具に
よる沈線で逆 U 字状に区画する。 区画内は無文。 区
画外は単節 RL 縄文施文。

加曽利 E Ⅲ

6 J-11 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 口縁部やや内反する。 縦位条線を施す。 加曽利 E

7
J-11 住 3 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

金雲母混入
口縁部破片 波状口縁深鉢把手部分。 8 と同一個体。 橋状把手の

両側面に腕骨文状沈線施文。
加曽利 E 併行
（曽利Ⅱ？）

8

J-11 住 3 区 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
金雲母混入

口縁部破片 波状口縁深鉢把手部分。 7 と同一個体。 渦巻き状沈線
間の剥落部と、 円孔上部を橋状把手が連結していたと
考えられる。 口縁部に並行する区画内には綾杉状沈線
施文。

加曽利 E 併行
（曽利Ⅱ ?）

9
J-11 住 2 区 P-4 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 頚部は無

文。胴部、単節 RL 縄文施文。3 と同一個体と考えられる。
加曽利 E Ⅰ

10

J-11 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 黒色鉱物
混入

胴部破片 口縁部文様帯から胴部上位が遺存すると想定される。
遺存部中央付近に 2 条一組の横位隆帯を巡らす。 隆
帯間と隆帯上位に列点状刺突文施文。 また一部に不整
形貼付文を配す。 その貼付文から胴部に蛇行隆帯を垂
下させ区画する。 区画内には綾杉状沈線を施す。

加曽利 E 併行
（曽利系？）

11
J-11 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縦位条線を施す。 加曽利 E

12
J-11 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 撚り糸を施す。 加曽利 E

13

J-11 住 3 区 器台 ? 普通 砂粒混入 脚部破片 外面の一部に稜を持たせ、 外見上は方形状を呈する。
一部に渦巻き状又は同心円状沈線を施す。 さらに一部
には円孔を配す。

加曽利 E
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 638 －

Ｃ区 J － 12 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-12 住 P-2 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
雲母混入

口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を半月形に区画する。
区画内には縦位沈線を施す。 半月形区画連結部には
渦巻き状沈線を配し、 その下位には蛇行沈線を垂下さ
せる。頚部は無文。遺存部最下位には波状沈線施文か。

加曽利 E Ⅰ

2

J-12 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 口端部直下に横位沈線を 2 条巡らす。 胴部、 縦位条
線施文後、 山形状 （鋸歯状 ?） 沈線を施す。 一部に
円形刺突文を配す。

加曽利 E

3

J-12 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

胴部破片 口縁部から胴部上位が遺存する。 隆帯と沈線で口縁部
文様帯を区画する。 区画内には単節 RL 縄文施文。 胴
部、 丸棒状工具による 2 条一組の縦位沈線で区画し、
区画内には単節 RL 縄文施文。 沈線間は無文。

加曽利 E Ⅲ

4
J-12 住 P-1 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 撚り糸施文。 一部に弧状隆帯を施す。 加曽利 E Ⅰ

5 J-12 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ混入胴部破片 撚り糸施文。 加曽利 E Ⅰ

6

J-12 住 P-2 深鉢 普通 砂粒・白色鉱物・
黒色鉱物 ・ 褐色
礫混入

胴部～底部
1/10

２条一組の縦位隆帯により５単位に区画する。 区画内に
は棒状工具による縦位沈線を施す。 さらに、 一部に同
工具による横位沈線施文。 横位沈線は確認できる限り
では直線状で弧状は呈していない。内面の一部が剥落。

加曽利 E

7 J-12 住 P-1 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 一部に縄文らしき施文が認められるが不明瞭である。 加曽利 E ？

Ｃ区 J － 13 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-13 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並行して櫛歯状
工具による列点状刺突文を巡らす。 口縁部には同工具
による平行沈線施文。 また一部に半截竹管状工具によ
る列点状平行沈線を垂下させる。 爪形文の意識か。

有尾

2

J-13 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 波頂部に縦位棒状貼付
文施文。 単節 RL と LR による羽状縄文施文後、 半截
竹管状工具押し引きによる横位爪形文を、 口縁に並行
して 2 条、 胴部上位に 2 条施す。

有尾 ・ 黒浜

3
J-13 住上層 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 ほぼ直立する平口縁。 単節 RL と LR 縄文横転がしによ

り羽状構成とする。
有尾 ・ 黒浜

4
J-13 住上層 ・ 一括 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 ほぼ直立する平口縁か。 無節 R 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

5

J-13 住一括 鉢 ? 普通 砂粒 ・ 灰色礫 ・
植物繊維混入

胴部 1/10 全体的に摩滅しており、 施文が不明瞭である。 遺存部
最上位に櫛歯状工具による鱗状平行沈線施文。 頚部
には同工具による横位平行沈線を巡らす。 体部には羽
状構成の縄文施文。

有尾 ・ 黒浜

6
J-13 住下層 深鉢 普通 砂粒 ・ ﾁｬｰﾄ ・ 植

物繊維混入
胴部破片 無節 L と R 縄文施文。 羽状縄文を意識していると考え

られるが、 羽状の形状が乱れている。
有尾 ・ 黒浜

7
J-13 住上層 ・ 下層 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 無節 L 縄文施文。 僅かだが上げ底状を呈する。 有尾 ・ 黒浜

8
J-13 住一括 台付土器 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
台部破片 台付土器の台部と想定した。 半截竹管状工具押し引き

による横位爪形文を巡らす。
有尾 ・ 黒浜

9
J-13 住一括 浅鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

金雲母混入
体部～底部
1/5

体部に顕著な段を有する。 半截竹管状工具による木葉
状等平行沈線施文。また一部に短沈線を連続して施す。

諸磯 b

Ｃ区 J － 14 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-14 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
口縁部破片 隆帯と沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内に

は単節 LR 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ

2

J-14 住炉周辺 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物
混入

胴部破片 口縁部付近から胴部上位片と想定される。 隆帯と沈線
により区画する。 区画内には単節 RL 縄文施文。 3 ・ 4
と同一個体と考えられる。

加曽利 E Ⅲ

3
J-14 住炉周辺 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 2 条一組の縦位基調隆帯で区画する。 区画内には単節

RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ

4
J-14 住炉周辺 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 縦位 ・ 横位の沈線で区画。 一部に蕨手状沈線を施す。 加曽利 E Ⅲ

5
J-14 住炉 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

灰色礫混入
胴部破片 2 条一組の刺突を伴う縦位隆帯で区画する。 区画内に

は単節 RL 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ

Ｃ区 J － 15 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-15 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

胴部破片 口縁部文様帯の一部から胴部上位が遺存する。 口縁
部文様帯、 半截竹管状工具押し引きによる爪形文 （一
部は列点状刺突状を呈する） と微隆帯で区画する。 胴
部は 0 段多条 3 段 RLR 縄文施文。

有尾

2
J-15 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 胴部上位片か。 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工

具による横位平行沈線 （半隆起線状） を施す。
有尾 ・ 黒浜

3
J-15 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 直前段多条横転がし。 内面上半部に炭化物付着。 有尾 ・ 黒浜
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－ 639 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

Ｃ区 J － 16a 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-16a 住周溝 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 口縁に並行して半截竹管状工具押し引きによる爪形文

を巡らす。
有尾 ・ 黒浜

2

J-16a 住周溝 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

胴部破片 頚部から胴部上位が遺存すると考えられる。 頚部、 半
截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を巡らす。 胴
部は縄文施文。 全体的に摩滅している。

有尾 ・ 黒浜

3
J-16a 住 P-1 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文横転がし。 有尾 ・ 黒浜

4
J-16a 住 P-1 深鉢 良好 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文横転がし。 有尾 ・ 黒浜

Ｃ区 J － 16b 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 J-16 住周溝 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文横転がし。 諸磯 b ？

2 J-16 住周溝 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

Ｃ区 J － 17 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

J-17 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 直前段多条施文後、 口
端部直下に 3 条の微隆帯を巡らす。 口縁部文様帯、
弧状 ・ 渦巻き状微隆帯を施す。 微隆帯両脇は撫で。

有尾

2
J-17 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 櫛歯状工具押し引きによる平行

沈線 ・ 列点状刺突文を施す。
前期中葉

3
J-17 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 櫛歯状工具による縦位・斜位列点状刺突文で区画する。

遺存部最上位には僅かだが隆帯が認められる。
有尾

4
J-17 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 無節 L 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線、

同工具押し引きによる爪形文で区画する。
有尾 ・ 黒浜

5

J-17 住周溝 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
灰色礫 ・ 白色鉱
物 ・ 植物繊維混
入

胴部破片 直前段多条施文後、 斜位直線状 ・ 渦巻き状微隆帯を
施す。 隆帯両脇は撫で。

有尾

6
J-17 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 微隆帯と、 微隆帯に並行する列点状刺突文を弧状に施

す。
有尾

7
J-17 住 D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 直前段多条施文。 有尾 ・ 黒浜

8
J-17 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 角閃石 ・

砂礫 ・ 植物繊維
混入

口縁部～胴部
1/8

4 単位波状口縁か。 波頂部下位に注口部を設ける。 ﾙ
ｰﾌﾟ文を多段に施文。 口縁部には梯子状隆帯を横位に
巡らす。

黒浜

9
J-17 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 0 段多条施文。 底部は上げ底状を呈する。 有尾 ・ 黒浜

10
J-17 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 遺存部最上位付近に僅かに縄文 ? 底部は上げ底状を

呈する。
有尾 ・ 黒浜

Ｃ区 J － 18 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-18 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を巡らす。

爪形文間には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

2
J-18 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

黒色鉱物混入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想

定される。 縄文施文後、 浮線文を施す。
諸磯 b

3 J-18 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 やや内反する口縁。 縄文施文後、 浮線文を施す。 諸磯 b

4

J-18 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想
定される。 2 ～ 3 条の並行する浮線文を施す。 浮線文
間には列点状刺突文を施す。 精製の感が強い。

諸磯 b

5
J-18 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位 ・ 斜位浮線文を施す。 諸磯 b

6
J-18 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縄文施文後、 横位浮線文を並行して巡らす。 一部の浮

線文間に列点状刺突文を施す。
諸磯 b

7
J-18 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 金雲母混

入
胴部破片 単節 LR 縄文施文。 諸磯 b

8
J-18 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
獣面把手 比較的扁平的な表現。 獣面周囲は浮線文を施す。 諸磯 b

9
J-18 住 P-1 鉢 ? 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
体部破片 遺存部においては無文。 精製の感が強い。 諸磯 b ？

10
J-18 住一括 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 褐色礫混

入
底部破片 横位浮線文を施す。 外面から底部にかけて摩滅 ・ 剥落

が顕著。
諸磯 b

11 J-18 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 640 －

Ｃ区 J － 19 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-19 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 頚部から同部上位片と想定される。 直前段多条施文。 有尾 ・ 黒浜

2
J-19 住 P-1 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 無節 R 縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

3
J-19 住外側周溝 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
底部破片 複節 LRL 縄文施文。 底部上げ底状。 有尾 ・ 黒浜

4

J-19 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混
入

口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工具押し引
きによる爪形文を巡らす。 爪形文間には斜位短沈線を
連続して施す。

諸磯 b

5
J-19 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる爪形文で

区画。 一部の爪形文間に斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

6
J-19 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる縦位 ・ 斜位爪形文を施

す。 縦位の中央の爪形間隔は、 他に比べて広い。
諸磯 b

7 J-19 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

8 J-19 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位細沈線施文後、 渦巻き状結節浮線文を施す。 諸磯 c

Ｃ区 J － 20 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-20 住一括 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 縄文 （無節 R?） 施文後、 口縁に並行してコンパス文を

巡らす。
有尾 ・ 黒浜

2
J-20 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線を施す。 沈線に並

行して櫛歯状工具による列点状刺突文施文。
有尾

3

J-20 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・
植物繊維混入

胴部破片 口縁部文様帯から頚部付近が遺存する。 口縁部文様
帯、櫛歯状工具による縦位・横位・斜位列点状刺突文と、
同工具による斜位平行沈線で区画する。 菱形又は三角
形のﾓﾁｰﾌと想定される。 頚部に横位列点状刺突文を
巡らす。

有尾

4
J-20 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

5
J-20 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
胴部破片 付加条縄文施文。 有尾 ・ 黒浜

Ｃ区 J － 21 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-21 住 D-2 土 深鉢 不良 砂粒混入 口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文施文。 爪形

文間には斜位短沈線を連続して施す。 表面の摩滅が著
しい。

諸磯 b

2

J-21 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 半截竹管状工具による
平行沈線 ・ 同工具押し引きによる爪形文を施す。 口端
部に結節浮線文状の連続刺突文施文。

諸磯 b

3
J-21 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を巡らす。 爪形

文間には斜位短沈線を連続して施す。
諸磯 b

4 J-21 住 D-6 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位基調浮線文を施す。 諸磯 b

5
J-21 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 胴部上位の顕著な器形屈曲点付近が遺存する。 浮線

文を施す。
諸磯 b

6
J-21 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 縄文施文後、 浮線文を施す。 諸磯 b

7
J-21 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位 ・ 斜位浮線文を施す。 諸磯 b

8 J-21 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位浮線文を施す。 諸磯 b

9
J-21 住 D-4 土 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 褐色礫混

入
胴部破片 摩滅が著しく、調整不明瞭。 横位基調平行沈線を施す。 諸磯 b

10 J-21 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線を施す。 諸磯 b

11
J-21 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行

沈線を施す。
諸磯 b

12
J-21 住一括 鉢 ? 普通 砂粒 ・ 白色礫混

入
底部破片 半截竹管状工具による平行沈線を施す。 諸磯 b

13
J-21 住 D-1 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 半截竹管状工具による角度の異なる斜位平行沈線 （半

隆起線状を呈する） 施文後、 一部にボタン状貼付文を
配す。

諸磯 c

14
J-21 住 D-3 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線施文後、 棒状貼

付文を配す。
諸磯 c

15
J-21 住 D-1 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 半截竹管状工具による縦位 ・ 斜位平行沈線 （半隆起

線状を呈する） を施す。
諸磯 c
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－ 641 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

Ｃ区 J － 23 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-23 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する。 縄文施文後、 横

位浮線文を施す。
諸磯 b

2
J-23 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想

定される。 浮線文を施す。
諸磯 b

3
J-23 住一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想

定される。 紐状貼付文を施す。
諸磯 b

4
J-23 住一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 3 条一組の浮線文を施す。 浮線

文間には列点状刺突文施文。
諸磯 b

5 J-23 住一括 浅鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 有孔浅鉢の口縁部。 口縁に並行して浮線文を巡らす。 諸磯 b

6
J-23 住一括 浅鉢 良好 砂粒混入 体部破片 外面、 遺存部中央付近に段差を有する。 非常に丁寧

な磨き。
諸磯 b

7
J-23 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物

混入
胴部破片 横位基調の細沈線施文後、 弧状結節浮線文を施す。 諸磯 c

Ｃ区 J － 24 号住居址

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
J-24 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 口縁に並行して半截竹

管状工具押し引きによる爪形文を巡らす。
有尾

2
J-24 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維

混入
口縁部破片 4 単位波状口縁の波頂部と想定される。 口縁に並行し

て半截竹管状工具押し引きによる爪形文を巡らす。
有尾

3
J-24 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
口縁部破片 口端部上面に三角形の小突起を配す。 口縁に並行し

て半截竹管状工具押し引きによる爪形文を巡らす。
有尾 ・ 黒浜

4

J-24 住一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維
混入

口縁部破片 波状口縁深鉢の波頂部付近が遺存すると想定される。
波頂部下位には中央が窪む円形貼付文を配す。 口縁
に並行して半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線
状） を施す。 沈線は円形貼付文上位において X 字状
に交差する。 胴部には付加条縄文施文。

有尾 ・ 黒浜

5
J-24 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 有尾

6
J-24 住一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・

植物繊維混入
胴部破片 0 段多条と直前段多条施文。 羽状縄文を意識している

と考えられるが、 規則的な羽状にはなっていない。
有尾 ・ 黒浜
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Ｃ区Ｄ－ 1 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-1 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 胴部上位片と想定される。 全体的に摩滅しており、 施文が不明

瞭。 縄文施文後、 横位浮線文を施す。
諸磯 b

Ｃ区Ｄ－ 2 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-2 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 植物

繊維混入
胴部破片 外面摩滅している。 単節 (?) 斜縄文施文か。 有尾 ・ 黒浜

2 D-2 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混入 胴部破片 直前段多条施文。 有尾 ・ 黒浜

Ｃ区Ｄ－ 3 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-3 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金

雲母混入
胴部破片 無節 L 縄文施文。 諸磯 b ？

Ｃ区Ｄ－ 4 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-4 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

2
D-4 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
胴部破片 同部上位の器形変換点付近と想定される。縄文（直前段多条 ?）

施文後、 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を巡らす。
有尾 ・ 黒浜

Ｃ区Ｄ－ 5 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-5 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
胴部破片 櫛歯状工具による列点状刺突文、 半截竹管状工具による平行

沈線及び刺突文を施す。
有尾 ・ 黒浜

2

D-5 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混
入

胴部破片 胴部上位の器形変換点付近と想定される。単節LR縄文施文後、
半截竹管状工具による横位平行沈線、 同工具押し引きによる爪
形文を施す。

有尾 ・ 黒浜
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 642 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

3
D-5 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
胴部破片 付加条縄文横転がしにより、 羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

4
D-5 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
胴部破片 単節 RL と LR 縄文横転がしにより、 羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

Ｃ区Ｄ－ 6 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-6 土 深鉢 普通 砂粒混入 底部破片 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

Ｃ区Ｄ－ 10 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-10 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 口縁部文様帯付近と想定される。 隆帯と沈線により区画する。

区画内には縦位沈線施文。
加曽利 E

2 D-10 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線状） を施す。 諸磯 c ？

Ｃ区Ｄ－ 11 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
D-11 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 赤褐色礫混

入
胴部破片 口縁部文様帯部分か。 低い隆帯で区画し、 区画内に無節 L

縄文施文。
加曽利 E

2
D-11 土 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 遺存部における調整が不明瞭。 縄文施文後、 幅広で浅い縦位

沈線を施す。
加曽利 E

Ｃ区Ｄ－ 12 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1 D-12 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 縦位沈線で区画する。 加曽利 E

2
D-12 土 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

灰色礫混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位 ・ 斜位爪形文を施す。 一

部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

Ｃ区Ｄ－ 13 号土坑

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

D-13 土 深鉢 普通 砂粒混入 口辺部～胴部
破片

口辺部、 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。 胴部、
同工具による縦位 ・ 斜位平行沈線を施し、 中央に刺突を伴う 2
個 1 対のボタン状貼付文を配す。

諸磯 c

2
D-13 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 胴部上位片か。 半截竹管状工具による横位 ・ 縦位 ・ 斜位平行

沈線を施す。
諸磯 c

3
D-13 土 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入胴部破片 単節 LR 縄文施文後、半截竹管状工具による横位平行沈線 （半

隆起線状） を施す。
諸磯？

4

D-13 土 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 胴部文様帯最上位で、 口縁部文様帯に接する器形変換点付
近と想定される。 丸棒状工具による横位直線状 ・ 波状沈線を施
す。 一部に三角形印刻文を配す。

五領ヶ台
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番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-1 浅鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入体部～底部
1/5

体部中位において器形が内屈 ・ 外屈する。 内屈部外面の稜に
沿い、 斜位短沈線を連続して施文。 その下位には単節 RL 結
節縄文横転がし。

諸磯 b

Ｃ区Ｕ－ 1 号埋設土器

Ｃ区Ｕ－ 4 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

U-4 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
砂礫混入

口縁部～胴部
3/4

口縁部は無文。 無文帯下部に横位隆帯を巡らし、 隆帯上に 6
単位の縦長貼付文を配す。 胴部、 縦位隆帯により区画し、 区
画内には綾杉状沈線施文。

中期後葉

Ｃ区Ｕ－ 5 号埋設土器

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
U-5 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
口辺部～胴部
1/2

口端部上面をシャープな平坦面としている。 器面全体に単節
RL と LR の羽状縄文を施す。

前期中葉
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－ 643 －

二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

Ｃ区グリッド

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
1I-45b 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
口縁部破片 口端部直下に櫛歯状工具による縦位列点状刺突文を連続して

施文。 口縁部には半截竹管状工具押し引きによる爪形文を巡
らす。

有尾

2
2H-48a 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
口縁部破片 櫛歯状工具押し引きによる横位平行沈線 ・ 縦位列点状刺突文

を施す。
有尾 ・ 黒浜

3
1V-61b 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
口縁部破片 環付末端縄施文。 内面は非常に丁寧な磨き。 前期中葉

4
2H-46c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 植

物繊維混入
胴部破片 直前段多条横転がしにより羽状構成とする。 遺存部最上位には

半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を巡らす。
有尾 ・ 黒浜

5
2F-41c 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
胴部破片 縄文 （直前段多条 ?） 施文後、 半截竹管状工具押し引きによ

る横位爪形文を巡らす。
有尾 ・ 黒浜

6
1I-45b 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
胴部破片 胴部上位の器形変換点付近か。 櫛歯状工具による横位列点状

刺突文を巡らす。 その下位には直前段多条施文。
有尾 ・ 黒浜

7
2H-48d 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
胴部破片 胴部上位片と想定される。 櫛歯状工具による横位 ・ 斜位列点

状刺突文を施す。
有尾

8
2F-41c 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
胴部破片 櫛歯状工具による横位・斜位平行沈線、 列点状刺突文を施す。

遺存部下半には縄文 （付加条 ?） 施文。
有尾

9
2A-50a 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 雲

母 ・ 植物繊維混入
胴部破片 櫛歯状工具による列点状刺突文 ・ 平行沈線文で区画する。 菱

形のﾓﾁｰﾌか。
有尾

10
2F-41c 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

植物繊維混入
胴部破片 直前段多条施文。 有尾 ・ 黒浜

11
2H-50 ａ 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 雲

母 ・ 植物繊維混入
胴部破片 無節 L と R 縄文横転がしにより、 羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

12
1Y-54b 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母 ・ 植物

繊維混入
胴部破片 単節 RL と LR 縄文施文。 羽状構成とする。 有尾 ・ 黒浜

13
2I-49a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 植

物繊維混入
胴部破片 付加条縄文横転がし。 有尾 ・ 黒浜

14
2I-50 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
底部破片 縦位弧状短沈線を施す。 底部は上げ底状。 有尾 ・ 黒浜

15
2H-46c 深鉢 普通 砂粒 ・ 植物繊維混

入
底部破片 0 段多条施文。 上げ底状を呈する。 有尾 ・ 黒浜

16

2D-44c 深鉢 普通 砂粒 ・ 灰色礫 ・ チ
ャート ・ 植物繊維
混入

底部破片 直前段多条施文。 有尾 ・ 黒浜

17
2G-44c 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位又は 2 単位波状口縁か。 半截竹管状工具押し引きによ

る爪形文を施す。
諸磯 a ～ b

18

2A-52c 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁の小型深鉢か。 波頂部は双頭状を呈する。 単
節 RL 縄文施文後、 波頂部下位に円形刺突文を縦位に配す。
円形刺突文は半截竹管状工具回転による施文か。

諸磯 a

19
2E-43c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 櫛歯状工具による横位直線状 ・ 波状平行沈線施文後、 円形刺

突文を縦位に配す。
諸磯 a ～ b

20
2E-46a 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 遺存部上半、 櫛歯状工具による波状平行沈線施文。 下半、 単

節 RL 結束縄文横転がし。 施文後、 円形刺突文を縦位に配す。
諸磯 a ～ b

21

2F-43a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 縄文 （複節 RLR?） 施文後、半截竹管状工具による横位直線状・
波状平行沈線を施す。 さらに一部に同工具による縦位連続短
沈線 （意識としては爪形文か） 施文。

諸磯 a ～ b

22
2A-48c 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位片と想定される。 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状

工具押し引きによる間隔の狭い爪形文を施す。 一部に円形刺
突文を配す。

諸磯 a ～ b

23
2b-48a 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具押し引きによる爪形文

を施す。
諸磯 a ～ b

24
1V-43 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金

雲母混入
口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる間隔の狭い横位爪形文施文。

爪形文間には同工具による列点状刺突文を施す。
諸磯 b

25
2A-49c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 雲

母混入
口縁部破片 やや外反する平口縁と想定される。 櫛歯状工具による横位直線

状 ・ 波状平行沈線を施す。
諸磯 b

26
2A-52c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金

雲母混入
口縁部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線施文。 諸磯 b

27
2F-45b 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部～胴部

破片
単節 LR 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線で
区画する。

諸磯 b

28
1I-45b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 同部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され

る。 半截竹管状工具による平行沈線を施す。
諸磯 b

29
2B-52c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 白

色鉱物混入
口縁部破片 同部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され

る。 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線を
施す。

諸磯 b

30
2B-48b 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 やや外反する 4 単位波状口縁か。 単節 RL 縄文を施す。 口端

部上面に圧痕を配す。
諸磯 b ？

31 2A-48c 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 縄文 （複節 LRL?） 施文。 口端部上面に連続短沈線を施す。 諸磯？

32 2G-44c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文を施す。 諸磯 b ？

33

2G-40b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 同部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され
る。 縄文を押圧する紐状貼付文を施す。 波頂部下位には楕円
形貼付文を配す。

諸磯 b

34
1I-45b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 4 単位波状口縁と想定される。 獣面把手の簡略化された表現。

獣面周囲は浮線文施文。
諸磯 b
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

－ 644 －

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

35 1Y-47a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる爪形文を施す。 諸磯 b

36
2F-48c 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる縦位爪形文で区画し、 区画内

に横位弧状爪形文施文。 さらに一部に円形刺突文を配す。
諸磯 b

37
1I-45b 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 雲

母混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる斜位直線状 ・ 弧状爪形文を施

す。
諸磯 b

38
1M-58c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 雲

母混入
胴部破片 半截竹管状工具押し引きによる間隔の狭い爪形文を施す。 一

部の爪形文間には斜位短沈線を連続して施文。
諸磯 b

39 2E-46a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 横位浮線文を施す。 諸磯 b

40
2G-48c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 胴部上位片か。 3 条一組の横位 ・ 縦位浮線文を施す。 浮線文

間には細い棒状工具による列点状刺突文施文。
諸磯 b

41
2H-46c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 同部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され

る。 浮線文と列点状刺突文を施す。
諸磯 b

42
1I-45b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 内屈する口縁。 単節 RL 縄文施文後浮線文を施す。 口端部上

面には紐状貼付文施文。
諸磯 b

43
2D-41b 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 内反する口縁部。半截竹管状工具による矢羽根状平行沈線（半

隆起線状） 施文後、 棒状 ・ 円形貼付文を施す。
諸磯 c

44
2A-49c 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

雲母混入
口縁部破片 内反する口縁部。 半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線

（半隆起線状） 施文後、 棒状 ・ ボタン状貼付文を施す。
諸磯 c

45
2D-51b 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 単節 RL 縄文施文。 口端部外面に棒状貼付文 ・ 連続刺突文を

施す。
諸磯 c

46
2C-50c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線を施す。 一部の沈線は交

差し格子目状を呈する。 また一部に円形貼付文を配す。
諸磯 c

47
2C-51c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 雲

母混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 円形貼付文を配す。 諸磯 c

48 1G-40c 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 横位細沈線施文後、 弧状結節浮線文を施す。 諸磯 c

49 1I-45b 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 横位 ・ 縦位結節浮線文を施す。 諸磯 c

50 2G-48c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 横位結節浮線文を施す。 諸磯 c

51
2b-48a 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線施文後、 鋸歯状貼付文を

施す。 さらに一部には円形貼付文を配す。
諸磯 c 併行

52

2A-45d 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入口縁部破片 半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線状） で区画する。
一部の区画内には同工具による横位 ・ 縦位沈線を組み合わせ、
格子目状とする。 また他の区画内には複節 LRL 縄文を施す。

五領ヶ台

53
2B-48b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金

雲母混入
胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線状） で区画し、 区

画内には同工具による格子目状沈線施文。
五領ヶ台

54
2A-45d 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入胴部破片 半截竹管状工具による平行沈線 （半隆起線状） で区画し、 区

画内には同工具による格子目状沈線施文。
五領ヶ台

55
1X-53b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金

雲母混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による弧状平行沈線を

施す。
五領ヶ台

56
2A-45d 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による縦位直線状 ・ 蛇

行平行沈線を施す。
五領ヶ台

57

1Y-48b 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による縦位 ・ 横位平行
沈線を施す。 一部に刺突文又は短沈線施文。 さらに沈線を伴
う棒状貼付文を配す。

五領ヶ台

58
2T-43b 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入胴部破片 半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起線状） で区画す

る。 区画内には板状又は棒状工具による上下交互刺突文施文。
五領ヶ台

59
1Y-49a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による縦位直線状 ・ 横

位弧状平行沈線を施す。 さらに一部の沈線に沿って刺突文施
文。

五領ヶ台

60
1Y-48d 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入胴部破片 無節 L 縄文施文後、 半截竹管状工具による縦位直線状 ・ 弧状

平行沈線 （半隆起線状） を施す。 北陸の影響下の土器か。
五領ヶ台併行

61

2O-64a 深鉢 良好 砂粒・赤褐色鉱物・
ﾁｬｰﾄ ・ 金雲母混
入

胴部～底部
1/3

頚部下位から底部が遺存する。 頚部文様帯は僅かに遺存する
のみであるが、 遺存部には単節 RL 縄文施文。 胴部、 縦位 ・
横位 ・ 弧状等隆帯で区画し、 区画内に単節 RL 縄文 ・ 同結束
縄文を施す。 さらに半截竹管状工具による平行沈線を、 隆帯
脇及び区画内に縦位 ・ 横位 ・ 弧状等に施す。

五領ヶ台

62
1I-45b 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 小波状口縁。 沈線と隆帯により口縁部文様帯を区画する。 区

画内に単節 RL 縄文施文。 波頂部下位は渦巻き状隆帯を配す。
加曽利 E Ⅱ～

Ⅲ

63
3B-77 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 断面三角形の隆帯で区画する。 区画内に単節 RL 縄文を施す。加曽利 E Ⅱ～

Ⅲ

64
1Y-60b 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 口縁部破片 低い隆帯と幅広の沈線で口縁部文様帯を区画する。 一部の区

画内には単節 LR 縄文施文。
加曽利 E

65
1I-45b 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 縦位沈線施文。 加曽利 E 併行

（中部高地系）

66 2D-40c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 丸棒状工具による刺突文又は短沈線を施す。 加曽利 E

67
3B-77 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 白

色鉱物混入
胴部破片 隆帯と幅広の沈線で区画する。 一部の区画内に単節 RL 縄文

施文。
加曽利 E Ⅲ～

Ⅳ

68

2D-40c 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 遺存部上位、 棒状又は板状工具による列点状刺突文を横位に
巡らす。遺存部中位～下位、丸棒状工具による沈線で区画する。
一部の区画内には単節 RL 縄文施文。

加曽利Ⅲ？

69

2G-48c 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 角
閃石混入

胴部破片 口縁部文様帯から胴部上位が遺存する。 隆帯と沈線により口
縁部文様帯を区画する。 区画内には無節 L 縄文施文。 胴部、
無節 L 縄文施文後、 縦位沈線で区画する。 沈線間は磨り消し。

加曽利 E
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

70
1J-48d 深鉢 良好 砂粒混入 胴部破片 単節 RL 縄文施文後、幅広で浅い縦位沈線（2 条一組 ?）を施す。

沈線間は磨り消し。
加曽利 E

71 1Q-66a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 単節 LR 縄文施文後、 縦位隆帯を施す。 加曽利 E

72 1T-44a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 撚り糸施文後、 縦位隆帯を施す。 加曽利 E

73 1I-45b 深鉢 普通 砂粒 ・ 雲母混入 胴部破片 撚り糸施文後、 縦位隆帯 （2 条一組 ?） を施す。 加曽利 E

74
1T-44c 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 灰

色礫混入
胴部破片 撚り糸施文。 加曽利 E

75
1H-39a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 弧状 ・ 縦位直線状隆帯で区画する。 区画内には丸棒状工具に

よる沈線又は刺突文を施す。 中部高地系土器。
加曽利 E 併行

76
1U-61a 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 弧状隆帯で区画し、 区画内に半截竹管状工具による平行沈線

施文。
加曽利 E 併行

77
2C-41d 鉢 ? 良好 砂粒 ・ 雲母混入 体部破片 鉢の体部中位片と想定した。 器形変換点上位を横位に区画し、

斜位短沈線を連続して施す。
加曽利 E
併行 ?

78
2D-51b 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 同部上位の器形変換点付近が遺存する。単節 LR 縄文施文後、

横位 ・ 斜位沈線を施す。 一部に刺突を伴う貼付文を配す。
堀之内 1

79

2A-51a 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 やや内反する口縁。 単節 RL 縄文施文後、 横位並行沈線で区
画する。 一部の区画内磨り消し。 内面の口端部直下に 1 条の
横位沈線を巡らす。

堀之内 2

80
2D-42d 小型深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入底部破片 内面の底部中央が盛り上がる。 外面は遺存部においては無文。

底部網代痕。
後期？
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番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1
C 区一括 深鉢 良好 砂粒・片岩・雲母・

植物繊維混入
口縁部破片 単節 RL と LR 縄文横転がしにより菱形構成の文様とする。 口縁

部に半截竹管状工具押し引きによる間隔の広い横位爪形文を 3
条巡らす。

有尾 ・ 黒浜

2
C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 植

物繊維混入
胴部破片 付加条縄文横転がしにより、羽状 （菱形状か） 縄文構成とする。 有尾 ・ 黒浜

3
C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物混

入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線を施す。 諸磯 a ～ b

4 C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 半截竹管状工具押し引きによる横位爪形文を施す。 諸磯 b

5

C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 やや外反する小突起を有する平口縁と想定される。 単節 RL 縄
文施文後、 半截竹管状工具による平行沈線を格子目状に施す
（格子目状モチーフが乱れている）。

諸磯 b

6
C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物混

入
口縁部破片 口縁部に並行し 1 条の隆帯を巡らす。 隆帯には刺突を連続し

て施す。 胴部、 半截竹管状工具による横位平行沈線を施す。
諸磯 b ～ c

7

C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
雲母混入

口縁部破片 4 単位波状口縁か。 口縁部に並行し 1 条の隆帯を巡らす。 隆
帯には半截竹管状工具による刺突 （一部は押し引きし結節浮
線文状を呈する） を連続して施す。 胴部、単節 LR 縄文施文後、
半截竹管状工具による横位 ・ 斜位平行沈線を施す。

諸磯 b ～ c

8

C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 雲
母混入

口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され
る。無節R縄文施文後、半截竹管状工具による平行沈線を施す。
波頂部下位には楕円形貼付文を配す。

諸磯 b

9

C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部～胴部
1/4

胴部上位で外屈し、 口縁部で内屈する 4 単位波状口縁。 外屈
部には 2 条の並行する横位貼付文を巡らし、 貼付文間には縦
位直線状 ・ X 字状貼付文施文。 その他の部分には浮線文を施
す。

諸磯 b

10
C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され

る。 浮線文を施す。 波頂部下位には楕円形貼付文を配す。
諸磯 b

11

C 区一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 胴部上位が激しく内反する器形。 4 単位波状口縁か。 単節 RL
縄文施文後、 ３条の浮線文と、 浮線文間の 2 条の連続刺突を
基本単位とし、 口縁部に並行するように、 又は楕円状に施文す
る。 波頂部下位に瘤状貼付文を施す。

諸磯 b

12 C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 ほぼ直立する平口縁と想定される。 単節 RL 縄文施文。 諸磯 b ？

13
C 区一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部 （把手）

破片
4 単位波状口縁深鉢の把手と想定される。 縄文 （不明瞭、 単
節 LR か） 施文後、 櫛歯状工具による平行沈線を施す。

諸磯 b

14
C 区一括 深鉢 普通 砂粒混入 口縁部 （把手）

破片
4 単位波状口縁深鉢の把手と想定される。 櫛歯状工具による平
行沈線で、 綾杉状ﾓﾁｰﾌを基本に施文する。

諸磯 b

15

C 区一括 浅鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 体部上位において顕著に内屈する浅鉢と考えられる。 口縁部
に並行して 1 条の浮線文 ・ 列点状円孔文を巡らす。 体部には
単節 LR 縄文施文。

諸磯 b

16
C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物 ・

褐色礫混入
胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 半截竹管状工具による横位平行沈線で

区画する。
諸磯 b

17
C 区一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 胴部上位片と想定される。 半截竹管状工具による平行沈線で

格子目状に区画し、 一部の区画内に円形刺突文施文。
諸磯 b

18
C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 白色鉱物混

入
胴部破片 胴部上位が顕著に内反する 4 単位波状口縁と想定される。 横

位 ・ 斜位 ・ 弧状浮線文を施す。
諸磯 b
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番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

19

C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物 ・
褐色礫混入

胴部破片 胴部上位が顕著に内屈する 4 単位波状口縁。 遺存部の上位で
内屈すると想定される。 単節 LR 縄文施文後、 横位浮線文で
区画し、 区画内に弧状 ・ 渦巻き状等浮線文を施す。

諸磯 b

20 C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 単節 RL 縄文施文後、 浮線文を施す。 諸磯 b

21 C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 横位直線状 ・ 矢羽根状結節浮線文を施す。 諸磯 b ～ c

22
C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 雲

母混入
胴部破片 半截竹管状工具による斜位平行沈線を矢羽根状に施す。 一部

に円形貼付文を配す。
諸磯 c

23
C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 横位細沈線施文後、 胎土の異なる粘土で弧状結節浮線文を施

す。
諸磯 c

24 C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 斜位細沈線施文後、 縦位結節浮線文を施す。 諸磯 c

25
C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入底部破片 半截竹管状工具による縦位基調平行沈線 （一部半隆起線状）

施文後、 縦位結節浮線文を施す。
諸磯 c

26

C 区一括 深鉢 良好 砂粒混入 口縁部破片 4 単位波状口縁深鉢と想定される。 口端部が顕著に内屈する。
口端部上面、 半截竹管状工具押し引きによる結節浮線文状爪
形文を鋸歯状に施す。 一部に三角印刻文を配す。 胴部、 半截
竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起線状） で区画し、 区
画内には鋸歯状沈線を施す。 さらに一部に三角印刻文を配す。

十三菩提

27

C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 白色鉱物混
入

口縁部破片 4 単位波状口縁か。口縁部に並行し 1 条の沈線を巡らす。胴部、
細めの半截竹管状工具による平行沈線で区画する。 一部の区
画内に印刻文を施す。

前期後葉？

28
C 区一括 深鉢 ? 普通 砂粒混入 胴部破片 深鉢胴部の橋状把手と想定した。 側面に櫛歯状工具 （?） によ

る連続刺突文を施す。
前期後葉？

29

C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入胴部破片 胴部上位片と想定される。 半截竹管状工具による平行沈線 （半
隆起線状） で区画する。 一部の区画内には同工具による格子
目状沈線施文。

五領ヶ台

30

C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入胴部破片 胴部上位片と想定される。 半截竹管状工具による平行沈線 （半
隆起線状） で区画する。 一部の区画内には同工具による格子
目状沈線施文。 29 と同一個体か。

五領ヶ台

31

C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入胴部破片 口縁部文様帯から胴部上位が遺存すると想定される。 横位隆
帯と半截竹管状工具による横位平行沈線 （半隆起線状） で口
縁部文様帯と胴部を区画か。 口縁部文様帯、 格子目状沈線施
文。 胴部、 遺存部少ないが縄文施文か。

五領ヶ台

32

C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部～胴部
1/5

撚り糸施文後、 口縁部に丸棒状工具による横位沈線を 2 条巡
らす。 胴部には連弧文を 2 段巡らす。 上位連弧文は下方に膨
らみ、 下位連弧文は上方に膨らむ。 下位連弧文の弧状最上位
からは、 縦位鋸歯状沈線を垂下させる。

加曽利 E Ⅰ～
Ⅱ併行

33
C 区一括 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫混入胴部破片 縦位直線状 ・ U 字状 ・ 逆 U 字状沈線で区画する。 一部の区

画内に単節 LR 縄文施文。
加曽利 E Ⅲ

34
C 区一括 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 雲

母混入
胴部破片 縦位圧痕隆帯で区画する。 区画内には縦位沈線施文。 中期後葉？

35
C 区一括 深鉢 普通 砂粒混入 胴部破片 同部上位の器形変換点付近が遺存する。単節 LR 縄文施文後、

横位 ・ 斜位等沈線を施す。 一部に刺突を伴う貼付文を配す。
堀之内 1

36

C 区一括 鉢 普通 砂粒混入 口縁部破片 外面、 口端部直下に横位沈線を巡らす。 波頂部下位には円形
刺突文 ・ 沈線文を配す。 内面、 波頂部付近に円形刺突文 ・
弧状沈線文を配す。

堀之内 1
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番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

1

ﾄﾚﾝﾁ 69 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 胴部上位において顕著に内屈する 4 単位波状口縁と想定され
る。 無節 L 縄文施文後、 浮線文を施す。 口端部上面には紐
状貼付文施文。

諸磯 b

2

ﾄﾚﾝﾁ 67 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金
雲母混入

口縁部破片 波状口縁波頂部が遺存する。 波頂部に蕨手状隆帯を施す。 口
縁部は半截竹管状工具による平行沈線施文。 一部は格子目状
を呈する。

五領ヶ台

3
ﾄﾚﾝﾁ 67 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金

雲母混入
口縁部破片 隆帯と沈線で区画する。 一部に印刻文を配す。 五領ヶ台

4
ﾄﾚﾝﾁ 69 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入口縁部破片 横位沈線で口縁部文様帯を区画する。 区画内は斜位沈線を組

み合わせ山形状ﾓﾁｰﾌとする。
中期初頭？

5
ﾄﾚﾝﾁ 69 深鉢 普通 砂粒 ・ 金雲母混入口縁部破片 半截竹管状工具による平行沈線で区画し、 区画内に同工具に

よる格子目状沈線施文。
五領ヶ台

6
ﾄﾚﾝﾁ 68 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 片

岩 ・ 金雲母混入
口縁部破片 横位沈線により口縁部文様帯を区画する。 区画内には横位直

線状 ・ 逆 U 字状沈線を施す。
五領ヶ台

7

ﾄﾚﾝﾁ 68 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩 ・ 金雲
母混入

胴部破片 胴部上位が遺存する。 器形変換点付近に横位沈線を巡らす。
沈線上位には縦位基調沈線施文。 下位には縄文 （無節 R? 不
明瞭） 施文後、 沈線 ・ 短沈線で区画する。

五領ヶ台

試掘トレンチ
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二軒在家原田遺跡（Ｃ区）

番号 遺構名 器種
成 ・ 整形技法の特徴

時期
①焼成 ②胎土 ③残存 ④器形 ・ 文様等の特徴／備考

8
ﾄﾚﾝﾁ 67 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金

雲母混入
胴部破片 結節縄文縦転がし。 五領ヶ台

9
ﾄﾚﾝﾁ 68 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金

雲母混入
口縁部破片 横位隆帯と角押文で区画する。一部の区画内に波状沈線施文。 中期中葉

10
ﾄﾚﾝﾁ 67 深鉢 やや不良 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金

雲母混入
口縁部破片 横位隆帯と角押文で区画する。一部の区画内に波状沈線施文。 中期中葉

11

ﾄﾚﾝﾁ 67 深鉢 普通 砂粒 ・ 礫 ・ 金雲母
混入

口縁部～胴部
破片

隆帯で隅丸長方形を連続して区分し、 口縁部文様帯を構成す
る。 隆帯に並行し角押文施文。 隅丸長方形区画内は、 並行す
る横位蛇行角押文を施す。 口縁部文様帯下位に頚部無文帯を
有する。 胴部、 襞状指頭圧痕か （遺存部分少なく不明瞭）。

中期中葉

12

ﾄﾚﾝﾁ 67 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 金
雲母混入

胴部破片 横位隆帯により遺存部を 3 分割する。 上位区画、 弧状沈線施
文。 中位区画、 弧状 ・ 波状隆帯、 弧状沈線施文。 下位区画、
襞状圧痕を施す。

中期中葉

13
ﾄﾚﾝﾁ 69 深鉢 普通 砂粒 ・ 片岩混入 胴部破片 隆帯により楕円形に区画すると想定される。 隆帯に並行して角

押文を施す。
中期中葉

14
ﾄﾚﾝﾁ 67 深鉢 普通 砂粒 ・ 褐色礫 ・ 赤

褐色礫混入
胴部下位～底
部破片

隆帯とそれに並行する角押文を施す。 内面に炭化物付着。 中期中葉

15
ﾄﾚﾝﾁ 74 深鉢 良好 砂粒 ・ 褐色礫混入口縁部破片 単節 RL 縄文施文後、 口縁部に 2 条の横位沈線を巡らし区画

する。 区画内には 2 条一組の鋸歯状沈線を施す。
中期後半？

第 217 表　二軒在家原田遺跡試掘トレンチ出土縄文時代遺物観察表（2）

Ｃ区Ｋ－ 1 号古墳

番号 遺構名 器　種 ①胎土  ②色調　③残存 法量 ( ㎝ ) 成 ・ 整形技法の特徴

1

前庭部　
土器集中 1

須恵器　
坏蓋

①白色粒子、 黒色粒子、
石英粒 
②灰色 
③ほぼ完存

口径  　:14.4
摘み径 : 2.4
器高  　: 3.3

轆轤整形。 外面甲部回転ヘラケズリ。 頂部に、 稜が強く突出する宝珠状
の摘みを付ける。 全体にオリーブ色の自然釉が掛かり、 黒色の付着物が
一部コークス状に発泡する。 内面のかえりは断面三角形で内側に突出す
る。 ８世紀前半？

2

前庭部　
土器集中 2

須恵器　
坏蓋

①白色粒子、 黒色粒子　 
②灰色 
③口縁～頂部 3/4

口径  　:12.2
摘み径 : 4.5
器高  　: 3.0

轆轤整形。 外面甲部回転ヘラケズリ。 頂部にボタン状の摘みをもつ。 重
ね焼きの痕跡あり。 内面のかえりは断面三角形で、口縁端部より若干短く、
やや内側に突出する。 ８世紀前半

3

前庭部　
土器集中 1

須恵器
坏蓋

①白色粒子、 黒色粒子　 
②暗灰色
③ほぼ完存

口径　  :13.4
摘み径 : 4.7
器高  　: 2.8

轆轤整形。 外面甲部回転ヘラケズリ。 頂部にボタン状の摘みをもつ。 一
部にオリーブ色の自然釉が掛かる。 内面のかえりは断面三角形で、 口縁
端部より短く突出する。 ８世紀前半

4

前庭部 2 須恵器　
坏蓋

①白色粒子、 黒色粒子　 
②暗灰色 
③口縁～頂部 1/2

口径　  :18.4
摘み径 : 6.7
器高  　: 3.4

轆轤整形。 外面甲部ヘラケズリ。 頂部にボタン状の摘みをもつ。 やや還
元焼成気味。 一部にオリーブ色の自然釉が掛かる。 内面のかえりは断面
三角形で、 短く突出する。 ８世紀前半

5

前庭部 4 須恵器　
短頸壺蓋

①白色粒子、 黒色粒子　 
②灰白色 
③完存

口径  　: 9.2
摘み径 : 2.8
器高　  : 3.8

轆轤整形。 外面回転ヘラケズリ。 頂部に、 稜が丸みを帯びる宝珠状の摘
みをもつ。 口唇部は内斜に面取りを行う。 ８世紀後半？

6

前庭部　
土器集中 1

須恵器　
短頸壺

①白色粒子、 黒色粒子　 
②灰白色
③口縁～体部上半 1/3

口径　: (7.2)
底径　:  －
器高　: (4.3)

轆轤整形。 口縁はやや内傾する。 5 とセットになる可能性がある。 ８世紀
後半

7

前庭部　
土器集中 2

須恵器　
坏

①白色粒子、 黒色粒子、
礫
②暗灰色 
③底部～口縁 2/3

口径　: 16.6
底径　: 11.6
器高　:  4.1

轆轤整形。 底部は回転ヘラケズリ後、 低い高台を張り付ける。 体部下半
を中心に光沢のある自然釉が掛かる。 ８世紀前半

8

前庭部　
土器集中 2

須恵器　
坏

①白色粒子、 黒色粒子　 
②暗灰色
③底部～口縁 1/3

口径　:(12.0)
底径　: (8.0)
器高　:  3.6

轆轤整形。 底部は回転ヘラケズリ。 やや還元焼成気味。 外面口縁近くに
暗オリーブ色の自然釉が掛かる。 ８世紀前半

9

前庭部　
土器集中 2

須恵器　
短頸壺？

①白色粒子、 黒色粒子　 
②灰白色
③底部～体部下半 1/3

口径　:  －
底径　: (7.4)　
器高　: (3.3)

轆轤整形。 底部は回転ヘラ切り。 ８世紀後半

第 218 表　二軒在家原田遺跡Ｃ区Ｋ－ 1 号墳出土遺物観察表（1）


